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発刊に寄せて
山形大学医学部長
小 池 吉 郎
平成3年7月， 国立学校設置法及び学校教育法の改正に伴い， 医学部では， 従来行われてきた
教養課程2年，専門課程4年の医学教育カリキュラムを廃止し，6年一貫教育課程とするカリキュ
ラムを平成5年度より実施することとなった。
これと並行して， 大学設置基準の改正により， 本学においても自己評価委員会が発足し， 本学
の現状分析あるいは本学が目指す研究・教育の方向 ー 大学の未来像 ー についての検討等， 本学
の発展のための自己評価が必須となってきた。
これを受けて， 現在医学部では医学部自己評価に関する委員会において， 医学部の研究・教育
活動を中心に， 自己評価の実施方法を模索している。
この討論の中では， 山形大学医学部の将来の発展は如何にあるべきかが， まず第一に採り上げ
られ， 研究・教育活動の評価について再検討の必要性が重視された。
本研究業績集発刊はその改革の第一歩であり， 各講座における研究業績の年報として毎年発刊
することとなったものであり， 願くは本業績集が医学部の自己評価の一端として， 医学部の発展
及び各講座間の研究活動の活性化に貢献することを期待するものである。
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解剖学第一講座
1 解剖学第一講座 I
1 . 論 文
(1)原 著
1) Hara, M., Yoshida, M. and Tonasaki, A. : Fine structure and volumetric changes of 
lamprey photoreceptor cells during light and dark periods. Cell Tiss. Res., 259 : 3 3 -41,
1990.
2) Nishimura, H., Hara, M., Sugawara, K., Kitame, F., Taguchi, K., Umetsu, Y.,
Tonosaki, A. and Nakamura, K. : Characterization of the cord-like structures emerg­
ing from the surface of influenza C virus-infected cells. Virol., 179 : 179-188, 1990.
(2)総 説
1) 外崎 昭：特集 光受容膜によせて。 細胞， 22; p.2, 1990.
2) 石川 誠：ャッメウナギ光受容細胞における外節円板膜の分化。細胞，22 : 13-16, 1990.
3 ) 渡辺 皓：神経細胞刺激受容領域の膜構造の変化。 産研7 : 26-28, 1990.
(3)著 書
なし
2 • 学会報告
(1)特別講演
なし
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
1) Watanabe, H., Washioka, H. and Tonosaki, A. : Postsynaptic membranes are
different in intramembrane-particle aggregation and other details in S-, F-, and C-type
synapses. 3rd International Symposium on Neurotransmitter Receptors. Hiroshima,
Japan, February 5-8, 1990.
2) Watanabe, H., Washioka, H. and Tonosaki, A. : Nicotinic and muscarinic post­
synaptic membranes : ultrathin-section and freeze-fracture studies. International
Symposium on the Autonomic Nervous System : Structure, Function and Develop­
ment, Oxford, U.K., September 13-15, 1990.
(3) 国際学会
なし
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(4) 国内総会
1) 石川 誠， 吉田美加， 渡辺 皓， 外崎 昭：ャッメウナギ光受容膜抗ロドプシン抗体お
よびレクチン結合性の電顕観察。 第95回日本解剖学会総会， 慶応義塾大学医学部， 東京，
2 月 1 - 3 日， 1990.
2) 渡辺 皓， 鷲岳 宏， 外崎 昭：ニワトリの末梢自律神経系にみられるニコチン性およ
びムスカリン性シナブス受容膜の構造：超薄切片法およびレプリカ法による観察。 第95回
日本解剖学会総会， 慶応義塾大学医学部， 東京， 2 月 1 - 3 日， 1990.
3)外崎 昭， 渡辺 皓， 鷲岳 宏， 石川 誠， 原 正啓， 吉田美加：網膜科学における微
細構造研究と当面の課題。 第46回日本電子顕微鏡学会総会ミニシンポジウム， 前橋， 5 月
17-19日， 1990.
4) 渡辺 皓，鷲岳宏，外崎 昭：シナプス受容膜の構造特異性：凍結割断法による観察。
第46回日本電子顕微鏡学会総会ミニシンポジウム， 前橋， 5 月 17-19日， 1990.
(5) 国内地方会
1) 鷲岳 宏， 渡辺 皓， 外崎 昭：キンギョ網膜水平細胞間ギャップ結合の面積とコネク
ソン粒子の分布密度：双面レプリカによる観察。 第36回日本解剖学会東北・北海道地方会，
秋田， 9 月 23-24日， 1990.
2) 吉田美加， 石川 誠， 渡辺 皓， 外崎 昭：ャツメウナギ網膜に対する単クローン抗体
作製と交叉反応性について。 第36回日本解剖学会東北 ・ 北海道地方会， 秋田， 9 月 23-24
日， 1990.
3) 石川 誠， 吉田美加， 渡辺 皓， 鷲岳 宏， 外崎 昭：光受容膜におけるレクチンおよ
び二次抗体結合部位の検出：切片法およびディ ー プ・エッチング法。 第36回日本解剖学会
東北 ・ 北海道地方会， 秋田， 9 月 23-24日， 1990.
(6)研究会
1) 渡辺 皓， 外崎 昭：ギャップ結合と裏打ち構造。 生理学研究所ギャップ結合研究会，
岡崎， 2 月 20日， 1990.
2) 石川 誠， 吉田美加， 渡辺 皓， 鷲岳 宏， 外崎 昭：光受容膜におけるレクチンおよ
び二次抗体結合部の電顕的観察：切片およびディ ープ・エッチング・レプリカによる定量。
第16回 Ocular Cell Biology の会， 京都， 12月 8 日， 1990.
3) 吉田美加， 石川 誠， 渡辺 皓， 外崎 昭：ャツメウナギ網膜に対する単クローン抗体
の反応性について。 第16回 Ocular Cell Biology の会， 京都， 12月 8 日， 1990.
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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解剖学第二講座
1 解剖学第二講座 I
1 . 論 文
(1)原 著
1) Shiga, T., Oppenheim, R. W., Grument, M. and Edelman, G. M. : N euron-glia cell
adhesion molecule (Ng-CAM) expression in the chick embryo spinal cord: observa­
tions on the earliest developing intersegmental interneurons. Dev. Brain Res., 55 : 
209-217, 1990.
2) Yaginuma, H., Shiga, T., Homma, S., Ishihara, R. and Oppenheim, R. W.: Identifica­
tion of early developing axon projections from spinal interneurons in the chick embryo 
with a neuron specific beta-tubulin antibody: evidence for a new "pioneer" pathways 
in the spinal cord. Development, 108 : 705-712, 1990. 
3) 白井敏雄， 石井勝好：先天性水頭症ラットHTXにおける皮質脊髄路起始ニュ ー ロンの
生後発達。難治性水頭症調査研究班平成元年度研究報告書， 9-14, 1990. 
4) 白井敏雄：発生期大脳薄切片の単独ならびに組合わせ培養における細胞構築と神経連絡
の形成。組織培養， 16 : 278-283, 1990. 
(2)総 説
なし
(3)著
書
1) 白井敏雄 監訳， パッテン発生学， 西村書店， 1990.
2. 学会報告
(1)特別講演
なし
(2) シンポジウム
1) Shirai, T., and Kitao, K. : Synaptogenesis is the single and combined cultures of
developing rat spinal cord. Second Japan-Korea Anatomical Joint Meeting. 1990. 4. 
2) Kitao, K. and Shirai, T. : Distribution of neuronal processes in pancreas co-cultured
with spinal cord, medulla oblongata, spinal ganalia, superior cervical ganglia and 
duodenum. Second Japan-Korea Anatomical Joint Meeting. 1990. 4. 
3) Shirai, T. and Ishii, K. : The postnatal changes of HRP-labeled corticospinal tract
neurons in the congenital hydrocephalic rats (HTX). International Symoosium on
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Hydocephalus. 1990. 11. 
4) Shirai, T. and Ishii, K. : Synaptic formation of the interhemispheric axons in the
postnatal cerebral cortex of rat. The 9th International Marcus Singer Symposium on
Development, Regeneration and Neuroanatomy. 1990. 10.
5) Ishii, K. and Shirai, T. : The postnatal development of rat reticulospinal neurons.
The 9th International Marcus Singer Symposium on Development, Regeneration and
Neuoanatomy. 1990. 10.
(3) 国際学会
なし
(4) 国内総会
1) 尾崎紀之， 白井敏雄：生後発生期の橋小脳線維終末部の微細構造。 第95回日本解剖会総
会，1990. 4.
2) 石井勝好， 白井敏雄：ラット脳幹網様体脊髄路起始ニュ ー ロンの生後発達。 第95回日本
解剖学会総会，1990. 4.
3) 白井敏雄，石井勝好：大脳皮質における交連線維のシナプス発生。 第95回日本解剖学会
総会，1990. 4.
4) 北尾研二， 白井敏雄：十二指腸および延髄と組合せ培養した膵臓腺細胞における神経連
絡。 第95回日本解剖学会総会，1990. 4.
5) 白井敏雄，石井勝好：ラット大脳皮質における交連線維のシナプス結合の形成。 第14回
神経科学学術集会，1990. 12.
6) 石井勝好， 白井敏雄：ラット網様体脊髄路起始ニュ ー ロンの生後発生。 第14回神経科学
学術集会，1990. 12.
7) 志賀 隆， 白井敏雄，R. W. Oppenheim: 脊髄介在ニュ ー ロンの経路形成：免疫組織学
的研究。 第14回神経科学学術集会，1990. 12.
(5) 国内地方会
1) 北尾研二， 白井敏雄：培養ラット膵における内分泌様細胞の形態と分布：免疫組織学的
観察。 第36回日本解剖学会東北・北海道地方会，1990. 9 .
(6)研究会
1) 白井敏雄，石井勝好：先天性水頭症ラットHTX大脳の微細構造。 難治性水頭症調査研
究班平成2年度ワ ー クショプ，1990. 8.
(7)他大学での講演
1) Shirai, T. : The fomation of neural connectivity in cerebrum. Department of
Anatomy, University of Mississippi School of Medicine. 1990. 11 . 5.
2) Shirai, T. : The fomation of neural connectivity in cerebrum. Department of
Anatomy and Neurobiology, Wake Forest University School of Medicine. 1990. 11. 7.
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3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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：理学第一講座j
生理学第一講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Matsuyama, K., Shibuya, I., Tanaka, K. and Doi, K. : Influence of extracellular
acidosis and temperature on intracellular pH and Ca2+ in a single myocyte isolated
from rat ventricle. Int J. Biometeorol 34 : 128-133, 1990
(2)総 説
なし
(3)著 書
なし
2 • 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム
なし
(3) 国際学会
なし
(4) 国内総会
1) 松山清治， 澁谷 泉， 田中万博，土居勝彦：単一分離心筋細胞内pHとCa2十の共役。第
67回日本生理学会大会，1990年4月3日
2) 内田勝雄， 加川朋子， 土居勝彦：単一分離心筋細胞のガス拡散におけるミオグロビンの
役割。 第67回日本生理学会大会， 1990年4月3日
3) 澁谷 泉，松山清治， 田中万博，土居勝彦：単一心筋細胞内pH, Ca2十の同時測定法。第
67回日本生理学会大会， 1990年4月3日
4) 松山清治， 田中万博， 土居勝彦：単一分離心筋内pHとCa2十の共動的動態。第29回日本
ME学会， 1990年5月9日
5) 田中万博，松山清治，土居勝彦：単一分離心筋細胞内pH, Ca2十の同時測定法。第29回日
本ME学会， 1990年5月9日
6) 内田勝雄，土居勝彦：単一分離心筋細胞の02拡散におけるミオグロビンの役割。第29回
日本ME学会， 1990年5月9日
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7) 松山清治，田中万博，土居勝彦：単一心筋細胞内Ca2十の単収縮時における変動。第29回
日本生気象学会，1990年10月16日
8) 内田勝雄，松山清治，田中万博，土居勝彦：単一心筋細胞膜の虚血時の仇拡散。第29回
日本生気象学会，1990年10月16日
(5) 国内地方会
1) 松山清治，田中万博，土居勝彦：単一心筋細胞の単収縮時における細胞内pHと[Ca2+]
の変動。 第23回東北生理談話会，1990年10月6日
2) 内田勝雄，松山清治，田中万博，土居勝彦：単一心筋細胞膜の仇拡散制限因子。第23回
東北生理談話会，1990年10月6 日
3) 田中万博，松山清治，土居勝彦：単一心筋細胞のpH心[Ca2+]の変動。第23回東北生理
談話会，1990年10月6 日
(6)研究会
なし
3 . 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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1 生理学第二講座 I
1 生理学第二講座 I
1 . 論 文
(1)原 著
1) Higashitani, Y., Ogura, A. and Kato, H. : Acute effects of lithium on synaptic in rat
hippocampus studied in vitro. Biol. Psychiatry, 27 : 17 4-182, 1990. 
2) Kondo, T., Ikenaka, K., Kato, H., Ito, H.,Aimoto, S., Hojo, H. and Mikoshiba, K. :
Long-term enhancement of synaptic transmission by synthetic mast cell degranulating
peptide and localization of binding sites in hippocampus. Neurosci. Res., 8 : 147-157,
1990.
3) Watanabe, T., Suzuki, T. and Suzuki, Y.: Ouabain-sensitiveK+-ATPase in epithelial
cells from guinea pig distal colon. Am. J. Physiol., 258 : G506-G511, 1990. 
4) Suzuki, A., Kameyama, J., Tsukamoto, M. and Suzuki, Y. : Bicarbonate secretion
in isolatrd guinea pig antrum. J. Clin. Gastroenterol., 12 : S 14-S18, 1990. 
5) 鈴木裕一， 三条敏邦， 亀山仁ー，塚本 長， 星川 匡， 矢島高二：ラットの回腸・盲腸
切除が糞便菌叢の動態に及ぼす影響， 消化と吸収， 13, 75-77, 1990.
6) 星川 匡，鈴木裕一， 矢島高二， 亀山仁ー，塚本 長：ラットの回腸盲腸切除後にみら
れる下痢と糞中有機酸の変化について， Prog. Med., 10, 523-527, 1990.
7) 鈴木 晃， 亀山仁ー，鈴木祐子， 矢作裕一， 八木 聡，仁科盛之，塚本 長，鈴木裕—,
金子健也：モルモット胃粘膜の重炭酸イオン分泌および短絡電流，Therap. Res., 11, 39-42,
1990.
(2)総 説
1) 塚田 稔，加藤宏司：パタ ーン刺激と海馬ニュ ー ロンの可塑性，電子情報通信学会誌 Vol.
73 : 100-108, 1990.
2) 池中一裕， 近藤哲朗， 藤本一朗， 相本三郎， 北条裕信， 御子柴克彦， 加藤宏司， 伊藤憲
ー：ハチ毒MCDペプチドによるシナプス伝達効率長期増強作用， 生物物理 30 : 22-27,
1990. 
3) 塚田 稔，加藤宏司：パタ ー ン刺激と海馬ニュ ーロンの可塑性，電子情報通信学会誌 vol.
73 : 100-108, 1990.
4) 加藤宏司：海馬長期増強と記憶(hippoacampal long term potentiation and memory ),
老年期痴呆研究会誌， 3, 75-97, 1990.
5) 鈴木裕一，寺川 進：大腸ーサ汎必器官としての大腸上皮一，生体の科学，41, 63-69, 1990.
-9-
(3)著 書
1) Tsukada, M., Aihara, T., Mizuno, M., Kato, H. and Ito K.-I.: Long-term potentiation
to temporal pattern stimuli in hippocampal slice. In Vision, Memory, and the Temporal 
Lobe (Iwai, E. and Mishkin, M. edits) : 251-254, Elsevier Science Publishing Co., Inc. 
New York, 1990. 
2) 鈴木裕一 ：電解質の吸収と分泌，「臨床生理学：腸」（朝倉 均，馬場忠雄，鈴木裕一編），
104-110, 1990. 
2. 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム・ ワ ー クショップ
なし
(3) 国際学会・国外学会
1) Tsukada, M., Aihara, T., Mizuno, M., Kato, H. and Ito, K. -I.: Induction of long-term
potentiation in hippocampus by temporal pattern stimulation, The first international 
symposium on synaptic plasticity and biocomputing. Tsukuba Japan Dec. 12-14, 1990. 
2) Tsukada, M., Aihara, T., Mizuno, M., and Ito, K. -I. : Temporal pattern discrimina­
tion in hippocampus. Proc. of Intrnational Conference on Fuzzy Logic and Neuronal 
Network, pp. 331-374, 1990.
3) Tsukada, M., Aihara, T., Mizuno, M., Kato, H. and Ito, K.-I. : A dynamic induction
process for long-term potentiation in hippocampus studied by temporal pattern stimu­
lation. 3rd International Symposium on Bioelectronic Devices, R & D association for 
Future Electorn Devices., 1990. 
4) Suzuki, Y., Ohtsuyama, M., Samman, G. and Sato, K.: Cell volume decrease during
cholinergic stimulation involves the Ca-dependent efflux of cellular KCI. Clin. Res., 38,
614A, 1990.
5) Ohtsuyama, H., Suzuki, Y., Samman, G., Sato, F. and Sato, K. : Stimulation of Cl 
channel activity by Ca and cAMP elevating agents in dissociated ecrrine clear cells as 
determined cell volume analysis. Clin. Res., 38, ·420A, 1990. 
6) Suzuki, Y., Ohtsuyama, M., Samman, G., Sato, F. and Sato, K.: Cell volume decrease
during cholinergic stimulation involves the Ca-dependent efflux of cellular KCL. J.
Invest. Dermatol., 94, 581, 1990.
7) Suzuki, Y. : Hydrogen ion secretion by distal colon : Role of ouabain-sensitive
-10-
H+-K九ATPase. Scientific Commuication of the 2nd Congress of Asian and Oceanian 
Physiological Societies, I -39, 1990. 
8) Hicks, T.P., Ito, K.-I., Skinkele, K. L. and Takeda, K. : Long-term potentiation and
N-methyl-D-aspartate related receptor mechanisms in hippocampus and visual cortex
in vitro. Can. J. Physiol. Pharmacol., 68, AXIi, 1990. 
9) Lev-Ram, V., Miyakawa, H., Lasser-Ross, N. and Ross, W. N.: Synaptically induced
dendrirc calcium transients in guinea pig cerebellar. Purkinje cells in vitro. Soc.
Neurosci. Abstr. 16, 894, 1990.
10) Skinkle K. L., Ito, K.-I., Salilnger, W. L. and Hicks, T. P. : Age dependent effects
of sex steroid hormones on hippocampal LTP in vitro. Soc. Neurosci. Abstr, 16, 981, 
1990. 
11) Ito, K.-I., Skinkle, K. L., Takeda, K. and Hicks, T. P. : The non-NMDA component
of LTP in the CAI area of rat hippocampal slices. Soc. Neurosci. Abstr., 16, 981, 
1990. 
(4) 国内学会
1) Kondo, T., Ikenaka, K., Aimoto, S., Hojyo, H., Ito, K.-I., Kato, H. and Mikoshiba, K.
: Studies on mechanisms involved in LTP-Induction by synthetic MCD peptide. 神経
科学学術集会Neuroscience Res., Suppl. 11, S 96, 1990. 
2) 相原威塚田 稔， 加藤宏司：海馬ニュ ー ロンにおける長期増強のメカニズムとその
モデル， 電子情報通信会技報MBE, 89, 123-128, 1990.
3) Fujii, S., Saito, K., Kato, K., Uruno, K., and Kato, H. Depoteneiation of tetanus-induced 
long-term potentiation by afferent stimulation in CAI hippocampal neurons in vitro. 
J ap. J, Physiol., 40, S217, 1990. 
4) Suzuki, Y., Kaneko, K. : Muscarinic stimulation of HC03 secretion in guinea pig
antral mucosa. J ap. J. Physiol., 40, S70, 1990. 
5) Yajima, T., Takahashi, T. and Suzuki, Y. : Relation between motility and transmural
potential difference in the rat colon in situ. J ap. J. Physiol., 40, S 85, 1990.
6) Miyakawa, H., Lev-Ram, V., Lasser-Ross, N. and Ross, W. N. : High time resolution
calcium imaging of single cerebellar Purkinje neuron activities. J ap. J. Physiol., 40, 
S 126, 1990. 
7) 相原 威，水野 真，塚田 稔，加藤宏司，宮川博義：時間パタ ーン刺激による海馬ニュ ー
ロンの可塑性， 神経回路学会， 講演論文集 pp.32, 1990.
8) 塚田 稔， 相原 威， 水野 真， 塚田 稔， 加藤宏司， 宮川博義：時間パタ ーン刺激に
よる海馬CAlニュ ー ロンのLTP誘導アルゴリズム， 第14回神経科学学術集会， 予稿集，
pp.32, 1990.
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9) 宮川博義，Lasser-Ross, N., Lev-Ram, V. and Ross, W.N.: Cooled CCDカメラを用い
た高速カルシウム画像解析，日生誌， 52, 243, 1990. 
10) 鈴木 晃，亀山仁ー ，塚本 長，金子健也，鈴木裕一：コリン作動薬による胃重炭酸イ
オン分泌充進，日本消化器病学会誌， 87, 243, 1990.
11) 鈴木裕一 ，飯塚 篤：Video-enhanced microscopyを用いた大腸杯細胞からのムチン 分
泌の観察，日本消化器病学会誌， 87, 687, 1990. 
12) 塚田 稔，相原 威， 加藤宏司：海馬ニュ ー ロンの長期増強のダイナミックス ，第5回
生体• 生理工学シンポジウム抄録集， 237-240, 1990. 
13) 岡部 進， 鈴木裕一 ， 高橋恒男， 石川 誠：モルモット大腸 Cl
一
分泌に対するphorbol
esterの効果，日本消化器病学誌， 87, 687, 1990. 
14) 板坂 哲，高橋恒男，石川 誠 ，鈴木裕一：ラット遠位大腸における伸展刺激時のCl分
泌と神経反射の関与，日本消化器病学会誌， 87, 2246, 1990. 
15) 飯塚 篤 ，鈴木裕一 ，高橋恒男，石川 誠：大腸杯細胞からのムチン分泌：ムスカリン
様刺激と cAMPとの相乗作用，日本消化器病学会誌， 87, 2247, 1990. 
(5) 国内地方会
1) 斎藤一夫，宇留野勝久， 加藤邦夫， 加藤宏司：モルモット海馬長期増強にはアラキドン
酸カスケ ー ドが関与する，日生誌， 52, 57-58, 1990.
2) 板坂 哲， 鈴木裕一：大腸 伸展刺激におけるCl分泌反応， 日生誌，52, 58, 1990.
3) 金子健也，鈴木裕一：モルモット幽門洞粘膜HC03 一分泌における刺激 物質問の相互作用，
日生誌52, 58, 1990. 
4) 星川 匡， 鈴木裕一 ，矢島高二：ラット回腸盲腸切除後にみ られる残存大腸の機能・形
態および糞便の変化について，日生誌， 52, 58, 1990. 
(6)研究会
1) 加藤宏司：海馬シナプスの長期増強 (hippocampal long term potentiation)産研 第
6巻2号 25-26, 1990.
2) 加藤宏司：海馬長期増強と記憶(hippocampal long term potentiation and memory ,
第3 回東北老年期痴呆研究会，(Nov., 4, 秋田），1990.
3) 加藤宏司 ，斉藤一夫，藤井 聡：Mast cell degranulating peptideにより誘導される海
馬シナプス 長期増強の性質，「生物毒と神経作用」大阪大学蛋白質研究所セミナー(Feb. 22, 
阪大蛋白研）， 1990.
4) 加藤宏司：ニュ ー ロンの可塑性についてーシナプスの長期増強を中心にして一 ， 第9回
北日本脳神経外科夏期セミナー ，(Aug. 24, 上山）， 1990.
5) 藤井 聡 ，加藤宏司：モルモット海馬CAIニュ ー ロンの入力刺激による脱長期増強現象，
第二 回山形神経精神薬 理談話会，(Oct. 19, 山大医学部）， 1990.
6) 加藤宏司：脳のしくみと はたらき，市民大学健康学科，(Sep. 8, 山形 ）， 1990.
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7) 金子健也， 鈴木裕一， 鈴木 晃， 亀山仁ー， 塚本 長：モルモット幽門洞粘膜重炭酸イ
オン分泌における分泌刺激物質間の相互作用， 第10回ヒスタミンレセプタ ー研究会， 抄録
集pp. 33-34, 1990. 
8) 鈴木裕一， 渡邊敏行：大腸上皮細胞膜のK+-ATPaseとH+ ポンプ活性， Abstracts of
Japanese Epitherial Transport Group, Vol. 2, pp. 25, 1990. 
3 . 学会 ・ 講習会 ・ シンポジウム ・ ワ ー クショップなどの開催
なし
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｀ヒ学第
一
叩□
生化学第一講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Ono, H. and Tuboi, S. : Presence of the cytosolic factor stimulating the import of
precursor of mitochondrial proteins in rabbit reticulocytes and rat liver cells. Arch.
Biochem. Biophys., 277 ; 368-373, 1990.
2) Ono, H. and Tuboi, S. : Purification of the putative import-receptor for the precursor
of the mitochondrial protein. J. Biochem., 107 : 840-845, 1990.
3) Ono, H. and Tuboi, S. : Purification and identification of a cytosolic factor required
for import of precursors of mitochondrial proteins into mitochondria. Arch. Biochem.
Biophys., 280: 299-304, 1990.
(2)総 説
1) Tuboi, S., Suzuki, T., Sato, M. and Yoshida, T. : Ret liver mitochondrial and cytosolic
fumarases with identical amino acid sequence are encoded from a single mRNA with 
two alternative in-phase AUG initiation sites. Advances in Enzyme Regulation., 30 :
289-304, 1990.
(3)著 書
なし
2 . 学会報告
(1)特別講演
なし
(2) シンポジウム・ワークショップ
なし
(3) 国際学会
なし
(4) 国内総会
1) 斧 秀勇， 坪井昭三：ミトコンドリア蛋白質前駆体膜透過の分子機構。 第63回 日本生
化学会大会，1990年9月。
2) 篠原克信， 斧 秀勇， 坪井昭三：酵母ミトコンドリア蛋白質膜駆体輸入反応を促進する
細胞質因子。 第63回 日本生化学会大会，1990年9月。
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3) 斧 秀勇， 坪井昭三：ミトコンドリア蛋白質前駆体輸送の分子機構。 第63回 日本生化
学会大会（シンポジウム：タンパク質の膜透過ならびに細胞内輸送の分子機構）。1990年9
月。
4) 斧 秀勇， 坪井昭三：ミトコンドリア蛋白質前駆体輸送の分子機構（ワ ー クショップ：
タンパク質のtargetingとsorting
一 分子レベルでの解明をめざして）。第43回 日本細胞
生物学会大会，1990年10月。
(5) 国内地方会
なし
(6)研究会
なし
3 . 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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9生化学第二講座 l
1 生化学第二講座 I
1 . 論 文
(1)原 著
1) Hidaka, S., Hanada, K. and Ishikawa, K. : In vitro messenger properties of a satellite
RNA of cucumber mosaic virus. J. General Virol., 71 : 439-442, 1990
2) Hidaka, S., Kadowaki, K., Tsutsumi, K. and Ishikawa, K. : Nucleotide sequence of
the rice cytoplasmic aldolase cDNA. Nucl. Acids Res., 18 : 3991, 1990
3) Ono, K., Tsutsumi, K. and Ishikawa, K.: Structure of chicken aldolase C mRNA and
its expression in the liver and brain during development. Biochem. International, 20 :
921-929, 1990
4) Kuzumaki, T., Tamate, H. B. and Ishikawa, K. : Point mutation of himalayan mouse
tyrosinase. Yamagata Med. J., 8 : 87-93, 1990
5) Ito, K., Tanaka, T., Tsutsumi, R., Ishikawa, K. and Tsutsumi, K. : Two different
HNFl-like transcriptional activators in the liver bind to the same region of the rat
aldolase B promoter. Biochem. Biophys. Res. Commun., 173 : 1337-1343, 1990
(2)総 説
伊藤菊ー， 堤 賢一 ：転写調節因子 RADIOISOTOPES 39, (5) 33A page63 ( 1990) 
(3)著 書
石川喜一， 石原弘章，竹田美文，坪井昭三， 堀 勝治，水野重樹，吉田充輝共訳： DNA→ 
RNA→プロテイン 一遺伝情報の流れ― (Tim Hunt, Steve Prentis, John Tooze編，DNA
makes RN A makes PROTEIN Elsevier Biomedical Press, Copyright 1983)西村書店
1990年9月発行
2 • 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム・ワ ー クショップ
なし
(3) 国際学会
1) Ishikawa, K., Gomez, P. F., Otsu, K., Suzuki, J. and Mastuda, A. : Identification of
melanosomal proteins from mouse melanoma cell by two dimensional gel electrophor-
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esis. XIV th International Pigment Cell Conference (October 31-N ovember 4, 1990, 
Kobe, Japan) 
2)_ Ishikawa, K., Tamate, H.B., Hirobe, T., Ito, S. and Wakamatsu, K.: Melanization 
in the skins of coat-color mutants of C57BL/10J congenic mice : Effects of genic 
substitution at the agouti, brown, albino, dilute, and pink-eyed dilution loci. XIVth 
Intermational Pigment Cell Conference (October 31-November4, 1990, Kobe, Japan) 
3) Kuzumaki, T. and Ishikawa, K. : Effect of choleratoxin, PGEl, dbcAMP, a-MSH
and TPA on differentiation of mouse melanom_a cell line. XIVth International Pigment
Cell Conference (October 31-November4, 1990, Kobe, Japan)
(4) 国内総会
1) 葛巻丈二朗， 石川喜一：コレラトキシンによる黒色腫培養細胞の分化誘導 第49回日本
癌学会総会 札幌 1990年7月
2) 伊藤菊ー， 石川喜一， 堤 賢一：アルドラー ゼB遺伝子プロモ ー タ ーのA領域に結合す
る転写因子 第63回日本生化学会大会 大阪 1990年9月
(5) 国内地方会
なし
(6)研究会
なし
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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1 薬理学講座 I
薬理学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Satoh, H. and Endoh, M. : Effects of new cardiotonic agent 1, 2-
dihydro-6-methyl -2-oxo-5-[imidazo (1, 2-a) pyridin-6-yl] 3-pyridine carbonitrile 
hydrochloride (E-1020) on contractile force and cyclic AMP metabolism in canine 
ventricular muscle. Japan. J. Pharmacol., 52 : 215-224, 1990. 
2) Katano, Y. and Endoh, M. : Differential effects of Ro 20-1724 and isobutylmethyl­
xanthine on the basal force of contraction and /3-adrenoceptor-mediated response in 
the rat ventricular myocardium. Biochem. Biophys. Res. Commun. 167 : 123-129, 
1990. 
3) Kushida, H., Hiramoto, T. and Endoh, M. : The preferential inhibition of a1 - over
/3-adrenoceptor-mediated positive inotropic effect by organic calcium antagonists in 
the rabbit papillary muscle. N aunyn-Schmiedeberg's Arch. Pharmacol., 341 : 206-214, 
1990. 
4) Endoh, M., Satoh, H., Norota, I. and Hirano, K. : Effects of new 1, 3-thiazole
derivative ZSY-39 on force of contraction and cyclic AMP content in canine 
ventricular muscle. Cardiovasc. Drug Ther., 4 : 1127-1134, 1990. 
5) Endoh, M., Otomo, J. and N orota, I. : Phorbol-12, 13-dibutyrate antagonizes the
a1 -adrenoceptor-mediated positive inotropic effect in the rabbit ventricular myocard­
ium. Br. J. Clin. Pharmacol., 30 : 115S-117S, 1990. 
6) Yasui, K. and Kimura, J. : Is potassium co-transported by the cardiac Na-Ca
Exchange ? Pfltigers Arch., 415 : 513-515, 1990.
7) Li, J. and Kimura, J.: Translocation mechanism of Na-Ca exchange in singie cardiac
cell of guinea pig. J. Gen. Physiol., 96: 777-788, 1990.
8) 木村純子：Triggerd activityに関与する膜電流． 薬理と治療， 18: 271-274, 1990.
(2)総 説
1) 遠藤政夫：カテコ ールアミンによる心筋収縮性制御機構， 第1回循環生理を考える会一
記録ー ． 臨床と研究， 65: 2173-2186, 1990.
2) 遠藤政夫：心筋収縮・弛緩制御と心作動物質．蛋白質 核酸 酵素，35: 1898-1908, 1990. 
3) 遠藤政夫：/31 -Partial Agonistの薬理ーPharmacology of /31 -Partial Agonists - .
臨床と研究， 67: 3197-3205, 1990.
-19-
4) 遠藤政夫：心筋収縮におけるCa 2十と Ca 2十拮抗薬． 循環制御，11 : 449-454, 1990.
5) 石幡 明，遠藤政夫：EDRF=NO説をめぐって 一 内皮由来血管因子は一酸化窒素か？ 医
学のあゆみ，152 : 12-17, 1990. 
(3)著 書
1) Endoh, M. : Characteristics of regulation of intracellular calcium mobilization and 
sensitivity by /3-adrenoceptor and muscarinic agonists, and a novel inotropic agents, 
MCI-154 in canine ventricular myocardium. In: Recent Advances in Ca-channels and
Ca-antagonists, ed. by Yamada, K., Shibata; S., Pergamon Press, New York, pp. 51-59,
1990.
2) 遠藤政夫：Overview. 心筋 a受容体研究の最近の進歩と問題点． 藤原元始，杉本恒明，
木暮久也編，第7回a受容体カンファランス 心・血管系におけるa受容体，pp. 1-7
Excepta Medica, 東京，1990.
2 . 学会活動
(1)特別講演
なし
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
1) 遠藤政夫：心筋細胞a受容体と細胞内情報伝達機構． 日本薬理学会総会サテライトシン
ポジウム[a受容体情報伝達機構］，東京，1990年3月．
2) 遠藤政夫：心筋細胞カルシウムシグナリングの生理的および病態生理学的修飾． 循環器
学会シンポジウム，福岡，1990年3月．
3) 遠藤政夫：ムスカリン受容体およびアデノシン受容体を介する哺乳類心筋収縮性調節機
序，仙台心臓フォ ーラム，仙台，1990年4月．
4) 遠藤政夫：フェレット心室筋収縮に対するアデノシン受容体剌激の効果． アデノシン国
際シンポジウム， 山梨，1990年5月．
5) 遠藤政夫：ムスカリン受容体を介する心筋細胞機能調節の細胞レベルにおける機序． ド
イツ薬理学会主催・ 心筋細胞機能制御研究会，Humburg, ドイツ，1990年6月．
6) 遠藤政夫：エンドセリン受容体を介する心筋収縮性調節機序．国際薬理学会(IUPHAR)
総会サテライトシンポジウム[Pharmacology of Vascular and Cardiac Remodelling],
Masstricht, オランダ，1990年7月．
7)遠藤政夫：Ca拮抗薬の作用機序． 循環制御学会シンポジウム［心筋収縮と カルシウム］，
札幌，1990年7月．
8) 遠藤政夫：心筋収縮とCaトランジェント．心筋電気生理プロジェクト・サマ ー ワ ー クショ
ップ，千葉，1990年8月．
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9) 遠藤政夫：Overview. 心筋a受容体研究の最近の進歩と問題点． 第7回a受容体カン
ファランス，東京，1990年9月．
10) 遠藤政夫：心筋収縮とCaトランジェント． 心臓の分子生物学に関する研究会議（重点
領域研究班シンポジウム），京都，1990年9月．
11) 遠藤政夫：副交感神経作用薬の心筋収縮性調節作用メカニズム．第18回薬物活性シンポ
ジウム， 旭川，1990年，9月．
12) 片野由美： Phosphdiesterase阻害薬の陽性変力作用とf3受容体刺激増強作用との解離現
象について． 第13回新潟循環カンファレンス，新潟，1990年10月．
13) 遠藤政夫：心筋エンドセリン受容体と収縮調節機序． 第2回国際エンドセリン研究会，
筑波，1990年12月．
(3) 国際学会
1) Endoh, M. and Takanashi, M. : Positive inotropic effect of endothelin in the rabbit
papillary muscle : Inhibition by phorbol 12, 13-dibutyrate. 国際心臓研究会議(ISHR)
日本部会，新潟，1990年 6月．
2) Endoh, M., Takanashi, M., Norota, I. : Pharmacological characteristics of 
adenosine-induced inhibitory action in ferret ventricular myocardium. 国際薬理学会
(IUPHAR)総会，Amsterdam, オランダ，1990年7月．
3) Katano, Y. and Endoh, M. : Differential effects of Ro 20-1724 and milrinone on the
force of contraction and /3-adrenoceptor-mediated response in the rat ventricular­
myocardium. 国際薬理学会(IUPHAR)総会Amsterdam, オランダ，1990年7月．
4) Ishihata, A. and Endoh, M. : Regulation of calcium transients by activation of
Pz-purinergic receptors in hum�n endothelial cells in culture. 国際薬理学会(IUPHAR)
総会Amsterdam, オランダ，1990年7月．
(4) 国内総会
1) 遠藤政夫，野呂田郁夫：ウサギ摘出乳頭筋における，a受容体を介するフェニレフリン
の陽性変力作用のスタウロスポリンによる選択的抑制． 第63回日本薬理学会総会，東京，
1990年3月．
2) 高梨正博，遠藤政夫：各種哺乳動物心室筋におけるエンドセリンの陽性変力作用． 第63
回日本薬理学会総会，東京，1990年3月．
3 )  片野由美，遠藤政夫：ウサギの心室収縮力およびイソヌプロテレノ ー ルによる陽性変力
作用に対するRo 20- 1724 (cyclic GMP非感受性タイプIVの選択的阻害薬） の効果． 第63
回日本薬理学会総会，東京，1990年3月．
4) 安部不二夫，遠藤政夫：エクオリン負荷フェレット門派における高K誘発カルシウムト
ランジェントの神経性成分． 第63回日本薬理学会総会，東京，1990年3月．
5) 石幡 明，遠藤政夫：培養ヒト血管内皮細胞のP2ープリン受容体活性化による細胞内力
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ルシウムの調節． 第63回日本薬理学会総会，東京， 1990年3 月．
(5) 国内地方会
1) 高梨正博，野呂田郁夫，遠藤政夫：哺乳類心筋 g受容体の種差：受容体結合性状． 第
41回日本薬理学会北部会， 福島， 1990年10月．
2) 片野由美，遠藤政夫：ラットおよびウサギ心室筋に対するY-20487の陽性変力作用 ：
IBMX, milrinoneおよびRo 20-1724との比較． 第41回日本薬理学会北部会，福島，1990年
10月．
3) 上井英之，富永悌二，小川 彰，吉本高志，遠藤政夫：ラット海馬スライスにおけるイ
ノシトールリン脂質代謝：グルタミン酸とノルエピネフリンの相互作用． 第41回日本薬理
学会北部会， 福島， 1990年10月．
(6)研究会
1) 木村純子：心筋のNa-Ca交換機構． 第 3 回蔵王循環カンファランス ，山形，1990年 1 月．
2) 遠藤政夫：心筋収縮調節機構と強心薬. Y-20487 研究会，東京， 1990年4月．
3) 遠藤政夫：新しい強心薬の考え方． 新潟心不全研究会，新潟， 1990年6 月．
4) 遠藤政夫： バ ゾプレッシンの心臓作用． バ ゾプレッシン研究会，東京， 1990年7 月．
5) 遠藤政夫： /3-Partial agonistの薬理学的特性． 第 3 回九小1,1 デノパミン研究会，福岡，
1990年7 月．
6) 遠藤政夫：心筋収縮調節機構と新しい強心薬． アムリノン講演会，東京， 1990年9 月．
7) 遠藤政夫：新しい強心薬の作用機序． ア ー キン研究会，仙台， 1990年10月．
8) 遠藤政夫：心筋収縮とカルシウム． ア ー キン研究会，札幌， 1990年1 1月．
9) 遠藤政夫：心筋a受容体を介する収縮調節機構． カテコ ールアミン研究会，東京， 1990
年1 1月．
(7)その他
1) 遠藤政夫：重点領域研究斑会議「トランスメンブランコントロ ールの機序」，東京， 1990
年 1 月．
2) 遠藤政夫：心筋収縮制御におけるサイクリックヌクレオチドの役割． 静岡県立大学薬学
部 ，静岡， 1990年2 月．
3) 遠藤政夫：心血管作用薬の基礎． 新庄最上医師会，新庄， 1990年3 月．
4) 遠藤政夫：内藤記念助成金授与． 東京， 1990年3 月．
5) 遠藤政夫：三重大学医学部薬理学講義． 津， 1990年6 月．
6) 遠藤政夫：a 受容体を介する心筋収縮調節機構． 重点領域研究班会議，東京， 1990年8
月．
7) 遠藤政夫：新しい強心薬の作用機序． 三井研究助成金授与 ，東京， 1990年9 月．
8) 遠藤政夫：心筋収縮調節機構． 名古屋大学大学院講義 ，名古屋， 1990年10月．
9) 遠藤政夫：東北大学医学部薬理学講義． 仙台， 1990年， 10月．
-22-
10) 遠藤政夫：東京医科大学薬理学講義． 東京， 1990年11月．
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1) 第 3 回蔵王循環カンファランス， 山形， 1990年 1 月．
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9病理学第一講座 I
病理学第一講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Usuba, 0., Ito, M., Bona, C., and Moran, T. : Antibody-mediated redirected cytolysis
against murine melanoma cells in vivo. Cancer Res. 50 : 6034-603 8, 1990.
2) Moran, T., Usuba, 0., Shapiro, E., Rubinstein, L., Ito, M., and Bona, C., : A novel
technique for the production of hybrid antibodies. J. Immunol. Methods, 129 : 199-205,
1990.
3) Yutaka Imai, Mikio Matsuda, Kunihiko Maeda, Masaru Narabayashi and Atsuko
Masunaga : Follicular dendritic cells in lymphoid malignancies-morphology, distribu­
tion and function-. Lymphoid malignancy. Immunocytology and cytogenetics. (ed.) M.
Hanaoka, M. E. Kadin, A. Mikata, S. Watanabe, Fied & Wood, N. Y., 229-242, 1990.
4) 奈良林至，前田邦彦，松田幹夫，今井 大：濾胞性リンパ腫におけるFollicular dendritic
cell (FDC)の分布と機能に関する免疫組織学的検討。 日網会誌，30 : 333-353, 1990.
5) 伊藤真文，石川雅一， 松田幹夫，荒井 茂： Epithelioid sarcomaの一例。病院病理，8 : 
24, 1990.
6) 小松 博，伊藤真文，布山繁美， 荒井 茂：抗腫瘍免疫反応に関与するエフェクタ ー細
胞の解析。 第49回日本癌学会総会記事 49: 296, 1990.
7) 荒井 茂：凋落の病理学をどのようにして救うか。 病理と臨床， 8: 55, 1990.
(2)総 説
なし
(3)著 書
なし
2 • 学会報告
(1) 特別講演
1) 荒井 茂：腎の組織変化と尿検査。 第31回東北臨床衛生検査学会，10月，1990.
(2) シンポジウム
1) G, F. Burton, K. Maeda, A.K. Szakal and J.G. Tew : Immuongenecity of follicular
dendritic cell (FDC) associated antigen. 1st international symposium on dendritic cell
in lymphoid tissues, June, 1990 .
-25-
2) K. Maeda, G.F. Burton, D,H. Conrad, T.F. Huff, A.K. Szakal and J.G. Tew : Low
affinity Fe-receptors for IgE and murine follicular dendritic cells (FDC). 1st interna­
tional symposium on dendritic cells in lymphoid tissues, June, 1990.
(3) 国際学会
1) M. Matsuda, M. Yamakawa, T. Fujita, K. Maeda and Y. Imai: Transformation of
monocyte to interdigitating cell or Langerhans cell in human non-neoplastic and
ne-oplastic tissue. 27th annual meeting of the society for leukocyte biology, 12th
international RES congress and leukocyte culture conference (Joint conference) ,
October, 1990.
2) Fuse, F., Wada, Y., Yamamura, M., Miura, H., Yamaguchi, H., Miyazawa, K.,
Matsuda, M. and Arai, S. : Real time microscopic image transmission system for
prompt histopathological diagnosis. 8th Japanese-Korean Joint Conference of Clinical
Pathology. 1st Asian Conference of Clinical Pathlogy, June, 1990.
3) Ito, M., Ajitsu, S., Fuyama, S., Takahashi, T., Ishikawa, M., and Arai, S. : Production
of TNF-a, GM-CSF, IFNッby human gut mucosal T cell lines in response to CD3
cross-linking and IL-2. Sixth International Congress of Mucosal Immunology, July,
1990.
(4) 国内総会
1) 小松 博，伊藤真文，布山繁美， 荒井 茂：抗腫瘍免疫反応に関与するエフェクタ ー細
胞の解析。 第49回日本癌学会総会， 9月，1990.
2) 伊藤真文，安日 新，小松 博，布山繁美， 荒井 茂：ヒト腸粘膜T細胞によるサイト
カイン産生と粘膜障害。 第20回日本免疫学会総会，11月，1990.
3) 木村光男，本宮雅吉， 荒井 茂，中村俊夫，阿部博之：有限変形理論による左室心筋局
所酸素需要の解析。 第29回日本ME学会大会， 5月，1990.
(5) 国内地方会
1) 鈴木一志，山田チカ子，下嶋時子：固定液 による細胞の歪み，第31回東北臨床衛生検査
学会，10月，1990.
(6)研究会
1) 伊藤真文，石川雅一，松田幹夫，荒井 茂：下腿に発生したEpithelioid sarcomaの一例。
東北新潟病理検討会，第15回生検スライドセミナ ー ， 2月，1990.
2) 鈴木一志：パラグァイ国シャガス病等寄生虫症研究プロジェクトの病理学の技術指導に
ついての報告。 山形県病理検査研修会， 2月，1990.
3) 前田邦彦，松田幹夫，藤田登志也，今井 大：単クローン抗体MK-1のリンパ節における
反応性の免疫電顕的検討。 第九回血液電顕談話会， 7月，1990.
4) 松田幹夫，藤田登志也，松田邦彦，今井 大：Mycosis fungoides皮膚病巣内histiocytoid
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cellの電顕的観察。第九回血液電顕談話会， 7月，1990.
5) 前田邦彦，松田幹夫，今井 大：マウスFDC (follicular dendritic cells)の表面抗原に
関する免疫組織学的検討。第一回樹状細胞研究会，11月，1990.
6) 松田幹夫， 山川光徳，藤田登志也，前田邦彦，今井 大：ヒト，非腫瘍および腫瘍組織
における単球のinterdigitating cellあるいはランゲルハウス細胞への移行。第一回梱状細
胞研究会，11月，1990.
7) 荒井 茂：病理学からみたハイビジョン顕微鏡画像伝送の評価と今後の展望。エルコファ
イバー'91 第1回研究会，12月，1990.
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワークショップなどの開催
なし
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1 病理学第二講座 I
1 . 論 文
(1)原 著
1) Ukai, K., Terashima, K., Imai, Y., Shinzawa, H., Okuyama, Y., Takahashi, T., and 
Ishikawa, M. : Prolifearation Kinetics of rat Kupffer cells after partial hepatectomy. 
- Immunohistoc hemical and ultrastructural analysis-. Acta Parhol. Jpn. 40 :
623-634, 1990.
2) Imai, Y., Matsuda, M., Maeda, K., N arabayashi, M. and Masunaga A. : Follicular
dendritic cells in lymphoid malignancies - Morphology, distribution and function-. 
LYMPHOID MALIGNANCY - Immunocytology and cytogenetics-. (eds.) Hanaoka, 
M., Kadin, M. E., Mikata, A. and Watanabe, S., Field & Wood Medical Publishers Inc., 
N. Y., pp. 229-242, 1990.
3) Tashiro, M., Yamakawa, M., Tobita, K., Klenk, H.-D., Rott, R. and Seto, J.T. :
Organ tropism of sendai virus in mice : Proteolytic activation of the fusion glyco­
protein in organs and budding site at the bronchial epithelium. J. Virology 64 :
3627-3634, 1990.
4) 高木理彰， 山川光徳， 今井 大，須田昭男，渡辺好博：培養ヒト皮膚線維芽細胞の形態
学的，免疫細胞化学的及び酵素細胞化学的検討 ー Fobrohistiocytoid cell及び悪性線維性
組織球腫との類似性について 一． 日本網内系学会誌30 : 63-77, 1990. 
5) 田嶋克史，山川光徳，今井 大：鳥類マクロファ ー ジの個体発生。日本網内系学会誌30:
253-267, 1990.
6) 奈良林至，前田邦彦，松田幹夫，今井 大：濾胞性リンパ腫におけるFollicular dendritic
cell (EDC)の分布と機能に関する免疫組織学的検討。 日本網内系学会誌30 : 333-353, 
1990. 
7) 齋藤秀樹，佐藤純一，水野生一，三沢裕之，高橋恒男，石川 誠， 今井 大，笹島 武：
胃炎患者胃粘膜におけるPGE2, 6-keto-PG Flaの免疫組織化学的検討。 Therapeutic
Reserach 11 : 1243-1248, 1990. 
(2)総 説
1) 今井 大， 山川光徳，田嶋克史：体腔液細胞診と術中細胞診。 I. 基礎編。 体腔マクロ
ファ ー ジの発生と機能。 臨床病理 87 (臨時増刊）： 17-28, 1990. 
(3)著 書
1) 今井 大 監訳 カラー アトラス マクロ病理学 西村書店，新潟 1990.
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2. 学会報告
(1) 特別講演
1) 今井 大：マクロファ ー ジと樹状細胞。 第30回日本網内系学会総会， 1990年6月5日。
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
1) Y. Imai : Dendritic cells in lymphoid tissues. 1st International Symposium on
Dendritic Dells in Lymphoid Tissues. in.Yamagata, Japan, June, 1990. 
2) Matsuda, M., Fujita, T. and Imai, Y. : Cytogenesis of human interdigitating cell
(IDC) : Ontogenesis and in vitro transformation of monocytic line. 1st International
Symposium on Dendritic Dells in Lymphoid Tissues. in Yamagata, Japan. June, 1990. 
3) Terashima, K., Dobashi, M., Yuda, F., Saito, K., Aoki, T. and Imai, Y. : Roles of
immune comlex trapped on follicular dendritic cells (FDC) in the germinal center 
(GC) in the secondary response. 1st Internationnal Symposium on Dendritic Dells in 
Lymphoid Tissues. in Yamagata, Japan. June, 1990. 
4) Sato, T., Yamakawa, M., Suda, A., Takagi, M., Osanai, T., Watanabe, Y. and Imai,
Y. : An immunohistochemical study of inflammatory cells on RA synovial tissues
including dendritic cells. 1st International Symposium on Dendritic Dells in Lymphoid 
Tissues. in Yamagata, Japan. June, 1990. 
5) Imai, Y. : Macrophages and HIV. Research activities in Japan. France-German
Cooperation on AIDS Research Symposium: Macrophages as target cells for HIV. in
Bischoffsheim, France. November, 1990.
(3) 国際学会
1) Tershima, K., Dobashi, M., Yuda, F., Saito, K., Aoki, T. and Imai, Y. : How immune
complex on follicular dendritic cells (FDC) is processed in the germinal center in the
secondary response? 10th International on Lymphatic Tissue and Germinal Centers in
Immune Reactions. in Compiegne, France. July, 1990.
2) Yamakawa, M., Kudo, S. and Imai, Y. : Morphology and function of dendritic cells
in Peyer's patch-es. 6th International Congress of Mucosal Immunology. in Tokyo, 
Japan. July, 1990. 
3) Kudo, S., Yamakawa, M., Ohe, S., Osanai, T., Ito, M. and Imai, Y. : Localization of
blood coaglation, fibrinolysisand complement facters in germinal centers of human
Peyer's patches. 6th International Congress of Mucosal Immunology. in Tokyo, Japan.
July, 1990.
4) Yamakawa, M., Ohe, S., Osanai, T., Kudo, S., Ito, M.and Imai, Y. : Role of
complement regulatory proteins in lymphoid follicles. 12th International RES Congress
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and 27th Annual Meeting of the Society for Leukocyte Biology. in Creta Island, Greece. 
October, 1990. 
5) Imai, Y., Tajima, K. and Yamakawa, M.: Ontogeny of macrophages in the york sac
embryo. 12th International RES Congress a 27th Annual Meeting of the Society for 
Leukocyte Biology. in Creta Ialand, Greece. October, 1990. 
6) Matsuda, M., Yamakawa, M., Fulita, T., Maeda, K. and Imai, Yransformation of
monocyte to interdigitating cell or Langerhans cell in human non- neoplastic and
neopastic tissue. 12th International RES Congress and 27th Annual Meeting of the
Society for Leukocyte Biology. in Creta Island, Greece. October, 1990.
(4) 国内総会
1) 田嶋克史，山川光徳，今井 大：マクロファ ー ジは卵黄嚢，Embtyoの両方から発生する。
第79回日本病理学会総会， 福岡，1990年3月。
2) 小山内俊久，山川光徳，高木理彰，田嶋克史，大江信哉，工藤 俊，伊藤正尚，今井 大：
DMBA誘発マウス悪性線維性組織球腫様腫瘍の病理組織学的検討。第79回日本病理学会総
会， 福岡，1990年3月。
3) 仲島まゆみ， 湯田文朗， 居鶴一彦，長岡幸一，笹野伸昭， 今井 大： Microwaveを用い
た迅速凍結切片法の検討 ーMicrowave照射と低濃度Ethanol固定一。 第79回日本病理学
会総会， 福岡，1990年3月。
4) 居鶴一彦， 湯田文朗，長岡幸一， 仲島まゆみ，笹野伸昭， 今井 大：パラフィン切片免
疫組織化学のMicrowave照射効果の検討。 第79回日本病理学会総会， 福岡，1990年3月。
5) 工藤 俊，山川光徳，大江信哉，田島克史，高木理彰，小山内俊久，伊藤正尚，今井 大：
ヒトリンパ濾胞胚中心(Peyer板）における血液凝固系， 線溶系因子及び補体成分の免疫組
織化学的局在。 第79回日本病理学会総会， 福岡，1990年3月。
6) 山川光徳，田嶋克史，高木理彰，大江信哉，小山内俊久，工藤 俊，伊藤正尚，今井 大：
リンパ濾胞胚中心における補体制御因子の局在。 第79回日本病理学会総会， 福岡，1990年
3月。
7) 斎藤孝治， 寺嶋一夫， 高木理彰， 青木武彦， 今井 大：ヒトリンパ濾胞内樹枝状細胞に
対する単クローン抗体(89'ST-1)の樹立。 第79回日本病理学会総会， 福岡，1990年3月。
8) 青木武彦，寺嶋一夫，斎藤孝治，今井 大：DNCB感作時に於ける抗原保有細胞の皮膚，
リンパ節内動態。 第79回日本病理学会総会， 福岡，1990年3月。
(6)研究会
1) 前田邦彦， 松田幹夫， 藤田登志也， 今井 大，Kosco,M.H., Tew, J.G. : 単クローン抗
体MK-1のリンパ節における反応性の免疫電顕的検討。第九回日本血液電顕談話会，両津市，
1990年7月。
2) 松田幹夫，藤田登志也，前田邦彦，今井 大： Mycosis fungoides皮膚病巣内Histiocytoid
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cellの電顕的観察。 第九回日本血液電顕談話会， 両津市，1990年7月。
3 )  齋藤秀樹，佐藤純一，水野生 ー，三沢裕之，高橋恒男，石川 誠，今井 大，笠島 武：
胃炎患者胃粘膜におけるPGE2, 6-keto-PGFlaの免疫組織科学的検討。第五回胃炎研究会。
1990年7月。
4) 山川光徳，今井 大， マクルファ ー ジの固体発生。「網内系の組織構築とその微小環境」
研究会。 名古屋，1990年8月。
5) 前田邦彦，松田幹夫， 今井 大：マウスFDC(follicular Dendritic cells)の表面抗原
に関する免疫組織学的検討。 第一 回樹状細胞研究会， 東京，1990年11月。
6) 松田幹夫， 山川光徳， 藤田登志也， 前田邦彦，今井 大：ヒト， 非腫瘍および腫瘍組織
における単球のinterdigitating cellあるいはランゲルハンス細胞への移行。 第一 回樹状細
胞研究会， 東京，1990年11月。
7) 佐藤隆司， 山川光徳， 須田昭男， 渡辺好博， 今井 大： RA滑膜組織内におけるIDCに
関する免疫組織学的検討。 第一 回樹状細胞研究会， 東京，1990年11月。
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1 )  第30回日本網内系学会総会 1990年6月5-6日
2) Ist International Symposium on Dendritic Dells in Lymphoid Tissues. June 7-9,
1990.
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細菌学講座
[*m菌学講座l
1 . 論 文
(1)原 著
1) Takiguchi, K., Tashiro, M. and N akamurcl), K. : Influenza C Virus infection in rats.
Micro biol. Immunol., 34 : 35-44, 1990.
2) Nishimura, H., Hara, M., Sugawara, K., Kitame, F., Takiguchi, K., Umetsu, Y.,
Tonosaki, A. and Nakamura, K. : Characterization of the cord-like structures emerg­
ing from the surface of influenza C virus-infected cells. Virology, 179 : 179-188, 1990.
3 )  Moriuchi, H., Oshima, T., Nishimura, H., Nakamura, K., Katsushima, N. and 
Numazaki, Y. : Human malignant melanoma cell line (HMV-11 ) for isolation of 
influenza C and parainfluenza viruses. J. Clin. Microbiol., 28 : 1147-1150, 1990. 
4) 松菩正賓，安達和仁，菅原勘悦，西村秀一，北目文郎，中村喜代人：C型インフルエンザ
ウイルスによる実験室内感染。 山形医学，8: 41-51, 1990.
5) 白石 正， 仲川義人，北目文郎：臨床分離菌並びに病院内常在菌の検出と消毒剤感受性
に及ぼす繁用消毒剤の影響。 山形医学，8 : 27-40, 1990.
(2)総 説
1) 中村喜代人：C型インフルエンザウイルス感染症。感染・炎症•免疫， 20: 167-179, 1990.
(3)著 書
1) 北目文郎：ウイルス学各論 ーオルソミクソウイルス科ー シンプル微生物学， 東匡
伸，小熊恵二 編集 南江堂 236-237, 1990. 
2. 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム・ワ ー クショップ
なし
(3) 国際学会
なし
(4) 国内総会
1) 大山 忍， 阿部昭子， 片桐 進， 中村喜代人：山形県におけるAH3N2型およびB型イ
ンフルエンザ流行状況(1989年12月------1990年3月）。第38回日本ウイルス学会 東京都，1990.
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2) 梅津由子，菅原勘悦，西村秀一，北目文郎，中村喜代人：C型インフルエンザウイルスの
抗原性に及ぼす分離継代歴の影響。 第38回日本ウイルス学会 東京都，1990.
3) 西村秀一，北目文郎，菅原勘悦，中村喜代人：C型インフルエンザウイルス感染細胞表面
に出現するひも状構造物の形成機序。 第38回日本ウイルス学会 東京都，1990.
4) 北目文郎，菅原勘悦，梅津由子，中村喜代人：C型インフルエンザウイルスの生物活性に
及ぼすシアル酸除去の影響。 第38回日本ウイルス学会 東京都，1990.
5) 松薪正賓，北目文郎，菅原勘悦，西村秀一，中村喜代人：C型インフルエンザウイルスHE
糖蛋白質における抗原決定基の位置。 第38回日本ウイルス学会 東京都，1990.
6) 滝口和彦， 菅原勘悦， 西村秀一， 北目文郎， 中村喜代人：ラットの鼻と肺でのC型イン
フルエンザウイルスの増殖に及ぼす血清抗体の影響。 第38回日本ウイルス学会 東京都，
1990.
(5) 国内地方会
1) 大山 忍，阿部昭子，片桐 進， 中村喜代人：山形県におけるAH3N2型およびB型イ
ンフルエンザ流行状況(1989年12月,...___,1990年3月）。 第44回日本細菌学会東北支部総会 山
形市，1990.
2) 梅津由子，菅原勘悦，西村秀一，北目文郎，中村喜代人：C型インフルエンザウイルスの
抗原性に及ぽす分離継代歴の影響。 第44回日本細菌学会東北支部総会 山形市，1990.
3) 西村秀一，北目文郎，菅原勘悦，中村喜代人：C型インフルエンザウイルス感染細胞表面
に出現するひも状構造物の形成機序。 第44回日本細菌学会東北支部総会 山形市，1990.
4) 滝口和彦， 菅原勘悦， 西村秀一， 北目文郎， 中村喜代人：ラットの鼻と肺でのC 型イン
フルエンザウイルスの増殖に及ぼす血清抗体の影響。 第44回日本細菌学会東北支部総会
山形市，1990.
(6)研究会
なし
3 . 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1) 第44回日本細菌学会東北支部総会 1990, 8月23日・24日（山形市）
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衛生学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Watanabe, T. and Endo, A. : Teratogenic effects of maternal biotin deficiency on
mouse embryos examined at midgestation. Teratology, 42 : 295-300, 1990. 
2) Manaka, Y., Watanabe, T. and Endo, A. : Analysis of sex differences in skeletal
ossification and variations in near-term mouse fetuses. Cong, Anom., 30 : 145-149, 
1990. 
3) Watanabe, T., Willis, W.D. and Pratt, R.M. : Effect of retinoids on proliferation of
human palatal mesenchymal cells in culture. J. Nutr. Sci. Vitaminol., 36 : 311-325, 
1990. 
4) 間中友季子， 渡辺敏明：血中ビオチン測定法の検討。 ビタミン， 64 : 307-312, 1990.
(2)総 説
1) Watanabe, T. : M" 1cronutnents and congenital anomalies. Cong. Anom., 30 : 79-92,
1990.
2) 渡辺敏明：ビオチン欠乏状態の生殖生理機能へ及ぼす影響。ビタミン，64 : 429-440, 1990.
(3)著 書
なし
2 . 学会報告
(1)特別講演
なし
(2) シンポジウム
なし
(3) 国際学会
なし
(4) 国内総会
1) 遠藤 晃， 渡辺敏明：x 線照射雄マウス子孫の催奇形原感受性の検討。 第60回日本衛生
学会総会， 平成2年4月2日。
2) 渡辺敏明，遠藤 晃：飼料中ビタミンA含有量のビオチン欠乏催奇形性への影響の検討。
第60回日本衛生学会総会， 平成2年4月2日。
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3) 遠藤 晃，渡辺敏明，藤田登志也：マウスXXY個体の一例。第30回日本先天異常学会学
術集会， 平成 2 年 7 月13日。
4) 渡辺敏明， 遠藤 晃：X線照射雄マウスの雌子孫におけるAra-C感受性の検討。 第30回
日本先天異常学会学術集会， 平成 2 年 7 月13日。
5) 重茂克彦，渡辺敏明，遠藤 晃：XOマウスにおける催奇形原感受性の検討ー第2報。第
30回日本先天異常学会学術集会， 平成2年7月13日。
6) 重茂克彦，杉田繁夫， 根路銘国昭， 大谷 明， 大口恵子， 五条堀孝：インフルエンザウ
イルスNP遺伝子の分子進化。 第109回日本獣医学会， 平成2年4月 3 日。
(5) 国内地方会
なし
(6)研究会
なし
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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公衆衛生学講座
公衆衛生学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) 中野正孝， 野尻雅美， 新井宏朋：中高年の死亡と循環器検診所見に関する研究， 日本公
衛誌37(1), 21-32, 1990.
2)安村誠司， 芳賀 博，柴田 博，岩崎 清， 小川 裕， 阿彦忠之，新井宏朋，生地新，
中村洋一 ：地域における最終臥床期間に関する研究，日本公衛誌，37(10), 851-860, 1990. 
3) 小川 裕， 岩崎 清， 安村誠司， 芳賀 博， 会田 重信， 阿彦忠之，新井宏朋：高齢者
の重複受診に関する研究， 日本公衛誌，37(12), 1021-1026, 1990.
4) 小川 裕， 岩崎 清， 鈴木重信， 中村洋一 ， 安村誠司， 芳賀 博：近郊農村における高
齢者の外来受療に関する研究， 厚生の指標，37(3), 19-24, 1990. 
5) 生地新， 渡部由里， 森岡由起子， 岩崎 清， 井原一成， 安村誠司：地域における在宅
痴呆老人のスクリ ーニング法に関する検討， 老年社会科学，12, 71-84, 1990. 
6) 芳賀 博，柴田 博， 上野満男，永井晴美， 須山靖男，安村誠司，平良一彦，岩崎 清：
地域老人の活動能力とその関連要因， 老年社会科学，12, 182-198, 1990. 
7) 阿彦忠之：結核家族検診の現状と課題， 結核，65(11), 739-746, 1990.
(2)総 説
1) 新井宏朋：ぼけないための暮らしの工夫， 公衆衛生，54(10), 659-660, 1990.
(3)著 書
なし
2. 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム・ワークショップ
1) 阿彦忠之：家族検診， 第65回結核病学会総会シンポジウム「これからの結核管理」1990.
2) 岩崎 清， 小川 裕， 阿彦忠之，新井宏朋：地域組織と老人保健， 第55回日本民族衛生
学会総会， ミニシンポジウム「老人保健」 1990.
(3) 国際学会
なし
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(4) 国内総会
1) 小川 裕， 岩崎 清， 阿彦忠之， 鈴木重信， 新井宏朋， 安村誠司， 芳賀 博：地域老人
の傷病把握に関する検討， 第49回日本公衆衛生学会総会，1990.
2) 阿彦忠之， 新井宏朋：結核の予防可能例の実態， 第49回日本公衆衛生学会総会，1990.
3) 岩崎 清， 小川 裕， 阿彦忠之， 鈴木重信， 新井宏朋， 安村誠司， 芳賀 博：老人健診
受診群，非受診群の特徴 健康状態，日常生活について 第49回日本公衆衛生学会
総会，1990.
4) 安村誠司， 芳賀 博， 柴田 博， 岩崎 清，小川 裕，阿彦忠之，井原一成， 藤田雅美，
生地 新：中高年の死亡場所の違いの関連要因， 第49回日本公衆衛生学会総会，1990.
5) 小川 裕， 岩崎 清， 阿彦忠之， 井原一成， 新井宏朋：地域における高齢者の入院受療
に関する研究， 第39回日本農村医学会総会，1990.
6) 岩崎 清，新井宏朋：小学校における減塩教育 県医師会の減塩運動推進事業モデル
校での実践とその成果 第37回日本学校保健学会，1990.
7) 安村誠司， 芳賀 博， 柴田 博， 岩崎 清， 小川 裕， 井原一成， 新井宏朋：高齢者の
転倒の関連要因 1年後の追跡調査 第55回日本民族衛生学会，1990.
8) 芳賀 博， 柴田 博， 須山靖男， 松崎俊久， 鈴木一夫， 岩崎 清， 沢口 進：健康度自
己評価からみた生命予後， 第32回日本老年社会科学会，1990.
(5) 国内地方会
1) 井原一成， 阿彦忠之， 小川 裕， 岩崎 清， 新井宏朋：基本健康診査の要医療者の追跡
結果， 第39回東北公衆衛生学会，1990.
2) 岩崎 清，小川 裕，阿彦忠之， 新井宏朋：小学校における減塩運動 県医師会の減
塩運動推進事業モデル校での実践とその成果 第38回東北学校保健学会，1990.
(6)研究会
なし
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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寄生虫学講座
寄生虫学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Araki, A., Inoue, T., Kimura, S., Fukase, S. and Sendo, F. : Enhancement of 
polymorphonuclear leukocyte-mediated tumor cytotoxicity by serum factor (s). Jpn. 
J. Cancer Res., 81: 69-78, 1990.
2) Midorikawa, Y., Yamashita, T. and Sendo, F. : Enhancement of interleukin 1 release
fr o m r a t m a c r o ph a ge s b y t r e a t m e nt wi t h p r ot e o l y t i c e n z ym e s . Y a m a g a t a M e d . J. , 8 ・
・
9 5-107, 1990.
3) Watanabe, T., Yamashita, T. and Sendo, F. : Suppression of macrophage-mediated
antibody-dependent killing of Schistosoma mansoni larvae by concanavalin A stimulat­
ed spleen cell-derived factor (s). Parasite Immunology, 1 2  : 309-319 , 1990. 
4) Sekiya, S., Yamashita, T. and Sendo, F. : Suppression of late phase enhanced
vascular permeability in rats by selective depretion of neutrophils with a monoclonal
antibody. J. Leukocyte. Biol., 48 : 2 5 8-265, 1990.
5) Midorikawa, Y., Yamashita, T. and Sendo, F.: Modulation of the immune response
to transplanted tumors in rats by selective depletion of neutrophils in vivo using a 
monoclonal antibody : Abrogation of specific transplantion resistance to chemical 
carcinogen-induced syngeneic tumors by selective depletion of neutrophils in vivo. 
Cancer Res., 50 : 6243-6247, 1990. 
6) Abe, Y., Sekiya, S., Yamashita, T. and Sendo, F. : Vascular hyperpermeability
induced by tumor necrosis factor and its augmentation by IL-1 and IFNッis inhibited
by selective depletion of neutrophils with a monoclonal antibody. J. Immunol., 145 :
2902-2907, 1990.
7) Yamashita, T. and Boros, D.L. : Changing patterns of lymphocyte proliferation, IL-
2 production and utilization, and IL- 2 receptor expression in mice infected with
Schistosoma mansoni. J. Immunol., 145 : 724-731, 1990.
8) 阿部吉弘，佐藤 司，田村真明，久津由紀子，石川 誠，工藤千恵，阿部 寛，八鍬 直，
酒井安子，仙道富士郎：癌性腹膜炎患者に対するOK-432の局所投与の好中球の付着能に対
する影響， 消化器と免疫 N o.24, 2 75-2 78 , 1990年3月。
9) 阿部吉弘，佐藤 司，田村真明，久津由紀子，石川 誠，久津 裕，豊野 充，塚本 長，
金子尚二，藤森克彦，広井正彦，工藤千恵， 阿部 寛，八鍬 直，酒井安子，仙道富士郎：
-39-
癌性体腔液貯留患者におけるOK-432局所投与による好中球の活性化，診療と新薬，27(4),
1990年4月。
(2)総 説
1) 仙道富士郎：III 食細胞，抗原提示細胞 ー6. 好中球による免疫応答調節，AnnualReview
免疫 1990, 173-180, 中外医学社， 1990年1月。
2) 仙道富士郎，石川 晦，平野俊夫，小倉 剛：癌を語る「炎症と癌」，Oncologia,23 (3) :
47-56, 1990.
3) 仙道富士郎：炎症から免疫に至る生体反応における好中球の役割， Biotherapy 4 (12) :
1813-1821, 1990年12月。
4) 仙道富士郎：好中球機能の多様性，Immunology Frontier 62-63 ,  (株）メディカルレビュ ー
社， 1990.
(3)著 書
なし
2. 学会報告
1) 斎藤 奨，渡辺 正，山下隆夫， サムディオ，M., 仙道富士郎，石田和人：寄生虫感染ま
たは免疫マウス由来ハイブリド ーマが産生する自己抗体に関する研究 第59回日本寄生虫
学会 1990年4月 福岡
2) 田中栄一， 仙道富士郎：好中球による抗原特異的抗腫瘍エフェクタ ー機構修飾の機序に
ついて 第49 回日本癌学会 1990年7月 札幌
3) 李 振華， 斎藤 奨，渡辺 正，山下隆夫， 太田伸男， 仙道富士郎，安日新，武田弘明，
高橋恒男， 石川 誠：各種寄生虫抗原と免疫関連疾患患者血清間の交差反応について 第
37回 日本寄生虫学会北日本支部大会 1990年9月 帯広
4) 高 鵬斎藤 奨，渡辺 正， 山下隆夫， 仙道富士郎：中国産日本住血吸虫で感染ま
たは免疫したBLAB/cマウスからのモノクロ ー ナル抗体の作製 第37回日本寄生虫学会北
日本支部大会 1990年9月 帯広
5) Wichit Rojekittikhun, 斎藤 奨，渡辺 正， 山下隆夫， P. Setasuban, 仙道富士郎：
有棘顎口虫第三期幼虫と特異的に反応するモノクロ ー ナル抗体の作製 第37回日本寄生虫
学会北日本支部大会 1990年9月 帯広
6) 渡辺 正， EstelaPicagua, 仙道富士郎：PercollによるTrypanosoma cruzi trypomas­
tigoteの新分離， 精製法 第37回日本寄生虫学会北日本支部大会 1990年9月 帯広
7) 田中栄一， 仙道富士郎：ラット移植腫瘍に対する移植免疫成立における好中球の意義
第20回日本免疫学会 1990年11月 東京
8) 緑川靖彦，佐藤 司，仙道富士郎：OK-432 腹腔内投与ラットの腹腔内細胞の抗腫瘍エフェ
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クタ ー細胞と好中球の役割 第20回日本免疫学会 1990年11月 東京
9) 工藤千恵，仙道富士郎：IL-8投与により誘導される単核球浸潤は好中球の選択的枯渇によっ
て部分的に抑制される 第20回日本免疫学会 1990年11月 東京
10) 田村真明，関谷 栄， 仙道富士郎：好中球の選択的枯渇による抗羊赤血球抗体産生の増
強 第20回日本免疫学会 1990年11月 東京
11) 太田伸男， 深瀬 滋， 深瀬洋子， 仙道富士郎：高濃度OK-432及びCorynebacteガum
Parvum刺激ヒト扁桃細胞培養上清による好中球付着能の抑制効果 第20回日本免疫学会
1990年11月 東京
12) 佐藤 司，阿部吉弘，新沢陽英， 仙道富士郎：好中球の選択的枯渇による実験的肝障害
の抑制とその機序の検討 第20回日本免疫学会 1990年11月
13) 荒木明美，井上富夫，仙道富士郎：ラット好中球の細胞障害性におけるNaプH+ exchange
の調節 第20回日本免疫学会 1990年11月 東京
3 • 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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旦
法医学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Ikeda, N., Takahashi, H., Umetsu, K. and Suzuki, T. : The course of respiration and
circulation in death due to plastic-bag suffocation. Yamagata Med. J ., 8 : 15-20, 1990.
2) Ikeda, N., Takahashi, H., Umetsu, K. and Suzuki, T. : The course of respiration and
circulation in'toluene-sniffing'. Forens. Sci. Internat., 44 : 151-158, 1990.
3) Yuasa, I., Umetsu,K., Suenaga, K., Ikebuchi, J. and Suzuki, T.: Orosomucoid (ORM)
typing by isoelectric focusing: Evidence for several new variants including ORMl and
ORM2 silent alleles. Vox Sang., 58 : 129-134, 1990.
4) Fukuma, Y., Kashimura, S., Umetsu,K., Yuasa, I. and Suzuki, T. : Genetic variation
of alpha-2-HS-glycoprotein in the Kyushu district of Japan : Description of three new 
rare variants. Hum. Hered., 40 : 49-51, 1990. 
5) Yuasa, I., Umetsu,K., Suenaga, K., Iha, M., Hirata, H. and Ikebuchi, J. : Orosomucoid
(ORM) typing by isoelectric focusing: An analysis of ORM haplotypes. Hum. Hered.,
40 : 267-271 , 1990.
6) Fukuma, Y., Kashimura, S., Umetsu, K., Yuasa, I., Nakao, B. and Suzuki,T. : Tow
new orosomucoid (ORM) variants in Japanese. Hum. Hered., 40: 302-304, 1990. 
7) Ding, M., Umetsu, K., Nakayashiki, N., Choi, W., Jia, J. and Suzuki, T.: Distribution
of human Zn-alpha-2-glycoprotein types in Chinese and Korean populations. Hum. 
Hered., 40: 311-312, 1990. 
8) Harada, A., Umetsu, K., Yuasa, I., Ikeda, N. and Suzuki,T. : Orosomucoid 1
phenotyping from human urine by isoelectric focusing. J. Forens. Sci., 35: 1191-1195, 
1990. 
9) Yuasa, I., Umetsu, K., Shotake, T., Ishida, T., Takenaka, 0., Terao, K. and
Kawamoto, T. : Orosomucoid typing by isoelectric focusing : Genetic variation of
orosomucoid in Asian macaques (genus Macaca) . Electrophoresis, 11 : 840-845 ,  1990.
10) Francisco, M. Salzano, Umetsu, K., Yuasa, I. and Suzuki, T. : Isoelectric focusing
studies Brazilian Indians-Uncovering variation of ORM, AHSG and IF. Jpn. J. Human 
Genet., 35 : 283-290, 1990. 
11) 梅津和夫， 湯浅 勲， 鈴木庸夫： Allo A親和性糖蛋白質カラムによる不必要な抗体の
除去． 生物物理化学， 34: 23-26, 1990. 
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12) 梅津和夫，鈴木庸夫：レクチ ン法による不完全血液型抗体の検出．法医学の実際と研究，
33 : 37-39, 1990.
(2)総 説
1) 梅津和夫，湯浅 勲：モンゴロ イドと清血タ ンパク型標識遺伝子について． モンゴロ イ
ド，11:17-19, 1990 .
(3)著 書
1) Suzuki, T., Ikeda, N., Umetsu, K. and Kashimura, S.: Zurn Ablauf der Atmung bei
Tod durch obstruktive Asphyxie und Ertrinken. Ersticken, Springer-Verlag, pp. 26-30,
1990 .
2 . 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム
1) 鈴木康夫：突然死：突然死の疫学，第 9 回日本蘇生学会，1990, 10.
(3) 国際学会
1) Umetsu, K., Yuasa, I. and Suzuki, T. : Orosomucoid typing by isoelectric focusing
: Effect of protease treatment and stability in bloodstains. The First International
s如posium Advances in Legal Medicine, 1990, 10. 
2) Yuasa, I., Umetsu, K., Nakayashiki, N., Tamaki, N., Shiono, H. and Okada, K. :
Orosomucoid (ORM) typing by isoelectric focusing : Anti-human ORM in Legal
Medicine, 1990, 10.
3) Suzuki, T. and Ikeda, N. : Self-defense sparkle, model mrt 502R (A weapon like
NOVA XR-500) injuries. The 12th Meeting of the International Association of Forensic
Sciences, 1990 , 10 .
(4) 国内総会
1) 梅津和夫，鈴木庸夫：カブトムシに存在する抗(A+B)レクチ ンの精製と性質．第74回
日本法医学会総会，1990, 4.
2) 池田典昭，高橋弘志，原田 彰，鈴木庸夫： スタ ンガンによる多数の損傷が認められた
拒殺例．第74次日本法医学会総会，1990, 4.
3) 原田 彰，梅津和夫，鈴木庸夫：体液中の血液型物質のSDS-PAGEパタ ーン．第74次日
本法医学会総会，1990, 4.
(5) 国内地方会
1) 梅津和夫，鈴木庸夫，丁 梅：Complement component Iの出現頻度について．第76
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回法医学談話会，1990, 6. 
2) 梅津和夫， 高橋弘志， 鈴木庸夫：レクチン法による不完全血液型抗体の検出． 第77回法
医学談話会，1990, 10.
3) 原田 彰， 梅津和夫， 鈴木庸夫： ECL法を用いた血清型判定について． 第77回法医学談
話会，1990, 10.
(6)研究会
なし
3. 学会， 識演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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分子病態学講座
分子病態学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Sato, M., Ishizawa. S., Yoshida, T. and Shibahara, S. : Interaction of upstream
stimulatory factor with the human heme oxygenase gene promoter. Eur. J. Biochem., 
188 : 231-237, i990. 
2) Shibahara, S., Okinaga, S., Tomita, Y., Takeda, A., Yamamoto, H., Sato, M. and
Takeuchi, T. : A point mutation in the tyrosinase gene of BALB/c albino mouse
causing the cysteine-serine substitution. Eur. J. Biochem. 189 : 455-461. 1990.
(2)総 説
1) Tuboi, S., Suzuki, T., Sato, M. and Yoshida, T. : Rat liver mitochondrial and cytosolic 
fumarases with identical amino acid sequences are encoded from a single mRN A with 
two alternative in-phase AUG initiation sites. Advances in Enzyme Regulation., 30 : 
289-304, 1990.
2 • 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム， ワークショップ
なし
(3) 国際学会
なし
(4) 国内総会
1) 吉田 匡， 佐藤道比呂， 石川和信：ラットヘムオキシゲナ ー ゼの大腸菌における発現．
第63回 日本生化学会大会. 1990, 9. 
2) 佐藤道比呂， 吉田 匡， 坪井昭三：ラット蛋白質カルボキシメチル基転移酵素遺伝子の
単離とその構造解析． 第63回 日本生化学会大会， 1990, 9.
(5) 国内地方会
なし
(6)研究会
なし
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3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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内
1 内科学第一講座 I
1 • 論 文
(1)原 著
1) Ikeda, K., Kubota, I葦，Kato, N., Honma, K., Ozawa, T., Hosoya, Y., Shibata, T.,
Tsuiki, K., and Yasui, S. : The effects of a small intravenous dose of dipyridamole in 
patients with coronary artery disease. Acta Therapeutica, 16: 217-229, 1990. 
2) Ozawa, T., Ikeda, K., Yamaki, M., Kubota,I., and Tsuiki, K. : Clinical implications
of exercise-induced chest pain: comparison of patients with and without pathologic Q 
waves in coronary artery disease. Am. Heart. J., 120 : 550-554, 1990. 
3) Hosoya, Y., Ikeda, K., Yamaki, M., Tsuiki, K., and Yasui, S.: The clinical signifi­
cance of exerise-induced ST segment changes in patients with previous inferior 
myocardial infarction. Am. Heart J., 120: 554-561, 1990. 
4) Ikeda, K., Kubota, I., Tonooka, I., Tsuiki, K., and Yasui, S.: Exercise-induced U-wave
inversion indicating the site of myocardial ischemia in patients with coronary artery
disease. Am. J. N oninvas. Cardiol., 4 : 172-180, 1990.
5) Igarashi, H., Yamaki, M., Kubota, I., Ikeda, K., Matsui, M., Tsuiki, K., and Yasui, S. :
Relation between localization of coronary artery disease and local abnormalities in
ventricular activation during exercise tests. Circulation, 81 : 461-469, 1990.
6) Shibata, T., Kubota, I., Ikeda, K., Tsuiki, K., and Yasui, S.: Body surface mapping
of high-frequency components in the terminal portion during QRS complex for the 
prediction of ventricular tachycardia in patients with previous myocardial infarction. 
Circulation, 82 : 2084-2092, 1990. 
7) Konta, T., Ikeda, K., Yamaki, M., Nakamura, K., Honma, K., Kubota, I., and Yasui,
S. : Significance of discordant ST alternans in ventricular fibrillation. Circulation,
82 : 2185-2189, 1990. 
8) Tsuiki, K., Watanabe, M., Ikeda, H., Ohta, I., Yamaguchi, S., Kobayashi, T.,
Miyawaki, H., Oguma, M., and Yasui, S. : Segmental diastolic narrowing of epicardial 
coronary arteries in aortic regurgitation. Phase analysis by quantitative angiography 
of coronary artery diameter change during cardiac cycles. Heart and Vessels, 6 : 
48-54, 1990.
9) Ikeda, K., Yamaki, M., Honma, K., Kubota, I., Tsuiki, K., and Yasui, S. : Use of body
surface electrocardiographic mapping to localize the asynelgic site in previous
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myocardial infarction. J. Electrocardiol., 23 : 12-22, 1990. 
10) Kubota, I., Yamaki,M., Ikeda,K., Yamaguchi, I., Tonooka, I., Tsuiki, K., and Yasui,
S. : Abnormalities of early depolarization in patients with remote anterior myocardial
infarction and ventricular septal hypoperfusion. J. Electrocardiol., 23 : 307-313, 1990.
11) Konta, T., Kubota, I., Ikeda, K., Hanashima, K., Meguro, M., Tono-oka, I., Tsuiki,
K., and Yasui, S. : · The role of late potentiais in the assessment of myocardial
degeneration in idiopathic dilated cardiomyopathy. Jpn. Circ. J., 54 : 14-20, 1990.
12) Kato, N., Ikeda, K., Yamaki, M., Tsuiki, K., and Yasui, S. : Body surface
electrocardiographic mapping to assess left ventricular diastolic overload in valvular
heart disease. Jpn. Heart J., 31: 145-159, 1990.
13) Sato, S., Kato, S., Takahashi, H., Takahashi, K., and Yasui, S. : Pulmonary vascular
response to acetylcholine in isolated rat lungs treated with intratracheal bleomycin.
Tohoku J. Exp. Med., 161: 73-83, 1990.
14) Sato, S., Kato, S., Takahashi, K., Arisaka, Y., and Takahashi, K.: Dose-dependency
of intratracheal elastase-induced changes in pressure volume curve and morphometry
in rat lungs. Tohoku J. Exp. Med., 161 : 101-110, 1990.
15) Tsuiki, K., Ohta, I., Oh-hara, N., Yamaguchi, S., Oguma, M., and Yasui, S.: Effects
of nicorandil on coronary blood flow distribution, compared with those of dipyr­
idamole, within isolated working canine left ventricle with ischemia. Yamagata Med.
J., 8 : 73-85, 1990.
16) 花島寛治， 久保田功， 池田こずえ， 八巻通安， 加藤直美， 細谷幸雄， 小沢竹俊，殿岡一
郎， 立木 楷，山ロ 一郎，安井昭二，宮沢光瑞：本態性高血圧症に対するエナラプリル（レ
ニベース ®)の臨床効果ならびに血小板凝集能に及ぽす影響。医学と薬学， 24: 1551-1557,
1990.
17) 竹石恭知，殿岡一郎， 目黒光彦，星 光，政金生人， 千葉純哉，阿部真也，駒谷昭夫，
高橋和栄，立木 楷，安井昭二：ジピリダモ ール負荷心筋シンチグラムのタリウム washout
におよぼすアミノフィリンの影響。核医学， 27: 373-378, 1990.
18) 池田英樹， 小松幹雄， 清野秀一， 高橋敬治， 安井昭二， 鞠子美代子：気管支喘息におけ
る 1231-IMP の肺集積：初期取り込みと排泄遅延。核医学， 27: 719-724, 1990.
19) 竹石恭和，星 光， 千葉純哉，殿岡一郎， 目黒光彦，政金生人，阿部真也， 立木 楷，
安井昭二，駒谷昭夫， 高橋和栄： First-pass radionuclide ventriculography による右室機
能の評価： fixed area 法と separate area 法の比較． 核医学， 27: 1317-1322, 1990.
20) 太田亮一， 高橋敬治， 池田英樹， 佐藤 忍， 安井昭二：横隔膜収縮力に及ぽす肺気量位
の変化とトラビジール投与の影響． 呼吸と循環， 38: 237-242, 1990.
21) 加藤修一， 工藤幸晴， 高橋ーニ三， 長内和弘， 八鍬 直， 中村秀範， 佐藤 忍， 高橋敬
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治：ハムスター のブレオマイシン実験肺線維症に及ぼすビタミンE欠乏の影響．呼吸と循
環，38: 445-450, 1990. 
22)竹石恭知，殿岡一 郎， 光，山口佳子，政金生人，立木 楷，安井昭二：
ジピリダモ ール負荷タリウム心筋シンチにおける胸痛出現と心筋虚血の関連． 心臓，22:
228-235, 1990.
23)柴田健彦， 久保田功， 池田こずえ， 花島完治， 立木 楷， 安井昭二：トレッドミルの運
動負荷試験における不整脈：4,807例の検討． 心臓，22: 1266-1272, 1990.
24) 久保田功：体表面心臓電位図へのコンピュ ー ター 応用． 心電図，10: 155-158, 1990. 
25)松井幹之， 八巻通安， 池田こずえ， 安井昭二：トレッドミル運動負荷による心筋虚血領
域の推定：T is ointegral mapを用いて． 心電図，10 : 192-200, 1990.
26) 花島寛治， 久保田功， 小沢竹俊， 柴田健彦， 池田こずえ， 安井昭二：QRST areaの恒
常性に関する実験的検討． 心電図，10: S-1-73-80, 1990.
27)久保田功， 太田郁郎， 池田こずえ， 立木 楷， 安井昭二， 白田 亨， 橋本美智子， 大沼
沖雄， 山ロ 一郎， 宮沢光瑞：高脂血症患者におけるProbucol (シンレスタール剛のアポ
蛋白， 血小板凝集能に及ぼす影響． 新薬と臨床，39: 1600-1603, 1990.
28)長内和弘， 高橋敬治，佐藤 忍，岩渕勝好，佐田 誠，大竹和久，安井昭二：ハムスター
を用いたブレオマイシン肺線維症における肺サ ー ファクタント異常の検討． 日本界面医学
会雑誌，21: 134-141, 1990. 
29)塚本東明， 中村秀範：気管支ファイバー スコー プとヒステロスコー プ用灌流式シー スを
用いた胸腔鏡下ブレブ電気凝固法． 日本胸部疾患学会雑誌，28: 434-440, 1990. 
30)塚本東明， 中村秀範，山田敬子， 長沢正樹：転移性肺腫瘍の気管支内視鏡所見と胸部X
線像の比較検討． 肺癌，30: 477-482, 1990.
31)池田英樹， 小松幹雄， 高橋敬治， 安井昭二， 鞠子美代子：1231-IMP肺内動態の解析およ
び肺疾患診断への応用． 臨床放射線，35: 243-247, 1990.
32)池田こずえ， 久保田功， 加藤直美， 本間健太郎， 小沢竹俊， 細谷幸雄， 柴田健彦， 立木
楷，安井昭二：冠動脈疾患患者に対するジピリダモ ール少量静注の影響. Ther. Res., 11:
383-390, 1990.
33) 池田こずえ：「負荷心電図の有用性と限界」薬物負荷心電図. Ther. Res., 11 : 726-731,
1990.
34)久保田功， 柴田健彦，花島寛治，八巻通安， 池田こずえ，立木 楷，安井昭二，白田
大沼沖雄， 宮沢光瑞， 下野武俊， 祐川博康， 五十嵐彰， 中村和治， 松井幹之：
におけるAlacepril(セタプリル）の臨床効果と血小板凝集能・血清アポ蛋白への影響.Ther. 
Res., 11 : 4005-4009, 1990.
35)工藤幸鴫高田一男， 清野秀一 ， 岩渕勝好， 佐田 誠， 大竹和久， 加藤修一， 高橋 ーニ
三，池田英樹，高橋敬治：慢性肺気腫患者の肺血行動態に及ぽすトラピジールの急性効果：
51-
酸素， アミノフィリン投与との比較検討．厚生省特定疾患 呼吸不全調査研究班 平成元
年度研究報告書， 1990, pp 146-148. 
36)高橋敬治， 佐藤 忍， 長内和弘， 高田一男， 八鍬 直， 加藤修一， 池田英樹， 高橋一二
三：肺の線維化におよぽす喫煙の影響：BALF 細胞と肺実質細胞の構成変化．厚生省特定
疾患 びまん性肺疾患調査研究班 平成元年度研究報告書， 1990, pp 70-72.
37) 久保田功：QRST area による重症心室不整脈の予知に関する実験的研究． 上原記念生
命科学財団研究報告集， 4 : 188-191, 1990.
38)久保田功， 花島寛治：心電図 QRSTarea による重症心室不整脈の予知に関する実験的
研究．持田記念財団 研究成果報告集 6, 財団法人持田記念医学薬学振興財団，1990, pp
198-202.
39) 久保田功：87誘導点加算平均マッピングによる微小心電図の評価． 循環器情報処理研
究会雑誌， 5 : 131-136, 1990.
(2)総 説
1) 安井昭二， 八巻通安： 「虚血性心疾患の診断へのアプロ ー チ⑧」心エコ ー図と虚血性心
疾患の診断. Pharma Medica, 8 (2) : 101-107, 1990.
2) 安井昭二， 小熊正樹， 新井田有耕， 立木 楷： 「虚血性心疾患へのアプロ ー チ⑨」冠動
脈造影法・左室造影法と虚血性心疾患診断. Pharma Medica, 8(4): 147-152, 1990. 
3) 安井昭二， 目黒光彦： 「虚血性心疾患の診断へのアプロ ー チ⑩」虚血性心疾患の画像診
断の進歩 (PET, SPECT, MRI および DSA について）. Pharma Medica, 8(7) : 104-110,
1990.
4) 宮沢光瑞， 八巻通安：「小特集：無症候性心筋虚血 III. 無症候性心筋虚血の診断のすす
め方」 運動負荷試験による無症候性心筋梗塞虚血の診断．医学のあゆみ， 155 : 300-303,
1990.
5)安井昭二，久保田功：「解説」Dipyridamole 負荷試験．呼吸と循環， 38 : 971-980, 1990. 
6) 安井昭二， 立木楷，久保田功：「知っておきたい冠不全の知識：治療編」狭心症の最近
の薬物治療． 循環科学， 1_0: 28-30, 1990.
7) 安井昭二， 八巻通安： 「特集：24時間モニタリング：システムの進歩， ディバイスの改
良」「心電図・心拍」Best-by-best オンライン解析． 総合臨床， 39 : 2218-2221, 1990 彙
8) 安井昭二， 八巻通安，久保田功： 「特集：虚血性心疾患 トピックス：虚血性心疾患：
診断と治療の進歩II. 診断の進歩」2. 心電図診断法の進歩． 日本内科学会雑誌， 79:
1507-1512, 1990.
9)猪岡英二， 三上雅人，折祖清蔵， 池田こずえ，佐藤昇ー ，粟野直行：不整脈の薬物療法：
抗不整脈薬の適用と選択を中心に．中外製薬（株），ルセル・メディカ跨，東京，1990, pp 3-27.
(3)著 書
1) 久保田功：「III. スポー ツと健康・体力づくり」運動処方. HUMAN SPORT SCIENCE,
-52-
（ヒュ ーマンスポー ツ研究会編集），中央法規出版， 東京， 1990, pp 219-224. 
2) 安井昭二：リウマチ性心臓病． 今日の治療指針， 32 : 320-321, 1990 囀
3) 安井昭二， 久保田功：体表面心電図マッピング． 最新内科学体系， 29循環機能検査法，
中山書店， 東京， 1990, pp 68-73. 
4)安井昭二， 花島寛治：「XI. 不整脈」5. 心房細動， 循環器疾患 最新の治療'90-'91 (安
田寿一， 杉本恒明編集）， 南江堂， 東京， 1990, pp 320-324.
5)高橋敬治，中村秀範：肺生理． 肺表面活性物質の現在，（吉田清一， 相原 薫，秋野豊明，
小川雄之亮， 高橋敬治， 吉川 清編集）， 真興交易医書出版部， 東京， 1990, pp 157-181.
2. 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
1) 高橋敬治：喘息吸入療法の現状と今後の展望．グラクソシンポジウム90 (仙台）1990. 1. 23
2) 高橋敬治：病理： ” ブレオマイシン肺障害における細胞相互関係と肺線維化” を中心と
して 第35回 FLD シンポジウム（東京） 1990. 3.10
3) 高橋敬治：拘束性換気障害． 第30回臨床肺機能講習会（京都） 1990. 8.20
4) 五十嵐浩一＊， 長内和弘， 清野秀一， 高橋敬治（＊国立療養所山形病院）：サルコイド ー
シスにおける肺表面活性性質の検討． 第36回 FLD シンポジウム（東京） 1990. 9. 1
5) Suwabe A., Panos R. J., and Voelker D.R. : シリカ障害ラット肺の肺胞 II型上皮細胞
からのサー ファクタント分泌並びにその調節. (Alveolar type II cells isolated after
silica-induced lung injury in rats have increased surfactant protein A (SP-A) receptor
activity) 第 1 回肺の気腫化と線維化に関する蔵王シンポジウム（山形） 1990.11.10
(3) 国際学会
1) Ikeda, H., Mariko, M., Seino, S., Takahashi, K., and Yasui, S. : Recruitment of
accesory respiratory muscle (abnormal muscle) during exercise in chronic pulmonary
emphysema. 1990 World Conference on Lung Health of American Thoracic Society
(Boston, USA) 1990. 5. 20
2) Kato, N., Ikeda, H., Takada, K., Seino, S., Kato, S., Takahashi, K., and Yasui, S.:
P-wave and intrathoracic pressure in patieints with chronic pulmonary emphysema.
1990 World Conference on Lung Health of American Thoracic Society (Boston, USA) 
1990. 5.20 
3) Sato, S., Kato, S., Takahashi, H., and Takahashi, K. : Dose-dependency of pulmonary
emphysema induced by intra tracheal elastase in rats. 1990 World Conference on Lung
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Health of American Thoracic Society (Boston, USA) 1990. 5. 20 
4) Takahashi, H., Iwabuchi, K., Takahashi, K., and Yasui, S. : Simultaneous measure­
ment of cardiac output and pulmonary diffusing capacity for CO during exercise by a 
reberathing method. 1990 World Conference on Lung Health of American Thoracic 
Society (Boston, USA) 1990. 5. 20 
5) Mariko, M., Ikeda, H., Yakuwa, N., Komatsu, M., Takahashi,K., and Yasui, S.: I-
123 IMP adsorption to alveolar cells and leukocytes. 1990 World Conference on Lung
Health of American Thoracic Society (Boston, USA) 1990. 5. 21
6) Seino, S., Ikeda, H., Mariko, M., Yakuwa, N., Sato, S., and Takahashi, K. : I-123
IMP retention, radiographic finding and S-ACE level in pulmonary sarcoidosis. 1990
World Conference on Lung Health of American Thoracic Society (Boston, USA)
1990. 5. 21
7) Iwabuchi, K., Takada, K., Yakuwa, N., Ohtake, K., Yasui, S., Tanno, N.*, and
Takahashi, K. (* Faculty of Engineering) : Identification of lung tumor cell and
non-tumor cell by laser irradiation and hematoporphyrine derivative. 1990 World
Conference on Lung Health of American Thoracic Society (Boston, USA) 1990. 5. 23
8) Osanai, K., Sata, M., Ohtake, K., Iwabuchi, K., and Takahashi, K.,: Quantitative and
functional deterioration of lung surfactant in lung parenchymal injury produced by
bleomycin in hamsters. 1990 World Conference on Lung Health of American Thoracic
Society (Boston, USA) 1990. 5. 23
9) Suwabe, A.*, Panos, R.J.*, Mason, R.J.*, and Voelker, D.R.* (* National Jewish
Center) : Alveolar type II cells from silica-injured rat lungs have elevated surfactant 
protein A (SP-A) receptor activity. 1990 World Conference on Lung Health of 
American Thoracic Society (Boston, USA) 1990. 5. 23 
10) Kudo, Y., Takada, K., Seino, S., Iwabuchi, k., Sata, M., and Ohtake K.: Effect of
trapidil on the hemodynamics and oxygen transport of patients with chronic obstruc­
tive pulmonary disease (COPD). 1990 World Conference on Lung Health of American 
Thoracic Society (Boston, USA) 1990. 5. 23 
11) Takada, K., Kudo, Y., Kato, S., Takahashi, H., Ikeda, H., and Takahashi, K. : The
increase in body mass index enhances pulmonary hypertension in patients with chronic 
obstructive pulmonary disease. 1990 World Conference on Lung Health of American 
Thoracic Society (Boston, USA) 1990. 5. 23 
12) Takahashi, K., Ikeda, H., Sata, M., and Sato, S. : Alveolar wall mechanics with
growth in youth hamsters. 1990 World Conference on Lung Health American Thoracic 
Society (Boston, USA) 1990. 5. 23 
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1 3) Takeishi, Y., Tono-oka, I., Tsuiki, K., and Yasui, S. : Ischemeic cavity dilation of 
left ventricle on dipyridamole thallium-201 imaging: A marker of triple vessel disese. 
The Fifth World Congress of Nµclear Medicine and Biology (Montreal, Canada) 1990. 
8.27 
1 4) Ikeda, H., Seino, S., Mariko, M., Komatsu, M., Takahashi, K., and Yasui, S. : 
Prolonged retention of I-123 IMP in the diseased lung. The Fifth World Congress of 
Nuclear Medicine and Biology (Montreal, Canada) 1990. 8. 29 
15) Yamaki, M., Kubota, I., Ikeda, K., Hanashima, K., Endoh, T., and Yasui, S. : Body 
surface activation recovery intervals reflect the repolarization properties of normal 
persons and patients with myocardial infarction. The 63rd Scientific Sessions of
American Heart Association (Dallas, USA) 1990. 11 .15
16) Yamaki, M., Kubota, I., Ikeda, K., Endo, T., Hosoya, Y., Tsuiki, K., and Yasui, S. :
Body surface recovery times reflect the repolarization properties. The 2nd Asian
Conference of Internal Society of Noninvasive Cardiology (Tokyo, Japan) 1990 .12.6-8
1 7) Yamaki, M., Endoh, T., Ozawa, T., Hosoya, Y., and Kato, N. : Body surface 
recovery times differentiate the T wave abormalities. The 2nd Asian Conference of 
Internal Society of Noninvasive Cardiology (Tokyo, Japan) 1990 .12 . 6-8 
(4) 国内総会
1 )  池田こずえ， 本間健太郎， 加藤直美， 川島祐彦， 八巻通安， 花島寛治， 細谷幸雄， 小沢
竹俊，柴田健彦，久保田功，立木 楷，安井昭二：冠動脈疾患におけるdipyridamole
心電図の意義：treadmill負荷との対比。第54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 
3.27 
2)山口佳子，殿岡一郎，星 光， 目黒光彦，政金生人，竹石恭知，立木 楷，安井昭二：
本態性高血圧の左心機能におよぼす塩酸ジルチアゼム長期投与の効果。第54回日本循環器
学会学術集会（久留米） 1990. 3.27 
3)黒田 衛，立木 楷，安井昭二：単離心筋細胞内Ca2十濃度に及ぽすOxidantの影響。第
日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.28 
4)千葉純哉，殿岡一郎， 目黒光彦，竹石恭知，政金生人， 阿部真也，星 光， 山口佳子，
安井昭二：ジピリタモ ール負荷ファ ーストパスRNVによる冠動脈疾患，
価。第54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.28
5)竹石恭知，殿岡一郎， 目黒光彦，星 光，政金生人，千葉純哉， 阿部真也， 立木 楷，
安井昭二：Hibernatig myocardiumの冠血行再建術前後での壁運動と Thallium-201 up­
takeの経時的観察。第54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.28
6) 立木 楷， 太田郁郎， 小熊正樹， 新井田有耕， 玉田芳明， 小林 公， 福井昭男，山口義
安井昭二：心機能調節における心筋レニン・アンジオテンシン系の役割：左心室機能
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るカプトプリ
7)小林 公， 立木
男， 玉田芳明，
第54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.28 
小熊正樹， 太田郁郎，新井田有耕， 大友 純， 黒田 衛，
山口清司， ：陳旧性心筋梗塞における 虚血誘発時の左
室内機能的相互干渉について。 第54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.28 
8) 中村和治 ＊， 池田こずえ， 本間健太郎， 細谷幸雄，八巻通安， 久保田功， 安井昭二（＊長
井市立総合病院内科）：急性心筋虚血時の心表面心電図変化：
化の検討。 第54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.28 
9)上西徹二＊，山ロ 一郎 ＊，小松栄一，見澤達夫＊， 宮沢光瑞＊，黒田 衛（＊
単離心筋細胞のCa2十代謝におよぼす次亜塩素酸の影響。第54回日本循環器学会学術集会（久
1990. 3.28 
10)細谷幸雄， 池田こ 中村和治， 八巻通安， 久保田功， 安井昭二： 1ケ
月梗塞犬における心房ペ ー シング負荷時の心表面AQRS, ASTT, AQRST変化の検討。 第
54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.29 
11)柴田健彦， 久保田功， 池田こずえ， 花島寛治， 加藤直美，小松 尚， 本間健太郎， 細谷
楷， 安井昭二： 87誘導点を用いた体表面微小電位記録装懺の開発
と臨床応用。 第54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.29 
12) 柴田健彦， 久保田功，池田こずえ， 花島寛治， 立木 楷， 安井昭二， 北川信之＊ （＊フ
クダ電子）：87誘導点を用いた体表面微小電位図によるQRS終末部の検討：心室脱分極と
（久留米） 1990. 3.29 
宮脇 洋， 小林 公， 山
司， 祐JI
日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.29 
14)玉田芳明，立木 楷，山口清司， 宮脇 ：心室間機械相互干渉の比較。
54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.29 
15)玉田芳明，立木 楷，山口清司， 宮脇 洋， 安井昭二：
る影響：収縮末期圧容積関係の偏位を説明する新機序。第54回日本循環器学会学術集会（久
留米） 1990. 3.29 
16)宮脇 洋，立木 山口清司， 玉田芳明， 太田郁郎，新井田有耕， 福井昭男，
二， 安井昭二：左室収縮末期圧容積関係に及ぼす心拍数の効果：左室局所前負荷の検討。
第54回日本循環器学会学術集会（久留米） 1990. 3.29 
17) 久保田功：体表面電位図の診断基準の作成。 第54回日本循環器学会学術集会（久留米）
学術委員会公開講演 1990. 3.29 
18)高橋敬治，佐藤 忍，池田英樹， 高田一男，長内和弘，八鍬 直，清野秀一，
慢性気管支炎：気道上皮細胞小器官の電顕学的検討。第87回日本内科学会総会
4. 6
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1990. 
19)立木 楷， 小熊正樹， 太田郁郎， 渡辺正之， 安井昭二：大動脈弁逆流患者にみられる冠
動脈径の拡張期狭小化所見とその意義。 第87回日本内科学会総会（東京） 1990. 4. 6
20)小沢竹俊， 池田こずえ， 八巻通安， 久保田功， 立木 楷， 安井昭二：treadmill運動負荷
心電図所見からみた虚血性心疾患の予後。 第87回日本内科学会総会（東京） 1990. 4. 6
21)高橋敬治：喫煙習慣をいかに判断するか：喫煙のPathophysiology : 肺実質系。 第30回
日本胸部疾患学会総会（東京） 1990. 4. 9
22)佐田 誠， 高田一男， 池田英樹， 佐藤 忍， 高橋敬治， 安井昭二：肺胞壁の粘弾性特性
と加齢に伴う変化。 第30回日本胸部疾患学会総会（東京） 1990. 4. 9
23)佐藤 忍， 加藤修一， 高橋一二三， 高橋敬治， 安井昭二：ブレオマイシン肺傷害ラット
の無麻酔下肺血行動態：低酸素性肺血管収縮の強さ。 第30回日本胸部疾患学会総会（東京）
1990. 4.10 
24)長内和弘， 佐田 誠， 大竹和久，岩渕勝好， 高橋敬治，
る肺サーファクタント
25)工藤幸晴，
：実験肺線維症におけ
機能的変化。第30回日本胸部疾患学会総会（東京）1990. 4.10 
清野秀一， 高橋ーニ三， 加藤修一：慢性肺気腫患者の肺循環動態
におよぽすトラピジ ールの急性効果：酸素アミノフィリン投与における急性効果とその比
較検討。 第30回日本胸部疾患学会総会（東京） 1990. 4.10 
26)鞠子美代子，池田英樹， 小松幹雄，清野秀一，八鍬 直，高橋敬治，安井昭二：I-123 IMP 
の肺集積の検討。 第30回日本胸部疾患学会総会（東京） 1990. 4.10 
27)岩渕勝好， 高田一男， 八鍬 直， 高橋敬治， 安井昭二，‘丹野直弘＊（＊工学部）：肺癌由
来細胞におけるヘマトポルフィリン誘導体の細胞内分布と波長強度分布。 第30回日本胸部
疾患学会総会（東京） 1990. 4.10 
28) 加藤修一， 佐藤 忍， 高橋ーニ三， 高橋敬治：エラスター ゼ経気管的投与実験肺気腫モ
デルにおける容量依存性の検討。 第30回日本胸部疾患学会総会（東京） 1990. 4.11 
29)池田英樹， 清野秀一， 高田一男， 高橋敬治， 安井昭二：慢性閉塞性肺疾患の心電図P波
と胸腔内圧の呼吸性変動。 第30回日本胸部疾患学会総会
30)清野秀一， 池田英樹， 鞠子美代子， 高橋敬治，
1990. 4 驀 11
：慢性肺気腫患者における
負荷終了直後にみられる呼吸様式の変化。 第30回日本胸部疾患学会総会（東京）1990. 4.11 
31) 八鍬 直， 大竹和久， 清野秀一， 長内和弘， 高橋敬治：OK432前処置のブレオマイシ
ン(BLM)実験肺線維症に与える影響：巨大ブラ病変形成を中心として。 第30回日本胸部
疾患学会総会（東京） 1990. 4.11 
32)五十嵐浩一， 長内和弘， 高橋啓治：サルコイド ーシス患者から得られた気管支肺胞洗浄
液中サーファクタント
2
33)高橋啓治，八鍬 直，中村秀範，諏訪部彰， 大竹和久，長内和弘：炎症性メディエータ
吋舌性について。 第13回日本気管支学会総会（福岡） 1990. 6.
とその制御よりみた難治性のメカニズム 4. 肺線維症。 第11回日本炎症学会（東京）1990.
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7.20 
34)山口義晴，立木 楷， 小熊正樹， 太田郁郎， 福田昭男， 玉井芳明，宮脇 洋， 白壁昌憲，
新井田有耕， 小林 公， 安井昭二：多枝病変における左室局所心筋機能に関する実験的研
究：収縮能および拡張能の検討。 第31回日本脈管学会総会（札幌） 1990.10. 3
35)長内和弘， 五十嵐浩一， 清野秀一， 高橋敬治：特発性間質性肺炎における肺サ ー ファク
タントの機能的異常。 第26回日本界面医学会（福岡） 1990.10. 6
36)小熊正樹，立木 楷， 太田郁郎， 山口義晴， 安井昭二：虚血性左室局所心筋機能に関す
る実験的研究：虚血部及び非虚血部心筋機能に対する強心薬の影響。 第27回日本臨床生理
（長崎） 1990.10.12-13 
37) 小熊正樹， 太田郁郎， 山口清司，宮脇 洋， 白壁昌憲， 福井昭男， 山口義晴，
八巻通安， 楷， 安井昭二＊ （＊国立名古屋病院）：陳旧性心筋梗塞症の心不全に至る
規定因子：心胸郭比(CTR)を用いて。 第38回日本心臓病学会（広島） 1990.10.4-6
38)小沢竹俊， 八巻通安， 池田こずえ， 花島寛治， 加藤直美， 細谷幸雄， 柴田健彦， 池野栄
一郎，久保田功，立木 楷，安井昭二＊（＊国立名古屋病院）：Treadmill運動負荷心電図所
見からみた虚血性心疾患の予後。 第7回日本心電学会（名古屋） 1990.10.18 
39) 柴田健彦，久保田功， 池田こずえ， 八巻通安， 細谷幸雄，立木 楷， 安井昭二 ＊， 北川
（＊国立名古屋病院，＊＊フクダ電子）：加算平均体表面微小等電位図によるQRS終
末部の検討：心室脱分極と再分極との関係。 第7回日本心電学会（名古屋） 1990.10.18 
40)小松 尚， 池田こずえ， 細谷幸雄， 加藤直美， 小沢竹俊， 柴田健彦， 遠藤太紀雄， 池野
栄一郎， 花島寛治， 八巻通安， 久保田功， 立木 楷， 安井昭二＊ （＊
室期外収縮の連結期の変動性と抗不整脈薬の効果の検討。 第7回
1990.10.18
41)遠藤太紀雄， 八巻通安， 本間健太郎， 細谷幸雄， 花島寛治， 池田こずえ， 久保田功，
：心
木 楷， 安井昭二：心筋梗塞における体表面電位分布の主成分分析：壁運動異常部位との
対比。 第7回日本心電学会（名古屋） 1990.10.18 
42)細谷幸雄， 池田こずえ， 柴田健彦， 小沢竹俊， 八巻通安， 久保田功，立木 楷，安井昭
二＊（＊国立名古屋病院）：陳旧性前壁梗塞患者の運動負荷前後の体表面AQRST変化の検
第7回日本心電学会（名古屋） 1990.10.19 
43)加藤直美， 池田こずえ，久保田功，立木 楷， 安井昭二＊（＊国立名古屋病院）：慢性肺
おける胸腔内圧の変化と心電図P波の増高について。 第7回日本心電学会（名
古屋） 1990.10.19 
44) 岩渕勝好， 八鍬 高橋敬治， 丹野直弘＊， 清水 巌＊＊ （＊工学部， ＊＊
米沢浜理薬品）：肺癌培養細胞に取り込まれたヘマトポルフィリン誘導体のレ ーザー誘起蛍
光のスペクトラム分析。 第31回日本肺癌学会総会（東京） 1990.10.31 
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47)鞠子美代子，池田英樹，清野秀一，高橋敬治， 安井昭二，宮沢光瑞＊（＊臨床検査医学）：
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安井昭二，高橋和栄＊， 駒谷昭夫＊＊（＊放射線部， ＊＊放射線科）：心筋SPECTにおける
：ファントムを用いて。 第30回日本核医学会総会（東京） 1990.11. 16 
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1) 大竹和久， 佐田 誠， 岩渕勝好， 鞠子美代子， 八鍬 直， 清野秀一， 高田一男， 加藤修
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3)新井田有耕，立木 楷，山口清司，玉田芳明，福井昭男，山口義晴，宮脇 洋，黒田 衛，
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4)山口義晴，立木 楷，小熊正樹，太田郁郎，福井昭男，玉田芳明，新井田有耕，小林 公，
安井昭二：多枝病変における左室局所心筋機能に関する実験的研究 。第100回日本循環器学
会東北地方会（仙台） 1990. 2.23
5) 細谷幸雄， 池田こずえ， 本間健太郎， 八巻通安， 久保田功， 安井昭二：陳旧性前壁梗塞
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北地方会（仙台） 1990. 2.23
7) 小松 尚， 池田こずえ， 加藤直美， 細谷幸雄， 柴田健彦， 遠藤太紀雄， 池野栄一郎， 小
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9)玉田芳明， 立木 楷， 山口清司， 新井田有耕， 宮脇 洋， 山
憲太田郁郎， 小熊正樹， 安井昭二：右冠動脈閉塞による心室間機械的相互干渉の変化：
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1990. 6. 8
10)福井昭男， 立木 楷， 小熊正樹，太田郁郎， 八巻通安， 新井田有耕， 宮脇 洋，
玉田芳明， 山口義晴， 安井昭二：虚血心における 局所心筋血流量測定法：マイクロス
フェアとタリウムの比較。第101回日本循環器学会東北地方会（仙台） 1990. 6. 8
11)阿部真也， 目黒光彦，政金生人，竹石恭知， 千葉純哉，星 光，殿岡一郎， 立木 楷，
安井昭二， 駒谷昭夫 ＊ （＊放射線 科）：タリウム心筋SPECTにおける楕円軌道の有用性：
心臓ファントムを用いて。第101回日本循環器学会東北地方会（仙台） 1990. 6. 8 
12)黒田 衛＊ ， 上西徹二＊， 宮沢光瑞＊， 立木 楷（＊臨床検査医学）：Oxidantによる心筋
細胞障害に関する研究（第 4報）：細胞内Ca濃度に及ぽす細胞外Na濃度の影響。第101回
日本循環器学会東北地方会（仙台） 1990. 6. 8
13)星 光，政金生人， 安井昭二， 宇野 篤 ＊， 石田秀明＊ ， 森川パブロ＊ ，政宗 研＊（＊
秋田大第 一内科）：血液吸着，血液透析同時併用療法により救命したメトトレキサ ート
の1例。第131回日本内科学会東北地方会（仙台） 1990. 6.16 
14)佐田 誠， 高田一男， 加藤修一， 高橋由美子， 高橋敬治：微小肺組織の粘弾性特性に及
ぽす 組織ディメンジョンと生食浸漬後時間経過の影響。第50回日本胸部疾患学会東北地方
会（仙台） 1990. 7. 6
15)岩渕勝好， 高田一男， 八鍬 高橋敬治， 丹野直弘 ＊（＊工学部）：ヒト肺癌細胞にお
けるヘマトポルフィリン誘導体の細胞内局在と蛍光スペクトラム。第50回日本胸部疾患学
会東北地方会（仙台） 1990. 7. 6
16)鞠子美代子， 池田英樹， 小松幹雄， 高橋敬治：1231-IMPの肺集積と臨床応用。第50回日
本胸部疾患学会東北地方会（仙台） 1990. 7. 6
17)清野秀一， 池田英樹， 鞠子美代子， 小松幹雄， 高橋敬治：下肢運動時の腹腔内圧と横隔
膜仕事量。第50回日本胸部疾患学会東北地方会（仙台） 1990. 7. 6
18)有坂 泰， 加藤修一， 佐藤 忍， 高橋一二三， 高橋敬治：ラットエラスター ゼ肺気腫モ
デルにおける心房性利尿ペプチド投与後の無麻酔下肺血行動態。第50回日本胸部疾患学会
東北地方会（仙台） 1990. 7. 6
19)佐藤 忍，加藤修一，有坂 泰，高橋一二三，高橋敬治：エリスロマイシンはエラスタ
ゼによる肺気腫を修飾するか？：ラット肺圧量曲線による分析。第51回日本胸部疾患学会
東北地方会（秋田） 1990. 9.15
20)佐田 誠， 高田一男， 加藤修一， 大竹和久， 高橋由美子， 高橋敬治：微小肺組織の粘弾
性特性に及ぼす生食浸漬後時間経過の影響。第51回日本胸部疾患学会東北地方会（秋田）
1990. 9.15
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22)小松幹雄，池田英樹， 鞠子美代子，高橋敬治：気管支喘息患者における i2a1.JMPの肺集
積。 第51回日本胸部疾患学会東北地方会（秋田） 1990. 9.15
23)高橋一二三， 岩渕勝好， 佐田 誠，高橋敬治：慢性呼吸器疾患患者と健常成人における
安静時と軽労作時の拡散能， 心拍出量の評価。 第51回日本胸部疾患学会東北地方会（秋田）
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24)池野栄一郎， 小沢竹俊， 八巻通安，池田こずえ， 久保田功， 花島寛治， 加藤直美， 細谷
幸雄， 柴田健彦， 小松 尚， 遠藤太紀雄， 立木 楷， 安井昭二 ＊ （＊国立名古屋病院）：
Treadmill運動負荷心電図からみた虚血性心疾患の予後： Cox比例ハザー トモデルによる
解析。 第102回日本循環器学会東北地方会（秋田） 1990. 9.15
25)山口義晴，小熊正樹，太田郁郎，福井昭男，玉田芳明，宮脇 洋，白壁昌憲，立木 楷：
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26)玉田芳明，小熊正樹，太田郁郎，山口清司，宮脇 洋，白壁昌憲，福井昭男，山口義晴，
八巻通安， 立木 楷， 安井昭二 ＊ （＊国立名古屋病院）：陳旧性心筋梗塞症の心不全に至る
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藤直美，小松 尚， 花島寛治，池田こずえ， 久保田功， 立木 楷， 安井昭二＊（＊国立名古
屋病院）：心筋梗塞における体表面電位分布の主成分分析：壁運動異常部位との対応。第102
回日本循環器学会東北地方会（秋田） 1990. 9.15
28)小松 尚， 池田こずえ， 細谷幸雄，池野栄
一郎， 柴田健彦，遠藤太紀雄， 加藤直美，小
沢竹俊， 花島寛治， 八巻通安， 久保田功， 立木 楷， 安井昭二＊ （＊国立名古屋病院）：心
室期外収縮の連結時間の変動性と抗不整脈薬の効果の検討（第 2報）：Holter心電図RR間
隔二次元表示法を用いて。 第102回日本循環器学会東北地方会（秋田） 1990. 9.15
29)千葉純哉，殿岡一郎， 目黒光彦，政金生人，竹石恭知，阿部真也，星 光，立木 楷，
駒谷昭夫 ＊ （＊放射線科）：運動負荷タリウム心筋SPECTによる冠動脈疾患の診断精度に
関する検討（第 1報）。 第102回日本循環器学会東北地方会（秋田） 1990. 9.15
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1) 佐藤 忍， 加藤修一，高橋一二三， 有坂 泰， 高橋敬治， 安井昭二：エラスター ゼ肺障
ットの無麻酔下肺血行動態：低酸素性肺血管収縮の強さ。 第40回閉塞性肺疾患研究会
（東京） 1990. 1.28 
2) 佐藤 忍， 加藤修一，高橋ーニ三，高橋敬治， 安井昭二：エラスター ゼ注入ラットにお
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3) 本間健太郎， 池田こずえ， 小松 尚， 柴田健彦， 小沢竹俊， 細谷幸雄， 加藤直美，
寛治， 八巻通安， 久保田功， 立木 楷， ：運動負荷試験陽性で正常冠動脈造影所
見を示す症例のdipyrid amole負荷による検討。 第30回循環器負荷研究会（東京） 1990. 2. 
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4)宮脇 洋， 立木 楷， 小熊正樹， 太田郁郎， 祐川博康， 山口清司， 白壁昌憲， 玉田芳明，
福井昭男， 山口義晴， 安井昭二：心室瘤を有する陳旧性心筋梗塞患者の左室局所機能に対
する後負荷上昇の効果。 第36回東北脈管研究会（仙台） 1990. 6. 9
5) 八巻通安， 久保田功， 池田こずえ， 花島寛治， 立木 楷， 安井昭二：体表面心電図マッ
ピングによる左室肥大の重症度診断。 第39回ベクトル心電図研究会（名古屋） 1990. 6.16
6)八巻通安， 久保田功， 遠藤太紀雄， 池田こずえ， 立木 楷， 安井昭二＊ （＊
院）：QT時間の体表面分布とその意義：Activ ation, recovery timeとの対比。第25回論理
心電図研究会（東京） 1990. 7. 7
7) 工藤幸晴， 高田一男， 清野秀一， 高橋ーニ三， 加藤修一， 岩渕勝好， 佐田 誠， 大竹和
久，池田英樹，高橋敬治：慢性肺気腫患者の肺循環動態に及ぼすトラピジ ールの急性効果：
酸素， アミノフィリン投与による急性効果との比較検討。 第41回閉塞性肺疾患研究会
1990. 7.15 
8) 高田一男， 工藤幸晴， 清野秀一， 高橋一二三， 加藤修一， 岩渕勝好， 佐田 誠， 大竹和
久， 池田英樹， 高橋敬治：呼吸性変動が肺循環動態に及ぼす影響。 第41回閉塞性肺疾患研
究会（東京） 1990. 7.15
9) 加藤修一， 佐藤 忍， 有坂 泰， 高橋一二三， 高橋敬治：エラスタ ー ゼ実験肺気腫にお
ける心房性ナトリウム利尿ホルモン(AMP)投与後の低酸素性肺血管収縮の増強について。
第41回閉塞性肺疾患研究会（東京） 1990. 7.15
10)長内和弘：スペー サ ーを用いた合成ステロイド剤吸入療法による気管支喘息患者著効の
1例。 第 1 回山形吸入療法研究会（山形） 1990. 7.28
11) 小沢竹俊， 八巻通安， 池田こずえ， 池野栄一郎， 久保田功， 立木 楷， 安井昭二＊ （＊
国立名古屋病院）：Treadmill運動負荷心電図所見からみた虚血性心疾患の予後。第31回循
環器負荷研究会（東京） 1990. 8. 4 
12) 小沢竹俊， 八巻通安， 池田こずえ， 池野栄一郎， 久保田功， 立木 楷， 安井昭二＊ （＊
国立名古屋病院）：Treadmill運動負荷心電図所見からみた虚血性心疾患の予後。第31回循
環器負荷研究会（東京） 1990. 8. 4 
13) 星 光 ＊， 樋口卓也＊， 加藤 滉＊， 一柳邦男＊， 政金生人（＊集中治療部）：術後高ヒ
‘
リルビン血症に対するビリルビン吸着の使用経験。 第17回東北腎不全研究会（福島） 1990.
8.26 
14)福井昭男， 太田郁郎， 小熊正樹， 立木 楷， 宮沢光瑞＊ （＊臨床検査医学）：心尖部肥大
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大型心筋症の臨床的特徴について。 第31回東北心血管造影懇話会（仙台） 1990. 9.14 
15)政金生人， 星 光：難治性のネフロ ー ゼ症候群のため早期に血液透析導入となった糖
尿病性腎症の一例。 第21回山形腎不全研究会（米沢） 1990.10. 7 
16)星 光， 政金生人：CAVHD (持続動静脈血液透析）施行例の検討。 第21回山形腎不
全研究会（米沢） 1990.10. 7 
17) 安達裕一＊ ， 中田瑛浩＊，飯島良明＊ ，鈴木仁＊， 安達雅史＊ ， 川村俊三＊，平野和彦＊＊，
平野順治＊＊＊， 星 光， 政金生人（＊泌尿器科， ＊＊山形県立新庄病院泌尿器科， ＊＊＊
山形県立河北病院泌尿器科）：アデニン投与により生じた腎不全ラットの病態。第21回山形
腎不全研究会（米沢） 1990.10. 7 
18) 福井昭男， 立木 楷， 太田郁郎， 宮脇 洋， GajendraBaniya, 山口義晴， 玉田芳明，
衛， 山口清司， 小熊正樹：心尖部肥大型心筋症の臨床的特徴について。
第25回東北カルジオグラフィ ー 研究会（仙台） 1990 .11. 9 
19)池野栄一郎：Treadmill運動負荷心電図からみた虚血性疾患の予後： Cox比例ハザード
モデルによる解析。 第10回山形県スポ ー ツ医科学研究会（米沢） 1990 .11.17-18
20) 高橋敬治：肺胞の構造と機能。 山形大学工学部セミナ ー （米沢） 1990.11.30
21)新井田有耕，玉田芳明，福井昭男，宮脇 洋，山口清司，太田郁郎，小熊正樹，立木 楷，
宮沢光瑞＊（＊臨床検査医学）：左右心室収縮特性に及ぽすPacing-Siteの影響。第37回東北
脈管研究会（仙台） 1990.12. 8 
22)政金生人，八巻通安，殿岡一郎， 楷：心不全治療にステロイドの併用が有効であっ
た1例。 第 8 回ショック研究会（山形） 1990.12.12 
(7)講演会， 他
1) 高橋敬治，佐藤 忍， 長内和弘， 高田一男， 八鍬 加藤修一 ， 池田英樹，高橋ーニ
三：肺の線維化と喫煙。厚生省特定疾患びまん性肺疾患調査研究班平成元年度第 2 回班会
（東京） 1990. 1.26-28 
2) 高橋敬治：呼吸不全と在宅酸素療法。講演会（山形）（主催：山形医師会） 1990. 2. 1
3) 高橋敬治：肺組織障害の病態生理。 長崎大学熱研内科（長崎） 1990. 2.23
4) 高橋敬治：肺組織障害の病態生理。 浜松医科大学呼吸器研究会（浜松） 1990. 3. 5
5) 高橋敬治：呼吸器教室。 寒河江保健所（寒河江） 1990. 3.17
6) 池田英樹，佐藤 忍， 高橋敬治：山形県における呼吸不全対策の現況。 第 4 回呼吸不全
講演会（仙台） 1990. 3.17 
7)立木 楷：心疾患： 第37回山形大学医学部講座（酒田）（酒田地区医師会主
催） 1990. 4.10
8) 立木 楷：心疾患の診断。 （米沢）（主催：置賜地区画像診断研究会） 1990. 
6.13 
9) 高橋敬治：肺の線維化， 気腫化と喫煙習慣。 山形県国保連合会社会保険連合合同講演会
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（山形） 1990. 7.17 
10) Keiji Takahashi : Mechanical properties of alveolar wall. Weakins-christile
Laboratories, McGill University (CANADA) 1990. 8 .  30
11)高橋敬治：在宅酸素療法の注意点。山形白鳥会講演会（山形） 1990. 9.28
12)高橋敬治：スポー ツと呼吸循環器能。平成2年度山形県医師会健康スポ ー ツ
（米沢） 1990 .10. 6-7
13)高橋敬治：スポー ツと呼吸循環器能。平成2年度山形県医師会健康スポー ツ医学講習会
（山形） 1990.10. 7
14) 高橋敬治：スポー ツと呼吸循環器能。 （米沢）（主催：山形県医師会） 1990.11. 
6-7
1 5) 池田英樹：成人気管支喘息治療における抗アレルギー剤の位置づけ。皮膚疾患効能・効
果追加記念山形県アゼプチン学術講演会（山形）（主催：山形県医師会） 1990.11.14 
16) 立木 楷：虚血性心疾患の最近の治療。鶴岡地区医師会内科小児科懇話会（鶴岡）（主
：鶴岡地区医師会， 鶴岡地区医師会内科小児科懇話会） 1990.11.16
17)高橋敬治：スボー ツと呼吸循環器能。平成2年度山形県医師会健康スポー ツ医学講習会
（新庄） 1990.11.20
18 )高橋敬治：スポー ツと呼吸循環器能。平成2年度山形県医師会健康スポ ー ツ医学講習会
（鶴岡） 1990.11.21 
19) 高橋敬治：肺結核の最近の動向。講演会（酒田）（主催：酒田地区医師会） 1990.11.29
20) 高橋敬治：肺胞の構造と機能。山形大学工学部セミナ ー （米沢） 1990.11.30
21)諏訪部章：分離ラット肺胞II型上皮細胞からの肺サ ー ファクタント分泌ならびにその調
整。第58回免疫セミナ ー（山形） 1990.12. 3
22) 高橋敬治：結核感染症の基礎と最近の動向。酒田地区医師会呼吸器病懇話会（酒田）
1990.12. 3
23)高橋敬治， 高橋一二三， 岩渕勝好， 佐田 誠， 佐藤 忍：肺線維症患者の軽度運動負荷
時肺拡散能力と心拍出量の変動。厚生省特定疾患びまん性肺疾患調査研究班 平成2年度
第2回班会議（東京） 1990.12. 7
24)高橋敬治， 池田英樹， 小松幹雄， 鞠子美代子， 清野秀一， 佐藤 忍：間質性肺疾患にお
けるJl23JMPの肺内集積。厚生省特定疾患びまん性肺疾患調査研究班 平成2年度第2 回
班会議（東京） 1990.12. 7
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
(1)研究会の開催
1) 第1回 山形肺癌治療懇話会（山形） 1990. 2. 6
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2) 8 回 山形心臓超音波研究会（山形） 1990. 3.14
3) 4 回 蔵王カンファレンス（山形） 1990. 7.20
4) 第 1 回 山形吸入療法研究会（山形） 1990. 7.28
5) 9 回 山形心臓超音波研究会（山形） 1990. 8.22
6) 第11回 樹氷カンファレンス（山形） 1990. 8.24
7) 第 2 回 山形肺癌治療懇話会（山形） 1990.10. 4
8) 第 6 回 山形心臓カンファレンス（山形） 1990.10.24
(2) 講演会の開催
1) Jules Constant (State University of New York, USA) : Clinical diagnosis of cardiac
failure. 1990. 2. 20 
2) Jerome S. Brody (Chief of Pulmonary Center and Professor, Boston University
School of Medicine, USA) : Regulation of alveolar epithelial cell proliferation. 1990. 
4.2 
3) James B. Bassingthwaighte (Professor, University of Washington, USA) : Coronary
blood flow heterogeneity. Its basis and practical implications. 1990. 5. 8 
4)朱 明徳（上海第二医科大学 副主任，仁済医院
染症。1990. 9.25 
中国）：中国における尿路感
5) Louise M. Nett (Research Associate, Presbyterian/ ST. Luke's Center for Health
Science Eduction, USA) : What physicians can do to encourage and help smokers stop 
smoking ? 1990.10.16 
6) Dennis R. Voelker (Associate Professor, National Jewish Center, USA) : Basic
secretary mechanisms of surfactant in alveolar type II epithelial cell in rat. 1990 .11. 
8 
(3) シンポジウムの開催
1) 第 1 回 肺の気腫化と線維化に関する シンポジウム（山形） 1990.11.10-11
-65-
内科学第二講座
1 内科学第二講座 I
1 . 論 文
(1)原 著
1) Hitoshi Togashi, Haruhide Shinzawa, Hirota Wakabayashi, Toichiro Nakamura,
N obuo Yamada, Tsuneo Takahashi and Makoto Ishikawa : Activities of free radical 
scavenger enzymes in human liver. J. Hepatol 11 : 201-205, 1990 
2) Katsuaki Ukai, Kazuo Terashima, Yutaka Imai, Haruhide Shinzawa, Yoshimi
Okuyania, Tsuneo Takahashi and Makoto Ishikawa : The proliferation kinetics of rat 
Kupffer cells after partial hepatectomy. Acta Pathol. Jpn., 40(9) : 623-634, 1990
3) Kazuhiko Ono, Ken-ichi Tsutsumi, Kiichi Ishikawa : Structure of chicken aldolase
C mRNA and its expression in the liver and brain during development. Biochemistry
International 20 (5) : 921-929, 1990
4) 斎藤秀樹，佐藤純一，水野生ー， 三沢裕之，高橋恒男，石川 誠，今井 大，笠島 武：
胃炎患者胃粘膜における PGE2, 6-keto-PGFla の免疫組織化学的検討。Therapeutic
Research, 11 (4) : 167-173, 1990
5) 畑耕治郎，渡辺俊明， 高橋 達，朴 鐘千， 滝沢英昭， 山田慎二，鶴谷 孝， 阿部毅彦，
齋藤貴史，秋谷正彦， 上村朝輝， 朝倉 均：原発性胆汁性肝硬変の腹腔鏡所見に関する検
討 ーとくに肝表面像の非定型例について ー 。Gastroenterological Endoscopy 32 (5) :
502-510, 1990
6) 高橋 達， 阿部毅彦，秋谷正彦， 齋藤貴史， 山田慎二， 畑耕治郎，鶴谷 孝，渡辺俊明，
朝倉 均：アルコ ール性肝障害の腹腔鏡像と肝所見との比較検討。Gastroenterological
Endoscopy 32 (6) : 1341-1353, 1990
7) 中村東一郎， 冨樫 整， 新沢陽英， 高橋恒男， 石川 誠：活性酸素肝障害に対する強力
ネオミノファ ー ゲン C の防御作用について。Minophagen Medical Review Supplement
25 : 2-5, 1990 
8) 新沢陽英， 富樫 整， 若林博人， 山田伸夫， 中村東一郎， 鵜飼克明， 外田博貴， 齋藤貴
史，高橋恒男，石川 誠：外来での非 B 型肝炎に対するカネオミノファ ー ゲン C の長期投
与の検討。Minophagen Medical Review Supplement 25 : 28-32, 1990
9) 中村東一郎， 高橋恒男， 新沢陽英， 冨樫 整， 石川 誠：パラコ ー ト肝障害に対する小
柴胡湯の障害抑制効果の検討。肝臓 31(11) : 1324-1333, 1990
10) 新沢陽英， 冨樫 整， 若林博人， 山田伸夫， 黄 勇， 高橋恒男， 石川 誠， 三浦秀人，
宮沢光端，飯野四郎，李 成明，森次保雄：山形県の精神薄弱者施設に流行したA型肝炎 一
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流行の実態， IgM 型抗HAV 抗体の消長， IgA 型抗HAV 抗体検出の臨床的意義および免
疫グロブリンによる予防について 一。肝臓31(12) : 1371-1379, 1990 
11) 高橋恒男，安日 新， 深瀬洋子，武田弘明， 中村東一郎， 石川 誠：潰瘍性大腸炎，過
敏性腸症候群に対する漢方治療ーとくに柴苓湯の好中球 化学発光およびリンパ球IL-2産生
に及ぽす影響について 一。 消化器科， 12(2) : 197-204, 1990 
12) 鵜飼克明， 新沢陽英，冨樫 整，若林博人，山田伸夫， 中村東一郎，齋藤貴史， 石橋正
道，高橋恒男， 石川 誠：原発性胆汁性肝硬変の皮膚掻痒感に対するRifampicin の効果。
肝臓31(12) : ・1476-1477, 1990 
13) 高橋恒男，石川 誠，佐藤純一，齋藤秀樹，水野生 ー， 大泉晴史，山科明夫，水戸省吾，
青山 一郎：食道，胃，十二指腸疾患に対する懸濁用制酸剤RJ0015の臨床効果。 基礎と臨床
24(12) : 447-455, 1990 
14) 高橋恒男，安日 新， 佐藤俊浩，武田弘明， 石川 誠，伊藤真文：粘膜防御における腸
粘膜Tリンパ球の役割 一生検組織由来の長期培養樹 立株を用いた検討 =--- 0 厚生省特定疾患，
難治性炎症性腸管障害調査研究班， 平成元年度業績集： 72-74, 1990 
15) 山本弘史，桜本基嗣， 上野恒太郎，杉山和彦，齋藤 奨：最近4年間の当科における胃
アニサキス症の臨床的検討 一 虫体寄生例を中心にして 一。山形県病医誌，24(1) : 35-39, 1990
16) 安日 新，武田弘明，小田聡二，三沢裕之，岡部 進，鞍掛彰秀，板坂 哲，高橋恒男，
石川 誠，伊藤真文： GALTの免疫能減弱に及ぽす加齢の影響とadoptive transferの効
果。 消化器と免疫， 24 : 61-65, 1990 
17) 武田弘明，高橋恒男，安日 新，冨樫 整，石川 誠：血管造影で腫瘍濃染所見を呈し
た回腸末端部脂肪腫による腸重積症の1例。日本 大腸肛門病学会誌，43(4) : 621-625, 1990 
18) 鵜飼克明， 新沢陽英，齋藤孝治，高橋恒男， 石川 誠， 寺島一夫， 今井 大：ラット肝
部分切除後のKupffer細胞の増加機構。肝類洞壁細胞研究の進歩， 第3巻，（谷川久一編，
国際医歯出版） 63-67, 1990 
19) 鈴木 豊，村山英行， 三科武，梅津尚男， 深瀬真文： Strip biopsyにより診断しえた早
期胃悪性リンパ腫 の1例。 臨床消化器内科， 5(2) : 289-292, 1990 
20) 阿部吉弘，佐藤 司，田村真明，久津由紀子，石川，誠，工藤千恵，阿部 寛，八鍬 直，
酒井安子，仙道富士郎：癌性腹膜炎患者に対するOK-432の局所投与 の好中球の付着能に対
する影響。 消化器と免疫， 24 : 275-278, 1990 
21) 水戸省吾， 松田 徹：山形県の保険医療圏別にみた癌罹患数と県立中央病院・県立成人
病センタ ー 受診数。 山形県立病院医学雑誌， 24(1) : 1-8, 1990 
22) 阿部吉弘，佐藤 司，田村真明，久津由紀子，石川 誠，久津 裕，豊野，充，塚本 長，
金子尚仁，藤森克彦，広井正彦，工藤千恵，阿部 寛，八鍬 直，酒井安子， 仙道富士郎：
癌性体腔液貯留患者におけるOK-432の局所投与による好中球の活性化。診療と新薬，27(4) : 
521-525, 1990
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23) 八戸茂美，土田秀也，桜本基嗣， 上野恒太郎：当院における大腸癌の壁深達度と予後 の
検討。 山形県病医誌，24(1) : 44-46, 1990
24) 齋藤 徹，藤山純一 ， 渡辺真史， 池田博行 ，近岡秀郎，松田 徹：バルプロ酸ナトリウ
ム服用中 に発症した急性膵炎の一例。 山形県立病院医学雑誌，24(1) : 53�56, 1990 
25) 石川 誠，高橋恒男，佐藤純一 ， 齋藤秀樹，水野生ー ，松田 徹，天谷達夫，青山 一郎，
‘土田秀也， 秋葉太郎， 升川 浩， 杵渕 篤， 金子正幸， 多田久人， 後藤成治， 石橋正道，
塩野時雄：消化性潰瘍に対するガスタ ー ， マ ーロックス併用療法の臨床的検討。診療と新
薬 27(7) : 71-78, 1990 
26) 山田伸夫， 新沢陽英，高橋恒男， 石川 誠： 超音波影像下肝生検におけるBiopty-Gun
の有用性について。 超音波医学17: 81-82, 1990
27)今田かおる，松田 徹，渡辺一 昭，奥山芳見，堺 順一 ，山科明夫，門馬 孝，齋藤 博，
古沢晃宏， 佐藤信一郎， 水戸省吾：長期間経過観察を行い得た消化性潰瘍患者の臨床的検
討ー 特に比 receptor antagonist使用前後の検討ー。東北消化管研究会誌9: 12-15, 1990 
28) 佐藤俊浩，片山英昭，柳川真 一 ，宮崎 勢，宮崎真吾，北川康男，今谷英男，下山則彦，
石館卓三：シュア ーカット針による超音波ガイド下肝生検の有用性。道南医学会誌25:
43-46, 1990
29) 大浪更三， 菊田 豊， 吉田晶子， 中川八重，鵜飼克明， 吉田 浩， 西間木友衛， 森藤隆
夫， 粕川證司：原発性胆汁性肝硬変， シェ ー グレン症候群， CRST 症候群が合併し， 胃癌
切除が行われた1例。 日本臨床免疫学会会誌 13 (4) : 391-400, 1990 
(2)総 説
1) 高橋恒男：消化性潰瘍。 Medicament News, (1292) : 24-26, 1990
2) 石川 誠， 高橋恒男， 安日 新：消化器疾患。 老化と疾患，3(1) : 51-57, 1990
3) 新沢陽英：ウィルス肝炎ー ここが知りたいQ and A, A 型肝炎lgM HA 抗体の有用性
は？ 治療72(10) : 1965-1966, 1990 
4) 石川 誠： タチの悪い難治の肝臓病によく効いた小柴胡湯。壮快，17(2) : 198-201, 1990
5) 高橋恒男， 石川 誠：腹痛に対する薬物療法の実際ー作用機序に関する考え方と使用上
の注意点 ー 。 日本医師会雑誌 104 (5) : 699-704, 1990 
6) 石川 誠：日本東洋医学会東北支部の設立とその後の動向および将来の展望。 日本東洋
医学会雑誌 40 (5) : 435-436, 1990
7) 石川 誠：大腸運動機能と分泌機能の関連。 日本平滑筋学会雑誌 26 (2) : 52-64, 1990 
8) 高橋恒男， 小田聡二， 石川 誠：消化管からの糖質吸収機構。 日本臨林48(増刊号）：
11-16, 1990
9) 高橋恒男：加齢による胃炎の発症状況。 薬局 41 (8) : 1113-1117, 1990 
(3)著 書
1) 高橋恒男， 石川 誠：消化器疾患。 フリ ー ラジカルと和漢薬（奥田拓男， 吉川敏一編，
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国際医書出版， 東京） 242-254, 1990 
2) 高橋恒男：牛乳不耐症。 今日の消化器疾患治療指針（多賀須幸男， 大菅俊明編， 医学書
院， 東京） 322, 1990 
3) 高橋恒男：消化管ガス症候群。 今日の消化器疾患治療指針（多賀須幸男， 大菅俊明編，
医学書院， 東京） 321, 1990 
4) 新沢陽英，冨樫 整：肝疾患におけるス ーパーオキシドジスムタ ー ゼ(SOD)活性の測定
とその意義。微量金属と消化器疾患（荒川泰之，竹内重雄編），新興医学出版社，東京）28-31,
1990
2. 学会報告
(1)特別講演
1) 石川 誠：炎症性腸疾患の心身医学。 第31回日本心身医学会， 1990 (福岡）
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
1) 新沢陽英，若林博人： Fluorescein静注後の肝表面蛍光像および蛍光の光量変化と肝組織
像の関係について。 第39回日本消化器内視鏡学会総会， 1990 (東京）
(3) 国際学会
1) Haruhide Shinzawa, N obuo Yamada, Katsuaki Ukai, Takafumi Saito, Tsuneo
Takahashi, Makoto Ishikawa : Usefulness of the Biopty-Gun in liver biopsy under 
ultrasound imaging. The 9th World Congresses of Gastroenterology, 1990 (Sydney 
Australia) 
2) Nobuo Yamada, Haruhide Shinzawa, Hiroto Wakabayashi, Hitoshi Togashi,
Tsuneo Takahashi, Makoto Ishikawa : Histological diagnosis of small hyperechoic
lesions undetected at angiography in the liver. The 9th World Congresses of Gas­
troenterology, 1990 (Sydeny Australia)
3) Tsukasa Sato, Haruhide Shinzawa, Y oshihiro Abe, Hitoshi Togashi, Toichiro
Nakamra, Katsuaki Ukai, Koji Saito, Tsuneo Takahashi, Makoto Ishikawa, Shigeru
Arai, Fujiro Sendo : Reduction of experimental liver dysfunction by selective neutro­
phil depletion with monoclonal antibody. The 6th International Congress of Mucosal
Immunology, 1990 (Tokyo)
4) Takafumi Saito, Haruhide Shinzawa, Tsuneo Takahashi, Makoto Ishikawa :
Ultrastructural demonstration of pre-S2 antigen on the infected liver cell surface. The
41st American Association for the Study of Liver Diseases, 1990 (Chicago)
5) Makoto Kuboki, Haruhide Shinzawa, Hitoshi Togashi, Hiroto Wakabayashi, Nobuo
Yamada, Toichiro Nakamura, Katsuaki Ukai, Hirotaka Toda, Takafumi Saito,
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Tsuneo Takahashi, Makoto Ishikawa, Masanori Iino : The cause and prognosis of a 
hepatitis epidemic in a district in japan. The 41st American Association for the Study 
of Liver Diseases, 1990 (Chicago) 
6) Katsuaki Ukai, Haruhide Shinzawa, Koji Saito, Hiroto Wakabayashi, Toshihiro
Satoh, Yoshihiro Abe, Tsuneo Takahashi, Makoto Ishikawa, Yutaka Imai : Immuno­
histochemical and ultrastructural analysis of Kupffer cells and other hepatic macro­
phages in experimental hepatic failure. The 6th International Symposium on cells of
the hepatic sinusoid, 1990 (Tucson)
7) Hiroaki Takeda, Tsuneo Takahashi, Shin Ajitsu, Yoko Fukase, Zhenhua Li, Makoto
Ishikawa: The effect of saireito on chemiluminescent response of neutrophils and IL-
2 production of Iymphocyte from ulcerative colitis patients. The 6th International 
Congress of Mucosal Immunology, 1990 (Tokyo) 
8) 中村東一郎， 冨樫 整， 新沢陽英，高橋恒男， 石川 誠：パラコ ー ト肝障害に対する小
柴胡湯(TJ-9) の効果 第 6 回国際東洋医学会 1990 (東京）
(4) 国内総会
1) 武田弘明， 高橋恒男， 安日 新， 白鳥圭子， 小田聡二， 岡部 進，板坂 哲，鞍掛彰秀，
石川 誠：当科における重症潰瘍性大腸炎例の検討。 第 1 回難治性炎症性腸管障害調査研
究班総会， 1990 (福岡）
2) 岡部 進，鈴木裕一，高橋恒男，石川 誠：モルモット大腸 CI 分泌に対する phorbol ester 
の効果。 第76回日本消化器病学会総会， 1990 (東京）
3) 武田弘明，高橋恒男，齋藤秀樹，安日 新，石川 誠：ヒト大腸癌組織における entrogen
受容体関連抗原 ER-D5の免疫組織化学的検討。第32回日本消化器病学会大会， 1990 (奈良）
4) 板坂 哲，高橋恒男， 石川 誠， 鈴木裕一：ラット遠位大腸における伸展刺激時の Cl分
泌と神経反射の関与。第32回日本消化器病学会大会， 1990 (奈良）
5) 阿部吉弘， 小松 博， 熱海 稔， 深瀬洋子， 久津由紀子， 高橋恒男， 石川 誠：癌性腹
水中の TGF(transforming growth factor) 活性。第76回日本消化器病学会総会， 1990 (東
京）
6) 久保木真， 新沢陽英， 冨樫 整， 若林博人， 山田伸夫， 中村東一郎， 鵜飼克明， 土田秀
也， 齋藤貴史，高橋恒男， 石川 誠，飯野正典：山形県の 1 地域に多発した肝炎の予後に
関する調査。 第76回日本消化器病学会総会， 1990 (東京）
7) 外田博貴， 若林弘明， 新沢陽英， 久保木真， 齋藤貴史， 鵜飼克明， 中村東一郎， 山田伸
夫， 冨樫 整，阿部吉弘，高橋恒男：赤外線テレビ腹腔鏡を用いた ICG 静注後のラット肝
表面像の検討 一肝表面度の相対的定量化 ー 。第39回日本消化器内視鏡学会総会， 1990 (東
京）
8) 安日 新， 武田弘明， 小田聡二，高橋恒男， 青山一郎， 石川 誠：ヒト小腸粘膜防御能
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に及ぼす老化の影響。 日本内科学会総会，1990 (東京）
9) 若林博人，新沢陽英，外田博貴，冨樫整， 山田伸夫， 中村東一郎，鵜飼克明，村山英行，
飯島由紀子， 斉藤貴史， 小野和彦， 佐藤司， 久保木真， 阿部吉弘， 高橋恒男， 石川 誠：
各種肝疾患におけるFluorescein静注後に出現する肝表面蛍光量の経時的変化の検討。第39
回日本消化器内視鏡学会総会，1990 (東京）
10) 山田伸夫，新沢陽英，鵜飼克明，高橋恒男，石川 誠：超音波映像下生検におけるBiopty­
Gunの有用性について。 第57回日本超音波学会総会，1990 (高松）
11) 飯塚 篤，鈴木裕一，高橋恒男，石川 誠：大腸杯細胞からのムチン分泌 ー ムスカリン
様刺激と cAMPとの相乗作用。 第32回日本消化器病学会大会，1990 (奈良）
12) 中村東一郎，新沢陽英，鵜飼克明，冨樫整，外田博貴，村主明彦， 飯塚 篤，阿部吉弘，
高橋恒男， 石川 誠：原発性胆汁性肝硬変の掻痒に菌藤嵩湯が有効だった1例。 第41回日
本東洋医学会総会，1990 (福岡）
13) 鈴木克典，島津博達，佐野隆一，松橋孝明， 新沢陽英，冨樫 整，若林博人，山田伸夫，
高橋恒男， 石川 誠：サイトメガロウィルス(CMV)肝炎の検討。 第76回日本消化器病学
会総会，1990 (東京）
14) 小野和彦，熱海 稔，小田聡二，武田弘明，板坂，哲，安日 新，高橋恒男，石川 誠，
菅野 稔，土屋哲郎：大腸内視鏡検査への赤外線カラ ー フィルムの有用性についての検討。
第40回日本消化器内視鏡学会総会，1990
15) 鈴木裕一，飯塚 篤：V ideo-enhanced microscopyを用いた大腸杯細胞からのムチン分
泌の観察。 第76回日本消化器病学会総会，1990 (東京）
16) 山田伸夫，新沢陽英，鵜飼克明，齋藤貴史，石橋正道，外田博貴， 中村東一郎，若林博
人，冨樫 整，高橋恒男，石川 誠：超音波映像下肝生検におけるBiopty-Gunの有用性に
ついて。 第32回日本消化器病学会大会，1990 (奈良）
17) 三沢裕之，板垣茂文， 三崎 大，齋藤秀樹， 岡部進，高橋恒男，石川 誠：経口的胆道
内視鏡にて確認し得た深達度mの肝門部 胆管癌の1例。第41回日本消化器内視鏡学会総会，
1990 (東京）
18) 山田伸夫，新沢陽英，鵜飼克明，齋藤貴史，石橋正道，外田博貴， 中村東一郎，若林博
人， 冨樫 整， 高橋恒男， 石川 誠， 今 周二：び漫性肝疾患の組織診断における各種径
別生検針の比較検討。 第25回日本肝臓学会総会，1990 (東京）
(5) 国内地方会
1) 鵜飼克明，新沢陽英，山田伸夫，齋藤貴史，若林博人，外田博貴，高橋恒男，石川 誠：
バイオプティニ ー ドルによる肝生検—Silverman針との比較検討。 第136回日本消化器病学
会東北支部例会，1990 (仙台）
2) 飯塚 篤， 鈴木裕一， 高橋恒男，石川 誠：大腸粘液分泌。 第23回東北生理学談話会，
1990 (八幡平（岩手））
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3) 外田博貴， 若林博人， 新沢陽英，石橋正道， 齋藤貴史， 鵜飼克明， 中村東一郎， 山田伸
夫：赤外線テレビカメラによる肝表面 ICG 着色像の検討 ー ICG の肝組織内分布との対比か
ら 一。 第138回日本消化器病学会東北支部例会， 1990 (秋田）
4) 飯島由紀子， 阿部吉弘， 熱海 稔， 山田伸夫， 新沢陽英， 高橋恒男， 石川 誠：転移巣
に対する放射線照射後に原発巣の著明な縮小を認めた肝細胞癌の 1例。 第97回東北癌集談
会， 1990 (仙台）
5) 鈴木克典，小林正義，島津博達，佐野隆一，大野 茂：発端者と思われる消化管ポリポー
ジスの 1例。 第138回日本消化器病学会東北支部例会， 1990 (秋田）
6) 中村東一郎， 冨樫 整， 新沢陽英， 飯島由紀子， 若林博人， 外田博貴， 鵜飼克明， 齋藤
貴史， 山田伸夫， 阿部吉弘， 高橋恒男，石川 誠：小柴胡湯構成生薬のパラコ ー ト肝障害
に対する抑制効果の検討。 第137回日本消化器病学会東北支部例会， 1990 (仙台）
7) 鈴木雅貴，鈴木利宏，湊谷昭夫，三沢裕之，安日 新：向精神薬投与中に発症した Intesti­
nal Pseudo-obstruction の 5例。 第136回日本消化器病学会東北支部例会， 1990 (仙台）
8) 鈴木雅貴，長嶋隆一，渡辺一昭，奥山芳見，堺 順一， 山科明夫，松田 徹，門馬 孝，
齋藤 博，古沢晃宏， 佐藤信一郎，水戸省吾：当院における残胃癌の検討。第138回日本消
化器病学会東北支部例会， 1990 (秋田）
9) 若林博人，新沢陽英，外田博貴，鵜飼克明，齋藤貴史，中村東一郎，山田伸夫，冨樫 整，
阿部吉弘， 高橋恒男， 石川 誠：腹腔鏡で発見された原発性肝癌の1例。 第93回日本消化
器内視鏡学会東北支部例会， 1990 (仙台）
10) 李 振華，武田弘明， 安日 新，深瀬洋子，高橋恒男，石川 誠，渡辺 正，齋藤 奨，
仙道富士郎：炎症性腸疾患患者血清中の寄生虫間の交叉反応についての検討。第138回日本
消化器病学会東北支部例会， 1990 (秋田）
11) 三沢裕之，板垣茂文，小野和彦，熱海 稔，石浜活義，寺下正樹，高橋静子，高橋恒男，
石川 誠， 瀬尾伸夫， 安達真人， 布施 明， 石山秀一：経乳頭的術が困難な総胆管結石症
に対する PTCS 術の検討。 第94回日本消化器内視鏡学会東北支部例会， 1990 (秋田）
12) 若林博人， 新沢陽英， 外田博貴，石橋正道，齋藤貴史，鵜飼克明， 中村東
一郎， 山田伸
夫，冨樫 整，阿部吉弘，高橋恒男，石川 誠：HCV 抗体陽性慢性肝炎の肝表面像。第138
回日本消化器病学会東北支部例会， 1990 (秋田）
13) 山科明夫，長嶋隆一， 鈴木雅貴，渡辺一昭，奥山芳見，堺 順一，松田 徹，門馬 孝，
齋藤 博，古沢晃宏， 佐藤信一郎，水戸省吾， 渋間 久：胃の非上皮性悪性腫瘍の臨床的
検討。 第93回日本消化器内視鏡学会東北支部例会， 1990 (仙台）
14) 山科明夫：膵癌との鑑別に苦慮した膵頭部 腫瘤形成性膵炎の一例。 第136回日本消化器
病学会東北支部例会， 1990 (仙台）
15) 外田博貴，若林博人，新沢陽英，鵜飼克明，齋藤貴史，中村東一郎，山田伸夫，冨樫 整，
阿部吉弘，高橋恒男，石川 誠：赤外線による ICG 静注後の肝表面着色の検討。第93回日
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本消化器内視鏡学会東北支部例会， 1990 (仙台）
16) 三沢裕之，板垣茂文， 三崎 大，小野和彦， 熱海 稔，高橋恒男，石川 誠：PTCS(経
皮経肝胆道鏡）にて確信し得た乳頭部癌の1例。 第93回日本消化器内視鏡学会東北支部例
会， 1990 (仙台）
17) 鵜飼克明，新沢陽英，齋藤貴司， 冨樫 整， 若林博人， 山田伸夫， 中村東一郎，外田博
貴，石橋正道，黄 勇，高橋恒男，石川 誠：PBC に対するリファンピシン療法の検討。
第138回日本消化器病学会東北支部例会， 1990 (秋田）
18) 八戸茂美， 土田秀也， 桜本基嗣， 上野恒太郎：当地域で発生した， A 型肝炎の小流行。
第138回日本消化器病学会東北支部例会， 1990 (秋田）
19) 新沢陽英， 山田伸夫，冨樫 整， 若林博人，高橋恒男，石川 誠，石山秀一，瀬尾伸夫，
布施 明， 塚本 長， 門馬 孝， 松田 徹， 奥山芳見， 水戸省吾：老人保健法による基本
健康診査時における肝癌超音波集検法の検討。 第138回日本消化器病学会東北支部例会，
1990 (秋田）
20) 安日 新，飯島由紀子， 武田弘明，鞍掛彰秀， 岡部 進，板坂 哲， 小田聡二， 白鳥圭
子，高橋恒男，石川 誠：術前に診断し得た Meckel 憩室の 1 例。第137回日本消化器病学
会東北支部例会， 1990 (仙台）
21) 松橋孝明，鈴木克典， 島津博道， 佐藤隆一：残胃吻合部に発生した早期胃癌の 3症例。
第90回日本消化器内視鏡学会東北支部例会， 1990 (仙台）
22) 齋藤貴史，新沢陽英，若林博人，外田博貴，鵜飼克明，中村東一郎，山田伸夫，冨樫 整，
阿部吉弘，高橋恒男，石川 誠：胃外性に発育した巨大胃平滑筋腫痛の腹腔鏡像について。
第93回日本消化器内視鏡学会東北支部例会， 1990 (仙台）
23) 飯島由紀子， 冨樫 整，新沢陽英， 中村東一郎， 黄 勇， 若林博人， 山田伸夫，鵜飼
克明，外田博貴，齋藤貴史， 石橋正道， 阿部吉弘， 高橋恒男， 石川 誠：血清中 Purine
Nucleoside Phosphorylase 活性測定。 第138回日本消化器病学会東北支部例会， 1990 (秋
田）
24) 中村東一郎， 冨樫 整，新沢陽英，飯島由紀子， 若林博人，外田博貴，鵜飼克明，齋藤
貴史， 山田伸夫， 阿部吉弘， 高橋恒男， 石川 誠：小柴胡湯構成生薬のパラコ ート肝障害
に対する抑制効果の検討。 第137回日本消化器病学会東北支部例会， 1990 (仙台）
25) 長嶋隆一，鈴木雅貴，渡辺一昭，奥山芳見，堺 順一， 山科明夫，松田 徹，門馬 孝，
齋藤 博， 古沢晃宏， 佐藤信一郎， 水戸省吾：ポリペクトミ ー を行った大腸癌の検討。 第
137回日本消化器学会東北支部例会， 1990 (仙台）
26) 成澤信之介，尾形 浩， 三崎 大，石沢 優：気腫性胆嚢炎の1例。第93回日本消化器
内視鏡学会東北支部例会， 1990 (仙台）
27) 板垣茂文，深瀬洋子，飯島由紀子，熱海 稔，三沢裕之，阿部吉弘，高橋恒男，石川 誠：
消化器癌における腫瘍マ ー カ ー糖鎖抗原 SPan-1の検討。第98回東北癌集談会例会，1990(仙
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台）
28) 鈴木雅貴，長嶋隆一，渡辺一昭，奥山芳見，堺 順一，山科明夫，松田 徹，門馬 孝，
齋藤 博，古沢晃宏， 佐藤信一郎，水戸省吾：当院における10mm以下の小胃癌の検討。
第93回日本消化器内視鏡学会東北支部例会，1990 (仙台）
29) 三沢裕之，安日 新，板垣茂文，齋藤秀樹，水野生ー，阿部吉弘，田村真明，佐藤純一，
高橋恒男， 石川 誠：Colony stimulating facter (CFS)産生膵癌の1例。 第135回日本消
化器病学会東北支部例会，1990 (青森）
30) 長嶋隆一，鈴木雅貴，渡辺一昭，奥山芳見，堺 順一，山科明夫，松田 徹，門馬 孝，
齋藤 博，古沢晃宏， 佐藤信一郎， 水戸省吾：モデル地逐年胃内視鏡検査における内視鏡
後のAGMLの検討。 第94回日本消化器内視鏡学会東北支部例会，1990 (秋田）
31) 熱海 稔，安日 新，齋藤秀樹，白鳥圭子，武田弘明，小田聡二，板坂 哲，岡部 進，
鞍掛彰秀，鈴木啓子，高橋恒男，石川 誠：大腸ポリ ー プ焼灼に対するYAGレ ー ザー照射
法の検討。 第138回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (秋田）
32) 桜本基嗣，土田秀也，八戸茂美，上野恒太郎：当院で 治療した胃癌症例の予後について。
第93回日本消化器内視鏡学会東北支部例会，1990 (仙台）
33) 山田伸夫，新沢陽英，鵜飼克明，鈴木啓子， 石橋正道，齋藤貴史，外田博貴，中村東一
郎，若林博人，冨樫 整，高橋恒男，石川 誠：塩酸ミノサイクリン注入療法が有用であっ
た多発性肝嚢胞の1例。 第138回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (秋田）
34) 三崎 大，成澤信之介，尾形 浩， 石沢 優：当院におけるESTの治療成績。 第93回
日本消化器内視鏡学会東北支部例会，1990 (仙台）
35) 板垣茂文，三沢裕之，小野和彦，熱海 稔， 石浜活義， 石川 誠：当科における過去10
年間の胆嚢癌症例の臨床的検討。 第138回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (秋田）
36) 丸岡 喬，菅原 保，植村哲也，今井裕一：ALLの化学療法 中にみられた食道カンジダ
症 の1例。 第93回日本消化器内視鏡学会東北支部例会，1990 (仙台）
37) 齋藤貴史，新沢陽英，鵜飼克明， 冨樫 整， 若林博人， 石橋正道，黄 勇， 高橋恒男，
石川 誠： HCV抗体陽性で，比較的急激な経過を辿った男のPBCの1例。第138回日本消
化器病学会東北支部例会，1990 (秋田）
38) 齋藤孝 治，鵜飼克明，新沢陽英， 冨樫 整， 若林博人，山田伸夫，中村東一郎，外田博
貴，齋藤貴史，高橋恒男，石川 誠：P-acnes 肝障害における肝臓内マクロファ ー ジ動態の
検討。 第137回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (仙台）
39) 新沢陽英，冨樫 整， 若林博人，山田伸夫，中村東一郎，外田博貴，鵜飼克明，齋藤貴
史，高橋恒男，石川 誠：基本検診における肝機能異常率の疫学的検討 ー 飲酒，輸血，HCV
の関与の可能性について 一。 第137回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (仙台）
40) 黄 勇，新沢陽英，齋藤貴史，鵜飼克明， 冨樫 整， 若林博人，山田伸夫，中村東一
郎，外田博貴， 石橋正道， 高橋恒男， 石川 誠： HCV抗体ELISAキット（オ ー ソ社製）
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の特異性について検討。第138回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (秋田）
4 1) 小野和彦，熱海 稔，水野生ー，齋藤秀樹，佐藤純一，高橋恒男，石川 誠：胃十二指
腸併存腫癌長期経過観察例の検討。第93回日本消化器内視鏡学会東北支部例会，1990 (仙
台）
4 2) 黄 勇，新沢陽英，冨樫 整，若林博人，山田伸夫，中村東 一郎，外田博貴，鵜飼克
明，齋藤貴史，高橋恒男，石川 誠：山形県におけるHBs抗原サブタイプの検討。第137
回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (仙台）
43) 三沢裕之，板垣茂文，小野和彦，白鳥圭子，高橋恒男，石川 誠：転移と鑑別困難なリ
ンパ節腫張を伴った乳頭癌の1例。第136回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (仙台）
44) 奥山芳見，長嶋隆一，鈴木雅貴，渡辺一昭，堺 順一，山科明夫，松田 徹，門馬 孝，
齋藤 博，古沢晃宏，佐藤信一郎，水戸省吾：当院における劇症 肝炎の検討。第137回日本
消化器病学会東北支部例会，1990 (仙台）
45) 三崎 大，大野 茂，小野和彦，水野生
ー，齋藤秀樹，佐藤純一，高橋恒男，石川 誠：
悪性貧血に合併した早期癌の1例。第136回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (仙台）
46) 山田伸夫，新沢陽英，鵜飼克明，齋藤貴史，外田博貴，中村東 一郎，若林博人，冨樫 整，
高橋恒男，石川 誠：超音波映像下吸引生検におけるMajima needleの問題点 ー 特に肝血
管腫の診断においてー。第136回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (仙台）
47) 武田弘明，安日 新，若林博人，寺下正樹，高橋静子，高橋恒男，石川 誠：蛋白漏出
性胃腸症におけるTc-HSAシンチグラフィとTC-DTPA-HSAシンチグラフィの比較。第
138回日本消化器病学会東北支部例会，1990 (秋田）
(6)研究会
1) 高橋恒男，安日 新，鞍掛彰秀，白鳥圭子，小田聡二，飯塚 篤，岡部 進，武田弘明，
石川 誠：腸管機能診断 の現況と将来。第9 回東北消化管研究会，1990 (仙台）
2) 鵜飼克明，新沢陽英， 冨樫 整，山田伸夫，齋藤貴史，中村東 一郎，若林博人，外田博
貴，石橋正道，高橋恒男，石川 誠：当科に於ける原発性胆汁性 肝硬変(PBC)の治療。
第23回東北肝シンポジウム，1990 (新潟）
3) 石橋正道，新沢陽英，中村東 一郎，冨樫 整，若林博人，山田伸夫，鵜飼克明，外田博
貴，齋藤貴史，高橋恒男，石川 誠：当科における食道静脈瘤出血症例及び予防的食道静
脈瘤硬化療法後の死亡例の検討。第3 回福島食道，胃静脈瘤硬化療法研究会，1990(福島）
4) 土田秀也，八戸茂美，桜本基嗣，上野恒太郎：ヒスタミンH2受容体拮抗剤維持療法 中の
胃潰瘍再発例の検討。第9 回東北消化管研究会，1990 (仙台）
5) 武田弘明，安日 新，齋藤秀樹，高橋恒男，石川 誠：ヒト大腸癌組織におけるEstrogen
受容体関連抗原ER-D5の免疫組織化学的 検討。第8回東北大腸癌研究会，1990 (仙台）
6) 佐藤順一， 水野生ー，中村東 一郎，齋藤秀樹，高橋恒男，石川 誠：上腹部不定愁訴に
対する六君子湯の臨床効果。第5 回山形県漢方研究会，1990 (山形）
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7 ) 武田弘明， 高橋恒男，安日 新，板坂 哲，小田聡二， 石川 誠：経過中に在宅経腸栄
養療法から在宅静脈栄養法への移行を要した短腸症候群の1例。 第5回東北静脈経腸栄養
研究会，1990 (仙台）
8) 齋藤貴史， 新沢陽英， 冨樫 整， 若林博人， 山田伸夫，中村東一郎， 鵜飼克明，土田秀
也， 外田博貴：インタ ーフェロン療法が奏功した著明な発熱と低ガンマグロブリン血症を
伴ったC型急性肝炎の1例。 第23回東北肝シンポジウム，1990 (新潟）
9) 若林博人，新沢陽英，外田博貴，冨樫 整，山田伸夫，鵜飼克明，高橋恒男，石川 誠：
腹腔鏡が診断および治療に有用であった症例の検討。 第27回腹腔鏡懇話会，1990 (東京）
10) 齋藤貴史，新沢陽英，高橋恒男，石川 誠：肝臓癌におけるHCV抗体陽性率の検討。
第1回山形県輸血研究会，1990 (山形）
11) 板坂 哲：経腸栄養及びエンテル ー ドの使用経験。 エンテル ー ド学術講演会，1990 (山
形）
1 2) 鵜飼克明，新沢陽英，高橋恒男，石川 誠：血漿交換後ARDSをきたし死亡した劇症肝
炎の1例。 第1回東北プラスマフェレ ー シス懇話会，1990 (仙台）
13 ) 石橋正道，齋藤貴史，新沢陽英，冨樫 整，若林博人，山田伸夫，高橋恒男，石川 誠：
非A非B型慢性肝炎に対するフェロン投与成績。第3回東北フェロン研究会，1990 (弘前）
14) 佐藤純一，水野生一，齋藤秀樹，高橋恒男，石川 誠：胃潰癌の長期経過観察例におけ
る再発と服薬。 第9回東北消化管研究会，1990 (仙台）
15) 中村東一郎，冨樫 整，新沢陽英，高橋恒男，石川 誠：活性酸素肝障害に対する小柴
胡湯の障害抑制効果の検討。 第5回山形県漢方研究会，1990 (山形）
16) 三沢裕之，板垣茂文，三崎 大，小野和彦，鵜飼克明，高橋恒男，石川 誠：胆道感染
症に対するSBT-CPZの臨床的検討。 第9回山形県感染症研究会，1990 (山形）
3 • 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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内科学第三講座
1 内科学第三講座 I
1 . 論 文
(1)原 著
1) Sakikawa, A., Tominaga, M., Takahashi, K., Watanabe, H., Miyazawa, K. and
Sasaki, H. : Is examination of fructosamine levels valuable as a diagnostic test for
diabetes mellitus ? Diabetes Res. Clin. Practice, 8 : 1 87-192, 1990.
2) Takahashi, H., Manaka, H., Suda, K., Fukase, N., Tominaga, M., Sasaki, H., Kawai,
K. and Ohashi, S. : Radioimmunoassay for glucagon-like peptide-1 in human plasma
using N-termdnal and C-terminal directed antibodies : A physiologic insulinotropic 
role of G;LP-1 (7-36 amide). Biomed. Res., 11 : 99-108, 1990. 
3) Jamal, H., Bretherton-Watt, D., Suda, K., Ghatei, M.A. and Bloom, S.R. : Islet
amyloid polypeptide-like immunoreactivity (amylin) in rats treated with dexameth­
asone and streptozotocin. J. Endocrinol., 126: 425-429, 1990. 
4) Boehm, K.D., Daimon, M., Gorodeski, LG., Sheean, L.A., Utian, H. and Ilan, J. -:
Expression of the insulin-like and platelet-derived growth fsctor genes in human 
uterine tissues. Mol. Reproduct. Development., 27 : 93-101, 1990. 
5) Kujirai, K., Przedborski, S., Kostic, V., Jackson-Lewis, V., Fahn, S. and Cadet, J.L.
: Autoradiography of dopamine receptors and dopamine uptake sites in the spontane­
ously hypertensive rat. Brain Res. Bulletin, 25 : 703-709, 1990. 
6) Ogawa, A., Harris,V., McCorkle, S.K., Unger, R.H. and Luskey, K.L. : Amylin 
secretion from the rat pancreas and its selective loss after streptozotocin treatment. J. 
Clin. Invest., 85 : 973-976, 1990. 
7) Johnson, J .H., Ogawa, A., Chen, L., Newgard, C.B., Alam, T. and Unger, R.H. :
Umderexpression of fl-cell Km glucose transports in noninsulin-dependent diabetes.
Science, 250 : 546-549, 1990.
8) Orci, L., Unger, R.H., Ravazzola, M., Ogawa, A., Komiya, I., Baetens, D., Lodish, H.
F. and Thorens, B.: Reduced仕cell glucose transporter in new onset diabetic BB rats.
J. Clin. Invest., 86 : 1615-1622, 1990.
9) Yamamoto, H., Blaas, P., Nicholson-Weller, A. and Hansch, G.H. : Homologous
species restriction of the complement-mediated killing of nucleated cells. Immunology, 
70 : 422-426, 1990. 
10) 五十嵐雅彦，斉藤宗一， 五十嵐美晴， 中村晴彦， 熊谷裕昭，佐々木英夫：幼若芽球様細
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胞の出現と免疫グロブリン ・ リゾチ ー ム活性高値を示し， 経過中に表面形質が変化した成
人T細胞白血病の1例． 山形医学， 8: 53-61, 1990. 
11) 本田耕一： 運動ニュ ーロン病における上腕二頭筋の筋力と筋線維径， 筋線維タイプ比率
の関係に関する研究． 山形医学， 8: 133-145, 1990. 
12) 山本弘史，杉山和彦，桜本基嗣，上野恒太郎，斉藤 奨：最近 4 年間の当科における胃
アニサキス症の臨床的検討 ー 6虫体寄生例を中心にして 一．山形県病医誌，24: 35-38, 1990.
13) 本田耕一， 白井日出雄：CK (creatine kinase)結合性 免疫グロブリンを認めたhypo­
kalemic myopathyの4例． 山形県病医誌24: 181-185, 1990. 
14) 山本弘史，佐藤隆行，中嶋凱夫，上野恒太郎：県立新庄中央病院における最近10年間の
急性白血病の臨床的研究． 山形県病医誌， 24: 150-154, 1990 '. 
15) 杉山和彦，堀 三郎，菊地宏明，阿部隆三：糖尿病外来における尿中微量アルブミンの
測定意義．検査機器・試薬， 13: 93-97, 1990. 
16) 鯨井 隆，白井日出雄，鯨井加代子，片桐 忠，佐々木英夫：無酸素脳症の回復過程か
ら律動的なlingual-facial-buccal dyskinesiaを呈した1例．神経内科，32: 163-168, 1990.
17) 加藤丈夫，富永真琴，片桐 忠，本田耕一，佐々木英夫：脳室壁の表面積(S)と脳室体
積(V)の関係(S=l. 3V +93). 神経内科， 32: 320-322, 1990. 
18) 二瓶邦信， 曽我 孝：瞳孔異常を伴ったRett 症候群． 神経内科， 33: 76-78, 1990. 
19) 本田耕一，鯨井 隆，片桐 忠，佐々木英夫：大脳基底核石灰及びragged-red fiberを
認めた筋緊張性ジストロフィ ー 症の1例． 神経内科， 33: 76-78, 1990. 
20) 山川達志， 須賀政一， 田邊 等： central pontine myelinolysisの1軽症例 ー そのMRI
所見 ー． 神経内科， 33: 173-175, 1990. 
21) 鯨井 隆，片桐 忠，木村 洋，富永真琴，佐々木英夫： 両側性核間性眼筋麻痺，垂直
性振子様眼球運動，運動失調を呈したmegadolichobasilar arteryーとくに両側性橋被蓋病
変を示す症候群の可能性に関して 一． 神経内科， 33: 217-224, 1990. 
22) 鹿間幸弘，栗田啓司，加藤丈夫，片桐 忠，佐々木英夫： MRIで両側海馬に高信号域を
呈した単純ヘルペス脳炎． 神経内科， 33 : 317-318, 1990. 
23) 山川達志，横田隆徳，須賀政一： nocturnal myoclonusと思われる下肢三重屈曲現象を
伴っだ慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の1例． 臨床 内科， 30: 1017-1019, 1990. 
24) 片桐 忠，川並 透，加藤丈夫，二瓶邦信，鹿間幸弘，佐々木英夫：スモンの1剖検例．
厚生省特定疾患スモン 調査研究班平成元年度研究報告書， 1990, pp94-97. 
25) 中村隆 一，伊藤久雄，今田 拓， 高瀬貞夫，佐直信彦，片桐 忠，三浦英男，千田富義：
東北地方におけるスモン患者実態調査． 厚生省特定疾患ス調査研究班平成元年度研究報告
書， 1990, pp445-449. 
26) 佐々木 一， 星 宏良，洪 英満，鈴木崇彦，加藤丈夫，佐々木英夫，斉藤みか，結城ひ
とみ， 軽部 久美子， 金野斉子， 小野寺政一，斉藤 司， 青柳さゆり：ウシ心臓由来 acidic
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fibroblast gowowth factor (aFGF)の精製と心筋細胞への局在庄消化管ホルモン(IX)
（消化管ホルモン研究会編）．医図出版，1990, pp 59-65. 
27) 高橋秀夫，間中英夫，須田克幸，深瀬憲雄，関川 暁，江口英行，富永真琴，佐々木英
夫：血中GLP-1分泌へのfeed back機構． 消化管ホルモン(IX)(消化管ホルモン研究会
編），医図出版，1990, pp529-535.
28) 高橋健二，和田克彦，斉藤公人，須田克幸，大門 真，石黒光治郎，山谷恵一，富永真
琴，佐々木英夫：プランマ ー病を合併したバセドウ病の1例． 増刊号 第14集 特集：内
分泌・興味ある症 例． ホルモンと臨床，38: 142-144, 1990.
29)原 均，武部和夫，佐々木英夫，石井 淳，吉田 尚，高邑裕太郎，三浦 清，竹田
亮祐，山木戸道郎，中野修治，七里元亮，小坂樹徳：酵母を宿主とした遺伝子組み換え法
により製造されたヒトインスリンHM(ge)の多施設協同による臨床試験． プラクティス，
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ション医学会学術集会，1990, 6. 28,...._,30 (福岡）
27) 中角祐治，鈴木孝子，林 雅弘，横田 実，伊藤友一，太田吉雄，佐本敏秋，大島義彦，
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片桐 忠： F波と体性感覚誘発電位による脊髄機能評価について．第27回日本リハビリテ ー
ション医学会学術集会， 1990, 6.28�30 (福岡）
(5) 国内地方会
1) 関川 暁， 杉山和彦， 斉藤公人， 間中英夫， 高橋健二， 山谷恵一， 富永真琴，佐々木英
夫：尿崩症を呈したRatthke's cleft cyst の1例． 第130回日本内科学会東北地方会，1990,
2.9 (仙台）
2) 矢萩明人， 小池千里， 石山清司， 熊谷裕昭， 中村晴彦， 五十嵐美晴， 佐藤伸二，佐々木
英夫： MRIで脊髄内に浸潤と思われる病巣を認めた悪性リンパ腫の1例．第130回日本内科
学会東北地方会， 1990, 2. 9 (仙台）
3) 大門 真， 若杉和義， 石黒光治郎，渡辺正之，後藤成治， 原 正雄： ACTH正常，抗脳
下垂体抗体陽性の副腎皮質機能不全の1例． 第130回日本内科学会東北地方会， 1990,
2. 9 (仙台）
4) 山本弘史，佐藤隆行，丸橋成次郎，中嶋凱夫，上野恒太郎：汎血球減少と cytophagic state
を呈したWeber-Christian 病の1例． 第130回日本内科学会東北地方会， 1990, 2. 9 (仙台）
5) 大沼 寛，飯野正典，目黒邦昭，福原 修，遠藤 一靖：好酸球増加を伴うMDSの経過中
骨髄線維症をきたした1例． 第130回日本内科学会東北地方会， 1990, 2. 9 (仙台）
6) 佐野隆一，藤野彰久，島津博達， 八幡芳和，松橋孝明，鈴木克典， 北川昌之， 吉野真人，
高橋満雄，猪口 宏：冠動脈硬化症患者の血清 Lp(a) 値．第130回日本内科学会東北地方会，
1990, 2.9 (仙台）
7) 中嶋凱夫， 阿部隆志， 丸橋成次郎，藤井俊司， 上野恒太郎， 中村 隆， 飯島善之：非機
能性上皮小体嚢腫の1例． 第130回日本内科学会東北地方会， 1990, 2.9 (仙台）
8) 鈴木義広， 鹿間幸弘， 川並 透， 二瓶邦信， 加藤丈夫， 五十嵐美晴， 中村晴彦，佐藤伸
二，佐々木英夫，丸橋成次郎： MRIにて両側淡蒼球病変を描出しえたCO中毒の1例． 第
131回日本内科学会東北地方会， 1990, 6.16 (仙台）
9) 矢萩明人， 小池千里， 石山清司， 熊谷裕昭， 五十嵐美晴， 中村晴彦，佐藤伸二，佐々木
英夫： hypereosinophilic syndrome の1例． 第131回日本内科学会東 北 地 方 会， 1990,
6.16 (仙台）
10) 安藤晴夫， 木村 守，佐藤憲弘， 今田 剛，佐藤 聡，塩野時男， 早坂晃一：ウベニメ
クスとプレドニゾンの併用により貧血の改善を認めた高齢者低形成白血病の2例．第131回
日本内科学会東北地方会， 1990, 6 .16 (仙台）
11) 若杉和義，秋葉次郎， 石黒光治郎，渡辺正之，後藤成治， 原 正雄： Rhabdomyolysis
の1例． 第131回日本内科学会東北地方会， 1990, 6.16 (仙台）
12) 阿部隆志，伊藤 徹，丸橋成次郎， 中嶋凱夫， 上野恒太郎：急性膵出血を合併したSLE
の1剖検例． 第131回日本内科学会東北地方会， 1990, 6.16 (仙台）
13) 大沼 寛，関川 暁，大門 真，間中英夫， 高橋健二，山谷恵一，富永真琴，片桐 忠，
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佐々木英夫：低Na血圧を呈した非ケトン性高浸透圧性昏睡の1例．第132回日本内科学会
東北地方会，1990, 9 .15 (秋田）
14) 中村晴彦，五十嵐美晴，熊谷裕昭，石山清司，矢萩明人，小池千里，栗村正之，佐藤伸
二，佐々木英夫：急性骨髄単球性白血病の経過中に筋肉内腫瘍を多発した1例． 第132回日
本内科学会東北地方会，1990, 9 .15 (秋田）
15) 山崎俊朗，竹田浩洋，奥村 浩，佐々木英夫：特異な食生活によって引き起こされた壊
血病の1例． 第132回日本内科学会東北地方会，1990, 9 .15 (秋田）
16) 若杉和義，後藤成治，秋葉次郎，石黒光治郎，渡辺正之，原 正雄：健常人にみられた
内蔵真菌症の2例． 第132回日本内科学会東北地方会，1990, 9.15 (秋田）
17) 五十嵐雅彦， 関川 暁，江口英行，深瀬憲雄，高橋秀夫，間中英夫，富永真琴，佐々木
英夫：低血糖症状の乏しいインスリン治療中患者に対して人工膵を用いたインスリン負荷
試験の臨床的意義． 第28回日本糖尿病学会東北支部例会，1990, 11.10 (仙台）
18) 斉藤公人，大沼 寛， 杉山和彦，大門 真，高橋健二，山谷恵一，佐々木英夫：耐糖能
よりみたバセドウ病の経過． 第28回日本糖尿病学会東北支部例会，1990, 11.10 (仙台）
19) 関川 暁，五十嵐雅彦，江口英行，高橋秀夫，深瀬憲雄，間中英夫，富永真琴，佐々木
英夫，伊藤正秋，菊地信一郎，原 正雄，丸橋成次郎，八幡芳和：SU剤，インスリン併用
療法の検討． 第28回日本糖尿病学会東北支部例会，1990, 11.10 (仙台）
20) 大門 真，関川 暁，杉山和彦，佐々木英夫，遠藤国勝：diabetic scleroedema の1例．
第28回日本糖尿病学会東北支部例会，1990, 11 . 10 (仙台）
21) 高橋秀夫，富永真琴，深瀬憲雄，五十嵐雅彦，江口英行， 関川 暁，間中英夫，佐々木
英夫：当科におけるIDDM,NIDDMのICA, ICSA, HLA-DR抗原． 第28回日本糖尿病学
会東北支部例会，1990, 11.10 (仙台）
22) 富永真琴，五十嵐雅彦，江口英行， 関川 暁，佐々木英夫，田村真明，仙道富士郎：担
癌ラットのインスリン感受性の月齢差異． 第28回日本糖尿病学会東北支部例会，1990,
11.10 (仙台）
23) 菊地正邦，山本文子，武田和子，東海林紘子，佐藤トモ子，山 口陽子，山谷恵ー：在宅
インスリン自己注射後の使用済み注射器の回収について． 第28回日本糖尿病学会東北支部
例会，1990, 11.10 (仙台）
24) 松橋昭夫，伊藤正秋，仁藤敏明，赤羽和博，加藤敏子，安部和子，渡部登志子，佐々木
英夫，富永真琴， 関川 暁，江口英行，鹿間幸弘：第16回東北小児糖尿病サマ ー キャンプ
を終えて． 第28回日本糖尿病学会東北支部例会，1990, 11 .10 (仙台）
25) 池澤嘉弘，太田 節，堀 三郎，菊池宏明，阿部隆三，藤沼宏明，平野里江，豊田隆謙：
糖尿病患者における運動負荷と免疫的マ ー カ ーの変動について． 第28回日本糖尿病学会東
北支部例会，1990, 11.10 (仙台）
26) 阿部隆三， 太田 節，池澤嘉弘，堀 三郎， 菊池宏明：強化インスリン療法の効果． 第
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28回日本糖尿病学会東北支部例会， 1990, 11 . 10 (仙台）
27) 太田 節， 池澤嘉弘， 堀 三郎， 菊池宏明， 阿部隆三： IDDM, NIDDMにおける
1. 5-anhydroglucitolの検討． 第28回日本糖尿病学会東北支部例会， 1990, 11.10 (仙台）
28) 高橋和広， 須田克幸， Lam, H.C., Ghatei, M.A., Bloom, S.R. : 糖尿病ラットにおける
エンドセリン． 第28回日本糖尿病学会東北支部例会， 1990, 11.10 (仙台）
29) 宮下正弘， 山本 至，柳生 昭， 竹本 吉夫， 五十嵐雅彦，富永真琴，佐々木英夫：ダウ
ン症候群を伴ったインスリン受容体異常症（タイプA)の1例． 第28回日本糖尿病学会東
北支部例会， 1990, 11.10 (仙台）
30) 八幡芳和，横田 実，北川昌之，蘇 慶展，渡辺孝男：脳嚢虫症術後に発症した糖尿病
性 昏睡の1例． 第28回日本糖尿病学会東北支部例会， 1990, 11.10 (仙台）
31) 岩渕 薫，菊地正邦，西條守正，山谷恵ー：糖尿病昏睡で発見された成人のIDDMの2
例． 第28回日本糖尿病学会東北支部例会， 1990, 11.10 (仙台）
32) 富永真琴， 五十嵐雅彦，松本光生，江口英行， 関川 暁，佐々木英夫：インスリン抗体
はインスリン抵抗性の原因となるということが神話にすぎないことの照明 ー ラットグルコ ー
スクランプ法による検討ー ． 第25回東北内分泌研究会， 1990, 4.21 (仙台）
33) 杉山和彦， 間中英夫， 深瀬憲雄， 須田克幸，富永真琴，佐々木英夫：単離犬回腸灌流系
におけるGLP-1の放出動態第25回東北内分泌研究会， 1990, 4.21 (仙台）
34) 八幡芳和， 吉野真人，北川昌之，鈴木克典，松橋孝明，佐野隆一，島津博達，高橋満雄，
奥山 孝， 市毛明彦： CTにてび慢性にhigh densityを呈した橋本病の1例． 第25回日本
内分泌研究会， 1990, 4.21 (仙台）
35) 大門 真， 山谷恵一， 大沼 寛，杉山和彦， 斉藤公人， 高橋健二，佐々木英夫： Tc— シ
ンチにてcold noduleを呈したBasedow病の1例． 第26回東北内分泌 研究会， 1990,
10. 6 (弘前）
36) 中嶋凱夫，阿部隆志，土田秀也，藤井俊司，丸橋成次郎，上野恒太郎： ビタミンD3の投
与が 発見の動機となった副甲状線機能冗進症の2例． 第26回東北内分泌研究会， 1990,
10.6 (弘前）
37) 間中英夫， 深瀬憲雄， 高橋秀夫，杉山和彦，富永真琴，佐々木英夫， Daniel, E.E. : 犬
回腸灌流系におけるVIP放出と回腸運動．第13回東北消化管ホルモン研究会，1990, 6.9(仙
台）
38) 長谷川繁生，亀山仁ー，星川 匡，松本 修，吉村信幸，矢作裕一，磯部秀樹，塚本 長 ，
高橋秀夫， 深瀬憲雄，佐々木英夫：ダンビング症候群 の2例． 第13回東北消化管ホルモン
研究会，1990, 6.9 (仙台）
39) 川並 透， 二瓶邦信，加藤丈夫， 片桐 忠，佐々木英夫，本田耕一：多系統に変性を認
めた運動ニュ ー ロン疾患の1剖検例． 第46回日本神経学会東北地方会， 1990, 3.17(仙台）
40) 栗村正之，二瓶邦信，加藤丈夫，片桐 忠，佐々木英夫： MR Iにて線条体病 変を確認で
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きた線条体黒質変性症の 1 例． 第46回日本神経学会東北地方会， 1990, 3.17 (仙台）
41) 栗田啓司，加藤丈夫，川並 透，鹿間幸弘，片桐 忠，本田耕一：Bunina 小体とLewy
小体様封入体が共存した運動ニュ ー ロン疾患の 1 剖検例. 1990, 3 .17 (仙台）
42) 鹿間幸弘． 加藤丈夫，片桐 忠， 佐々木英夫，鈴木義広，栗田啓司：脳内および腎に広
汎な石灰化をきたしたSLE の 1 例． 第46回日本神経学会東北地方会， 1990, 3.17 (仙台）
43) 鈴木義広， 川並 透， 加藤丈夫， 鹿間幸弘， 片桐 忠， 神村 匡：Shy-Drager 症候群
の 1 剖検例． 第46回日本神経学会東北地方会， 1990, 3 .17 (仙台）
44) 二瓶邦信，鹿間幸弘，加藤丈夫，片桐 忠，八幡芳和：脳脊髄炎後に著明な脊髄の萎縮
と空洞を認めた 1 例． 第46回日本神経学会東北地方会， 1990, 3.17 (仙台）
45) 本田耕一， 白井日出雄， 松 田 徹，片桐 忠，佐々木英夫：筋肉痛を主訴とし type2 線
維萎縮を認めた部分的下垂体機能低下症 (ACTH, FSH 分泌不全）の 1 例．第46回日本神経
学会東北地方会， 1990, 3.17 (仙台）
46) 川並 透， 加藤丈夫， 鹿間幸弘， 片桐 忠， 佐々木英夫：membranous lipodystrophy
（那須病） の 1 例． 第47回日本神経学会東北地方会， 1990, 9.15 (秋田）
47) 鹿間幸弘， 加藤丈夫， 片桐 忠， 宇留野勝久， 川並 透， 佐々木英夫：progressive
post-poliomyelitis muscular atrophy (PPMA) の 3 例． 第47回日本神経学会東北地方会，
1990, 9.15 (秋田）
48) 栗田啓司， 山川達志，片桐 忠，佐々木英夫， 神村裕子：眼瞼下垂と対側の片麻痺を呈
した中脳梗塞の 1 例． 第47回日本神経学会東北地方会， 1990, 9.15 (秋田）
49) 栗村正之，加藤丈夫，川並 透，鹿間幸弘，片桐 忠，佐々木英夫，小原正久：dentato­
rubor-pallido-luysian-atrophy (DRPLA) の1剖検例． 第47回日本神経学会東北地方会，
1990, 9.15 (秋田）
50) 吉野真人，八幡芳和，二瓶邦信，鹿間幸弘，加藤丈夫，片桐 忠：意識障害を呈し MRI
にて広汎な病巣がみられた重症 herpes simplex encephalitis の 1 完治例． 第47回日本神経
学会東北地方会， 1990, 9 .15 (秋田）
51) 鈴木義広，須賀政一，長嶋淑子，田邊 等：Charcot-Marie-Tooth 型筋萎縮に小 脳失調，
多彩な不随意運動を伴った 1 症例． 第114回日本神経学会関東地方会， 1990, 9.29 (東京）
52) 高橋秀夫，深瀬憲雄，江口英行，松本光生，間中英夫，佐々木英夫：メシル酸カモスタッ
トが著効を呈した糖尿病性腎症 2 例． 第12回東北血管障害研究会， 1990, 7 .14 (仙台）
53) 阿部隆三，池澤嘉弘，太田 節，堀 三郎，菊池宏明：糖尿病患者の高脂血症に 対する
ペリシットとロレルコの併用療法について． 第12回東北血管障害研究会， 1990, 7.14 (仙
台）
54) 佐藤伸二， 熊谷裕昭， 小池千里，矢萩明人， 石山清司， 中村晴彦， 五十嵐美晴，佐々木
英夫：ト ロンボスポンジン (TSP) による血小板凝集について ー TSP により血小板無力症
血小板は凝集する 一． 第22回東北止血血栓研究会， 1990, 4.28 (福島）
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55) 五十嵐美晴，矢萩明人，小池千里，石山清司，熊谷裕昭，中村晴彦，佐藤伸二，佐々木
英夫：TCR{J再構成を認めたPh1 (+)AL Lの1症例． 第27回日本臨床血液学会東北地方
会，1990, 6 .17 (仙台）
56) 石山清司，佐藤伸二，中村晴彦，五十嵐美晴，熊谷裕昭，矢萩明人，小池千里，佐々木
英夫：CML様病態にて発症し ，MDSを経て急激にAMM。 Lたなった1例．第70回東北血
液同好会，1990, 9.15 (秋田）
57) 佐藤伸二，熊谷裕昭，小池千里，五十嵐美晴，中村晴彦，石山清司，矢萩明人，佐々木
英夫：第X因子欠乏症の1例． 第23回東北止血血栓研究会，1990, 11.17 (仙台）
58) 斉藤公人，山谷恵
一 ，間中英夫，高橋健二，富永真琴，佐々木英夫：ラット肝でのVIP
作用におけるCa2十の役割． 第 7 回山形 Ca 代謝研究会，1990, 6.8 (山形）
59) 鹿間幸弘，関川 暁，二瓶邦信，片桐 忠，佐々木英夫：髄膜炎症状で発見された頭蓋
咽頭腫の1例． 第16回山形内分泌代謝研究会，1990, 6.8 (山形）
60) 中嶋凱夫，丸橋成次郎，阿部隆志，松本光生，上野恒太郎：大動脈炎症候群に合併した
甲状腺炎の1例． 第16回山形内分泌代謝研究会，1990, 11.17 (山形）
61) 北川昌之，池澤嘉弘，八幡芳和，吉野真人， 鹿間幸弘：頭部外傷後にみられたSIADH
とParkinson病の1例． 第16回山形内分泌代謝研究会，1990, 11.17 (山形）
62) 川並 透，加藤丈夫，片桐 忠，佐々木英夫：虚血細胞におけるbFGF-binding siteの
発現． 第 2 回山形神経精神薬理懇話会，1990, 10.19 (山形）
63) 奥山富士子，中角祐司，奥山 央，渡辺好博， 片桐 忠：post-polio syndrome 6例の
治療経験． 第 2 回リハビリテ ー ション医学研究会，1990, 11. 24 (山形）
64) 片桐 忠，川並 透，加藤丈夫，二瓶邦信，鹿間幸弘，佐々木英夫：スモンの1剖検例．
平成元年度厚生省特定疾患スモン調査研究班研究報告会，1990, 2.21---....,22 (東京）
65) 中村隆一 ，伊藤久雄，今田 拓，高瀬貞夫，佐直信彦，片桐 忠，三浦英男，千田富義：
東北地方におけるスモン患者実態調査．平成元年度厚生省特定疾患スモン調査研究班研究
報告書，1990, 2.21---....,22 (東京）
(6)研究会
なし
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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精神神経医学講座，
精神神経医学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) 生地 新， 森岡由起子，十束支朗， 上林靖子， 中田洋二郎， 藤井道子，北 道子：ライ
フイベント法による児童・思春期精神障害の成因に関する研究（その2 ) ー 中学生における
ライフイベントの評価方法に関する研究． 厚生省「精神・神経疾患委託研究費」児童 ・ 思
春期精神障害の成因及び治療に関する研究班 平成元年度報告書 97-104, 1990 
2) 生地 新， 渡部由里， 森岡由起子， 佐川勝男， 島田高志， 本橋一夫， 矢崎光保， 十束支
朗：山形県における在宅痴呆老人の社会精神医学的研究． 臨床精神医学 1990 
3) 生地 新：治療者交代の際の工夫について． 精神分析研究 1990
4) 生地 新， 渡部由里， 森岡由起子， 岩崎 清， 井原一 成， 安村誠司：地域における在宅
痴呆老人のスクリ ー ニング法に関する検討． 老年社会科学 1990
5) Shinobu Kawakatsu, Shigeru Morinobu, Masao Shinohara, Kyouichi Kobashi, Shiro
Totsuka : Acetylcholinesterase activity and monoamine metabolite level in the
cerebrospinal fluid of patinents with Alzheimer's disease. Biol Psychiatry, 28 :
387-400, 1990
6) 川勝 忍，佐川勝男，篠原正夫，森信 繁，東谷慶昭，小山秀樹，生地 新，灘岡壽英，
十束支朗：アルツハイマ ー病におけるうつ状態の頻度の検討 ー 初期症状とうつ病との鑑別
について 一 ． 精神科治療学 5 : 883-889, 1990 
7) Shinobu Kawakatsu, Shigeru Morinobu, Masao Shinohara, Katsuo Sagawa, Arata 
Oiji, Shiro Totsuka, Kyoichi·Kabashi : N eurochemical markers in the cerebrospinal
fluid of patients with Alzheimer-type dementia. Basic, Clinical and Therapeutic
Aspects of Alzheimer's and Parkinson's Disease Plenum Press, 2 : 19-22, 1990
8) 篠原正夫， 木下修身，東谷慶昭， 他：著名な三相波を呈したリチウム中毒の1例． 臨床
精神医学， 国際医書出版 Vol.19, No.3, 389-395, 1990 
9) 篠原正夫：脳血管障害に伴うせん妄状態の1例．老化と疾患 Vol.3, No.12, 2057-2060,
1990 
10) 十束支朗：脳代謝賦括薬． 治療 72 : 249-254, 1990
11) 十束支朗，川勝 忍，小山秀樹，篠原正夫，有海清彦，佐川勝男，森信 繁，東谷慶昭，
生地 新， 矢崎光保：アルツハイマ ー型痴呆における画像診断． 厚生省痴呆疾患対策調査
研究費昭和64年度研究報告 16-21, 1990 
12) 十束支朗：各種身体疾患と精神症状一 膠原病ー . CLINICAL NEUROSCIENCE 8 : 
-93-
532-533, 1990
13) 十束支朗：私と処方．精神科治療学 5 : 812-813, 1990
14) 十束支朗：学会記 一 精神神経学会．日本医事新報 3459 : 47-49, 1990 
15) 十束支朗，川勝 忍，篠原正夫，有海清彦，小山秀樹，佐川勝男，駒谷昭夫，山口昂ー，
山田建嗣，松澤大樹，伊藤正敏，畑沢 順：痴呆脳の画像研究．第 3回老年精神障害懇話
会（東京）記録集 8-44, 1990
16) 灘岡壽英，佐川勝男，東谷慶昭，十束支朗，矢崎光保：リエゾン精神医学からみたせん
妄患者の検討．臨床精神医学 19 (4) : 475-481, 1990
17) 灘岡壽英：リエゾン精神医学の役割と動向．臨床看護 16 (9) : 1345-1349, 1990
18) M.Haga, M.Shinohara, S.Totsuka, M.Ohori, T.Soga : "Ictal Stupor" in a Case of
Symptomatic Partial Epilepsy. Jpn J. Psychiatry. Neurol 44 (2) : 59-61, 1990 
19) Y.Higashitani, Y.Kudo, A.Ogura, and H.Kato: Acute effects of lithium on synaptic
transmission in rat hippocampus studied in virto. Biol. Psych. 27": 17 4-182, 1990
20) 東谷慶昭，篠原正夫，川勝 忍，十束支朗：アルツハイマ ー型老年痴呆患者の脳波定量
分析．臨床脳波 32 (6) : 362-367, 1990
21) 東谷慶昭，緒方 順，長岡英世，十束支朗：難治性てんかんに対する抗てんかん薬と小
紫胡湯合桂枝芍薬湯の併用効果．漢方診療 9 (2) : 50-52, 1990
22) 東谷慶昭，芳賀幹雄，灘岡壽英，十束支朗：部分てんかん患者の頭痛について．診療と
新薬 27 (3) : 323-326, 1990
23) 東谷慶昭，芳賀幹雄， 篠原正夫，灘岡壽英， 十束支朗， 矢崎光保，伊東真人：睡眠時
無呼吸症候群を伴う晩発性てんかん患者の睡眠ポリグラフ所見．臨床脳波 32 (8) : 560-564,
1990
(2)総 説
なし
(3)著 書
なし
2. 学会報告
1) Arata Oiji, Yukiko Morioka, and Shiro Totsuka : Optimal Therapeutic Attitude in
Psychotherapy with Adolescents " Going to School to Adolescent Patients". 第12回国
際児童青年精神医学会（京都） 1990.07
2) 川勝 忍，十束支朗：家族性アルツハイマ ー 病の臨床的特徴．国際痴呆共同研究アルツ
ハイマ ー 型痴呆の遺伝学的研究 家族性アルツハイマ ー 病について（東京） 1990.03 
3) 川勝 忍，篠原正夫，小川秀樹，有海清彦，佐川勝男，森信 繁，東谷慶昭，生地 新，
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灘岡壽英， 十束支朗：いわゆるDementia of frontal lobe typeの検討． 第3 回日本神経
老年精神医学会（栃木） 1990.07 
4) Shinobu Kawakatsu, Shiro Totsuka, Masao Shinohara, Hideki Koyama, Katsuo
Sagawa, Shigeru Morinobu, Arata Oiji, Y oshiaki Higashitani, Akio Komatani :
Regional cerebral blood flow in primary degenerative dementia : clinical subgroups
and SPECT patterns. Frontiers of Alzheimer Research, Tokyo 1990. 09 
5) 川勝 忍，佐川勝男，十束支朗，島田 均：強迫的数え現象がみられたピック病の1例．
第14回日本神経心理学会（名古屋） 1990.09
6) 川勝 忍，森岡由起子， 生地 新， 灘岡壽英，十束支朗：全生活史健謀の17歳女子の1
例． 第44回東北精神神経学会（山形） 1990.11 
7) 木津 司， 生地 新， 灘岡壽英，十束支朗：強迫神経症患者の「葛藤」と行動療法． 第
44回東北精神神経学会 1990.10.00 
8) 篠原正夫， 東谷慶昭， 十束支朗，他：アルツハイマ ー型痴呆の定量脳波分析と 脳血流量
との関連 第20回脳波筋電図学会 1990
9) 田中 武，森岡由起子 生地 新，有海清彦， 柏倉昌樹， 井原一成， 佐川勝男，十束支
朗：大学病院におけるデイケアの試み（第3報） ー 自然発性的な社会復帰の動きを中心に 一．
第86回日本精神神経学会 1990.05 
10) 田中 武，有海清彦，十束支朗，大堀守ー， 山崎 透，江口敬志：ブロモクリプチンが
奏効した周期性精神病の1 症例． 第44回東北精神神経学会 1990.10 
11) 十束支朗：痴呆 脳の画像研究． 第3 回老年精神障害懇話会（東京） 1990.04.14
12) 十束支朗：老年期精神障害． いわき市医師会 1990.06.11
13) 十束支朗：老年期の精神障害について． 酒田市医師会 1990.11.13
14) 十束支朗：老年期の精神障害の診断と治療. Medical Resarch Communityの会（旭川
市） 1990.11.22 
15) 十束支朗：ぼけない秘けつ． 山形新聞社 1990.12.01
16) 灘岡壽英，森岡由起子，佐川勝男，生地 新，十束支朗：慢性疼痛患者の心理的特性に
ついて 一「痛みについての質問票」とAlexithymiaScaleの比較から． 第31 会日本心身医
学会 1990.06.00 
17) 芳賀幹雄， 東谷慶昭，江口拓也，篠原正夫，大堀守ー，十束支朗：難治性てんかんで2
症例に対する抗てんかん薬と小紫胡湯合桂加芍薬湯の併用療法． 第 5回山形県漠方研究会
1990.02.00 
18) 芳賀幹雄， 大堀守ー，十束支朗，曽我孝志：合理的薬物療法の模索． 第12回東北てん
かん学会 1990.00.00 
19) 芳賀幹雄，大堀守ー，阿部好文，佐藤久美子，曽我孝志：頭部の一側への偏向から他側
への偏向に移行し， 二次的全般化発作に進展する部分発作． 第24回日本てんかん学会
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1990.11.00 
20) 芳賀幹雄，阿部好文，大堀守ー，曽我孝志：てんかん専門病棟でのヒステリ ー 発作の経
験例17例（長時間ヴィデオ記録による補助診断）． 第45回国立病院療養所総合医学会
1990 .11. 00
21) 東谷慶昭， 川勝 忍， 有海清彦， 江口拓也， 田中 武， 森信 繁， 生地 新， 灘岡壽
英， 十束支朗， 矢崎光保：山形大学医学部付属病院におけるアルコ ール症治療の現況． 第
2 回臨床アルコ ール医学研究会 1990
22) 東谷慶昭，川勝 忍，江口拓也，有海清彦，小池将公，十束支朗，篠原正夫，木下修身：
アルツハイマ ー型老年痴呆患者の脳波変化とCT所見． 第20回日本脳波筋電図学会 1990 
23) 東谷慶昭， 江口拓也，篠原正夫， 吉村悦郎， 芳賀幹雄， 矢崎光保，十束支朗：てんかん
患者に対する塩酸フルナルジンの効果 ー症状（発作・頭痛）・脳血流・脳波の変化． 第24回
てんかん学会 1990
24) 森岡由起子，粟野美穂，高橋誠一郎，生地 新，灘岡壽英，十束支朗：児童思春期の「心
因性視力障害」患者の再受診について． 第31回日本心身医学会総会（福岡） 1990.06 
25) Yukiko Morioka, Arata Oiji, Yuri Watabe, Toshihide Nadaoka and Shiro Totsuka
: Psychotherapy of Trichotillomania in Childhood and Adolescence. 第12回国際児童青
年精神医学会（京都） 1990.07
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
第44回東北精神神経学会総会 1990.10.14
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小児科学講座
小児科学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Izumi, Y., Ishii, K., Akiba, K. and Hayashi, T. : Hypozincemia during fever may
trigger febrile convulsion. Medical Hypotheses, 32 : 77-80, 1990.
2) Mori, K., Sakai, H., Suzuki, S,. Akutsu, Y., Ishikawa, M., Imaizumi, M., Tada, K.,
Aihara, M., Sawada, Y., Yokoyama, M., Sato, Y., Endo, Y., Suzuki, Z., Sato, S., Sasaki,
H., Yokoyama, S., Hayashi, T., Uchida, T., Hiwatashi, K., Isida, N., Fujimaki, M. and
Yamada, K. : Effects of glycyrrhizin (SNMC : Stronger Neo-Minophagen C) in
hemophilia patients with HIV-1 infection. Tohoku J. Exp. Med. 162 : 183-193, 1990.
3) 佐藤哲雄，秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲，
鷲尾正彦，中村千春：ドップラ ー 心エコ ー法による総肺静脈還流異常症の術前・術後にお
ぃナる診断の有用性． 日小循誌5: 389-398, 1990.
4) 佐藤哲雄，秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲，折田博之，
島貫隆夫，中村千春，鷲尾正彦：肺動脈閉鎖の治療．小児内科，22: 1349-1362, 1990.
5) 秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，中里 満，鈴木 浩，佐藤哲雄：肺動脈
狭窄症に対する経皮的バルーン肺動脈弁形成術の経験．小児科 診療，53: 311-316, 1990.
6) 秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲，橋本基
也，松崎葉子，佐藤哲雄：1984年から1988までの山形県における新生児心疾患発生状況．
小児科臨床，43: 1830-1835, 1990.
7) 秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲，橋本基
也，佐藤哲雄，鷲尾正彦：ファロ ー 四徴症におけるBlalock-Taussig手術の肺動脈および
左室の発育に及ぼす効果．臨床小児医学，38: 51-56, 1990.
8) 鈴木 浩，秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，中里 満，佐藤哲雄，鷲尾正
彦，八巻重雄：高度の閉塞性肺血管病変を呈した胸像型右胸心と半奇静脈結合を伴う静脈
洞型心房中隔欠損症の一乳児例． 心臓，22: 275-280, 1990.
9) 鈴木浩，秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，中里 満，橋本基也，佐藤 哲，
佐藤哲雄，鷲尾正彦：心室性頻拍を合併した三尖弁欠如の一部検例．心臓，22: 1382-1386,
1990.
·10) 中里 満，秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，鈴木 浩，佐藤哲雄：臓器心
房錯位症候群における不整脈の検討．日小循誌，6: 368-372, 1990.
11) 岡田昌彦，東谷暁子，梅田 斉，林 正，入間田潔：ガンマグロブリン投与を受けた川
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崎病患者にみられた好中球減少症一 抗好中球抗体の関与について一 ． 小児科臨床，,43:
475-478, 1990.
12) 岡田昌彦，勝浦理彦，梅田 斉， 奥山芳夫，横山新吉，佐藤哲雄，林 正：血 小板減少
及び低アルブミン血症を伴った重症川崎病の3症例 ー その病態と治療に関する一考察 ー ．
日児誌94: 2667-2671, 1990.
13) 津幡勝子，秋場伴晴，岡田昌彦，林 正：小児の肝障害に対する強カネオミノファゲン
シ ー の大量療法. Minophagen Medical Review, Suppl. 25 : 24-27, 1990.
14) 小林代喜夫：トレッドミル運動負荷試験による先天性心疾患根治手術後の運動能に関す
る研究． 山形医学， 8: ・ 109-119, 1990.
(2)総 説
1) 林 正：aスペクトリンの異常． 臨床検査，34: 983, 1990. 
2) 佐藤哲雄：循環器疾患と栄養ー 先天性・後天性心疾患． 小児内科，22: 111-116, 1990.
3) 佐藤哲雄， 秋場伴晴， 芳川正流， 大滝晋介， 中里 満， 小林代喜夫，佐藤 哲：修正大
血管転位症． 小児内科， 22: 323-330, 1990.
4) 佐藤哲雄， 中里 満：不整脈． 小児科， 31: 1439-1445, 1990.
2. 学会報告
(1) 特別講演
1) 林 正：最近の医学の進歩． 第11回秋田県小児科医会総会（秋田市） 1990年4 月．
2) 林 正：小児科臨床と血液学． 日本小児科学会青森地方会（八戸市） 1990 年8 月．
3) 林 正：これからの小児保健について． 山形地方小児科集談会（山形市）1990年5 月．
4) 横山新吉：リンパ球の活性化について． 山形地方小児科集談会（山形市） 1990年7 月．
5) 横山新吉：HIV感染症． 山形地方小児科集談会（山形市） 1990年11月．
6) 林 正：子どもの成人病． 山形健康セミナー （山形市） 1990 年12月．
7) 林 正：心と体の成長発達（出生前）． 家庭教育カレッジ（山形県， 遊学館）1990年9
月．
8) 林 正：心と体の成長発達（出生後）． 家庭教育カレッジ（山形県， 遊学館）1990 年10
月．
9) 林 正：小児の発育とスポー ツ． 山形大学公開講座「スポー ツと健康」1990年9 月．
(2) シンポジウム
1) 岡田昌彦，高橋良知，林 正：抗アレルギー剤をめぐる臨床上の問題点 ー ロメット（レ
ピリナスト） を中心に 一 ． 第 5 回東北小児喘息研究会（秋田市） 1990年6 月．
(3) 国際学会
なし
-98-
(4) 国内総会
1) 大滝晋介，秋場伴晴， 芳川正流，小林代喜夫，中里 満，鈴木 浩，松崎葉子，佐藤哲
雄：パルスドップラー法によるファロー 四徴症根治手術後における左右心室の拡張機能の
検討． 第93回日本小児科学会（東京） 1990年5月．
2) 小林代喜夫，秋場伴晴， 芳川正流，大滝晋介，中里 満，鈴木 浩，松崎葉子，佐藤哲
雄：感染性心内膜炎9例の治療経験． 第26回日本小児循環器学会（奈良） 1990年7月．
3) 大滝晋介，秋場伴晴， 芳川正流，小林代喜夫，中里 満，鈴木 浩，松崎葉子，佐藤哲
雄：経皮的バルーン弁形成術を施行した肺動脈弁狭窄症 15例の検討． 第26回日本小児循環
器学会（奈良） 1990年7月．
4) 中里 満，秋場伴晴， 芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，鈴木 浩，松崎葉子，佐藤哲
雄：臓器心房錯位症候群におけるP波の体表面電位図による検討．第26回日本小児循環器
学会（奈良） 1990年7月．
5) 鈴木 浩，秋場伴晴， 芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，中里 満，佐藤 哲，橋本基
也，松崎葉子，佐藤哲雄：遺伝子組替えヒト組織プラスミノ ー ゲンアクチベ ータ(rtPA)
の静脈内投与による冠動脈血栓溶解療法を施行した川崎病の1例． 第42回北日本小児科学
会（秋田） 1990年9月．
6) 勝浦理彦，梅田 斉，奥山芳夫，岡田昌彦，横山新吉，林 正，西沢英二，高梨俊保，
芳賀恵ー：右不全麻痺，意識障害を契機に発見されたOrnithine transcarbamylase欠損症
の1女児例． 第42回北日本小児科学会（秋田） 1990年9月．
7) 高橋良知，秋葉 香，中井伸一，森谷直樹，横山新吉，林 正，江口儀太：原発性血
小板血症の1女児例． 第32回日本小児血液学会（弘前） 1990年9月．
8) 岡田昌彦，高橋良知，石井一元，林 正：各種アレルギ ー 患者にみられた食物アレル
ゲンの関与について． 第28回日本小児アレルギ ー 学会（東京） 1990年1 1月．
9) 佐藤哲雄， 芳川正流，大滝晋介，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲：突然死した小児心疾
患症例の検討． 第 9 回日本蘇生学会（山形） 1990年10月．
(5) 国内地方会
1) 奥山芳夫，勝浦理彦，中井伸一，森谷直樹，岡田昌彦，横山新吉，林 正： rhG-CSF 
（リコンビナントヒト顆粒球コロニ ー刺激因子）が有効であった先天性好中球減少症の1
例． 第46回日本小児科学会山形地方会，1990年9月．
2) 芳川正流，大滝晋介，中里 満，鈴木 浩，松崎葉子，佐藤哲雄，折田博之，中村千春，
鷲尾正彦：過去5年間における新生児重症先天性心疾患の治療と予後． 第46回日本小児科
学会山形地方会，1990年9月．
3) 赤羽和博，仁藤敏昭，鈴木直弘：咽後膿瘍の1幼児例． 第46回日本小児科学会山形地方
会，1990年9月．
4) 加藤光広，奥平長子，斎藤慶一：腹膜還流で改善したロタウイルス性下痢症による重症
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脱水症の1例． 第46回日本小児科学会山形地方会，1990年 9 月．
5) 中里 満， 大滝晋介， 芳川正流， 鈴木 浩，佐藤 哲，佐藤哲雄：心内奇形を伴わず除
脈を呈した多牌症の1例． 第47回日本小児科学会山形地方会，1990年12月．
6) 仙道 大，斎藤慶一，奥平長子，甲州秀浩，菊池 章：気管切開術直後に両側気胸をき
たして死亡した咽頭形成不全の1乳児例．第47回日本小児科学会山形地方会，1990年12月．
7) 石井一元，橋本基也： Wilson-Mikity症候群の1例．第47回日本小児科学会山形地方会，
1990年12月．
8) 木村敏之，清水行敏，小林代喜夫，入間田潔： Flavobacterium meningosepticumによ
る新生児化膿性髄膜炎の1例． 第47回日本小児科学会山形地方会，1990年12月．
9) 前田勝子， 芳賀恵一，板垣 勉， 芳賀正夫：A型肝炎の散発発症例． 第47回日本小児科
学会山形地方会，1990年12月．
10) 赤羽和博，大門和枝，勝浦理彦，中井伸一，梅田 斉，森谷直樹，林 正，小林代喜
夫，清水行敏，木村敏之，入間田潔：口腔，食道に限局し，蛋白漏出症を伴った天疱癒の
1例． 第47回日本小児科学会山形地方会，1990年12月．
11) 青山和枝，矢野南巳男，横山新吉：増殖型糸球体腎炎におけるciclosporinの効果． 第
47回日本小児科学会山形地方会，1990年12月．
12) 大滝晋介，芳川正流，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲，佐藤哲雄：腎血管性高血圧症の
3例． 第47回日本小児科学会山形地方会，1990年12月．
(6)研究会
1) 鈴木 浩， 芳川正流， 大滝晋介， 中里 満， 松崎葉子，佐藤哲雄：川崎病罹患後巨大冠
動脈瘤内血栓融解療法の試み． 第20回東北小児心臓病研究会，1990年6月．
2) 芳川正流， 大滝晋介， 中里 満， 鈴木 浩， 松崎葉子，佐藤哲雄：過去5 年間における
新生児期重症先天性心疾患の治療と予後． 第20回東北小児心臓病研究会，1990年6月．
3) 鈴木 浩，大滝晋介，芳川正流，中里 満，佐藤 哲，佐藤哲雄，折田博之，中村千春，
鷲尾正彦：姑息手術が奏効した僧帽弁閉鎖症の2例． 第21回東北小児心臓病研究会，1990
年11月．
4) 大滝晋介，芳川正流，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲，佐藤哲雄，折田博之，中村千春，
鷲尾正彦：再手術を施行した総肺静脈還流異常症の4例． 第21回東北小児心臓病研究会，
1990年11月．
5) 大滝晋介，秋場伴晴，佐藤哲雄：経皮的バルー ン弁形成術を施行した肺動脈弁狭窄症 15
例の検討． 第30回東北心血管造影懇話会，1990年 4月．
6) 大滝晋介，秋場伴晴，芳川正流，中里 満，鈴木 浩，松崎葉子，佐藤哲雄：パルスドッ
プラ ー 法によるファロ ー 四徴症根治手術後の左右心室の流入様式の検討． 第10回小児心機
能血行動態談話会，1990年 9 月．
7) 秋場伴晴， 芳川正流， 大滝晋介，小林代喜夫， 中里 満， 鈴木 浩， 松崎葉子，佐藤哲
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雄：肺動脈弁狭窄症 15例に対する 経皮的バル ーン弁形成術の経験． 第 1回日本Pediatric
Interventional Cardiology研究会，1990年 1月．
8) 秋場伴晴，芳川正流， 大滝晋介，小林代喜夫， 中里 満， 鈴木 浩， 松崎葉子， 佐藤哲
雄，島貫隆夫，折田博之， 中村千春，鷲尾正彦： 先天性心疾患に対するプロスタグランデ
インの使用経験． 第 1回東北Macro and Micro Circulation研究会，1990年2月．
9) 鈴木 浩， 秋場伴晴，芳川正流， 大滝晋介，小林代喜夫， 中里 満， 松崎葉子， 佐藤哲
雄：ウロキナ ー ゼによる冠動脈内血栓溶解療法を試みた川崎病の1例． 第8回山形心臓超
音波研究会，1990年3月．
10) 芳川正流，大滝晋介，中里 満，鈴木 浩，松崎葉子，佐藤哲雄：左室流出路狭窄を伴っ
た不完全型心内膜欠損症 の1例． 第9回山形心臓超音波研究会，1990年8月．
1 1) 秋場伴晴，芳川正流， 大滝晋介，小林代喜夫， 中里 満， 鈴木 浩， 松崎葉子， 佐藤哲
雄：新生児期の先天性心疾患に対するリポプロスタグランデインEの使用経験．第7回山
形県新生児医療研究会，1990年3月．
12) 加藤光広，斎藤慶一，奥平長子，奥平欣伸，須賀俊博，安田 純：頻回の頭蓋内出血を
きした未熟児の救命経験． 第7 回山形県新生児医療研究会，1990年3月．
13) 橋本基也，竹内 豊：新生児動脈管開存症 に対する静注用アスピリン 使用の検討． 第7
回山形県新生児医療研究会，1990年3月．
14) 石井一元，秋葉 香，高橋良知，中井伸 一，森谷直樹，林 正：新生児溶血性疾患(ABO
不適合）により交換輸血をした1例． 第7 回山形県新生児医療研究会，1990年3月．
15 ) 岡田昌彦，佐藤哲雄，林 正： 川崎病におけ るガンマグロブリン静注療法の好中球機
能に対する検討． 第10回日本川崎病研究会，1990年10月．
16 ) 勝浦理彦，奥山芳夫，岡田昌彦，林 正：頸部腫瘤を主訴とし，上咽頭癌と診断され
た1例． 平成2年東北地区小児悪性腫瘍症例検討会，1990年3月．
17 ) 山際岩雄，小幡和也，畠中康晴，鷲尾正彦，森谷直樹，林 正：肝原発と考えられる
悪性奇形腫平成2年東北地区小児悪性腫瘍症例検討会，1990年3月．
18) 高橋良知，森谷直樹，中井伸 一， 秋葉 香，奥山芳夫，林 正：BFM87プロトコール
で寛解導入に成功したAMLの1例． 第16回東北小児白血病研究会，1990年3月．
19) 林 正：東北小児白血病研究会登録症例の治療成績と経過．第16回東北小児白血病研
究会，1990年3月．
20) 横山新吉：白血病細胞におけるBlast-1抗原の発現．第17回東北小児白血病研究会，1990
年3月．
21) 林 正：東北小児白血病研究会登録症例の治療成績と経過．第17回東北小児白血病研
究会，1990年9月．
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3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1) 第19回日本小児科学会セミナ ー ：日常の小児科診療． 山形，1990年4月22日
2 ) 第46回日本小児科学会山形地方会， 酒田，1990年9月1日
3) 第47回日本小児科学会山形地方会， 山形，1990年12月 9日
4) 第 7 回山形県新生児医療研究会， 山形，1990年3月1日
5) 第16回東北小児白血病研究会， 仙台，1990年3月 31日
6) 第17回東北小児白血病研究会， 仙台，1990年9月22日
7) 平成2年度山形県小児保健会総会並びに第 25回研修会， 山形，1990年9月2 0 日
8) 平成2年母子保健研修会， 山形，1990年9月2 0 日
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外科学第一講座
1 外科学第一講座 I
1 . 
(1)
論
原
文
1) 
著
大内清則， 亀山仁 ー，星川 匡，松本 修， 石山秀一，豊野 充， 塚本
皮小体機能充進症における血 清および組織内ガストリンについて．日外会誌91(2) : 262-265, 
長：原発性上
1990 
2) 佐藤 淳， 大内清則，浦山雅弘， 塚本
日臨外会誌51(9) : 1932-1936, 1990
小澤孝一郎，松本 修，薄場 修，石山秀一，豊野 充， 亀山仁 ー， 塚本
道癌症例の検討ーリンバ節転移と予後を中心に一． 日消外会誌24(1) : 176, 1990 
布施 明， 石山秀一，瀬尾伸夫， 吉村信幸， 安達和仁， 塚本 長：肝内結 石症の治療成
績． 日消外会誌13(1) : 2861, 1990 
三條敏邦，豊野 充，石山秀一，瀬尾伸夫，工藤 俊， 塚本
肺転移に肺切除を施行した乳癌の1例． 日癌 治療会誌25(4) :934, 1990 
大江信哉，山川光徳，今井 大， 塚本 長：甲状腺癌間質における線維増生と 結合組織
型肥満細胞の分布に関する検討． 日網内系会誌30(3) : 243-252, 1990 
大江麻子， 小澤孝一郎，松本 修， 亀山仁 ー， 塚本 長：胆嚢摘出後に生じた巨大 肝臓
内血腫の一例． 腹部救急診療の進歩10(6) : 1041-1043, 1990 
浦山雅弘，石山秀一，瀬尾伸夫，吉村信幸，安達和仁，緑川靖彦，平井一郎，塚本
肝硬変合併肝癌 術後の肝障害予防とための強カネオミノファ ーゲンシ ーの大量投与の試み．
長：多発性内分泌腺腫症 (MEN) Ilb型の1例．
3) 長：胸部食
4) 
5) 長：肝転移に肝切除を，
6) 
7) 
8) 長：
9) 豊野 長：
10) 
ミノファ ー ゲンメディカルレビュ ーsuppl. 25 : 21-23, 1990
充，木村青史，田中丈二，小林昌明，高橋則好，大内清則，亀山仁 ー，塚本
組織型からみた胃癌の術後遠隔成績． 外科診療 32(12) : 1773-1778, 1990 
匡 1)' 鈴木裕一2), 矢島高二叫亀山仁 ー， 塚本 長 1) い第1外科，2)第2生理，3)
ヤクルト中央研究所）：ラットの回腸盲腸切除後にみられる下痢と糞中有機酸の変化につい
て． 特集／消化器疾患の病態生理 一 胃・十二指腸潰瘍を中心に一 . Progress in Medicine
11) 
12) 
星川
10 (3) : 523-527, 1990
鈴木祐子， 亀山仁 ー，仁科盛之， 塚本 長 1), 石 原和彦，西山憲子，堀田恭子 2) い第1
外科，2)北里大学生化学）：自律神経の胃粘膜に及ぼす影響ー特に胃内pH, 胃粘膜ヘキソサ
ミン について． 胃 分泌研究会誌22 : 81-84, 1990
鈴木 晃， 亀山仁 ー，鈴木祐子，矢作祐一，八木聡，仁科盛之， 塚本 長叫鈴木祐
ー，金子健也2) い第1外科，2)第2生理 ）：モルモット胃粘膜の重炭酸イオン 分泌および短
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絡電流 ー ベサネコ ール，ヒスタミンおよびフィ ールド刺激の影響ー . Therapeutic Researchill­
suppl. 1, 1990 
13) 高橋則好，豊野 充，久津 裕， 亀山仁 ー ，塚本 長：大腸癌による急性腹症． 腹部救
急診療の進歩(10): 431-433, 1990
14) 鈴木裕ーl), 三條敏邦， 亀山仁ー ，塚本 長，星川 匡叫矢島高二3) い第2生理， 2)第
1外科， 3) ヤクルト中央研究所）：ラットの回腸・盲腸切除が糞便菌叢の動態に及ぽす影響．
消化と吸収13(2) : 75-77, 1990
15) 神賀正博， 亀山仁ー ，星川 匡，高橋則好， 田中丈二，豊野 充，塚本 長：胃全摘術
における術後成績． 胃術後障害研究会集3: 14-15, 1990 
16) 鈴木祐子， 亀山仁ー ，仁科盛之，佐藤 淳，矢作祐 一 ，塚本 長：自律神経切離の胃粘
膜に及ぼす影響ー 腎不全の影響を含めて 一． 日本実験潰瘍研究会報告記録誌17: 84-88, 
1990 
17) 吉村信幸， 亀山仁ー ，星川 匡， 三條敏邦，久津 裕，矢作祐 一 ， 塚本 長：回腸(J
嚢）肛門吻合術後の糖負荷試験． グルカゴン研究会記録集18: 27-30, 1990 
18) 鈴木祐子， 亀山仁ー ，仁科盛之，鈴木 晃， 八木 聡，塚本 長：消化性潰瘍の長期予
後 一 手術例からの検討． 東北消化管研究会誌9: 27-28, 1990 
19) 野々山孝志，鈴木康之， 原 隆広，小澤孝一郎，長谷川繁生， 堀内義美，松本 修， 亀
山仁ー ，塚本 長：胆汁外痩症例におけるCCK分泌動態． 消化管ホルモンIX: 512-518, 
1990 
20) 亀山仁ー，鈴木 晃， 塚本 長o, 鈴木裕一 ， 金子健也2) い第1外科， 2)第2生理）：重
炭酸イオン分泌における相乗効果について. Cyto-protection & biology 8 : 121-129, 1990 
21) Akira Suzuki, Jin-ichi Kameyama, Masaru Tsukamoto, Yuichi suzuki: Bicarbonate 
secretion in isolated guinea pig antrum J. Clin. Gastroent. 12 (Suppl) S14-Sl8, 1990 
22) Osamu Usuba, Raoul Mayer, Habib Zaghouani, Constantin Bona : The ly-1 gene 
expression in murine hybridomas producing autoantibodies. Autoimmunity 6 : 
293-305, 1990
23) Osamu Usuba, Thomas M. Moran, Ely Shapiro, Leonard J. Rubinstein, Masafumi
Ito, Constantin A. bona : Anovel technique for the production of hybrid antibodies. 
Journal of Immunological Methods 129 : 205, 1990 
24) Yuko Suzuki, Jin-ichi Kameyama, Moriyuki Nishina, Masaru Tsukamoto: Effect
of Autonomic Nerve on the Gastric Mucosa in Rats Exp. Ulcer. 17: 330-332, 1990 
(2)総 説
1) 亀山仁ー ：十二指腸潰瘍． 消化器外科13(6), 1990 
2) 亀山仁ー ：十二指腸乳頭炎． 消化器外科13(6), 1990 
3) 亀山仁ー ，神賀正博，星川 匡，高橋則好， 田中丈二，薄場 修，豊野 充，塚本 長：
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空腸間置とその生理的意義． 手術44 (11) : 1595-1605, 1990 
(3)著 書
1) 亀山仁ー ：上部消化管出血における私の処方． 私の処方
2 • 学会報告
(1)特別講演
なし
(2) シンポジウム
なし
(3) 国際学会
1) Jin-ichi Kameyama, Yuko Suzuki, Moriyuki Nishina, Masaaki Kobayashi, Takahiro
Hara, N obuyuki Yoshimura, Masaru Tsukamoto : Experimental study on path­
ogenesis and prevention of acute gastric ulceration. 9th the world congresses of
gastroenterology, Aug. 1990
2) Takahiro Hara, Osamu Matsumoto, Nobuyuki Yoshimura, Yuko Suzuki, Masaaki
Kobayashi, Jin-ichi Kameyama, Masaru Tsukamoto: The relation between intrapan­
creatic enzyme activation and free radical in experimental acute pancreatitis. 9th the
world congresses of gastroenter,ology, Aug. 1990
3) N obuyuki Yoshimura, Jin-ichi Kameyama, Tadashi Hoshikawa, Toshikuni Sanjho,
Yuichi Yasaku, Takahiro Hara, Yuko Suzuki, Masaaki Kobayashi, Masaru Tsu­
kamoto : Plasma glucose and gut hormone responeses by glucose infusion to ileal
pouch after total proctocolectmy. 9th the world congresses of gastroenterology, Aug.
1990
4) Yuko Suzuki, Jin-ichi Kameyama, Moriyuki Nishina, Kiyoshi Sato, Nobuyuki
Yoshimura, Takahiro Hara, Masaaki Kobayashi, Masru Tsukamoto : Effect of
surgical sympathectomy and vagotomy on acute gastric ulceration in rats. 9th the
world congresses of gastroenterology, Aug. 1990
5) Masaaki Kodayashi, Mithuru Toyono, Jin-ichi Kameyama, Hiroshi Kuzu, Takahiro
Hara, N obuyuki Yoshimura, Yuko Suzuki, Masaru Tsukamoto : Clinicopathological
and prognostic study on colorectl pm-cancer. 9th the world congresses of gastroenter­
ology, Aug. 1990
(4) 国内総会
1) 瀬尾伸夫，石山秀一，吉村信幸，緑川靖彦，安達和仁，浦山雅弘，平井一郎，塚本 長：
肝硬変を合併した胃外科の問題点． 第35回日本消化器外科学会 1990年2月
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2) 鈴木 晃，亀山仁ー，八木 聡，仁科盛之，鈴木祐子，矢作祐一，塚本 長ll, 鈴木裕—2)
い第 1外科，2)第 2生理）：閉塞性黄疸における術前減黄疸術の評価ー特に術後急性潰癌の
点からみた ． 第35回日本消化器外科学会 1990年2月
3) 原 隆広， 松本 修，鈴木康之，野々山孝志， 小澤孝一郎， 堀内義美，亀山仁ー， 塚本
長：ラット十二指腸盲管法急性膵炎モデルにおける盲管内trypsin inhibitor注入の効果に
ついて． 第76回日本消化器病学会 1990年3月
4) 鈴木 晃，亀山仁ー， 塚本 長叫金子健也，鈴木裕—2) い第 1外科， 2)第 2生理）：コリ
ン作動薬による胃重炭酸イオン分泌促進． 第76回日本消化器病学会 1990年3月
5) 大内清則， 亀山仁ー， 塚本 長：甲状腺癌の性ホルモン局在と進行度について． 第2 回
日本内分泌外科学会 1990年4月
6) 石山秀一， 瀬尾伸夫，飯澤 肇，吉村信幸，安達和仁，緑川靖彦， 浦山雅弘， 平井一郎，
塚本 長：肝硬変合併肝癌切除後の血液希釈． 第90回日本外科学会 1990年5月
7) 飯澤 肇， 石山秀一， 瀬尾伸夫，吉村信幸， 安達和仁，緑川靖彦， 浦山雅弘， 平井一郎，
塚本 長：肝切除後の分岐鑽アミノ酸代謝． 第90回日本外科学会 1990年5月
8) 石山秀一ll, 高橋長一郎叫田中丈二， 布施 明， 吉村信幸， 長谷川繁生， 大内清則， 亀
山仁ー， 塚本 長1) い第 1 外科， 2) 中央検査部）：外科領域における多剤耐性黄色ブドウ球
菌(MRSA)感染症に対する各種抗生剤の効果ー特にVancomycin HClの効果を中心にし
て 一 ． 第38回日本化学療法学会 1990年5月
9) 田中丈二， 石山秀一， 小林昌明， 大内清則，亀山仁ー， 塚本 長： HR8 10の外科感染症
に対する効果 ． 第38回日本化学療法学会 1990年5月
10) 坂井庸祐， 石山秀一， 瀬尾伸夫， 布施 明， 吉村信幸， 安達和仁， 塚本 長o, 幕内雅
敏2) ( 1 )第 1 外科， 2)国立がんセンター外科）：広範囲肝切除 の病態と術前門脈枝栓塞術． 第
36回日本消化器外科学会 1990年7月
1 1) 松本 修，野々山孝志，鈴木康之， 原 隆広， 小澤孝一郎， 大江信哉，亀山仁ー，塚本
長：術中照射を施行した膵癌症例の検討． 第2 1回日本膵臓学会 1990年7月
12) 原 隆広，松本 修，鈴木康之， 堀内義美，野々山孝志， 小澤孝一郎，亀山仁ー，塚本
長：実験的急性膵炎における膵内酵素と過酸化脂質の関連について． 第21回日本膵臓学会
1990年7月
13) 鈴木祐子 ll, 鈴木裕—2), 塚本 長， 星川 匡， 三條敏邦， 亀山仁ーll, 矢島高二3) (ll第
1外科， 2)第2生理，”ヤクルト中央研究所）：ラットにおける自律神経切離の胃粘膜に及ぼ
す影響． 第32回日本消化器病学会 1990年10月
14) 瀬尾伸夫，石山秀一，布施 明，吉村信幸，佐藤 淳，安達和仁，須藤幸一，塚本 長：
肝細胞癌絶対非治癒切除例の検討． 第52回日本臨床外科医学会 1990年11月
15) 布施 明， 石山秀一， 瀬尾伸夫，吉村信幸，安達和仁，須藤幸一，塚本 長：右開胸下
マイクロ波メスによる肝切除術の有用性について． 第52回日本臨床外科医学会 1990年1 1
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月16)神賀正博，亀山仁 ー，星川 匡，高橋則好，田中丈二，豊野 充，塚本 長：胃全摘術
後アンケ ー ト調査． 第52回日本 臨床外科医学会 1990年11月
17)大塚 聡，粕川俊彦，吾妻正章，高橋則好，薄場 修，亀山仁 ー，塚本 長：巨大な卵
巣腫瘍で発見された家族性大腸ポリポー ジスの1例． 第45回日本大腸肛門病学会 1990年
11月
(5) 国内地方会
1) 鈴木 晃 1)' 松岡富男，市来正隆， 鈴木 雄叫浦山雅弘1), 島田友幸，佐藤 匡2) い第 1
外科，2)平鹿総合病院外科）：巨大なる食道平滑筋腫の手術例．第136回消化器病学会東北支
部例会 1990年2月
2) 浦山雅弘1)' 松岡富男，鈴木 晃，俣野重雄，鈴木 雄，島田友幸，木村圭介，佐藤 匡2)
い第 1外科，2)平鹿総合病院外科）：第136回消化器病学会東北支部例会 1990年2 月
3) 磯部秀樹，小澤孝一郎，豊野 充，亀山仁 ー，塚本 長：早期胃癌に胃カルチノイドを
合併した1例． 第136回消化器病学会東北支部例会 1990年2月
4) 大江麻子，小澤孝一郎，松本 修，亀山仁 ー，塚本 長：胆摘術後に生じた巨大肝内血
腫の1例． 第136回消化器病学会東北支部例会 1990年2月
5) 瀬尾伸夫，石山秀一，布施明，吉村信幸，安達和仁，須藤幸 一，塚本 長：非手術的
短絡路閉鎖術により改善した肝性脳症の1例． 第119回東北外科集談会 1990年6月
6) 布施 明，石山秀一，瀬尾伸夫，吉村信幸，安達和仁，須藤幸 一，塚本 長：肉眼的腫
瘍栓(Vp, Vv)肝内転移(IM)陽性の肝細胞癌の治療と成績． 第119回東北外科集談会 1990 
年6月
7) 小林昌明，豊野 充，高橋則好，亀山仁 ー，塚本 長：大腸pm癌症例の検討． 第119回
東北外科集談会 1990年6月
8) 須藤幸 一，石山秀一，瀬尾伸夫，布施 明，吉村信幸，安達和仁，西山宗一郎，吾妻正
章，塚本 長：巨大肝海綿状血管腫の1 手術例． 第119回東北外科集談会 1990年6月
9) 磯部秀樹，布施 明，松本 修，亀山仁 ー，塚本 長：漿液性膵嚢胞腺腫の1例． 第137
回消化器病学会東北支部例会 199年6月
10) 磯部秀樹，小宮康裕，松代 隆，山本協二，今岡洋一，徳村弘実，針生常郎 2) (1)第 1外
科，2)東北労災病院外科）：レ線上陽性胆石の臨床的特徴．第137回消化器病学会東北支部例
会 1990年6月
11) 粕川俊彦，杉村 敬1) 化公立高畠病院外科）：胃切除後胆石症症例の検討． 第8 回山形
外科懇話会 1990年7月
12) 高島 一之，堀内義美：術前診断に難渋した下部消化管大量出血の3例．第8回山形外科
懇話会 1990年7月
13) 長谷川繁生1)' 千葉昌和，渡部修 一，工藤邦夫，稲葉行男，横山昌樹 2) い第 1外科，2)県
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立河北病院外科）：穿孔をきたした虚血性腸炎と思われる1例．第8回山形外科懇話会 1990 
年7月
14) 大塚 聡，粕川俊彦，吾妻正章，高橋則好，薄場 修，亀山仁 ー， 塚本 長：巨大な転
移性卵巣腫瘍で発見された家族性大腸ポリポ ー ジスの1例． 第8回山形外科懇話会 1990 
年7月
15) 平井一郎 1)' 佐藤尚紀，守本和弘，片桐 茂， 佐々木久雄，島貫政昭，峯田武興，伊倉
弘喜2) い第 1外科，2)市立病院済生館外科）：続発性副甲状腺機能充進症の2例． 第8回山
形外科懇話会 1990年7月
16) 佐藤 清，薄場 修， 大内清則，亀山仁 ー， 塚本 長ll, 板垣孝知， 佐藤奈美，山口昂
—2
), 伊藤嘉昭，北村洋史，中井 昂
3
) い第 1外科，2)放射線科，”脳神経外科）：肺癌転移
による小腸穿孔の1例． 第8回山形外科懇話会 1990年7月
17) 佐藤 淳，石山秀一， 瀬尾伸夫，飯澤 肇， 布施 明， 安達和仁， 須藤幸 一，塚本 長：
皮下埋め込み式リザーバー (Infuse-A-Port)による肝切除後の補助化学療法 ー 特にその合
併症について． 第120回東北外科集談会 1990年9月
18) 薄場 修，星川 匡， 大内清則，亀山仁 ー，塚本 長：木片異物による穿通性横行結腸
損傷の1例． 第120回東北外科集談会 1990年9月
19) 鈴木 晃 1 l, 松岡富男，俣野重雄，菅原 浩，浦山雅弘， 佐藤 匡，木村圭介2) い第 1
外科，2)平鹿総合病院外科）：急性虫垂炎の起炎菌 一 過去13年間の検討 ー． 第120回東北外科
集談会 1990年9月
20 ) 五十嵐幸夫，石山秀一，瀬尾伸夫，布施 明，佐藤 淳，安達和仁，須藤幸 一，塚本 長：
poor risk症例に対する肝切除成績． 第120回東北外科集談会 1990年9月
21) 長谷川繁生 ll, 千葉昌和，渡部修 一，工藤邦夫，稲葉行男，林 健一，横山昌樹，塩野
時雄， 佐藤憲弘，山川光徳 2) い第 1外科，2)県立河北病院外科）：膵炎に合併し た虚血性大
腸炎穿孔の1例． 第120回東北外科集談会 1990年9月
22) 高島一之 1 i, 菊池 惇，岡部健二，朝田 徹，荒川光昭， 佐藤俊彦，吉村信幸，鈴木康
紀，鈴木常正2) い第 1外科，2)県立中央病院外科）：胆嚢隆起性病変の検討． 第120回東北外
科集談会 1990年9月
23 ) 磯部秀樹o, 徳村弘実，針生常郎，松代 隆2) い第 1外科，2)東北労災病院外科）：胆嚢
結 石症における胆管ドレナ ー ジの検討． 第120回東北外科集談会 1990年9月
24) 平井一郎 ll, 片桐 茂， 佐藤尚紀，守本和弘， 佐々木久雄，島貫政昭，峯田武興，伊倉
弘喜2) い第 1外科，2)市立病院済生館外科）：閉鎖孔ヘルニアの5例． 第120回東北外科集談
会 1990年9月
25) 須藤幸 一，石山秀一，瀬尾伸夫，布施 明，佐藤 淳，安達和仁，五十嵐幸夫，塚本 長：
肝膵切除例の検討． 第120回東北外科集談会 1990年9月
26) 三澤裕之，板垣茂文，小野和彦，熱海 稔，石浜浩義，寺下正樹，高橋静子，高橋恒男，
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石川
27) 
28) 
(6) 
1) 
誠o, 瀬尾伸夫，安達和仁， 布施 明， 石山秀一2)い第2 内科， 2)第1 外科）：経乳頭
的戟石術が困難な総胆管結石症に対する PTCS 下載石術の検討．第138消化器病学会東北支
部例会 1990年 9 月
佐藤 清，薄場 修，大内清則，亀山仁ー，塚本
消化器病学会東北支部例会 1990年 9 月
新澤陽英， 山田伸夫， 富樫 整， 若林博人， 高橋恒男， 石川 誠o, 石山秀一， 瀬尾伸
夫， 布施 明， 塚本 長叫門馬 孝， 松田 徹， 奥山芳見， 水戸省吾3)い第2内科， 2)第
1外科， 3)県立中央病院内科）：老人保健法による基本健康審査時における肝癌超音波集検
法の検討． 第138消化器病学会東北支部例会 1990年 9 月
研究会
石山秀一， 瀬尾伸夫， 布施
2) 
3) 
明， 吉村信幸，安達和仁， 塚本
後の病態とミラクリッド． 東北 MRC 研究会 1990年 1 月
豊野 充， 三條敏邦，安達和仁， 大内清則， 亀山仁 ー， 塚本
隔成績からみた検討． 第51回乳癌研究会 1990年 2 月
亀山仁 ー，鈴木 晃，塚本 長1), 鈴木裕 一，金子健也2 )い第1 外科， 2 )第2 生理）：PGE2 
とベネサコ ールの重炭酸イオン分泌の相乗効果について． 第8回サイトプロテクション研
長：内側乳癌の術式と遠
グノ
九云
4) 松本
5) 
6) 
長：直腸カルチノイドの 1 例． 第138
長：肝硬変合併肝癌切除
1990年 2 月
修， 大江信哉， 野々山孝志，鈴木康之， 原 隆宏， 小澤孝一郎， 亀山仁ー， 塚本
長：膵癌切除例における術中放射線療法の意義について． 東北膵臓研究会 1990年 2 月
小澤孝一郎， 松本 修， 大江麻子， 原 隆宏， 長谷川繁生， 亀山仁ー， 塚本
輸温存膵頭十二指腸切除の 3 例． 東北膵臓研究会 1990年 2 月
久津 裕，豊野 充，高橋則好，小林昌明，亀山仁 ー，塚本
予後に関する検討． 大腸癌研究会 1990年 2 月
大江麻子， 小澤孝一郎， 松本 修， 亀山仁 ー， 塚本
腫の 1 例． 第14回腹部救急診療研究会 1990年 3 月
磯部秀樹， 小澤孝一郎， 豊野 充， 亀山仁 ー， 塚本 長：術前に腸重積を伴うと診断さ
れた小腸脂肪腫の 1 例． 第14回腹部救急診療研究会 1990年 3 月
充，高橋則好，小澤孝一郎，小林昌明，大内清則，亀山仁 ー，塚本
大腸villous tsmorの検討． 東北大腸癌研究会 1990年 3 月
充， 三條敏邦， 大内清則， 亀山仁 ー， 塚本
形乳腺疾患研究会 1990年 3 月
11) 三條敏邦， 豊野 充，安達和仁， 大内清則，亀山仁 ー，塚本
式の変遷について． 山形乳腺疾患研究会 1990年 3 月
12) 矢作祐ー1), 千葉昌和， 渡部修一， 工藤邦夫， 稲葉行男， 横山昌樹 2)い第1外科， 2) 県立
河北病院外科）：当院似おける乳癌手術例の検討． 山形乳腺疾患研究会 1990年 3 月
7) 
長：幽門
長：直腸pm癌の臨床病理・
長：胆摘術後に生じた巨大肝内血
8) 
9) 蜂谷 修，豊野
10)豊野
長：
長：最近の超音波診断について． 山
長：教室における乳癌術
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1 3 )  豊野 充， 田中丈二， 小林昌明， 大内清則， 亀山仁ー ， 塚本 長：噴門側胃切除術の適
応に関する検討． 第19回胃外科研究会 1990年 3月
14) 鈴木祐子， 仁科盛之， 塚本 長：自律神経の胃に及ぼす影響 ー 特に胃内pH, 胃粘膜ヘ
キソサミンについて． 第22回胃分泌研究会 1990年3月
15 ) 松本 修， 原 隆広， 小澤孝一郎，長谷川繁生，大江信哉， 大江麻子， 亀山仁ー ， 塚本
長：膵体尾部癌の検討． 東北膵癌治療研究会 1990年4月
16 ) 布施 明，石山秀一 ， 瀬尾伸夫， 吉村信幸，安達和仁， 塚本 長：肝内結石症の治療成
績． 第19回日本胆道外科研究会 1990年 4月
17) 鈴木祐子， 亀山仁ー ，仁科盛之，鈴木 晃， 八木 聡， 塚本 長：消化性潰瘍の長期予
後一 手術例からの検討． 第9回東北消化管研究会 1990年5月
18) 瀬尾伸夫， 石山秀一 ，布施 明， 吉村信幸，安達和仁， 塚本 長：肝細胞癌治療の現況
とその評価． 第26回日本肝癌研究会 1990年 6月
19) 小澤孝一郎，松本 修， 薄場 修， 石山秀一 ， 豊野 充亀山仁ー ， 塚本 長：胸部食
道癌の検討ー リンパ節転移と予後を中心に一 ． 第44回食道疾患研究会 1990年 6月
20) 長谷川繁生，亀山仁ー ，星川 匡，松本 修，吉村信幸，矢作祐一 ，磯部秀樹，塚本 長1)'
高橋秀夫， 深瀬憲雄， 佐々木英夫2) い第1外科， 2)第3 内科）：ダンピング症候群の2例．
東北消化管ホルモン研究会 1990年 6月
21) 桜井文明， 三條敏邦， 小澤孝一郎， 大内清則， 亀山仁ー ， 塚本 長：副乳癌の1例． 第
9回山形乳腺疾患研究会 1990年9月
22) 西山宗一郎， 三條敏邦， 安達和仁，鈴木祐子，松本 修， 石山秀一 ，大内清則， 亀山仁
ー， 塚本 長：当科における内胸動脈動注療法の経験． 第9回山形乳腺疾患研究会 1990 
年9月
23 ) 吾妻正章 1 )' 中村 隆， 加納正道，鈴木知信， 高野 亮，鈴木裕之， 天満和男， 飯島喜
之2) い第1外科， 2)県立新庄病院外科）：Paget病 3例の検討． 第9回山形乳腺疾患研究
会 1990年9月
24 ) 大内清則， 大江信哉， 三條敏邦， 亀山仁ー ， 塚本 長：甲状腺癌再発例の検討． 甲状腺
外科検討会 1990年9月
25) 瀬尾伸夫， 石山秀一 ，瀬尾伸夫，布施 明， 佐藤 淳，安達和仁， 五十嵐幸夫， 西山宗
一郎，須藤幸一 ，塚本 長：食道静脈瘤直達術後の予後．第23回門脈圧充進症研究会 1990 
年10月
26) 布施 明，石山秀一 ，瀬尾伸夫，川村博司，飯澤 肇，佐藤 淳，太田圭治，塚本 長：
門充症における術前後の血行動態について． 第23回門脈圧冗進症研究会 1990年10月
27) 神賀正博， 亀山仁ー ， 星川 匡， 高橋則好， 田中丈二， 豊野 充， 塚本 長：胃全摘術
における術後成績． 第 3 回胃術後障害研究会 1990年1 1月
28) 軽部康明，大内清則，亀山仁ー ，塚本 長：皮膚に痩孔形成のみられた濾胞腺癌の1例．
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第16回山形内分泌代謝研究会 1990年11月
29)石山秀一， 瀬尾伸夫， 布施 明， 佐藤 淳， 五十嵐幸夫， 西山宗一郎， 須藤幸一：肝門
部胆管癌根治手術のための胆管解剖． 第2回肝胆膵フォ ー ラム 1990年11月
30)須藤幸一， 石山秀一， 瀬尾伸夫， 布施 明， 佐藤 淳， 五十嵐幸夫， 西山宗一郎， 塚本
長：Kasabach-Merritt症候群を呈した肝血管腫の1切除例． 第2回肝胆膵フォ ー ラム
1990年11月
31)松本 修， 原 隆広， 小澤孝一郎， 大江信哉， 神賀正博， 矢作祐一， 薄場 修， 亀山仁
ー， 塚本 長：膵癌手術例の術前後免疫能の検討． 第4回東北膵癌治療研究会 1990年11
月
32)鈴木祐子， 亀山仁ー， 仁科盛之， 佐藤 淳， 矢作祐一， 塚本 長：自律神経切離の胃粘
膜に及ぼす影響一 腎不全の影響を含めて 一． 第18回日本実験潰瘍研究会 1990年12月
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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外科学第二講座
五狂学第二�
1 . 論 文
(1)原 著
1) 星 永進， 青山克彦， 由岐義広， 大泉弘幸， 村井克己， 藤島 丈， 鷲尾正彦， 山本二三
子：山形県における原発性肺癌外科治療成績の検討． 山形医学(8) : 63-72, 1990
2) 広岡茂樹，折田博之， 島貫隆夫， 深沢 学，小林 稔， 鷲尾正彦：右胸心， 内臓逆位，
両側上大静脈， 下大静脈欠損，奇静脈接合を伴った左肺静脈還流異常症の1治験例． 胸部
外沫斗(43) : 80-83, 1990 
3) 渡会二郎， 板垣孝知， 叶内 哲，山口昂ー， 星 永進， 鷲尾正彦：絶対的非治癒切除後
の非小細胞性肺癌に対する放射線治療． 山形医学(8) : 21-26, 1990 
4) 広岡茂樹，折田博之， 箕輪 隆， 永江宣明，渡辺隆夫， 鷲尾正彦：孤立性左室憩室症の
1治験例． 日本胸部外科学会雑誌(38) : 687-691, 1990
5) Kuraoka S., Orita H., Washio M.: Left Ventricular Function in the Early Postoper­
ative Stage. J ap J Surg (20) : 44-50, 1990
6) 山際岩雄，小幡和也， 正岡敏明， 畠中康晴， 鷲尾正彦， 森谷直樹， 中井伸一， 林 正，
大沢義弘：肝原発と考えられる悪性奇形腫の治験例． 小児がん(27) : 195-197, 1990 
7) 大泉弘幸，成毛詔夫，渡辺英世，佐野哲郎，近藤晴彦，呉屋朝幸，土屋了介，末舛恵一：
Completion pneumonectomy症例の検討． 日本胸部外科学会雑誌(38) : 72-77, 1990
8) 星 永進，小林 稔，佐藤 徹，青山克彦， 由岐義弘，深沢 学，大泉弘幸， 後藤智司，
藤島 丈， 鷲尾正彦：気管分岐部楔状切除を伴う右肺全摘除により切除可能であった進行
肺癌の 2症例． 胸部外科(43) : 226-230, 1990
9) 佐藤哲雄，秋場伴晴， 芳川正流，大滝晋介，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲，折田博之，
島貫隆夫， 中村千春， 鷲尾正彦：肺動脈閉鎖の治療． 小児内科(22) : 1349-1362, 1990
10) 広岡茂樹，石原 良，乾 清重， 由岐義弘， 星 永進， 鷲尾正彦：外傷性横隔膜損傷5
例の治療経験． 胸部外科(43) : 696-700, 1990 
11) 大泉弘幸，星 永進，青山克彦，由岐義広，村井克己，藤島 丈，正岡俊明，鷲尾正彦：
巨大気腫即肺嚢胞症の外科治療 一術式及び周術期管理 ー． 呼吸器外科(4) : 437-443, 1990 
12) 阿部和男，横山和則，岡田嘉之， 乙供通稔：急性期の上行および弓部大動脈瘤手術時に
おける超低体温下完全循環停止法の有用性について． 日心血管外会誌(19) : 1257-1259, 
1990 
13) 河野道夫：成人開心術症例における脳循環の臨床的検討 一脳分離体外循環法への応
用ー． 日本胸部外科学会雑誌(38) : 970-981, 1990
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14) Oizumi, H., Hoshi, E., Aoyama, K., Yuki, Y., Murai, K., Fujishima, T. and Washio,
M. : Surgery of Giant Bulla With Tube Drainage and Bronchofiberoptic Bronchial
Occlusion. Ann. Thorac. Surg., (49) : 824-825, 1990
15) Watanabe, T., Miura, M., Orita, H., Kobayashi, M. and Washio, M. : Brain Tissue
pH, Oxygen Tension, and Carbon Dioxide Tension in Profoundly Hypothermic Car­
diopulmonary Bypass. J. Thorac. Cardiovasc. Surg., (100) : 274-280, 1990
16) 永江宣明，渡辺隆夫，三浦正道，箕輪 隆，広岡茂樹，鷲尾正彦：Heparin Cofactorll
欠乏症による右室流出路血栓再発症例の1 経験例．胸部外科 (43) : 830-834, 1990
17) 鈴木 浩，秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，中里 満，佐藤哲雄，鷲尾正
彦，八巻重雄：高度の閉塞性肺血管病変を呈した鏡像型右胸心と半奇静脈結合を伴う静脈
洞型心房中隔欠損症の1乳児例．心臓(22) : 275-280, 1990
18) 広岡茂樹，折田博之，島貫隆夫，深沢 学，小林稔，鷲尾正彦：開心術後の血清クレ
アチンキナ ーゼ ーMMサブバンドの変動について．日本心臓 血管学会雑誌(19) : 1035-1037, 
1990
19) 折田博之，島貫隆夫，深沢 学，稲沢慶太郎，広岡茂樹，鷲尾正彦：Medtronic Hall 弁
による弁置換術の臨床経験．人工臓器(19) : 362-365, 1990
20) 鷲尾正彦，中村千春，折田博之，島貫隆夫：Unifocalization後にRastelli手術を施行し
たVSD, PA, MAPCA の症例． 日本心臓血管 外科学会雑誌(19) : 1225-1227, 1990
21) 島貫隆夫，折田博之，深沢 学，中村千春，小林 稔，鷲尾正彦：臓器心 房錯位症候群
の複雑心奇形に対する右心バイパス手術の検討．日本胸部外科学会雑誌(38) : 324-329,
1990
22) 折田博之，島貫隆夫，深沢 学，阿部寛政，倉岡節夫，広岡茂樹，鷲尾正彦：Terminal
Cardioplegia法による再灌流障害と予防に関する実験的検討．日本胸部外科学会雑誌(38) :
370-376, 1990
23) 河野道夫，折田博之，島貫隆夫，深沢 学，乾 清重，鷲尾正彦：脳灌流の立場から
みた拍動流体外循環の臨床的検討．日本外科学会雑誌(91) : 1016-1022, 1990
24) 乾 清重，島貫隆夫，折田博之，深沢 学，広岡茂樹，鷲尾正彦：遠心ポンプ(Bio-pump)
を用いた開心術 症例の検討．人工臓器(19) : 87-90, 1990
25) 星 永進，小林 稔，青山克彦，由岐義広，大泉弘幸，藤島 丈，佐藤 徹，村井克己，
鷲尾正彦：胸部外科領域で施行した有茎大網被覆（充填）術の検討．呼吸器外科(4) : 88-92,
1990
26) 折田博之：開心術における術後感染症について．手術部医学(11) : 37-40, 1990
27) 正岡俊明，深沢 学，阿部寛政，鷲尾正彦：Deacetylated Chitin (DAC) Film の創傷
治癒促進効果についての実験的研究．最新医学(45) : 2046-2047, 1990
28) 倉岡節夫，山際岩雄，永江宣明，鷲尾正彦： 閉塞性黄疸を呈した多発性肝腎嚢胞症の1
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例． 日本外科学会雑誌(91) : 287-289, 1990 
29) Fukasawa M, Came
.
au J, Yanagihara DL, Rodgers KE and diZerega GS: Regula­
tion of proliferation of peritoneal tissue repair cells by peritoneal macrophages. J Surg
Res (49) : 81-87, 1990 
30) Abe H, Rodgers KE, Campeau JD, Girgis W and diZerega GS: Temporal response
of leukocyte accumulation in the thoracic cavity after two types of surgical injury. J
Invest Surg (3) : 51-63, 1990
31) Abe H, Rodgers KE, Campeau JD, Girgis W, Ellefson D, diZerega GS.: The effect
of intraperitoneal administration of sodium tolmetin-hyaluronicacid on the postsur­
gical call infiltration in vivo. J Surg Res (49) : 322-327, 1990
32) Abe H, Rodgers KE, Ellefson D, diZerega GS. : kinetics of interleukin-1 and tumor
necrosis factor secretion by rabbit macrophages recovered from the peritoneal cavity
after surgery. J lnvestig Surg (4) : 141-151, 1990
33) 深沢 学，折田博之，正岡俊明，鷲尾正彦：肝臓側腹膜損傷モデルにおけるキトサンフィ
ルムの止血効果． 最新医学(45) : 2045-2046, 1990
34) 深沢 学， 鷲尾正彦：創傷治癒と細胞成長因子． 日本医師会雑誌(104) : 7-9, 1990
35) 山際岩雄， 小幡和也，畠中康晴：腹膜灌流が有効であった小児重症膵炎の1例． 腹部救
急診療の進歩(10) : 1060-1062, 1990
36) 松永 仁， 浅野献ー， 鷲尾正彦， 古瀬 彰，細田泰之， 山田崇之，江口昭治：心臓外科
領域におけるWin40680 (アムリノン）の臨床効果および安全性の検討． 臨床と研究(67) : 
2879-2892, 1990 
37) 佐藤哲雄，秋場伴晴，芳川正流，大滝晋介，小林代喜夫，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲，
鷲尾正彦， 中村千春：ドップラ ー心エコ ー法による総肺静脈還流異常症の術前・術後にお
ける診断の有用性． 日本小児循環器学会雑誌(5) : 389-398, 1990
38) 中村千春， 鷲尾正彦， 小林 稔， 渡辺隆夫， 折田博之，島貫隆夫，飯島善之：乳児期総
肺静脈還流異常症の外科治療． 日本心臓血管外科学会雑誌(19) : 1316-1318, 1990
39) 三浦正道，島貫隆夫，深沢 学， 鷲尾正彦：肺動脈狭窄を伴う型で送血管が挿入された
経静脈的右房脱血RVADの右心補助効果について． 人工臓器(19) : 196-199, 1990
(2)総 説
1) 鷲尾正彦：人工弁雑感． 生命の化学（第32回月報）：1-3, 1990
(3)著 書
1) 折田博之， 鷲尾正彦：循環器疾患， 最新の治療'90-'91 : 先天性大動脈弁狭窄症． 南江
堂，207-210, 1990
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2. 学会報告
(1) 特別講演
1) 鷲尾正彦：動脈硬化性疾患の診断と治療 一破裂性大動脈瘤を中心として 一． 福井地区
MRCの会 1990/07/20
2) 鷲尾正彦：破裂性大動脈瘤の診断と治療． 第 2 回山形血管症例検討会 1990/11/10
(2) シンポジウム
なし
(3) 国際学会
1) Kuraoka S, Campeau JD, Rodgers KE, diZerega GS : Effect of interleukin-I (IL-1)
on postsurgical macrophages secretion of plasminogen activator (PA) and inhibitor
(PAI) activities. FASEB 1990/04/05
2) Fukasawa M, Campeau JD, Washio M, diZerega GS : Postsurgfcal peritoneal
macrophage activaion by surgical injury in a standardized rabbit model. 6th Annual
Scientific Session of Academy of Surgical Research 1990/09/29
3) Kuraoka S, Campeau JD, Rodgers KE, Nakamura RM, diZerega GS : Effect of
interleukin-I (IL-1) on postsurgical macrophage secretion of protease and protease
inhibitor activities. 6th Annual Scientific Session of Academy of surgical Research
1990/09/29
4) Seo H, Itoyama K, Fukazawa M, Tokura S : Application of regenerated chitosan
as biomedical materials. International Symposium on Chitin Derivatives in Life
Scienes 1990/10/05
(4) 国内総会
1) 阿部和男， 横山和則， 岡田嘉之， 乙供通稔：当院における無血充填体外循環法による開
心術症例の検討． 第20回心臓血管外科学会総会 1990/02/22
2) 中村千春， 鷲尾正彦， 渡辺隆夫， 折田博之， 磯田 昇：感染性心内膜炎による弁膜症外
科治療の問題点． 第20回日本心臓血管外科学会総会 1990/02/22
3) 折田博之， 島貫隆夫， 深沢 学， 乾 清重， 中村千春， 鷲尾正彦：肺高血圧を伴う1歳
未満VSDの根治手術例の検討 ー Down症候群との比較を中心に一．第20回日本心臓血管外
科学会総会 1990/02/22 
4) 折田博之，島貫隆夫，深沢 学，乾 清重，広岡茂樹，鷲尾正彦：Terminal Cardioplegia
法による再灌流障害予防に関する実験および臨床的検討．第90回日本外科学会総会 1990/
04/16
5) 山際岩雄， 小幡和也， 畠中康晴， 岩淵 真：胆道閉鎖症における胆嚢の病理組織学的検
討． 第27回日本小児外科学会総会 1990/04/25
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6) 小幡和也， 山際岩雄， 畠中康晴， 鷲尾正彦：思春期早発症で発症し3年後に再発を認め
たHCG産生前縦隔悪性奇形腫の1例． 第27回日本小児外科学会総会 1990/04/25
7) 山際岩雄， 小幡和也， 畠中康鴫鷲尾正彦：重症急性膵炎の経過に併発した虚血性腸炎
の1例． 第27回日本小児外科学会総会 1990/04/25
8) 石原 良， 広岡茂樹， 深沢 学， 由岐義広， 鷲尾正彦：甲状腺癌気管浸潤例および再発
例に対する気管形成術 の経験． 第7回日本呼吸器外科学会総会 1990/05/08 
9) 大泉弘幸， 星 永進， 青山克彦， 由岐義広， 村井克己， 藤島 丈， 鷲尾正彦： 肺嚢胞症
における，気管支塞栓術 併用嚢胞内吸引法の適応． 第7回日本呼吸器外科学会総会 1990/ 
05/08 
10) 青山克彦，星 永進，由岐義広，大泉弘幸，村井克己，正岡俊明，藤島 丈，鷲尾正彦，
佐藤 徹， 山田昌弘， 伊藤道生， 石原 良：早期原発性肺癌の検討． 第7回日本呼吸器外
科学会総会 1990/05/08 
11) 星 永進，青山克彦，由岐義広，大泉弘幸，村井克己，藤島 丈，正岡俊明，鷲尾正彦：
胸壁合併切除肺癌に対する自家肋骨およびMarlexMeshを用いた胸壁再建．第7回日本呼
吸器外科学会総会 1990/05/08
12) 由岐義広， 藤島 丈， 鷲尾正彦：組織診断が困難であった後縦隔原発悪性腫瘍の1例．
第7回日本呼吸器外科学会総会 1990/05/09 
13 )  広岡茂樹， 石原 良，乾 清重，由岐義広，深沢 学，星 永進，鷲尾正彦：胸部外傷
手術例14例の検討． 第7回日本呼吸器外科学会総会 1990/05/09 
14) 飯島善之， 中村 隆， 加納正道，鈴木知信， 高野 亮，鈴木裕之， 五十嵐幸夫， 前山俊
秀：腹部アンギー ナ症状を呈する慢性腸間膜動脈閉塞症に対して自家静脈バイパス術 を行っ
た 1例． 日本消化器外科学会総会 1990/07/05 
15) 乾 清重，折田博之，深沢 学，島貫隆夫，後藤智司，渡辺隆夫，中村千春，鷲尾正彦：
体外循環中の肺障害に対する血小板活性化因子(PAF)の関与について． 第43回日本胸部
外科学会総会 1990/10/18
16) 島崎朋司，鷲尾正彦，Reiner Koerfer : 肥大型閉塞性心筋症の外科治療一術 中圧測定に
よる治療効果の判定 ー ． 第43回日本胸部外科学会総会 1990/10/18 
17) 箕輪 隆，折田博之， 磯田 昇， 稲沢慶太郎， 中村千春，鷲尾正彦：大動脈閉鎖不全症
に於ける術前LVESVIと術 後遠隔期の運動耐容能に 関する 検討．第43回日本胸部外科学会
総会 1990/10/18 
18) 渡辺隆夫，乾 清重，箕輪 隆，島崎朋司，鷲尾正彦：超低体温低流量体外循環におけ
る脳代謝：拍動流一定常流の比較検討． 第43回日本胸部外科学会総会 1990/10/18 
19) 大泉弘幸，星 永進，青山克彦，由岐義広，村井克己，藤島 丈，正岡俊明，鷲尾正彦：
自家心膜・人工骨・有茎大網弁複合体代用気管による気管再建の実験的研究． 第43回日本
胸部外科学会総会 1990/10/20 
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20) 星
21) 
石原
22) 
石原
糸公
ム
,,, 心云
23) 
24) 
25) 
26) 
27) 
28) 
永進， 石原 良，由岐義広，大泉弘幸，鷲尾正彦：巨大肺嚢胞症に合併した肺野型
早期癌の1例． 第31回日本肺癌学会総会 1990/10/31 
青山克彦，星 永進，由岐義広，大泉弘幸，藤島 丈，村井克己，正岡俊明，白田保夫，
良， 中村千春， 鷲尾正彦：原発性肺癌術後再発に対する外科療法． 第31回日本肺癌
学会総会 1990/10/31 
由岐義広，大泉弘幸，青山克彦，星 永進，鷲尾正彦，内村文昭，久保田恒，藤島 丈，
良， 河本広志：肺小細胞癌集学治療における外科療法の検討． 第31回日本肺癌学会
1990/11/01 
内野英明，折田博之，深沢 学，乾 清重，中村千春，鷲尾正彦：乳児期におけるVSD
根治手術例の検討． 第52回日本臨床外科医学会窓会 1990/11/14 
乾 清重，折田博之，深沢 学，島貫隆夫，後藤智司，根本 元，西村和典，渡辺隆夫，
中村千春，鷲尾正彦：体外循環中のPGEl投与の有用性について．第52回日本臨床外科医学
会総会 1990/11/14 
島崎朋司，西村和典， 根本 元，後藤智司，渡辺隆夫，鷲尾正彦：処理瞭帯静脈グラフ
ト(Biograft)によるグラフト周囲血清腫(Seroma)の1治験例． 第52回日本臨床外科医
学会総会 1990/11/14
青山克彦，星 永進，由岐義広，大泉弘幸，村井克己，正岡俊明，藤島 丈，鷲尾正彦，
石山秀一， 瀬尾伸夫， 布施 明， 塚本 長：肝転移を有する転移 ‘性肺腫瘍切除例． 第52回
日本臨床外科医学会総会 1990/11/14 
良， 広岡茂樹：検診で発見された肺内異物（まち針）の1治験例．
医学会総会 1990/11/15 
永進，青山克彦，由岐義広，大泉弘幸，村井克己，藤島
自家肋骨およびMarlex Meshを用いた胸壁再建の1治験例．
石原
星
日本臨床外科
丈，中村千春，鷲尾正彦：
日本臨床外科医学会総会
29) 
(5) 
1) 
2) 
1990/11/15 
正岡俊明，宮元秀昭， 早川和志， 羽田圏城，丸山雄二：特発性血気胸4例の検討． 日本
臨床外科医学会総会 1990/11/15 
30) 村井克己，星 永進， 青山克彦，由岐義広，大泉弘幸，中村達也， 稲沢慶太郎，鷲尾正
彦：食道嚢胞の1治験例． 日本臨床外科医学会総会 1990/11/16
国内地方会
芳川正流，大滝晋介， 中里 満，鈴木 浩，松寄葉子，佐藤哲雄，折田博之， 中村千春，
鷲尾正彦：過去5年間における新生児重症先天性心疾患の治療と予後． 第20回東北小に心
臓病研究会 1990/06/02 
村井克己，折田博之， 島貫隆夫， 深沢 学， 広岡茂樹， 中村千春， 鷲尾正彦：バル ー ン
カテ ーテル併用によるBrock手術の2治験例．第45回日本胸部外科学会東北地方会 1990/
06/09 
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3) 阿部和男，横山和則，長峰 進，岡田嘉之，乙供通稔：抗JMH抗体陽性のため，自己血
輸血により完全無輸血開心術を施行した1例．第45回日本胸部外科学会東北地方会 1990/
06/09
4) 乙供通稔， 岡田嘉之， 横山和則， 阿部和男，三浦 誠：人工心肺離脱前後 の原因不明の
急性心不全． 第45回日本胸部外科学会東北地方会 1990/06/09
5) 阿部寛政， 前田佳子， 渡辺 弘， 島貫隆夫，春谷重孝，坂下 勲：術後13年目に発生し
たBioerk-Shiley弁の僧帽弁位血栓弁． 第47回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 1990/
06/09
6) 島崎朋司， 中村千春，渡辺隆夫，西村和則，根本 元，後藤智司，箕輪 隆，鷲尾正彦：
特発性非外傷性上行基部大動脈瘤破裂の1治験例． 第45回日本胸部外科学会東北地方会
1990/06/09
7) 内野英明，永江宣明，星 永進， 島貫隆夫， 後藤智司， 鷲尾正彦：高齢者横隔膜ヘルニ
アの1例． 第45回日本胸部外科学会東北地方会 1990/06/09
8) 畠中康晴，山際岩雄， 小幡和也， 斉藤浩幸， 鷲尾正彦：呼吸困難を呈した巨大食道裂口
ヘルニアの1例． 第46回日本小児外科学会東北地方会 1990/06/09
9) 小幡和也，山際岩雄， 畠中康晴， 斉藤浩幸， 鷲尾正彦：Gross C型 食道閉鎖症で術後
著明なGERをきたしたが保存的療法により治癒した1例．第46回日本小児外科学会東北地
方会 1990/06/09
10) 鈴木裕之， 中村 隆， 加納正道，鈴木知信，高野 亮， 飯島善之，五十嵐幸夫：多量の
腹水を伴った後腹膜悪性線維性組織球腫の1治験例．第119回東北外科集談会 1990/06/09
11) 星野 豊，北村正敏，佐川克明，鈴木 譲，高野光太郎，今井高二，渡辺興治：膵頭十
二指腸切除を施行した特発性血小板減少性紫班病の1例． 第119回東北外科集談会 1990/
06/09
12) 三科 武，斉藤 博，鈴木伸男，石原 良，加藤知邦，飯沼泰史，広岡茂樹，大橋泰博：
切除し得た小型膵体部癌の1症例． 第119回東北外科集談会 1990/06/09
13) 飯島善之， 中村 隆， 加納正道，鈴木知信，高野 亮，鈴木裕之，五十嵐幸夫：非機能
性上皮小体嚢腫の2例． 第119回東北外科集談会 1990/06/09
14) 小肥 実，折田博之，島貫隆夫，深沢 学，乾 清重，内野英明，中村千春，鷲尾正彦：
部分肺静脈還流異常症 に対する手術式の工夫．第46回日本胸部外科学会東北地方会 1990/
09/15
15) 広岡茂樹，石原 良：短期間に腫瘤径のの著明な増減を認めた心膜憩室の1治験例． 第
46回日本胸部外科学会東北地方会 1990/09/15
16) 阿部和男，長峰 進，岡田嘉之，乙供通稔，横山和則：遠位弓部大動脈瘤再発例に対し，
脳分離体外循環法を併用して人工血管置換術を施行した1例． 第46回日本胸部外科学会東
北地方会 1990/09/15
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17) 斉藤浩幸，山際岩雄，小幡和也，畠中康晴，鷲尾正彦：当科で経験したmeconium disease
の3例． 第47回日本小児外科学会東北地方会 1990/09/15
18) 荒川光昭，鈴木康紀，村井克己，佐藤 徹， 菊地 惇，鈴木常正，伊藤道生：若年者乳
癌の臨床病理学的検討． 第120回東北外科集団会 1990/09/15
19) 加納正道，中村 隆，鈴木知信，鈴木裕之，高野 亮，飯島善之，吾妻正章：肝切除を
行った肝門部胆管癌の3例． 第120回東北外科集団会 1990/09/15
20) 大橋泰博，斉藤 博，鈴木伸男，三科 武，石原 良，加藤知邦，飯沼泰史，広岡茂樹：
当科で経験した非特異性小腸潰瘍の3例． 第120回東北外科集団会 1990/09/15
21) 鈴木裕之，中村 隆， 加納正道，鈴木知信，高野 亮，飯島善之，吾妻正章：胸部食道
癌術後の乳ビ胸に対してリンパ管造影が有効であった2例．第120回東北外科集団会 1990/
09/15
22) 安孫子正美， 星 永進， 青山克彦， 由岐義広， 大泉弘幸，中村達也，村井克己，中村千
春， 鷲尾正彦：血胸で発症した肺動静脈痩の1例． 第46回日本胸部外科学会東北地方会
1990/09/16
(6)研究会
1) 畠中康晴， 山際岩雄， 小幡和也， 鷲尾正彦， 阪西通夫：出生直後呼吸障害を呈した食道
裂ロヘルニアの1例． 第 7回山形新生児医療研究会 1990/03/01
2) 小幡和也， 山際岩雄， 畠中康晴， 森崎伸之， 森崎純子：出生前診断された食道閉鎖症の
1例． 第 7回山形新生児医療研究会 1990/03/01
3) 山際岩雄， 小幡和也， 畠中康晴：腹膜灌流が有効であった小児重症膵炎の1例 ． 第14回
日本腹救急診療研究会 1990/03/08
4) 畠中康晴， 山際岩雄， 小幡和也， 鷲尾正彦：新生時期に葛西手術をした胆道閉鎖症の2
例． 第 1 回東北小児肝疾患研究会 1990/03/09
5) 小幡和也， 山際岩雄， 畠中康晴， 鷲尾正彦：思春期早発症で発症しHCG産生縦隔悪性奇
形腫． 第12会東北小児悪性腫瘍症例検討会 1990/03/10
6) 山際岩雄， 小幡和也， 畠中康晴， 鷲尾正彦：肝原発と考えられる悪性奇形腫． 第12会東
北小児悪性腫瘍症例検討会 1990/03/10
7) 中村達也：鈍的腹部外傷によるショック状態により救命しえた1例． 第 4 回日本外傷研
究会 1990/04/19
8) 阿部寛政，中村道郎，菅原正明，島貫隆夫，春谷重孝，坂下 勲：腹部大動脈瘤 +s 状結
腸癌に対し，同時手術を施行し良好な経過を得た1例．第230回新潟外科集談会 1990/04/
21
9) 小幡和也， 山際岩雄， 畠中康晴， 鷲尾正彦：当科で経験した小児若年性ポリー プ8例の
検討． 第230回新潟外科集談会 1990/04/21
10) 藤島 丈， 由岐義広，西山宗一郎， 大森典夫， 内田 孝，高橋浩一，飯野正典：化学療
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法が奏効した癌性胸膜炎の1例． 第13回山形肺癌談話会 1990/06/16 
11) 星 永進，青山克彦，大泉弘幸，鷲尾正彦：原発性肺癌に対して 気管分岐部楔状切除を
伴う肺全摘術を施行した3症例． 第13回山形肺癌談話会 1990/06/16
12) 佐藤 徹， 村井克己， 山田昌弘， 伊藤道生：循環器合併症を有する原発性肺癌手術例．
第13回山形肺癌談話会 1990/06/16
13) 村井克己， 他13名：隣接臓器浸潤肺癌(T 3, T 4 )の外科治療 成績． 第8回山形外科
談話会学術集会 1990/07/07
14) 小幡和也，山際岩雄，畠中康晴，斉藤浩幸，鷲尾正彦：若年 性ポリ ー プ 7例の治療経験．
第8回山形外科談話会学術集会 1990/07/07
15) 藤島 丈，大森典夫，後藤靖雄，神宮 明，由岐義広，豊野 充，内田 孝，高橋浩 一，
石田孝宣：上下腸間膜動脈 血栓症により小腸・大腸大量切除した1症例． 第8回山形外科
談話会学術集会 1990/07/07 
16) 三科 武，斉藤 博，鈴木伸男，石原 良，広岡茂樹，加藤知邦，飯沼泰史，大橋泰博：
当科における胆嚢癌手術症例の検討． 第8回山形外科談話会学術集会 1990/07/07
17) 鈴木裕之， 中村 隆， 加納正道，鈴木知信，高野 亮，飯島善之，五十嵐幸夫：最近5
年間の虫垂切除術の検討． 第8回山形外科談話会学術集会 1990/07/07
18) 星 永進，青山克彦，由岐義広，大泉弘幸，村井克己，藤島 丈，正岡俊明，鷲尾正彦：
気管分岐部楔状切除を伴う肺全摘術を施行した3症例 ー とくに主気管支壁をフラップして
用いた形成術 ー． 第 7 回研究集会「気管気管支再建手術」 1990/08/03
19) 阿部 功，折田博之，島貫隆夫，深沢 学，鷲尾正彦：大動脈，僧帽弁，両弁置換術後，
弁機能不全に対し左心バイパス術が有効であった1例． 体外循環技術研究会東北地方会
1990/09/08
20) 西村和典， 根本 元， 阿部和男， 稲沢慶太郎， 中村達也，飯島善之， 中村千春， 鷲尾正
彦：胸腹部大動脈瘤の外科治療． 東北血管外科研究会 1990/09/14 
21) 畠中康晴， 山際岩雄， 小幡和也，斉藤浩幸，鷲尾正彦：当科で手術を行ったGER症例
の検討． 東北小児 外科研究会 1990/09/14
22) 阿部 功，島貫隆夫，深沢 学，鷲尾正彦：新生 児，乳児開心術時の体外循環中尿量に
及ぼす因子． 日本体外循環技術研究会 1990/09/22
23) 青山克彦，由岐義広，大泉弘幸，村井克己，正岡俊明，藤島 丈，中村千春，鷲尾正彦：
当科における原発性 肺癌の左房合併切除例の検討．第 1 回四施設合同肺癌研究会 1990/09/
22
24) 村井克己：対側発生再発肺癌の1例． 第 1回四施設合同肺癌研究会 1990/09/22
25) 阿部寛政，深沢 学， 小肥 実，折田博之，鷲尾正彦：腹膜癒着モデルにおけるトルメ
テイン・ヒアルロン酸の癒着防止効果について． 第 2回東北創傷治癒研究会 1990/09/29
26) 阿部和男，飯島善之，西村和典，鷲尾正彦：上肢の血行再建術症例の検討． 第2回山形
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27) 
28) 
血管症例検討会 1990/11/10 
石原 良，内野英明：当科における動脈瘤症例の手術経験．第 2 回山形血管症例検討会
1990/11/10 
長嶺 進，乾 清重，岡田嘉之，乙供通稔： poly surgeryを行った閉塞性動脈硬化症の
1例． 第 2 回山形血管症例検討会 1990/11/10 
29) 高野光太郎，鈴木 譲，北村正敏，今井高二，渡辺興治：右手動静脈痩の1例． 第 2 回
山形血管症例検討会 1990/11/10
徹，村井克己， 山田昌弘， 伊藤道生：気管支・肺動脈形成術後肺梗塞の1例． 第
14回山形肺癌懇話会 1990/11/17 
青山克彦， 由岐義広， 大泉弘幸， 正岡俊明，藤島 丈，中村千春，鷲尾正彦：原発 ‘性肺
癌における左房合併切除例の検討． 第14回山形肺癌懇話会 1990/11/17 
32) 大泉弘幸， 青山克彦， 由岐義広， 正岡俊明，藤島 丈，中村千春，鷲尾正彦：右下葉原
発肺癌外科治療の特殊性． 第14回山形肺癌懇話会 1990/11/17
良， 内野英明，河本広志，梅津尚男，広岡茂樹：放射線および化学療法のより切
除可能となった悪性胸腺腫の1例． 第14回山形肺癌懇話会 1990/11/17 
大滝晋介，芳川正流，中里 満，鈴木 浩，佐藤 哲，佐藤哲雄，折田博之，中村千春，
鷲尾正彦：再手術を施行した総肺静脈還流異常症の4例．第21回東北心臓病研究会 1990/ 
11/24 
鈴木 浩，大滝晋介，芳川正流，中里 満，佐藤 哲，佐藤哲雄，折田博之，中村千春，
鷲尾正彦：姑息手術が奏効した僧帽弁閉鎖症の2例．第21回東北小児心臓病研究会 1990/ 
30) 佐藤
31) 
33) 石原
34) 
35) 
11/24 
36) 
37) 
38) 
39) 
山際岩雄，小幡和也， 畠中康晴，斉藤浩幸，鷲尾正彦：神経芽腫 手術後の腎血流把握の
ためのintravanousdigital subtraction angio-graphy (IV-DSA)の応用． 第6回日本小
児癌研究会 1990/12/01 
畠中康晴，山際岩雄，小幡和也，斉藤浩幸，鷲尾正彦：出生前診断された新生児外科症
例の検討． 第231回新潟外科集談会 1990/12/01 
阿部寛政， 深沢 学， 折田博之， 鷲尾正彦，diZerega GS : 腹腔内マクロファ ー ジIL-
1とTNF分泌の手術後動態について． 第20回創傷治癒研究会 1990/12/01 
学，阿部寛政，鷲尾正彦：肝表面損傷モデルにおける腹腔内流入細胞動態につい
て． 第20回創傷治癒研究会 1990/12/01 
深沢
3. 学会， 講演会，
なし
シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
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脳神経外科学講座
脳神経外科学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) 齋藤伸二郎， 関 薫， 大久保忠男：副中大脳動脈に合併した脳動脈瘤の1例． 山形県
病医誌24: 77-80, 1990. 
2) 西澤英二，斉藤博文，山際 修，伊藤嘉昭， 八木直幸，山崎悦功，川上千之，山田潔忠，
中井 昴：脳血管障害に対する塩酸ヒ
‘
フエメラン（セレポート）の有効性についての検討．
新薬と臨床，39: 203-213, 1990.
3) 近藤礼， 八木直幸，瀬尾弘志， 中井 昴：陳旧性大後頭神経損傷に関連した同側眼筋麻
痺性偏頭痛と思われる1例，診療と新薬，27: 15-19, 1990. 
4) 藤田登志也，松田幹夫，今井 大， 山田潔忠， 中井 昴， 大久保忠男：脳原発悪性リン
パ腫培養株の樹立とその生物学的特性． 東北脳腫瘍懇話会誌，22: 22-31, 1990.
5) 山田潔忠，藤田登志也，佐藤 清，中井 昴，山口昂ー：転移性脳腫瘍の脳血管写所見．
腫瘍と感染，3: 559-562, 1990.
6) 齋藤伸二郎，板垣晋一， 中井 昴：顔面痙攣の臨床神経生理学的研究 ー 顔面神経刺激に
より誘発される異常筋電位について一 ． 脳と神経，42: 621-627, 1990. 
7) 瀬尾弘志，近藤 礼，八木直幸：中頭蓋寓くも膜嚢腫に合併した慢性硬膜下血腫の2例．
鶴岡市立荘内病院医学雑誌，1: 47-50, 1990.
8) 近藤 礼，瀬尾弘志， 八木直幸：髄膜腫の合併により症状を呈したと思われるくも膜嚢
腫の1例． 鶴岡市立荘内病院医学雑誌，1:51-54, 1990.
9) 西澤英二， 山際 修， 山田潔忠， 中井 昴，東北脳血管障害懇話会，東北地区 視床出血
調査施設：視床出血の予後決定因子及び手術の有効性についての検討ー 東北地区506例から
の検討 ー ． 東北脳血管障害懇話会学術集会記録集，12:17-23, 1990.
10) 中井 昴：(I)高血圧性脳出血(2)「視床出血」． 脳卒中，12: 541-555, 1990.
(2)総 説
なし
(3)著 書
なし
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2. 学会報告
(1)特別講演
中井 昴：高血圧性脳出血「視床出血」．第15回日本脳卒中学会総会，1990年 4 月26日,....__,z71)
2) 
日．
中井 昴：脳死の臨床的研究について． 全国煤炭創傷学会，1990年 5 月25日'"'-'30日．
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
清， 山田潔忠，中井佐藤
1990年5 月11日,....__,12日．
(3) 国際学会
1) 昴：末端肥大症の長期予後． 第 8 回下垂体腺腫Workshop,
1) A.Kuroki, S.Itagaki, S.Saitoh, O.N akai EFFECT·OF THERAPEUTIC DEEP
BRAIN STIMULATION ON CORTICAL ACTIVETIES - A TOPOGRAPHIC EEG
ANALYSIS - . The First International Congress on Brain Electromagnetic Topogra-
phy, 1990年 9 月12日,...._,14日．
国内総会
佐藤 清， 山田潔忠，中井
総会，1990 年10 月24日,...._,z5日．
黒木 亮，板垣晋ー， 山田潔忠，中井 昴：小脳橋角部腫瘍による三叉神経通の術後再
発に関する検討ー 特に類上皮腫による三叉神経痛の特徴について 一． 第49回日本脳神経外
科学会総会，1990 年10 月24日,...._,z5日．
(5) 国内地方会
高浜秀俊，佐藤 清， 山田潔忠，中井
山形てんかん懇話会，1990 年 2 月24日．
亮，板垣晋ー，中井
(4) 
1) 昴：頭蓋咽頭腫の治療と予後． 第49回日本脳神経外科学会
2) 
1) 
2) 黒木
昴：立毛発作で発症した脳腫瘍の一例． 第17回
昴： Suprascapular entrapment neuropathyの1 例． 第46
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
回日本神経学会東北地方会. 1990年3月17日．
佐藤 清，山田潔忠，中井 昴：当科におけるgerminomaの治療成績．第23回東北脳腫
瘍懇話会，1990年4 月14日．
高浜秀俊，山田潔忠，中井 昴，駒谷昭夫：脳腫瘍におけるTl-SPECTの有用性．北日
本脳神経外科連合会第14回学術集会. 1990年6 月16日,,....__,17日．
村田光太郎，深瀬栄一，伊藤俊二， 山田潔忠，中井 昴：新生児多発脳腫瘍の一症例．
北日本脳神経外科連合会第14回学術集会，1990 年 6 月16日,,....__,17日．
西澤英二，佐藤清，中井 昴：先行した脳出血が反復性脳虚血発作を招いたと考えられ
る一症例について． 北日本脳神経外科連合会第14回学術集会，1990 年 6 月16日,,....__,17日．
北村洋史，佐藤 清， 山田潔忠，中井 昴：当科における転移性脳腫瘍の治療． 第18回
新潟脳腫瘍懇話会，1990年6 月23日,,....__,z4日．
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8) 板垣晋ー：脊髄脳深 部刺激による除痛を中心に． 第6 回山形大学医学部・工学部交流セ
ミナ ，ー 1990年6月2 7日．
9) 久連山英明，伊藤俊二， 山田潔忠， 中井 昴：左側頭頭頂葉神経膠腫で灼熱感発作を呈
した一例． 第19回山形てんかん懇話会， 1990年7 月7 日．
10 ) 近藤 礼，瀬尾弘志，八木直幸：水頭症にて発症した subependymomaの1例． 第2 3回
日本脳神経外科学会東北地方会， 1990年9月15日．
1 1) 村田光太郎， 深瀬栄
一，伊藤俊二，山田潔忠，中井 昴：若年発症同時多発性脳内血腫
の1例． 第2 3回日本脳神経外科学会東北地方会， 1990年9月15日．
12 ) 久連山英明，黒木 亮，板垣晋ー， 石澤英二，中井 昴，祖父江八紀， 斉藤博文：モヤ
モヤ病に合併した脳底・前下小脳動脈分岐部動脈瘤の1例． 第2 3回日本脳神経外科学会東
北地方会， 1990年9月15日．
13) 西澤英二：脳血流測定における重曹負荷試験の意義について．第 1 回ウィリス サ ーク
ルの会. 1990年9月2 2日．
14) 瀬尾弘志，佐藤 清，山田潔忠，中井 昴：放射線 治療を主体とした頭蓋咽頭腫の治療
成績． 第2 4回東北脳腫瘍懇話会， 1990年1 1月10日．
15 ) 瀬尾弘志，伊藤俊二，佐藤 清，山田潔忠，中井 昴：著名な髄液細胞増多を呈した下
垂体卒中の一例． 第16回山形内分泌代謝研究会， 1990年1 1月17日．
16) 西澤英二，佐藤和彦，山田潔忠，中井 昴，山崎悦功，川上千之：Amyloid angiopathy
による脳出血の4例． 第13回東北脳血管障害懇話会， 1990年12月 1日．
17 )黒木 亮，板垣晋一， 中井 昴：Suprascapular entrapment neuropathyの1例． 第
19回新潟脳神経外科懇話会， 1990年12月8日．
(6)研究会
1) 山田潔忠，平林賢一，中井 昴，山崎悦功，川上千之：CT上明瞭な二層構造を呈した脳
内出血． 第19回日本神経放射線研究会， 1990年2 月2 2日．
2 )  中井 昴，板垣晋一， 齋藤伸二郎，黒木 亮：顔面痙攣における異常誘発筋電位の術中
消長． 第13回日本顔面神経研究会， 1990年6月14日,.....__,15日．
3) 黒木 亮，板垣晋ー， 中井 昴：頭蓋頸椎接合部異常を持つ若年発症の片側顔面けいれ
んの1例． 第13回日本顔面神経研究会， 1990年6月14日,.....__,15日．
4) 瀬尾弘志， 佐藤 清， 中井 昴：舌咽神経痛に対する神経血管減圧術の効果． 第10 回東
北頭痛研究会， 1990年9月14日．
5 )  板垣晋一，黒木 亮， 中井 昴：脊髄刺激が有効であったミオクロ ー ヌスを伴う帯状疱
疹後神経痛の一例． 第2 9回日本定位脳手術研究会， 1990年10月2 2日．
6) 黒木 亮，板垣晋一， 齋藤伸二郎， 中井 昴：視床中継核電気刺激療法の皮質活動に及
ぼす影響について一 二次元脳電図による分析ー ． 第2 9回日本定位脳手術研究会， 1990年10
月2 2日．
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3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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整形外科学講座
整形外科学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) 須田昭男：悪性骨腫瘍に対する肩甲骨及び上腕骨同時置換例の治療成績． 日本整形外科
学会雑誌，63 : 781 (1990)
2) 須田昭男：肩関節周辺に発生した悪性骨腫瘍に対する患肢温在手術 の治療成績． 日本整
形外科学会雑誌，64 : 501 (1990)
3) 須田昭男：良性骨腫瘍及び骨腫瘍類似患者に対する人工骨の使用経験． 日本整形外科学
会雑誌，64 : (1990)
4) 須田昭男：ジルコニア分散水酸アパタイトセラミックスによる人工骨置換 ． 日本整形外
科学会雑誌，64 : (1990)
5) 大畠 信， 渡辺好博， 朝比奈一三， 井川 譲， 桑添裕光， 湯浅勝則：膝蓋腱採取による
前十字靱帯再建術(Clancy法）の検討一膝蓋腱採取による膝蓋大腿関節への影響―-. 日本
整形外科学会雑誌，64 : (1990) 
6) 湯浅勝則， 奥田良樹， 浅井 浩， 森戸俊典， 吉岡慎二：Aberrant Lumbrical Muscleに
よる手根管症候群の1例． 日本手の外科学会雑誌，5 : 1134-1137 (1990)
7) 清重佳郎， 湯浅勝則， 土田浩之，浜崎 允：屈筋腱一次修復におけるヒアルロン酸の使
用経験． 日本手の外科学会雑誌，7 : 599-602 (1990)
8) 高木理彰， 山川光徳， 今井 大， 須田昭男， 渡辺好博：培養ヒト皮膚繊維芽細胞の形態
的， 免疫細胞化学的及び酵素細胞化学的検討． 日本網内系学会会誌，30 : 63-77 (1990)
9) 結城正明， 渡辺好博，大島義彦， 山本博司，浜崎 允，佐本敏秋，伊藤友ー：1988年度，
蔵王スキ ー場において発生したスキ ー 外傷の分析． 日本整形外科スポー ツ医学会誌，9
173-177 (1990)
10)林 雅弘，大島義彦，佐本敏秋，横田 実，伊藤友ー，石川 朗，浜崎 允：HTLV­
I associated myelopathy (HAM)の2症例． 東北整形災害外科紀要，34 : 18-21 (1990)
11) 高木信博，松原 統，村田紳悦， 山崎幸男， 成沢弘子， 五十嵐靖雄， 山田智晃：腔骨顆
部骨折手術例の治療成績の検討． 東北整形災害外科紀要，34 : 22-25 (1990)
12) 佐藤隆司， 丹藤幸作， 中村 武， 太田浩之，須田昭男，石川 朗， 高木理彰， 小山内俊
久：RA患者に認められた著明な骨吸収を伴った恥骨骨折の2例．東北整形災害外科紀要，
34 : 143-147 (1990)
13) 須田昭男：骨粗黙症 に対する併用療法の骨代謝への影響．整形外科，41 : 211-216 (1990)
14) 須田昭男：x 線診断Q&A乾癬性関節炎． 整形外科，41 : 397-398 (1990)
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15) 
493-498 (1990)
16) 
17) 
18) 
須 田 昭 男：膝蓋腱の再建を行った骨肉腫広範囲切除例 の 検 討． 整 形 外 科，41: 
須田昭男：骨盤腫瘍の診断と治療． 整形外科，41: 597-607 (1990) 
横田 実：山形大式頚部脊柱管拡大術． 整形外科，41: 1516-1515 (1990) 
湯浅勝則，奥田良樹，浅井 浩，森戸俊典，吉岡慎二：後骨間神経が撓骨頭の整復障害
因子となったMonteggia lesionの1例． 整形外科，41: 1531-1534 (1990)
須田昭男：良性骨腫瘍に対するセラミックス人工骨の使用 一 臨床と実験ー ．整形災害外19)
和斗，33 : 193-199 (1990)
20) 須田昭男：膝関節周辺に発生した原発性悪性骨腫瘍に対する患肢温在例の検討．整形災
害外科，33: 349-357 (1990)
21) 須田昭男：孤立性骨嚢腫に対するステロイド及びカルチトニンの混合注入療法の試み．
整形災害外科，33: 513-519 (1990)
22) 小林真司，浜崎
757-761 (1990)
23) 
允，高木信博， 冨樫耕司：脂肪塞栓症群の2例． 整形災害外科，33:
中角祐治， 谷 俊一 ， 亀山茂樹， 淵上泰敬， 木村
波とH波反射の鑑別について一 ． 脳波と筋電図，18: 54-59 (1990) 
誠， 渡辺好博：撓側3 指筋型母指多指症の手術経験． 手術，44:
25) 
26) 
27) 
28) 
29) 
30) 
ツ医学，7: 52-55 (1990)
31) 
32) 
(1990)
33) 
34) 
浩，林
淳：随意収縮下の筋の後期応答 ー F
湯浅勝則，高柳
615-619 (1990)
伊藤友ー ， 大島義彦，佐本敏秋，佐藤
命予後． 手術，44: 1155-1160 (1990) 
林 雅弘， 大島義彦，佐本敏秋：転移性脊椎腫瘍の手術適応と術式の選択． 脊椎脊髄
24) 
雅弘，平本典利：転移性脊椎腫瘍の生
ジャ ー ナル，3: 291-299 (1990)
須田昭男：骨粗黙症に対するADSR療法． 骨形態計測，9 (1990) 
渡辺好博：初診 主訴から診断へ． 総合臨床， 特集号：509-512 (1990) 
渡辺好博：指． 最新スポ ー ツ医学，375-384 (1990) 
伊藤友ー ，渡辺好博，大島義彦，山本博司，佐本敏秋，後藤康夫，結城正明：蔵王スキ ー
場における肩関節周囲外傷 ー 肩関節脱臼，鎖骨骨折などの発生要因について一 ．臨床スポー
須田昭男：特集：サケカルシトニン一 長期間効果が持続するサケカルシトニン一 ．日経
メディカル，5: 27-28 (1990)
須田昭男：特集：骨粗黙症ー 診断基準（厚生省班会議）を用いての検討ー . Mebio, 7: 
清重佳郎，佐藤信幸，須田昭男，佐本敏秋：山間部高齢者の姿勢異常と骨粗黙症．老年
医学，28: 95-99 (1990) 
渡辺好博：外反母趾． クリニカルスタディ，11: 249-251 (1990) 
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35) 大利昌宏， 渡辺好博：後天性扁平足. Orthopaedics, 31 : 55-65 (1990)
36) 渡辺好博：母指 CM 関節変形性関節症. Orthopaedics, 21 : 87-91 (1990)
37) Takagi, M., Suda, A., Watanabe, Y. : A Harvesting method of monocytes/macro­
phages derived from bone marrow and their characteristics. The journal of the
japanese orthopaedic association, 64 : 89-98 (1990)
38) Suda, A., Sato, T., Watanabe, Y., Yamakawa, M., Imai, Y. : Immunohistochemical
study of steroid hormones and an estrogen binding assay in malignant soft tissue
tumor. The journal of the japanese orthopaedic association, 64 : 814-823 (1990)
39) Suda, A. : Biocompatibility of zirconia dispersed hydroxyapatite ceramic. J. Jpn
Orthop. Assoc., 64 : 249-258 (1990)
(2)総 説
なし
(3) 著 書
なし
2. 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム
なし
(3) 国際学会
1) Sato, T. : Immunohistochemical study ofinflammtory cells on RA synovial tissuesin­
eluding dendritic cells. International symposium on dendritic cells in lymphoid tissues,
1990年 6月7日
2) Takagi, M. : The localization and characteristics of mast cell in soft part tumors
of fibroblastic origin. 5th Societe international de recherche en orthopedie et
traumatologie, 1990年 7月9日
3) Sato, T. : An immunohistochemical study of synovial lining cells from RA patients
with special reference to regulatory factors in. 5th Societe international de recherche
en orthopedie et traumatologie, 1990年 7 月 9日
4) Watanabe, Y. : ·secondary treatment for crush injury of the hand. The Combined
Meeting of 10th Congress of Asean Orthopaedic Association and 12th Congress of
Thai, 1990年10月 18日
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(4) 
1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 
9) 
国内総会
朝比奈一三：膝関節拘縮に対する関節鏡を用いた授動術の検討．第11回東京膝関節学会，
1990年2月 17 日
小山内俊久：DMBA 誘発マウス悪性線維性組織球腫様腫瘍の病理組織学的検討．第79回
日本病理学会総会， 1990年3月 30日
大畠 信：膝蓋腱による前十字靱帯再建術(Clancy法）の検討ー 膝蓋腱採取による膝蓋
大腿関節への影響の検討 ー ． 第63回日本整形外科学会， 1990年4月 13日
高柳 誠： CO2 レ ー ザー による微小血管吻合 一 手の外科領域における臨床応用 ー ．第63回
日本整形外科学会， 1990年4月 13日
須田昭男：肩関節周辺に発生した悪性骨腫瘍に対する患肢温存手術の治療経験． 第63回
日本整形外科学会， 1990年4 月 13日
室岡久爾夫：山間部高齢者における骨粗慇症検診（第2報）一 厚生省退行期骨粗恩症診断
基準を用いた検診結果の検討 ー ． 第63回日本整形外科学会， 1990年4月 13日
横田 実：山形大式頚部脊椎柱管拡大術（片側侵入棘突起形成的片開き） の検討． 第63
回日本整形外科学会， 1990年4月 13日
大島義彦：片側侵入，棘突起形成的頚部脊椎柱管拡大術． 第63回日本整形外科学会，1990
年4月 13 日
清重佳郎：屈筋腱一次修復におけるヒアルロン酸の使用経験．第33回日本手の外科学会，
1990年5月 17 日
10) 湯浅勝則：type IV collagenを用いた末梢神経再生の実験的研究． 第33回日本手の外科
11) 
学会， 1990年5月 17日
石川 朗：大腿切断に至った血管炎を伴うRAの2例． 第34回日本リウマチ学会総会，
12) 
13) 
14) 
15) 
1990年 5月 29 日
中角祐治：末梢神経障害における電気生理検査の有用性について．第27回日本リハビリ
テ ー ション医学会， 1990年6月 28日
中角祐治：F波と体性感覚誘発電位による脊髄機能評価について．第27回日本リハビリ
テ ー ション医学会， 1990年6月 28日
中角祐治：平均加算されたF波の臨床応用の可能性について．第27回日本リハビリテ ー
ション医学会， 1990年6月 28日
鈴木孝子：手根管症候群に対する装具療法．第27回日本リハビリテ ー ション医学会，1990
年6月 28 日
16) 山本博司：蔵王スキ ー場におけるスキ ー外傷の動向．第16回日本整形外科スポー ツ医学
会， 1990年7月 13 日
17) 横田雅宏：撓骨原発の骨肉腫を合併したWerner症候群の治療経験．第 5 回日本整形外
科学会骨軟部腫瘍研究会， 1990年7月 19日
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18) 須田昭男：良性骨腫瘍及び骨腫瘍類似疾患に対する人工骨の使用経験．第5回日本整形
外科学会骨軟部腫瘍研究会， 1990年 7 月 19日
19) 高木理彰：繊維性腫瘍及び類縁腫瘍間質の形態学的，免疫組織化学的検討ー特に肥満細
胞の分布と性状について 一． 第5 回日本整形外科学会骨軟部腫瘍研究会， 1990年 7 月 19日
20) 須田昭男：老人性骨粗息症の連続療法前後における骨梁の光顕的， 電顕的観察． 第8回
日本骨代謝学会， 1990年 7 月 27日 ， ） 
21) 佐藤隆司：RA 滑膜組織表層における補体制御因子の免疫組織化学的検討． 第5回日本
整形外科学会基礎学術集会， 1990年10月 3 日
22) 高木理彰：悪性線維性組織球腫の腫瘍細胞と Fibrohistiocytoid cellとの類似性につい
て． 第5回日本整形外科学会基礎学術集会， 1990年10月 3 日
23) 須田昭男：ジルコニア分散水酸アパタイトセラミックスによる人工骨置換．第5回日本
整形外科学会基礎学術集会， 1990年10月 3 日
24) 中角祐治：F波におよぼす随意収縮の影響．第5回日本整形外科学会基礎学術集会，1990
年10月 3 日
25) 小山内俊久：マウス悪性線維性組織球腫実験モデルの病理組織学的検討ーFi bro his­
tiocytoid cellに注目して 一． 第5回日本整形外科学会基礎学術集会， 1990年10月 3 日
26) 冨樫耕司：胸椎黄色靱帯骨化症の手術例の検討． 第39回東日本臨床整形外科学会， 1990
年10月 13 日
27) 山本博司：悪条件を有する陳旧性手外傷例の治療経験． 第38回日本災害医学会， 1990年
10月 17 日
28) 石川 朗：Hammond法による外反母趾の治療経験．第18回日本リウマチ関節外科学会，
1990年10月 19 日
29) 中角祐治：紋拒性神経障害並びに頚椎症における電気診断．第20回日本脳波筋電図学会，
1990年10月 26 日
30) 清重佳郎：手指新鮮外傷に対するprimary reconstruction. 第17回日本マイクロサージャ
リ ー学会， 1990年11月 30日
(5) 国内地方会
1) 原 隆久：手根管症候群に対する背側手関節装具療法． 第4回東日本手の外科研究会，
1990年 2 月 17 日
2) 増子邦彦：膝蓋靱帯皮下断裂の 4 症例． 第75回東北整形災害外科学会， 1990年 4 月 27日
3) 石井政次：変形性股関節症における臼蓋縁切除術の検討．第75回東北整形災害外科学会，
1990年 4 月 27 日
4) 平本典利：脊柱 ・ 脊髄を含めて腫瘍の全摘出術を施行した胸椎部硬膜内mesenchymal
chondrosarcomaの 1 例． 第75回東北整形災害外科学会， 1990年 4 月 27 日
5) 大畠 信：膝蓋腱による前十字靱帯再建術(Clancy法）の成績． 第75回東北整形災害外
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科学会， 1990年 4 月 27 日
6) 友岡和彦：脊椎管内転移骨片は
“
消える
”
か？ 第75回東北整形災害外科学会， 1990年
4 月 27 日
7) 斎藤 聡：肘外傷後リハビリテ ー ション中に増悪した尺骨神経麻痺の 3 例． 第75回東北
整形災害外科学会， 1990年 4 月 27 日
8) 尾鷲和也：上腕骨近位端骨折（脱臼骨折を含む）の検討． 第75回東北整形災害外科学会，
1990年 4 月 27 日
9) 高木理彰：右下腿に発症した類上皮肉腫の 1 例． 第75回東北整形災害外科学会， 1990年
4 月 27 日
10) 佐藤隆司：慢性関節リウマチ(RA)患者に認められた著名な骨吸収を伴った恥骨疲労
骨折の 2 例． 第75回東北整形災害外科学会， 1990年 4 月 27 日
11) 鳥居伸行：当科における関節鏡視下タナ切除例の検討． 第14回東北膝関節研究会， 1990
年10月 6 日
12) 石井淳二：両側性にみられる膝関節内軟部腫瘍の 1 例． 第14回東北膝関節研究会， 1990
年10月 6 日
13) 石川 朗：RAの前足部変形に対する手術例の検討． 第19回東北リウマチ談話会， 1990
年10月 27 日
14) 佐藤信幸：難治性の下肢限局性疼痛に対し腰神経根後根切除術を施行した2症例の経
験． 第76回東北整形災害外科学会， 1990年12月 1 日
15) 石川 朗：大腿骨頚部に発症した骨腫瘍の 2 例の経験． 第76回東北整形災害外科学会，
1990年12月 1 日
(6)研究会
1) 結城正明：前十字靱帯断裂をきたした三段跳びジャンパーの術後トレ ーニングについて．
第 2 回トレ ー ニング科学研究会， 1990年 1 月 22 日
2) 中角祐治：F波と体性感覚誘発電位による脊髄機能評価の試み．第12回脊髄電気診断研究
会， 1990年 2 月 1 日
3) 石井政次：各種セメントの強度特性の検討． 第20回人工関節研究会， 1990年 2 月 2 日
4) 渡辺好博：スポー ツ選手における手と指の外傷． 第 1 回蔵王スポ ー ツセミナー， 1990年
2 月 23 日
5) 宮川修一：踵骨関節部粉砕骨折に対する観血的治療の経験．第29回山形整形外科研究会，
1990年 3 月 24 日
6) 斎藤 聡：肘外傷後リハビリテ ー ション経過中に増悪した遅発性尺骨神経麻痺症の3例．
第29回山形整形外科研究会， 1990年 3 月 24 日
7) 笹木勇人：大腿骨頚部外側骨折の術後の沈み込みに対する検討． 第29回山形整形外科研
究会， 1990年 3 月 24 日
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8) 松田雅彦：手屈筋腱鞘より発生した Osteochondromatosisの I例．第29回山形整形外科
研究会， 1990年3月24日
9) 鳥居伸行：二分脊椎症児の肥満について． 第29回山形整形外科研究会， 1990年3月24日
10) 豊島定美：Rothmund-Thomson症候群に悪性線維性組織球腫を合併した1例． 第29回
山形整形外科研究会， 1990年3月24日
11) 高木理彰：骨軟部腫癌の悪性度判定 ー タッチスメアによる蛍光顕微測光法の利用につい
て一 ． 第29回山形整形外科研究会， 1990年3月24日
1 2) 吉沢 浩：当院における大腿骨頚部外側骨折の治療成績． 第29回山形整形外科研究会，
1990年3月24日
13) 長島太郎：長母指屈筋腱皮下断裂の1症例． 第29回山形整形外科研究会，1990年3月24
日
14) 高木信博：診断に難渋している多発性の骨膜反応を示す1例．第29回山形整形外科研究
会， 1990年3月24日
15) 山川正紀：肩鎖骨関節脱臼に対するDewar法の経験．第29回山形整形外科研究会，1990
年3月24日
16) 桑添裕光：TKR後のROMに影響を与える因子についての検討． 第29回山形整形外科
研究会， 1990年3月24日
17) 柏 英雄：腹直筋皮弁の小経験． 第29回山形整形外科研究会， 1990年3月24日
18) 佐藤隆司：RA関節の滑膜組織における肥満細胞の分布．第4 回リウマチと免疫研究会，
1990年4月21日
19) 山原慎一：スポー ツによる手関節障害． 第9 回山形県スポー ツ医科学研究会，1990年6
月23日
20) 大類 広：肘尺側側副靱帯単独損傷の1例． 第9 回山形県スポーツ医科学研究会，1990
年6月23日
21) 小松芳之：スポーツによる上腕骨小頭離断性骨軟骨炎に対する外顆楔状骨切り術の経験．
第9 回山形県スポー ツ医科学研究会， 1990年6月23日
2 2) 石垣大介：両側に発生した自家筋力による膝蓋骨骨折の 2例．第9 回山形県スポーツ医
科学研究会， 1990年6月23日
23) 小林真司：80歳以上の大腿骨頚部骨折の検討． 第17回日本股関節研究会，1990年11月9
日
24) 結城正明：学童期のスキ ー 外傷について． 第10回山形県スポー ツ医科学研究会，1990年
11月17日
25) 遠藤美規：蔵王スキ ー場における肩関節周囲外傷について一 肩関節前方脱臼の予後調
査 ー ． 第10回山形県スポー ツ医科学研究会， 1990年11月17日
26) 佐藤哲也：蔵王スキ ー場における肩関節周囲外傷について一 鎖骨骨折の予後調査 一 ．第
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10回山形県スポー ツ医科学研究会，1990年11月17 日
27) 武田陽公：当院における投球骨折の4例． 第10回山形県スポー ツ医科学研究会，1990年
11月17 日
28) 武井 寛：小児股関節痛に対する超音波検査の小経験． 第30回山形整形外科研究会，
1990年11月24 日
29) 横田雅宏：高齢者大腿骨頚部骨折（非手術例）の予後調査 ． 第30回山形整形外科研究会，
1990年11月24 日
30) 松田雅彦：上腕骨頚部骨折に対する創外固定法の治療経験． 第30回山形整形外科研究
会，1990年11 月24 日
31) 石垣大介：高齢者の撓骨遠位端骨折における骨セメントを用いた治療．第30回山形整形
外科研究会，1990年11月24 日
32) 佐藤 浩：高度不安定性を呈したCharcot spineに対し血管柄付腸骨移植を行った1例．
第30回山形整形外科研究会，1990年11月24 日
33) 森 倫夫：Lateral Herniaの経験． 第30回山形整形外科研究会，1990年11月24 日
34) 朝比奈一三：膝蓋腱を用いた鏡視下前十字靱帯再建術の経験．第30回山形整形外科研究
会，1990年11月24 日
35) 福島重宜：慢性関節リウマチ膝に対する関節鏡視下滑膜切除の成績．第30回山形整形外
科研究会，1990年11月 24 日
36) 駒谷隆雄：PCL再建術におけるOlecranizationの経験． 第30回山形整形外科研究会，
1990年11月24 日
37) 奥山富士子：ポリオ後遅発性進行性筋萎縮症に対する装具療法の経験．第30回山形整形
外科研究会，1990年11月24 日
38) 太田吉雄：仮骨延長 法(Callotasis)による脚延長の経験． 第30回山形整形外科研究会，
1990年11月 24 日
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1) 第 1 回蔵王スポーツ医学セミナ ー. 2 月 23 日
2) 第29回山形整形外科研究会. 3 月24 日
3) 第75回東北整形災害外科学会. 4 月27 日
4) 第 9 回山形スポー ツ医科学研究会. 6 月23 日
5) 第10回山形スポー ツ医科学研究会. 11月17 日
6) 第30回山形整形外科研究会. 11月24 日
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皮膚科学講座
皮膚科学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Hozumi, Y., Kondo, S., Shimaura, T., Aso, K. : Human squamous cell carcinoma
from skin : Establishment and characterization of a new cell line (HSC-5) . J.
Dermatol., 17 : 143-148, 1990.
2) 安齋員一：正常汗腺，汗器官腫瘍並びに乳房外Paget病の免疫組織化学的研究：第I編
正常汗腺組織について． 日皮会誌，100 : 121-132, 1990. 
3) 安齋慎一：正常汗腺，汗器官腫瘍並びに乳房外Paget病の免疫組織化学的研究：第II編
汗器官腫瘍並びに乳房外Paget病について． 日皮会誌，100 : 133-146, 1990. 
4) 麻生和雄，佐藤紀嗣，山科 潮，後藤一史，伊藤義彦：Basaloid follicular hamartoma, 
localized typeの2例． 皮膚臨床，32 : 865-870, 1990. 
5) 麻生和雄， 下浦孝子，青木武彦，穂積 豊：毛鞘ケラチンと毛包腫瘍(5) : ケラトアカ
ントー マの毛鞘ケラチンと病理組織学的毛構造：表皮細胞性のS SCとのhistogenesisの相
違と病理組織学的鑑別について． 西日皮膚，52 : 518-526, 1990. 
6) 麻生和雄，橋本秀樹， 近藤慈夫，渡辺修一：Eruptive pilomatricomaの1 症例：当教室
における過去13年のPilomatricoma 21症例の集計． 臨皮，44 : 977-981, 1990. 
7) Kondo, S., Shimoura, T., Hozumi, Y., Aso, K. : Punctate porokeratotic keratoderma
: Some pathogenetic analyses of hyperproliferation and parakeratosis. Acta. Dermato.
Venereol (Stockh. ), 70: 478-482, 1990.
8) 麻生和雄，吉川賢一，穂積 豊，安齋慎一：Pigmented eccrine porocarcinoma. 西日
皮膚，52 : 933-941, 1990. 
9) 麻生和雄，山本 聡，近藤慈夫，下浦孝子：Rothmund-Thomson 症候群：特徴的過角化
病変を示した1 症例． 日皮会誌，100: 1191-1198, 1990.
10) Kondo, S., Hozumi, Y., Aso, K. : Long term organ culture of rabbit skin : Effect
ofEGF on epidermal structure in vitro. J. Invest. Dermatol., 95 : 397-402, 1990.
11) Kondo, S., Hozumi, Y., Aso, K. : Organ culture of human scalp hair follicles : effect
of teatosterone and oestrogen on hair growth. Arch. Dermatol. Res., 282 : 442-445,
1990.
12) 片方陽太郎：レチノイドによる遺伝子発現調節． 化学と生物，28: 486-488, 1990.
13) 安齋慎一，土田秀也，平野和彦，橋本 透，飯島善之，藤井俊司：特異な臨床像を呈し
た転移性皮膚癌の2例． 山形県病誌，24 : 81-84, 1990. 
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14) 近藤慈夫， 麻生和雄， 穂積 豊， 下浦孝子：培養細胞の株情報：培養細胞株の紹介（皮
膚） HUMAN CELL, 3: 35 7-360, 1990.
15) Kondo, S., Onodera, T., Aso, K. : Organ culture of human hair (abstruct). J.
Derma to 1. Science, 1 : 136, 1990.
(2)総 説
なし
(3)著 書
1) 麻生和雄：スタッコケラトー シス．講談社皮膚科診断治療大系補遺巻，P112-113, 1990.
2. 学会報告
(1)特別講座
なし
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
1) 近藤慈夫： Growth factors and colony stimulating factors in dermatology. 第15回日
本研究皮膚科学会（浦安） Luncheon discussion, 1990.10.5
(3) 国際学会
なし
(4) 国内総会
1) 佐藤紀嗣， 近藤慈夫， 東海林真司， 小幡仁子， 橋本秀樹， 青木武彦， 山科 潮， 下浦孝
子， 吉川賢一， 穂積 豊， 麻生和雄：山形県内の養護老人ホ ーム入居者における老人性皮
膚変化の調査． 第89回日本皮膚科学会総会（徳島）， 1990.5.10
2) 吉川賢一， 下浦孝子， 麻生和雄：脂漏性角化症の発生由来について 一 二次元ゲル電気泳
動によるケラチン分析及び組織学的検討． 第89回日本皮膚科学会総会（徳島）， 1990.5 .10
3) 穂積 豊， 近藤慈夫， 麻生和雄：人有棘細胞癌株の樹立と性状． 第89回日本皮膚科学会
総会（徳島）， 1990.5.10
4) 近藤慈夫， 穂積 ）豊， 麻生和雄：正常及び乾癬皮膚の器官培養 一 成長因子類およびリン
パ球混合培養の影響． 第89回日本皮膚科学会総会（徳島）， 1990.5 .10
5) 青木武彦， 橋本秀樹， 後藤一史， 穂積 豊， 麻生和雄： Semi-thin.sectionによる乾癬病
巣の形態学的観察． 第 5 回日本乾癬学会（鹿児島）， 1990.9.8
6) Katagata, Y., Aso, K. : Analysis of the human K7 promoter & its possible regulation
by retinoic acid. 第15回日本研究皮膚科学会（浦安）， 1990.10.5
(5) 国内地方会
1) 東海林真司， 山本 聡， 後藤一史， 佐藤紀嗣， 近藤慈夫， 麻生和雄：非クロストリディ
ウム性ガス壊疸． 第269回日本皮膚科学会東北地方会（仙台）， 1990.2 .18
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2) 後藤一史，渡辺修一，佐藤紀嗣，麻生和雄：平滑筋母斑の2例． 第269回日本皮膚科学会
東北地方会（仙台），1990.2.18
3) 片方陽太郎，麻生和雄：表皮ケラチンの遺伝子 発現調節ー 最近の知見から ( I ) • 第269
回日本皮膚科学会東北地方会（仙台），1990.2.18
4) 佐藤紀嗣， 麻生和雄：Basa-squamous basal cell carcinoma. 第270回日本皮膚科学会東
北地方会（秋田），1990.6.17
5) 麻生和雄， 山科 潮：基底細胞癌の病理組織像． 第270回日本皮膚科学会東北地方会（秋
田），1990.6.17
6) 安齋慎一，山口千賀子，佐藤紀嗣：山形県立新庄病院における帯状疱疹の臨床的観察．
第270回日本皮膚科学会東北地方会（秋田），1990.6.17
7) 橋本秀樹，青木武彦，穂積 豊，麻生和雄：脂腺分化を伴った 基底細胞癌の2例． 第270
回日本皮膚科学会東北地方会（秋田），1990.6.17
8) 五十嵐紀子，麻生和雄：転移性皮膚癌． 第271回日本皮膚科学会東北地方会（弘前），
1990 .. 9 .16 
9) 小川あかね，後藤一史，青木武彦，近藤慈夫，麻生和雄，桜井 学（山形市）：紫斑を呈
したSjogren症候群の1例． 第271回日本皮膚科学会東北地方会（弘前），1990.9.16
10) 片方陽太郎， 麻生和雄：表皮ケラチン遺伝子の発現調節：最近の知見から(II). 第271
回日本皮膚科学会東北地方会（弘前），1990.9.16
11) 吉川賢一，橋本秀樹，穂積 豊，安齋慎一， 麻生和雄：Pigmented eccrine porocar­
cinoma ー 原発巣及び転移巣に腫瘍細胞とメラノサイトの共生を認めた症例．第54回日本皮
膚科学会東日本学術大会（東京），1990.9.22
12)・ 安齋慎一，橋本秀樹，穂積 豊，麻生和雄：皮膚混合腫瘍の臨床病理学的研究． 第54回
日本皮膚科学会東日本学術大会（東京），1990.9.22
13) 山本 聡，下浦孝子，近藤慈夫，麻生和雄：Rothmund-Thomson症候群の1例． 第54
回日本皮膚科学会東日本学術大会（東京），1990.9.22
14) 麻生和雄：基底細胞癌の臨床と 病理． 第94回日本皮膚科学会山口地方会（宇部），
1990.11.18 
15) 東海林真司，麻生和雄：先天性Horner症候群の1例．第272回日本皮膚科学会東北地方
会（盛岡），1990.12.8
16) 山本聡，吉川賢一，近藤慈夫，穂積豊，麻生和雄，門馬節子（山形市）：メルケル細胞
癌の1例． 第272回日本皮膚科学会東北地方会（盛岡），1990.12.8
17) 蛸 公子，山科 潮，東海林真司，佐藤紀嗣，麻生和雄：筋緊張性ジストロフィ ーにみ
られた毛母腫の1例． 第272回日本皮膚科学会東北地方会（盛岡），1990.12.8
(6)研究会
1) 片方陽太郎， 麻生和雄：レチノイドによるケラチン遺伝子の発現調節． 第 5 回角化症研
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究会（東京），1990.6. 2
2) 穂積 豊，近藤慈夫，麻生和雄：人扁平上皮癌由来の培養株におけるEGF-Autocrineの
検索． 第8回ヒト細胞研究会（東京），1990.8. 25
3) 近藤慈夫，穂積 豊， 麻生和雄：人有棘細胞癌由来株 (HSC-1) の樹立とその性状． 第
8回ヒト細胞研究会（東京），1990.8.25
4) 近藤慈夫，穂積 豊， 麻生和雄：人悪性黒色腫由来株(HMY-1)の樹立． 第8回ヒト細
胞研究会（東京），1990.8.25
5) 片方陽太郎， 麻生和雄，Fuchs, E.: レチノイン酸によるケラチン遺伝子(K7)調節部
位の検討． 第20回基礎皮膚科懇話会（東京），1990.11.20
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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泌尿器科学講座
泌尿器科学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Nakada, T., Miyauchi, T., Sumiya, H. and Shimazaki, J. : Nonobstructive urinary
tract dilatation in nephrogenic diabetes inspidus. Internat Urol. Nephrol., 22 : 419-427,
1990.
2) Nakada, T., Shimazaki, J., Isaka, S., Fuse, H., Sumiya, H., Nishikawa, T., Kumagai,
A., Furuta, H. and Katayama, T. : Plasma concentration of atrial natriuretic factor
in idiopathic oedema. Internat. Urol. Nephrol., 22 : 71-76, 1990.
3) Sasagawa, I., Nakada, T., Kazama. T., Satomi, S., Terada, T. and Katayama, T. :
Volumes changes of the prostate and seminal vesicles in male hypogonadism after
androgen replacement thrapy. Internat. Urol. Nephrol., 22 : 279-284, 1990.
4) Nakada, T., Sasagawa, I., Furuta, H., Katayama, T. and Shimazaki, J.: Age-related
differences in norepinephrine and non-collagenous protein in human vas deference.
Urol. N ephrol. Digest, 4 : 20-21, 1990.
5) Sasagawa, I., Nakada, T., Kazama, T., Terada, T. and Katayama, T. : Effect of
testosterone replacement therapy on the volumes of prostte and seminal vesicles in
Klinefelter's syndrome. Adv. Contr. Deliv. Syst., 5 : 203-210, 1990.
6) Sasagawa, I. and Satomi, S. : Effect of high-dose medroxxprogesterone acetate on
plasma hormone levels and pain relief in patients with advenced prostatic cancer. Brit.
J. Urol., 65 : 278-281, 1990.
7) Ishigooka, M., Irisawa, C., Watanabe, H., Kubota, Y. and Ishii, N. : Intracaverous
injection of prostagrandin El ; the diagnosis of venogenic impotence. Int. J. of
Impotence Res., 2 : 123-124, 1990.
8) 吉田秀勝，中田瑛治，片山 喬：正常SDラット腎におけるカテコ ールal受容体の研究 一
ド ーパミンが及ぼす影響について． 日泌会誌，81 : 82-88, 1990.
9) 柿崎 弘，山口寿功，鈴木 仁，久保田洋子，石井延久，沼沢和夫，鈴木麒ー：移行上
皮癌の初代培養に関わる腫瘍側因子について． 日秘会誌，81 : 204-209, 1990.
10) 渡辺博幸：プロスタグランディンE 1の陰茎海綿体注射による勃起時の陰茎血流動態の
研究． 日秘会誌，81 : 732-738, 1990.
11) 入沢千晶：勃起時の陰茎血流動態． 日秘会誌，81 : 546-553, 1990.
12) 金子尚嗣，石郷岡学，渡辺博幸，平野順治，川村俊三：ー側副腎に3個の腺腫を認めた
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Cushing症候群の1例． 日秘会誌， 81: 909-912, 1990. 
13) 風間泰蔵，里見定信，笹川五十次，寺田為蔵，片山 喬：分離Leydig細胞のtestoterone
産生に及ぼすketoconazole の影響． 日不妊会誌， 35: 137-141, 1990.
14) 山口寿功， 入沢千晶，石井延久，水戸部勝幸，西尾 彰：黄色肉芽腫 性腎孟腎炎による
腎結腫傷の1例． 泌紀， 36: 143-145
'. 
1990.
15) 菊地悦啓， 入沢俊氏， 鈴木謙一， 沼沢和夫， 入沢千晶， 今村 全：副腎血管腫の1例．
泌紀， 36: 143-145, 1990. 
16) 熊本悦明，鈴木麒ー，石井延久，入沢千晶 他：Anti-androgenの性機能に及ぼす影響一
アリエストレノ ールおよび酢酸クロルマジンの二重盲検法比較試験 第1報；夜間睡眠時
勃起現象(NPT)測定による検討． 泌紀， 36: 213-226, 1990. 
17) 熊本悦明，鈴木麒ー，石井延久，入沢千晶，他：Anti-androgen の性機能に及ぼす影響一
アリエストレノ ール及び酢酸クロマジンの二重盲検比較試験 第2報：自記式質問紙法に
よる検討． 泌紀， 36: 224-227, 1990. 
18) 柿崎 弘，石井延久，鈴木麒ー， 平野順治， 加藤弘彰， 菅野 理，村上 哲， 高見沢昭
彦，水戸部勝幸， 斎藤雅昭， 今村 全，政木貴則， 松下鉛三郎， 恩村芳樹：複雑性尿路感
染症に対するカルモナム(CRMN), ホスホマイシン(FOM)の2剤併用の臨床的検討．
泌紀， 36: 731-735, 1990. 
19) 入沢千晶，石郷岡学，渡辺博幸，石井延久， 鈴木麒ー， 菊地悦啓：自動2輪車ガソリン
タンクによる外陰部外傷後発生した陰茎海綿体内硬結の2例．泌紀，36: 1193-1196, 1990.
20) 笹川五十次：血清および前立腫組織におけるCefminox濃度に関する検討． 泌紀， 36:
737-739, 1990.
21) 正井基之，角谷秀典，布施秀樹，島崎 淳，中田映浩，西川哲男，吉田 尚，松寄 理：
副腎嚢瘍の1例． 西日泌尿， 52: 54-57, 1990.
22) 布施秀樹， 里見定信，酒本 譲，古田秀勝，風間泰蔵， 寺田為蔵，中田瑛浩， 片山 喬：
内分非活性副腎腫瘍の臨床的検討． 西日泌尿， 52: 564-568, 1990. 
23) 渡辺博幸， 平野順治，石井延久，中田瑛浩，政木貴則， 今村 全：非融合性交叉性腎変
位の1例． 泌尿器外科， 3: 1339-1342, 1990. 
24) 加藤弘彰， 菅野 理， 入沢千晶，鈴木謙ー：尿路結石の統計的観察． 山形病医誌， 24:
47-52, 1990.
(2)総 説
1) 片山 喬， 中田瑛浩：腎尿路疾患と和漢薬臨床 無症候性血尿． 腎と透析， 26: 67-69,
1990.
2) 中田瑛浩， 川村俊三：腎・尿路疾患診療指針'90 ー 腎血管 性高血圧症 ー 外科． 腎と透析，
29 : 244-246, 1990.
3) 中田瑛浩：泌尿器科領域における高圧酸素療法の進歩． 臨泌，44: 847-856, 1990.
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4) 中田瑛浩：第53回日本泌尿器科学会東部総会印象記． 臨泌，44 : 556-557, 1990.
5) 石井延久：特集一過労と成人病 過労と性機能． 臨泌，20 : 57-61, 1990.
6) 笹川五十次：前立腺炎とメイセリン. Modern Medicine, 19 : 92-93, 1990.
(3)著 書
1) 中田瑛浩 他編著：多尿 ー これだけは必要な検査のすすめかた・データの読み方． 臨床
検査ガイド（文光堂），105-109, 1990. 
2) Sasagawa, I., Nakada, T., Terada, T. and Katayama, T.: Robertsonian translocation 
associated with azoospermia. Year Book of Infertilly. 80-81, 1990.
2. 学会報告
(1) 特別講演
1) 中田瑛浩：泌尿器科領域における高圧酸素療法． 第202回日本泌尿器科学会東北地方会，
1990年 5 月
2) 中田瑛浩：褐色細胞腫の基礎と臨床． 第 8 回山形外科談話学術集会，1990年 7 月
3) 中田瑛浩：高血圧と腎障害． 第21回山形腎不全研究会，1990年10月
4) 中田瑛浩：泌尿障害について． 山形県中央医学会，1990年7月
(2) シンポジウム
1) 中田瑛浩：褐色細胞腫の問題点． 第63回日本内分泌学会，1990年11月
2) Kubota, Y. and Nakada, T. : Combined hormone chemotherapy for newly diagnosed
patients with metastatic prostate cancer. The Third Tokyo Symosium on Proatate
Cancer ; Bone Metastasis, Dec., 1990.
(3) 国際学会
1) Takahashi, Y., Ishii, N., Sherif R. Aboseif, Bernard, F., Leu. T.F. and Tanagho, E. 
: Effects of adenosine on canine penile erection. AUA Annual Meeting, May, 1990.
2) Kakizaki, H., Kubota, Y. and Nakada, T.: Clinicopathological analysis on musclysis
on muscle invesive bladder cancer ; vascular invasions of yumor cells and adjuvant
chemotherapy. Asian Urological Congress, Sept., 1990. (Work shop)
3) M.H. Pajant, Wajiki, M., Adachi, M., Misawa, K. and nakagawa, T. : Retropubic
hemicapsuletomy of the prostate for stoma free continent urinary deversion and 
potency aparing after total cystomy. Asin Urological Congress, Sept., 1990. 
4) Adachi, M., Yamaguchi, T., Suzuki, H., Iijima, Y., Ishigooka, M. and Nakada, T. :
Transurethral treatment of bladder diverticula. Japan-korea Urolohical Congress,
June, 1990. (Work shop)
5) Ishigooka, M., Adachi, M. and Nakada, T. : Erectrical stimulation of pelvic floor
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musculature for the treatment of reflex urinary incontinence ; a case report. Japan­
Korea Uroligical Congress. June, 1990. (Work shop) 
6) Ishii, N., Ishigooka, M. and Randa, Y. : Therapeutic erecirecal stimulation (TES)
for urinary incontinence. Japan-Korea Symposium, Nov., 1990.
(4) 国内総会
1) 中田瑛浩，川村俊三，石井延久，久保田洋子， 柿崎 弘，渡辺博幸，金子尚嗣， 鈴木麒
ー：ラットにおける2 腎性腎血管性高血圧症の急性期における腎外昇圧因子の研究． 第78
回日本泌尿器科学会総会，1990年 5月
2) 高岩正至，小関清夫，相川 健，石渡久善，山口圭一，萩原雅彦，平野和彦，橋本透：
Biograftの開存成績について． 第78回日本泌尿器科学会総会，1990年 5月
3) 柿崎 弘，山口寿功，渡部守浩， 鈴木 仁，久保田洋子， 中田瑛浩，沼沢和夫， 鈴木麒
ー：ヒト 膀脱癌由来細胞株(YTS- 1 )に対するin vivo抗癌剤感受性について 一 CDDPと
ara-C併用療法 およびAnthracycline系抗癌剤の比較について．第78回日本泌尿器科学会総
会，1990年 5月
4) 中田瑛浩，角谷秀典，始関吉生，島崎 淳：褐色細胞腫患者におけるa受容体阻害剤の
術前管理ー レヂチン試験を中心として． 第62回日本内分泌学会総会，1990年 2 月
5) 飯島良明，金子尚嗣，久保田洋子， 鈴木 仁，渡部守浩，渡辺博幸， 中田瑛浩， 笹野公
伸， 西川哲男：一卵性双生児に認められたLate onset 21-0HD (先天性水腎性合併例）．
第63回日本内分泌学会秋季大会，1990年11月
6) 山口寿功，阿部 寛，柿崎 弘，飯島良明，鈴木敬裕，川村俊三，中田瑛浩，西川哲男：
Cushing 症候群を呈し， 高度な21-hidrozylase活性低下を認めた副腎Black Adenomaの
1例． 第63回日本内分泌学会秋季大会，1990年11月
7) 鈴木敬裕， 中田瑛浩，斎藤雅昭，柿崎 弘，石郷岡学， 飯島良明，久保田洋子，平野順
治， 鈴木 仁：膀脱原発の褐色細胞腫の1例． 第63回日本内分泌学会秋季大会，1990年11
月
8) 吉田明子，西川哲男， 田村 泰，吉田 尚，角谷秀典，島崎 淳，中田瑛浩，笹野公伸：
原発性アルドステロン症での長期 スピノロラクトン使用によるステロイド産生脳の検討．
第63回日本内分泌学会秋季大会，1990年11月
9) 西川哲男，吉田明子，木野智重，寺野 隆， 田村 泰，吉田 尚，角谷秀典，島崎 淳，
中田瑛浩：副腎皮質癌の臨床的特徴とその治療法の検討．第63回日本内分泌学会秋季大会，
1990年11月
10) 中田瑛浩， 角谷秀典，始関吉生， 島崎 淳：原発性アルドステロン症患者の手術成績．
日本内分泌外科学会総会，1990年 4 月
11) 渡辺博幸，入沢千晶，中田瑛浩：生理的勃起の陰茎周の増大期と勃起の維持期における
陰茎血流量の検討． 第1 回日本インポテンス学会，1990年 9 月
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12) 石郷岡学，安達雅史，中田瑛浩， 市江雅芳， 半田康延，石井延久：反射性尿失禁に対す
る骨盤底筋群電気刺激療法の経験． 第25回日本パラプレジア医学会， 1990年11月
13) 柿崎 弘，鈴木仁，久保田洋子，中田瑛浩，橋本 透，平野和彦，平野順治，今村 全：
腎癌の予後規定因子および動脈塞栓術の影響について． 第28回日本癌治療学会， 1990年10
月
14) 久保田洋子， 鈴木仁，柿崎 弘， 中田瑛浩：腎孟・尿管腫瘍に併発した膀腕腫瘍の検
討． 第28回日本癌治療学会， 1990年10月
15) Kubota, Y., Suzuki, H., Kakizaki, H. and Nakada, T. : Intra-arterial combination
chemotherapy for Adriamycin Mitomycin C and Cisplatin in bladder tumor. 第28回日
本癌治療学会， 1990年10月
(5) 国内地方会
1) 渡辺博幸， 石郷岡学， 久保田洋子， 安達雅史， 飯島良明， 阿部 寛， 中田瑛浩：インポ
テンス症例の臨床的検討． 第55回日本泌尿器科学会東部総会， 1990年 9 月
2) 渡部守浩，鈴木敬裕，石郷岡学，山口寿功，鈴木仁，渡辺博幸，安達雅史，中田瑛浩：
セミノ ー マの MRI 所見． 第55回日本泌尿器科学会東部総会， 1990年 9 月
3) 鈴木敬裕， 中田瑛浩， 川村俊三， 久保田洋子， 柿崎・ 弘， 飯島良明， 矢口博理， 巨大嚢
胞性変化を示した Black Adenoma の 2 例． 第55回日本泌尿器科学会東部総会， 1990年9
月
4) 山口寿功，阿部 寛，渡部守浩，鈴木仁，柿崎 弘，川村俊三，中田瑛浩：Cushing 症
候群を呈した Black Adenoma の 2 例． 第55回日本泌尿器科学会東部総会， 1990年 9 月
5) 鈴木謙一， 中川晴夫， 高橋勝， 入沢千晶， 菅野 理， 加藤弘彰：後腹膜神経鞘腫の1
例． 第202回日本泌尿器科学会東北地方会， 1990年
6) 橋本 透， 平野和彦：両側副腎悪性リンパ腫の 1 例．第202回日本泌尿器科学会東北地方
会， 1990年 5 月
7) 山口寿功， 鈴木敬裕， 石郷岡学， 渡辺博幸， 安達雅史， 川村俊三， 中田瑛浩：術前の血
圧コントロ ー ルが困難であった褐色細胞腫の 1 例． 第202回日本泌尿器科学会東北地方会，
1990年 5 月
8) 恩村芳樹，松下鉛三郎：吸引生検により確信しえた腎癌の 1 例．第202回日本泌尿器科学
会東北地方会， 1990年 5 月
9) 安達裕一， 斎藤雅昭， 水戸部勝幸，山口寿功， 西尾 彰：術後3年を経て両側卵巣にの
み転移を認めた腎細胞癌の 1 例． 第202回日本泌尿器科学会東北地方会， 1990年 5 月
10) 飯島良明，阿部 寛，渡部守浩，渡辺博幸， 久保田洋子，川村俊三，中田瑛浩け：多尿
をきたした腎血管性高血圧症の 1 例． 第202回日本泌尿器科学会東北地方会， 1990年 5 月
11) 高見沢昭彦， 村上 哲，安達雅史，柿崎 弘，渡辺博幸，鈴木仁， 金子尚嗣，山口寿
功， 中田瑛浩：SONOLITH 2000B を用いた対外衝撃波・尿管結石破砕術の経験． 第202回
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日本泌尿器科学会地方会，1990年5 月
12) 入沢千晶， 中川晴夫，鈴木謙一， 菅野 理， 加藤弘彰：ケイ酸結石の1例． 第202回日
本泌尿器科学会東北地方会，1990 年5月
13) 入沢千晶，中川晴夫，高橋 勝，鈴木謙一，菅野 理，加藤弘彰：限局性アミドロイドー
シスの1例． 第202回日本泌尿器科学会東北地方会，1990 年5月
14) 鈴木敬裕，飯島良明，石郷岡学，鈴木仁， 柿崎 弘，久保田洋子，中田瑛浩：高齢者
に発生したセミノ ー マの1例． 第202回日本泌尿器科学会東北地方会，1990 年5月
15) 阿部 寛， 山口寿功，渡部守浩，鈴木仁，柿崎 弘，安達雅史，中田瑛浩：経尿道的
膀脱憩室焼灼術の経験． 第202回日本泌尿器科学会東北地方会，1990年5月
16) 阿部 寛，安達裕一，渡部守浩，鈴木仁，渡辺博幸，中田瑛浩：後腹膜に発生した胚
細胞腫瘍の1例． 第203回日本泌尿器科学会東北地方会，1990 年9月
17) 加藤弘彰，中川晴夫，入沢千晶，柿崎 弘，菅野 理：女子尿道悪性腫瘍の1例．第203
回日本泌尿器科学会東北地方会，1990年9 月
18) 矢口博理，飯島良明，笹川五十次，久保田洋子，川村俊三，中田瑛浩：副腎腫瘍と鑑別
困難であった腹膜血管腫の1例． 第203回日本泌尿器科学会東北地方会，1990 年9月
19) 斎藤雅昭，安達裕一，水戸部勝幸：内尿道切開にて治療した外傷性尿道断裂の2例． 第
203回日本泌尿器科学会東北地方会，1990年9月
20) 入沢千晶，中川晴夫，鈴木謙一，菅野 理， 加藤弘彰：嚢胞形成をきたした前立腺癌の
1例． 第203回日本泌尿器科学会東北地方会，1990年9月
21) 安達裕一，斎藤雅昭，水戸部勝幸，矢島美穂子：広範囲に粟粒状に発生した多発性腎孟
尿管腫瘍の1例． 第203回日本泌尿器科学会東北地方会，1990年9月
22) 石郷岡学，鈴木敬裕， 山口寿功，柿崎 弘，安達雅史：Membranous Lipodystrophyに
よる神経因性膀脱の1例． 第203回日本泌尿器科学会東北地方会，1990年9月
23) 金子尚嗣，山口寿功，中田瑛浩：高齢者の腎血管性高血圧疾患者に対するPercutaneos
Transluminal renal angioplasty. 日本腎臓学会東部総会，1990 年 4 月
(6)研究会
1) 金子尚嗣， 山口寿功，中田瑛浩：セミノ ー マの2例ー US,CT,MRIの比較 ー ． 第1 回東
北腎泌尿器科超音波研究会，1990 年3月
2) 中田瑛浩， 川村俊三，安達雅史，久保田洋子， 金子尚嗣， 山口寿功，飯島良明， 平野和
彦，平野順治，中田瑛浩：高Ca尿症患者におけるカルシウム摂取の結石形成に与える影響
とくに篠酸結石を中心として． 山形Ca代謝研究会，1990 年 6 月
3) 久保田洋子，渡部守浩，渡辺博幸， 柿崎 弘， 中田瑛浩：前立腺癌骨転移症例に対する
ホルモン化学療法の治療成績． 第17回尿路悪性腫瘍研究会，1990 年7月
4) 平野和彦， 橋本 透，石郷岡学， 中田瑛浩：腹圧性尿失禁に対するステ ーミ ー手術の経
験． 第3 回老人泌尿器科研究会，1990年7月
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5) 山口寿功，久保田洋子，川村俊三， 中田瑛浩，高見沢昭彦，村上 哲：類似の超音波所
見を呈した腎嚢胞内massの2例． 第 2 回東北腎泌尿器超音波研究会，1990年 9 月
6) 安達裕一，中田瑛浩，飯島良明，鈴木 仁，安達雅史，川村俊三，平野和彦，平野順治，
星 光，政金生人：アデニン投与により生じた腎不全ラットの病態． 第21回山形腎不全
研究会，1990年10月
7) 蒲生美雪，恩村芳樹，松下鉛三郎：小児CAPDの1例． 第21回山形腎不全研究会，1990
年10月
8) 中田瑛浩：外科的高血圧症の基礎と臨床． 第38回山形大学講座，1990年10月
9) 中田瑛浩，川村俊三，渡辺博幸，入沢千晶，山口寿功，安達裕一，橋本 透：原発性ア
ルドステロン疾患者における心房性ナトリウム利尿ホルモン． 第16回山形内分泌代謝研究
会，1990年11月
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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□五�
[且□り］
1 . 論 文
(1)原 著
1) 五十嵐勢津子， 高橋茂樹：血管新生緑内障に対する毛様体冷凍凝固術の治療成績． 眼科
臨床医報， 84: 973-977, 1990.
2) 村田正敏，鈴木ー作，高橋茂樹：臨床的無限球症の1例．眼科紀要，41: 475-478, 1990. 
3) 鈴木ー作， 五十嵐勢津子， 佐藤武雄， 高橋茂樹：上咽頭原発で眼窟に浸潤が及び， 神経
障害をきたした悪性リンパ腫の1例． 眼科紀要， 41: 908-918, 1990. 
4) 村田正敏， 斎藤和幸， 高橋茂樹：山形大学医学部眼科における視神経炎の治療成績につ
いて． 眼科臨床医報， 84: 1576-1580, 1990.
5) 村田正敏， 鈴木ー作， 高橋茂樹：Joseph 病の1例． 臨床眼科， 44: 1257-1260, 1990. 
6) 田村恵美子， 高村 浩， 高橋茂樹：網膜光凝固術を施行せずに寛解がみられた多発性後
局部網膜色素上皮症の1例． 眼科臨床医報， 84: 1597-1602, 1990.
7) 斉藤 仁， 鈴木ー作， 村田正敏， 佐藤武雄， 高橋茂樹：ステロイド剤の全身投与を行な
わずに寛解がみられた後部強膜炎の1例． 眼科臨床医報， 84: 1614-1618, 1990. 
8) Asaoka, I., lgarashi, S., Sato, T. and Takahashi, S. : Experimental branch retinal
vein occlusion by photochemical thrombosis. Jpn. Heart J., 31: 573-574, 1990.
9) 浅岡 出， 佐藤武雄， 高橋茂樹：実験的網膜静脈閉塞症ーHRPを用いたトレーサー実
験 ー . Therapeutic Research, 11 : 3408-3409, 1990.
10) 鈴木ー作，高橋茂樹：内因性カンジタ性眼内炎の5例．あたらしい眼科，7: 1833-1837, 
1990. 
11) 鈴木ー作，高橋茂樹，斉藤 仁，村田正敏：粟粒結核の治癒30年後に眼結核が再発した
1例． 臨床眼科， 44: 1962-1967, 1990. 
(2)総 説
なし
(3)著 書
1) 浜井保名：眼瞼疾患． 今日の治療指針， 78-784, 医学書院， 東京， 1990.
2) 浜井保名：老人性白内障の病理像． 眼科Mook 45 白内障診療ガイド， 124-131, 金原
出版， 東京， 1990.
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2. 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
1) 浅岡 出，高橋茂樹：硝子体手術装置におけるME-S IT Eについて一 ．第 5 回眼科ME
学会，1990.4.14 (東京）
(3) 国際学会
1) Hamai, Y., Takahadhi, S. and Sato, T. : Histological changes of the lens with the
age and cataract. XXVI International Congress of Ophthalmology, 1990.3.23 (Sin­
gapore )
(4) 国内総会
1) 浜井保名， 高橋茂樹：水晶体の加齢に伴う核混濁について． 第94回日本眼科学会総会，
1990.5.24 (岡山）
2) 鈴木ー作，斉藤仁，佐藤武雄， 高橋茂樹，鈴木一志，布川繁美，荒井 茂：実験的自
己免疫性ブドウ膜炎(Experimental Autoimmune Uveitis: EAU)の研究． 第 5報 Inter­
photoreceptor Retinoid Binding Protein (IRBP )抗原によるラットのEAUについて．
第94回日本眼科学会総会，1990.5.24 (岡山）
3) 高村 浩，高橋茂樹：血管新生緑内障眼の病理組織学的検討．第44回日本臨床眼科学会，
1990.9.28 (東京）
4) 村田正敏，高橋茂樹：両側の瞳孔緊張症が認められたCharcot-Marie-Tooth 病の1例．
第44回日本臨床眼科学会，1990.9.29 (東京）
5) 田村恵美子， 高村 浩，鈴木ー作， 高橋茂樹：卵黄様黄斑変性症と思われる1例． 第44
回日本臨床眼科学会，1990.9.29 (東京）
6) 浅岡 出，鈴木ー作，高橋茂樹：コロイデレミアの1家系． 第44回日本臨床眼科学会，
1990.9.29 (東京）
7) 鈴木ー作，高橋茂樹：先天性無水晶体症の1例．第44回日本臨床眼科学会，1990.9.29 (東
京）
8) 村田正敏， 高橋茂樹：眼症状を伴った家族性対麻痺の1例． 第28回神経眼科学会，
1990.9.6 (大津）
9) 鈴木ー作， 高橋茂樹：内因性カンジタ性眼内炎の5例． 第27回日本眼感染症学会，
1990.7.15 (新潟）
10) 浜井保名，村田正敏， 高橋茂樹：石灰沈着を示したモルガニ白内障の1例． 第29回日本
白内障学会，1990.7.6 (東京）
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(5) 国内地方会
1)斉藤 仁，鈴木ー作，浅岡 出，高橋茂樹：眼内異物摘出にVitrectomyを併用した1例．
第28回北日本眼科学会，1990.7.28 (仙台）
2)鈴木ー作， 浅岡 出， 高橋茂樹：網脈絡膜病変を伴ったWegener肉芽腫 症の1例． 第28
回北日本眼科学会，1990.7.28 (仙台）
(6)研究会
1) 浅岡 出，猪股健一 ， 佐藤武雄， 高橋茂樹：実験的網膜静脈閉塞症ーH.R.P. を用いたト
レー サ ー実験 ー ． 第 7 回眼微小循環研究会，1990.7.26 (弘前）
2) 高村 浩， 田村恵美子， 高橋茂樹：涙腺多形腺腫の1例． 第 8 回眼腫蕩研 究会，
1990.7.27 (仙台）
3) 柿本美登里：3年間無症状で経過した眼窟内異物の1例． 第40回南東北眼科研究会：
1990.4.7 (山形）
4) 斉藤仁：眼内異物摘出にVitrectomyを併用した1例． 第40回南東北眼科研究会，
1990.4.7 (山形）
5)田村恵美子：卵黄様黄斑変性症 と思われる 1例． 第40回南東北眼科研究会，1990.4.7(山
形）
6) 猪股健 一 ：症例検討（コロイデレミア保因者の1例）． 第40回南東北眼科 研究会，
1990.4.7 (山形）
7) 佐竹紀子， 田村恵美子， 鈴木ー作， 浜井保名：保存強膜移植術を施行した強膜軟化症の
二例． 第41回南東北眼科研究会，1990.9.8 (仙台）
8)釜田恵子， 斉藤仁， 鈴木ー作：脳神経膠腫 にACNU動注化学療法後， 視神経障害と網
脈絡膜循環障害をきたした1例． 第41回南東北眼科研究会，1990.9.8 (仙台）
9) 金内ゆみ子， 村田正敏， 鈴木ー作：眼球運動障害と視野の狭窄がみとめられた膜形成性
脂質異栄養症の1例． 第41回南東北眼科研究会，1990.9.8 (仙台）
10) 奥山 美恵子，斉藤仁，浜井保名：蜂刺傷眼角膜の組織学的検討．第42回南東北眼科研
究会，1990.11.24 (福島）
11) 栗原郁子，鈴木ー作：視力障害が契機で発見された特異な腎性高血圧症の1例．第42回
南東北眼科研究会，1990.11.24 (福島）
12) 高橋義徳，鈴木ー作：経過中に嚢胞様黄斑浮腫 がみられたサルコイド ー シスの1例．第
42回南東北眼科研究会，1990.11.24 (福島）
13) 村田正敏：眼球運動障害より診た眼疾患．第43回山形県眼科症例検討会，1990.2.17(山
形）
14) 村田正敏：画像解析装置による角膜内皮細胞の統計処理の試み．第44回山形県眼科症例
検討会，1990.6.30 (山形）
15) 斉藤仁：当科におけるトラベレクトミ ーの術後成績について．第45回山形県眼科症例
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検討会，1990.12.1 (山形）
16) 大森昇吾：糖尿性黄斑浮腫に対する光凝固療法． 第45回山形県眼科症例検討会，
1990.12.1 (山形）
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1) 第43回山形県眼科症例検討会，1990.2.17 (山形）
2) 第40回南東北眼科研究会，1990.4.7 (山形）
3) 第44回山形県眼科症例検討会，1990.6.30 (山形）
4) 第45回山形県眼科症例検討会，1990.12.1 (山形）
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耳鼻咽喉科学講座
耳鼻咽喉科学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Aoyagi, M., Kim, Y., Yokoyama, J., Kiren, T., Suzuki, Y. and Koike, Y.: Head size
as a basis of gender difference in the latency of the brainstem auditory evoked
response. Audiology, 29: 107-112, 1990.
2) Kimura, Y., Tojima, H., Inamura, H., Maeyama, H. and Koike, Y. : Stapedial refrex
(SR) in patients with Bell's palsy. comparison of SR with electroneurography. Facial
Nerve, Proceedings of the 6th International Symposium on the facial nerve in Rio de
Janeiro. October 2-5, 1988. ed by Castro,D., pp. 369-372. Kugler & Ghedini Pub.,
Amsterdam,Berkeley, Milano, 1990.
3) Inamura, H., Aoyagi, M., Kimura, Y., Tojima, H. and Koike, Y.: Viral infection in
the facial palsy. Facial Nerve, Proceedings of the 6th International Symposium on the
facial nerve in Rio de Janeiro. October 2-5, 1988, ed by Castro, D., pp. 333-336,
Kugler & Ghedini Pub., Amsterdam, Berkeley, Milano, 1990.
4) Tojima, H., Kimura, Y., Aoyagi, M. and Koike, Y.: Motor nerve conduction veocity
of the facial nerve and its application to the prognosis of the facial palsy. Facial Nerve,
Proceedings of the 6th International Symposium on the facial nerve in-Rio de Janeiro,
October 2-5, 1988, ed by Castro, D., pp. 101-104, Kugler & Ghedini Pub., Amsterdam,
Berkeley, Milano, 1990.
5) Harada, J., Aoyagi, M., Koike, Y. : Application of phase spectral analysis to MLR
and 40Hz-ERP in CNS disorders. Otolaryngology, Head and Neck Surgery, Proceed­
ings of the 14th World Congress of Otolaryngology, Head and Neck Surgery, Madrid,
Spain, September 10-15, 1989, ed by Sacristan et al, pp. 1003-1006, Kugler & Ghedini
Pub., Amsterdam, Berkeley, Milano, 1990.
6) Kato, I., Watanabe, J., Nakamura, T., Hasegawa, T. and Kanayama, R.: Mapping
of brainstem lesions by the combined use of tests of visually-induced eye movements.
Brain 113 : 921-935, 1990.
7) 稲村博雄， 小池吉郎， 石川 誠， 外崎 昭：実験的顔面神経障害の回復過程におけるス
テロイド大量投与の効果 ー電気生理学的，組織学的研究 ー ．日耳鼻，93: 1978-1990, 1990. 
8) 原田次郎：聴性中間反応と40Hz事象関連電位の臨床応用に関する研究 ー デジタルフィル
タと位相スペクトル解析による検討ー ． 日耳鼻， 93: 1046-1054, 1990. 
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9) 青柳 優，戸島 均，斎藤 修：顔面神経伝導速度分布． （脳波・筋電図の臨床）臨床脳
波 ， 32:101-104, 1990.
10) 木村 洋， 青柳 優， 市毛明彦，横田雅司， 原田浩二，川合正和，鈴木利久：中耳炎に
対するNorfloxacinの使用経験． 耳鼻臨床， 83: 495-501, 1990.
11) 鯨井 隆，片桐 忠， 木村 洋，富永真琴，佐々木英夫：両側性核間性眼筋麻酔，垂直
性振子様眼球運動失調を呈したmegadolichqbasilar artery ーとくに両側性橋被蓋病変を示
す症候群の可能性に関して一 ． 神経内科， 33:217-224, 1990. 
12) 斎藤 修，戸島 均， 稲村博雄，武田一彦， 青柳 優， 小池吉郎：Collision法(Hopf)
による顔面神経伝導速度分布測定の試み. Facial N. Res. Jpn. 10 : 65-68, 1990. 
13) 戸島 均， 稲村博雄， 青柳 優， 小池吉郎， 板垣晋ー：ー側顔面痙攣症(hemifacial 
spasm)における痙攣と病的共同運動の一時消失について. Facial N. Res. Jpn. 10 : 69-72, 
1990. 
14) 稲村博雄，戸島 均，斎藤 修，武田 一彦， 前山裕之， 青柳 優， 小池吉郎：顔面神経
麻痺を主訴とした小脳橋角部腫瘍の一症例. Facial N. Res. Jpn. 10: 73-76, 1990. 
15) 前山裕之，戸島 均， 稲村博雄，斎藤 修，武田 一彦， 青柳 優， 小池吉郎：特発性顔
面神経麻痺に対するHydroxyethyl starch 40を基剤としたステロイド大量投与法の効果．
Facial N. Res. Jpn. 10 : 183-186, 1990. 
(2)総 説
1) 木村 洋，戸島 均：顔面痙攣症. JOHNS 6 : 1552-1554, 1990.
(3)著 書
1) 青柳 優：顔面神経麻痺一 治療効果肯定の立場から． 耳鼻咽喉科・頭頚部外科， MOOK
「耳鼻咽喉科薬物療法」pp. 443-453, 金原出版， 1990.
2. 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
なし
(3) 国際学会
1) T. Nakamura, R. Kanayama, Y. Kimura, R. Sano, M. Ohki, M. Aoyagi and Y. Koike
Quantitative analysis of ocular movements in Parkinson's disease. 16th. Barany
Society Meeting, Tokyo, 1990. 5. 28,....__,5. 30. 
2) R. Kanayama, T. Nakamura, M. Ohki,.Y. Kimura, Y. Koike and I. Kato: Visually
induced eye movements in Wallenbergh's syndrome. 16th. Barany Society Meeting,
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Tokyo, 1990. 5. 28------5. 30. 
3) T. Hasegawa, K. Harada, T. Ikarashi, M. Yoshida, Y. Koike and I. Kato : Effect of
u vulonodular lesions on optokinetic nystagumus and optokinetic after-rystagmus in
cats. 16th. Barany Society Meeting, Tokyo, 1990. 5. 28------5. 30.
(4) 国内総会
1) 斎藤 修， 戸島 均， 青柳 優， 小池吉郎：顔面神経伝導速度分布の測定(Hopf法によ
るcollision methodの検討）． 第91回日本耳鼻咽喉科学会総会 東京都（慈恵医大）， 平成
2.5.17------19.
2) 佐野良一， 木村 洋， 中村 正，金山亮治， 青柳 優， 小池吉郎：変性疾患の神経耳科
学的検討． 第91回日本耳鼻咽喉科学会総会 東京都（慈恵医大）， 平成2.5.17------19.
3) 布施健生， 青柳 優， 鈴木 豊， 小池吉郎：椎骨脳底動脈系の虚血状態における ABR.
第91回日本耳鼻咽喉科学会総会 東京都（慈恵医大）， 平成2.5.17------19.
4) 菊地 章， 甲州秀浩， 喜連照夫， 布施健生：頭頚部腫瘍照射後症例に対する紫朴湯の効
果． 第91回日本耳鼻咽喉科学会総会 東京都（慈恵医大）， 平成2.5.17------19.
5) 深瀬 滋， 太田伸男， 吉田美加， 坂田 謙， 木村 洋， 小池吉郎：スギ花粉抗原性の検
討． 第91回日本耳鼻咽喉科学会総会 東京都（慈恵医大）， 平成2.5.17------19.
6 ) 酒井 仁， 青柳 優，横山寿一，原田次郎， 小池吉郎：ネコのABRにおける位相スペク
トル解析の研究． 第91回日本耳鼻咽喉科学会総会 東京都（慈恵医大）， 平成2.5.17'"'-'19.
7)原田次郎， 青柳 優， 小池吉郎：聴性中間反応と40Hz事象関連電位における位相スペク
ト ル 解 析 の臨床応用． 第91回 日本 耳 鼻 咽 喉 科 学 会 総 会 東 京 都（慈 恵 医 大）， 平成
2.5.17'"'-'19.
8) 奥山 孝， 木村 洋， 中村 正， 金山亮治， 小池吉郎：多彩な眼球運動障害を呈した脳
底動脈瘤の1症例． 第49回日本平衡神経科学会 大宮市（埼玉医大）， 平成2. 11. 30------12 .1.
9) 中村 正，金山亮治，佐野良一， 大木 誠， 木村 洋， 小池吉郎：パーキンソン病にお
け る急速眼 球 運 動異常． 第49回 日本 平 衡 神 経 科 学 会 大 宮 市 （埼 玉 医 大）， 平 成
2.11.30'"'-'12.1. 
10)金山亮治， 中村 正， 渡辺 仁， 木村 洋， 小池吉郎， 加藤 功：小脳脚障害における
眼運動所見について．第49回日本平衡神経科学会 大宮市（埼玉医大），平成2.11.30------12.1.
11)五十嵐敬郎， 大木 誠， 中村 正，金山亮治，佐野良一， 木村 洋， 小池吉郎：赤外線
CCDカメラによる頭振り眼振の検討． 第49回日本平衡神経科学会 大宮市（埼玉医大）， 平
成2.11. 30'"'-'12 .1.
12)佐野良一， 中村 正，金山亮治， 木村 洋， 小池吉郎：ハンチントン舞踏病の神経耳科
学的検討． 第49回日本平衡神経科学会 大宮市 （埼玉医大）， 平成2.11.30'"'-'12:1.
13)舟久保辰男， 木村 洋， 中村 正，金山亮治，佐野良一， 大木 誠， 小池吉郎：急性リ
チウム中毒の一症例．第49回日本平衡神経科学会 大宮市（埼玉医大），平成2.11.30------12.1.
-153-
14)青柳 優，原田次郎，横田雅司， 布施健生，鈴木利久，金 慶訓，小池吉郎： Steady State
Responseの位相スペクトル解析による自動判定の試み．第35回日本聴覚医学会 東京都（慶
応大）， 平成2.11.1,,....,__,2. 
15)鈴木利久，青柳 優，布施健生，金 慶訓：デジタルフィルタ ー を用いたABR Topography 
の検討． 第35回日本聴覚医学会 東京都（慶応大）， 平成2.11.1,...,_,2. 
16)金 慶訓， 青柳 優， 布施健生， 鈴木利久，小池吉郎：derivedABRによる蝸牛基底板
の進行波速度の測定． 第35回日本聴覚医学会 東京都（慶応大）， 平成2.11.1,...,_,2.
17) 布施健生， 青柳 優， 横田雅司， 鈴木利久， 金 慶訓， 小池吉郎：各種感音難聴におけ
るOAEの検討． 第35回日本聴覚医学会 東京都（慶応大）， 平成2.11.1,...,_,2.
18)青柳 優， 戸島 均，中村 正， 鈴木 豊， 甲州秀浩， 小池吉郎：段階的鼓室形成術に
おけるシリコン シ ー ト使用法の工夫． 第18回日本臨床耳科学会 大分（大分医大）， 平成
2.11.22.,...,_,23.
19)戸島 均， 稲村博雄， 斎藤 修， 前山裕之， 武田一彦， 青柳 優， 小池吉郎：ー側性顔
面痙攣に伴うアブミ骨筋性耳鳴の検討． 第18回日本臨床耳科学会 大分（大分医大）， 平成
2.11.22.,...,_,23.
20)布施健生， 青柳 優，小池吉郎：高分解能CTによる耳小骨連鎖の診断の有用性と限界．
第18回日本臨床耳科学会 大分（大分医大）， 平成2.11.22.,...,_,23.
21)金 慶訓， 青柳 優， 横田雅司， 布施健生， 鈴木利久， 小池吉郎：突発性難聴に対する
ステロイドの治療効果． 第18回日本臨床耳科学会 大分（大分医大）， 平成2.11. 22 . ,,....,__,23 . 
22)木村 洋， 中村 正， 戸島 均， 金山亮治， 深瀬 滋， 布施健生， 小池吉郎：肩甲骨付
き僧帽筋皮弁（有茎）による下顎再建術の経験． 第14回日本頭頸部腫瘍学会 宇都宮（自
治医大）， 平成2.6.30
23)戸島 均， 木村 洋， 中村 正， 小池吉郎：上咽頭癌における減量手術併用療法につい
て． 第14回日本頭頸部腫瘍学会 宇都宮（自治医大）， 平成2.6.30
24)布施健生， 青柳 優， 小池吉郎：Flexible Fiberscope下におけるアテロコラ ー ゲンの段
階的な声帯内注入の試み． 第42回日本気管食道科学会 鹿児島市（鹿児島大学）
25)深瀬 滋， 太田伸男，小池吉郎，吉田雅浩：Wegener肉芽腫症患者血清中の抗好中球細
胞質抗体． 第29回日本鼻科学会 宇都宮市， 平成2.9.27,...,_,29.
26)太田伸男， 深瀬 滋， 坂田 謙， 木村 洋， 小池吉郎：スギ花粉症患者のスギ花粉に対
する免疫応答． 第29回日本鼻科学会 宇都宮市， 平成2.9.27,...,_,29.
27)青柳 優， 布施健生， 鈴木利久， 金 慶訓：Auditory Steady State Responseの位相ス
ペクトル解析． 第20回脳波筋電図学会 東京（日大整形）， 平成2.10.26.,...,_,28.
28)戸島 均， 青柳 優， 稲村博雄：Bell麻痺の診断におけるElectroneuronography (E
NoG)の再検討． 第20回脳波筋電図学会 東京（日大整形）， 平成2.10.26.,...,_,28.
29)鈴木利久， 布施健生，金 慶訓，青柳 優：デジタルフィルタ ー を用いたABR Topography 
-154-
の検討． 第20回脳波筋電図学会 東京（日大整形）， 平成2.10.26.---....28.
(5) 国内地方会
1) 金 慶訓， 青柳 優， 横田雅司，布施健生， 鈴木利久， 小池吉郎：突発難聴に対するス
テロイドおよび Batroxobinの治療効果．第39回東北耳鼻咽喉科連合学会 福島（福島医大），
平成2.7.14.---....15.
2) 布施健生，青柳 優，前山裕之，小池吉郎：Flexible Fiberscope下におけるアテロコラー
ゲンの段階的声帯内注入の試み． 第39回東北耳鼻咽喉科連合学会 福島（福島医大）， 平成
2.7.14.---....15. 
3) 金山亮治，中村 正，大木 誠，佐野良一 ，木村 洋， 小池吉郎：視標追跡検査の定量
分析． 第39回東北耳鼻咽喉科連合学会 福島 （福島医大）， 平成2.7.14.---....15.
4)深瀬 滋，木村 洋，斎藤 修，布施健生，鈴木利久，金 慶訓，中村 正，小池吉郎：
前縦隔気管孔形成術（グロ ー リ ー手術）の経験． 第39回東北耳鼻咽喉科連合学会 福島（福
島医大）， 平成2.7.14.---....15.
5) 戸島 均， 稲村博雄， 青柳 優， 小池吉郎：口腔内帯状疱疹と神経障害． 第39回東北耳
鼻咽喉科連合学会 福島 （福島医大）， 平成2.7.14.---....15.
6) 奥山 孝，市毛明彦，中村 正， 金山亮治， 小池吉郎：異常眼球運動の1症例． 第39回
東北耳鼻咽喉科連合学会 福島 （福島医大）， 平成2.7.14.---....15.
7) 布施健生， 青柳 優， 戸島 均，木村 洋，中村 正， 小池吉郎：興味ある神経耳科学
的所見を呈した多発性硬化症の 1症例． 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山
形市（山形大学）， 平成2.7.1
8) 鈴木利久， 青柳 優， 布施健生， 横山寿一 ， 鈴木 豊：両側ムンプス難聴の1 例． 第49
回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2. 7.1 
9) 奥山 孝， 市毛明彦，中村 正：特異な眼球運動を呈した脳幹障害の 2症例． 第49回日
本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.7.1
10) 坂田 謙， 深瀬 滋， 太田伸男，小池吉郎：新しいアレルゲン検索法(MASTシステ
ム） の使用経験． 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成
2.7.1 
11) 大木，誠，中村 正，金山亮治，佐野良一 ，木村 洋，小池吉郎：当科における頭振り
眼振検査成績について． 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学），
平成2.7.1
12) 川合正和：外来におけるビデオシステム導入の実際（ビデオ演題）． 第49回日本耳鼻咽
喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.7.1
13) 稲村和俊，木村 洋，深瀬 滋，斎藤 修，ー布施健生，金 慶訓，鈴木利久，前山裕之，
酒井 仁， 青山克彦1 )' 星 永進1 ) い山形大第二外科）：前縦隔気管孔形成術を行った巨大
甲状腺悪性リンパ腫の 1 例． 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形
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大学）， 平成2.7.1
14) 甲州秀浩，菊地 章：上顎癌を疑わせた副鼻腔血管腫の1例． 第49回日本耳鼻咽喉科学
会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.7.1
15) 舟久保辰男， 五十嵐敬郎， 横田雅司：咽喉頭異常感を主訴として来院したPlummer­
Vinson症候群の2症例．第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学），
平成2.7.1
16) 酒井 仁， 川上千之 1)' 谷井雅人1) ( 1 )三友堂病院脳神経外科）：内頸静脈血栓症の1例．
第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.7.1
17) 菊池 章， 甲州秀浩， 喜連照夫，森 正也，布施健生，原田次郎：当科における最近5
年間の手術症例の検討． 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学），
平成2.7.1
18) 斎藤 修，戸島 均，稲村博雄，前山裕之， 木村 洋， 青柳 優，小池吉郎：当科にお
ける耳下腺腫瘍の統計． 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学），
平成2.7.1
19) 稲村博雄，鈴木八郎，長谷川智彦，原田次郎，横山寿ー：最近経験した中耳結核の4症
例． 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.7.1
20) 鈴木八郎，長谷川智彦，稲村博雄，原田次郎，横山寿ー：歯甑部頬粘膜癌 6例の治療経
験． 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.7.1
21) 奥山 孝，市毛明彦，中村 正，金山亮治：特異な眼球運動障害を呈した脳幹障害の一
症例． 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.7.1
22) 五十嵐敬郎， 舟久保辰男：当科におけるMRIの使用現状について． 第51回日本耳鼻咽
喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.11.25
23) 長谷川智彦，稲村博雄，鈴木八郎：当科における突発性難聴症例の検討． 第51回日本耳
鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.11.25
24)酒井 仁， 斎藤宗ー1), 市毛明彦 ( 1)三友堂病院内科）：舌根部に発生した異所性甲状腺
の1症例． 第51回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.11.25 
25) 稲村博雄，鈴木八郎，長谷川智彦：当科における顔面神経麻痺症例の検討． 第51回日本
耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山形大学）， 平成2.11.25
26) 喜連照夫， 青柳 優，布施健生，鈴木利久，金 慶訓，横田雅司，小池吉郎：当科にお
けるシスプラチン難聴の検討． 第51回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 山形市（山
形大学）， 平成2.11.25
27) 鈴木 豊， 渡辺 仁：頚静脈孔神経鞘腫の1例． 第51回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地
方部会 山形市（山形大学）， 平成2.11.25
(6)研究会
1) 斎藤 修，戸島 均， 稲村博雄， 武田一 彦， 青柳 優，小池吉郎： Collision法(Hopf)
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による顔面神経伝導速度分布測定の試み．第13回日本顔面神経研究会 名古屋（名大神内），
平成2.6.14.,...,__,15.
2) 戸島 均，稲村博雄， 青柳 優， 小池吉郎， 板垣晋ー 1 ) い山形大学脳神経外科）：ー側顔
面痙攣症(hemifacial spasm) における痙攣と病的共同運動の一時消失について． 第13回
日本顔面神経研究会 名古屋（名大神内）， 平成2.6.14.,...,__,15.
3)稲村博雄， 戸島 均， 斎藤 修， 武田 一 彦， 青柳 優， 小池吉郎：ー 側 顔面 痙攣症
(hemifacial spasm)における痙攣と病的共同運動の一時消失について．ー頻回電気刺激に
よる検討 ー 第13回日本顔面神経研究会 名古屋（名大神内）， 平成2.6.14.,...,__,15.
4) 武田一彦，稲村博雄， 戸島 均， 斎藤 修， 青柳 優， 小池吉郎：顔面神経麻痺を主訴
とした小脳橋角部髄膜腫の一症例． 第13回日本顔面神経研究会 名古屋（名大神内）， 平成
2.6.14."'--'15. 
5) 甲州秀浩， 戸島 均，稲村博雄， 武田一彦， 斎藤 修， 青柳 優，小池吉郎：興味ある
ENG所見を呈したRamsayHunt 症候群2症例． 第13回日本顔面神経研究会 名古屋（名
大神内）， 平成2.6.14.,...,__,15.
6) 前山裕之， 戸島 均，稲村博雄， 斎藤 修， 武田一彦， 青柳 優， 小池吉郎：特発性顔
面神経麻痺 に対する6-hydroxyethyl starchを基剤としたステロイド大量投与の効果．第13
回日本顔面神経研究会 名古屋（名大神内）， 平成2.6.14. ,...,__,15.
7) 酒井俊一o, 小池吉郎， 青柳 優， 坂田義治1 ) い香川医科大学耳鼻科）：腫瘍登録ソフト
の移植に際して． 第6回耳鼻咽喉科情報処理研究会 東京都（慈恵医大）， 平成2.3 .17.
8) 市毛明彦， 奥山 孝：当科におけるデー タベ ー スについて． 第6回耳鼻咽喉科情報処理
研究会 東京都（慈恵医大）， 平成2.3 .17.
9) 金山亮治， 中村 正， 大木 誠， 佐野良一， 木村 洋， 小池吉郎：滑動性眼球運動の定
量分析． 第6回耳鼻咽喉科情報処理研究会 東京都（慈恵医大）， 平成2.3 . 17.
10)鈴木利久， 青柳 優， 木村 洋， 横田雅司， 市毛明彦， 布施健生， 小池吉郎：頭頸部領
域に発生したHemangiopericytomaの症例． 第21回東北頭頸部腫瘍研究会 弘前市（弘前
大学）， 平成2.6.
1 1)金 慶訓， 木村 洋， 深瀬 滋， 武田一彦，稲村博雄， 小池吉郎：頭頸部腫瘍患者にお
ける免疫能の検討． 第21回東北頭頸部腫瘍研究会 弘前市 （弘前大学）， 平成2.6.
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1) 16th Barany Society Meeting Sendai Satellite Meeting 19 90 .6.1 .
2) 第49回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 平成2.7.1
3) 第51回日本耳鼻咽喉科学会・山形県地方部会 平成2.1 1 .  25 
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放射線医学講座
放射線医学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Manaka Y., Watanabe T., Endo A. : Analysis sex diff erences m skeletal ossefica-
tion and variation in near-term mouse fetuses. Cong. Anom. 3(2) : 145-149, 1990
2) 間中友季子，渡辺俊昭：血中ビオチン測定法 の検討． ビタミン，64 : 307-312, 1990
3) 久保田恒：肋骨の不完全骨折を起こした副腎皮質腺腫によるクッシング症候群． 臨床放
射線，35: 495-496, 1990
4) 久保田恒：Rib notchingを伴った肋間動脈と肺動脈 の動脈 動脈痩． 臨床放射線，35:
1047-1048, 1990
5) 久留 裕，山口昂ー，高梨俊保，他：Inversol (MP-328)の脳血管撮影における臨床評
価 ー lopamidolとの多施設共同比較試験 ー． 医学のあゆみ ，154: 787-801, 1990
6) 駒谷昭夫，山口昂ー，蝶 慎弘，渡邊順久：Xe-133吸入法による局所脳血流SPECT用
の最適コリメ ータシステムの開発とその性能評価． 核医学，27: 173-177, 1990
7) 駒谷昭夫，山口昂ー，蝶 員弘：健常者の脳血流と脳容積 一 年齢分布および男女差につ
いて 一． 脳神経，42: 889-893, 1990
8) 駒谷昭夫：Xe-133吸入法による局所脳血流測定時の終末呼気CO2濃度とその補正の必要
性． 核医学，27: 65-68, 1990
9) 高梨以美，細矢貴亮，高梨俊保，山口昂ー：頭頚部疾患におけるoblique reformatted
image CT. 画像診断，10: 743-747, 1990
10) 高梨俊保：IADSAにおけるイオパミロン150の有用性 の検討．薬理と治療 ，18: 321-324,
1990
11) 堤 玲子，板垣孝知，山口昂ー：腫瘍関連糖蛋白CA72-4の 臨床的検討． 臨床と研究，
67 : 266-270, 1990
12) 渡会二郎，板垣孝知，叶内 哲，山口昂ー，星 永進1)' 鷲尾正彦1) い第2外）：絶対
的非治癒切除後の非小細胞性肺癌に対する放射線治療． 山形医学，8: 21-26, 1990
13) 内村文昭，久保田恒，大竹修一，熊谷秀也，叶内 哲，山口昂ー：CTガイド下選択的
局所気縦隔法による胸部画像診断の 試み． 臨床放射線，35: 147-156, 1990
14) 福地 稔，駒谷昭夫，蝶 員弘，山口昂ー，他：ヨウ化ヒプル酸ナトリウム0-123)注
射液の第3相臨床試験． 泌尿紀要，3: 559-562, 1990
(2)総 説
1) 久保田恒，内村文昭：線状陰影 の読影． 画像診断，10: 950-957, 1990
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2) 駒谷昭夫，山口昂ー ： ［特集］脳機能の画像化 Xe-133吸入法SPECTによる脳血流の
測定． 神経進歩，34: 744-752, 1990 
3) 細矢貴亮，山口昂ー ，内村文昭，板垣孝知，久保田恒：DSAはフィルム血管撮影に代わ
りうるか? A. 頭部 ． 画像診断 ，1186-1192, 1990 
(3)著 書
1) 星 俊子，山口昂ー ：正常構造のエンハンスメント． 脳脊髄の造影MRI山口昂ー監修，
日本シェ ー リング社出版，1-6, 1990
2) 芳賀 伴，細矢貴亮，山口昂ー ：11-4下垂体腺腫． 脳脊髄の造影MRI, 44-57, 1990 
2. 学会報告
(1) 特別講演
1) Yamaguchi K. : Aeverse reactions to contrast media : ionic versus non-ionec.
Scientific annual meeting of radiology, Thailand 27th, 1990. 04
2) 山口昂ー ：頭部の画像診断ー単純写真からMRIまで 一 . Open Felm Conference 81th,
1990 .01
3) 山口昂ー ：造影剤による副作用対策 特に予備テスト評価について． オムニパークシン
ポジウム3rd, 1990 .12 
4) 山口昂ー ：中枢神経の画像診断． 画像診断学術講演会3th, 1990 . 01 
5) 山口昂ー ：ヨ ー ド造影剤の発展と 最近の話題． 学術講演会，1990.08
6) 山口昂― :MRIの最近の診断的知見とCTとの使い分け．自治体病院放射線部門職員研
修会，1990.06
7) 久保田恒：縦隔の放射線診断. Rediology Update 学術講演会2th, 1990 . 03
8) 久保田恒：胸部線写真 一 撮影技術面から 一 ． 山形肺癌懇談会11th, 1989. 06 
9) komatani A. : Cerebral Blood Flow Tomography Using Xenon-133 Inhalation
Method. 山形大学医学部訪中講演4th, 1990. 01 
10) 駒谷昭夫：脳血流を観る． 山形県ライフサポートテクノロジー研究開発機構研修会，
1990.03
(2) シンポジウム
1) Yamaguchi K., Kanauchi T., Takanashi I., Hoshi T. : A Retrospective survery of
delayed adverse reactions to contrast . media·: Ionic vs non-ionic. International
Symposium on Contrast Media 2nd, 1990 .11
(3) 国際学会
1) Komatani A., Yamaguchi K., Akutsu T., Kera M., Takanashi T. : Cerebral blood
flow in healthy subjects whose ages range from 1. 3 to 80 years : sensitivity to age,
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brain size and gender. World Federation of Nuclear Medicine and Biology 5th, 1990 .08 
2) Komatani A., Yamaguchi K., Akutsu T., Kera M., T akanashi T.  : A new collinator
system for an improved SPECT imaging of regional cerebral blood flow by Xe-133
inhalation method. World Federation of Nuclear Medicine and Biology 5th, 1990 . 08
3) Hoshi T. : Contrast enhancement in normal head & neck structures. International
Symposium MRI Update 1990 , 1990. 08
4) Uchimura F., Kubota H., Yamaguchi K. : CT guided paravertebral approach to
posterior mediastinography. Japan-Korea Radiology Congress 6th, 1990. 09
(4) 国内総会
1) 久保田恒， 山口昂ー ，内村文昭，板垣孝知，海野裕喜o, 繁村 直叫谷裕一郎叫松浦宏
泰3) い東芝メディカル，2) 東芝那須工場，3) 日本ビジネスオ ー トメ ー ション）：診断レポート
ファイル装置を運動させたCR画像ファイル装置について．日本医学放射線学会総会49th,
1990.04
2) 駒谷昭夫， 山口昂ー ， 高橋和栄， 山岡信行1 ) い島津製作所）：脳 SPECT 画像 のパソコン
による分散処理とその有用性． 日本医学放射線学会物理 会大会，1990.11
3) 駒谷昭夫， 山口昂ー ，應婁 慎弘， 叶内 哲：健常者の脳血流 の加令による変化と脳容積
の関与についてー Xe-133吸入法による検討ー ． 日本核医学会総会30th, 1990 .11 
4) 駒谷昭夫， 山口昂 ー ，蝶 員弘， 熊谷秀也：健常者の脳血流と脳容積 ー Xe-133吸入法
SPECTによる検討ー ． 日本神経放射線研究会19th, 1990.02 
5) 内村文昭，久保田恒， 大竹修一 ，佐藤千香子，白 玉美：気縦隔CT による食道癌の奇
静脈浸潤に対する診断脳について一 奇静脈造影との比較ー．断層映像研究会19th, 1990 .11 
6) 蝶 慎弘， 高橋和栄，駒谷昭夫， 叶内 哲， 山口昂 ー ，武田弘明 1 ) い第二内）： 99mTc­
DTPA-HSAを用いた蛋白淵出性胃腸症の部位診断の評価． 日本核医学会総会30th,
1990.11 
7) 安達真人，高梨俊保，山口昂ー ：脳腫瘍術後にみられる切断辺緑部のmarginal enhance­
mentについての検討． 日本医学放射線学会総会49th, 1990.04 
8) 安達真人，高梨俊保，山口昂ー ，山田潔忠 1) い脳外）：脳腫瘍術後 の切断辺緑部marginal
enhancementについての検討． 日本神経放射線研究会19th, 1990.02 
9) 高梨俊保， 大内修一 ，安久津徹，細矢貴亮，菅井幸雄，山口昂ー ：Degital Video Memory 
(DNM)を用いた回転立体撮影 ． 日本医学放射線学会総会49th, 1990.04 
10) 高梨俊保，安達真人，細矢貴亮，山口昂ー ：Detachable balloonを用いた塞栓術にて著
明な症状の改善をみた椎骨動脈癌の一例． 日本神経放射線研究会19th, 1990. 02 
11) 菅井幸雄，星 俊子，内村文昭，細矢貴亮，山口昂ー ：バルー ン閉塞内腸骨動脈造影に
おける血行動態の検討． 日本血管造影 Interventional Radiology研究会17th, 1990.10 
12) 星 俊子，芳賀 伴，高梨俊保，熊谷秀也，叶内 哲，山口昂ー ：頭頸部の造影 MRI-
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正常構造の造影効果について 一． 日本医学放射線学会総会49th, 1990. 04 
13) 渡邊順久， 高梨俊保， 大竹修一， 山口昂ー：中耳疾患 における thin slice高分解能CT
の有用性ー アブミ骨の抽出能について 一． 日本医学放射線学会総会49th, 1990.04 
(5) 国内地方会
1) 久保田恒，白 玉美，菅井幸雄，安久津徹：Systemic -pulmonary arterio-arterial fistula
の 一例． 日本医学会放射線学会北日本地方会82th, 1990.06
2) 久保田恒，内村文昭，安久津徹，板垣孝知：山形大学病院におけるCRの利用状況． 日本
医学放射線学会北日本地方会83th, 1990 .10
3) 駒谷昭夫， 山口昂ー， 蝶 偏弘，叶内 哲， 山岡信行1) い島津製作所）：パ ー ソナルコン
ピュ ー タ ーによる脳SPECT画像デー タの分散処理について． 日本核医学会北日本地方会
28th, 1990 .10 
4) 細矢貴亮， 安達真人， 山口昂ー， 奥平欣伸o, 須賀俊博 1) い市立酒田病院）：くも膜下出
血における側脳室下角の拡大所見について．日本医学放射線学会北日本地方会82th,1990.06
5) 蝶 興弘，叶内 哲， 駒谷昭夫， 山口昂ー：ファントムによる頭部SPECT装置におけ
る基礎的検討と臨床応用． 日本核医学会北日本地方会27th, 1990.06 
6) 菅井幸雄， 佐藤千香子， 高梨以美， 細矢貴亮：テ ーブル移動法によるDigital angiogra­
phy一 骨盤 ・ 下肢血管撮影における有用性ー． 日本医学放射線学会北日本地方会83th,
1990.10 
7) 大串雅俊，渡邊順久 1)' 小田隆晴2) い山形県立河北病院，2)同産婦）：子宮付属器疾患のCT .
日本医学放射線学会北日本地方会83th, 1990 .10
8) 堤 玲子，板垣孝知，山口昂ー：腫瘍関連糖蛋白CA72.4測定の臨床的検討． 日本核医学
会北日本地方会27th, 1990.06 
9) 白 玉美， 佐藤奈美， 濱本 泰， 細矢貴亮：眼寓静脈癌の放射線診断． 日本医学放射線
学会北日本地方会83th, 1990 .10 
10) 安達真人， 細矢貴亮， 山口昂ー：脳腫瘍術後の切断辺縁部のenhancementについて．
日本医学放射線学会北日本地方会83th, 1990.10 
11) 芳賀 伴，大竹修一：県立新庄病院における原発性肝癌のTAEの成績と検討． 日本医
学放射線学会北日本地方会82th, 1990.06 
12) 叶内 哲， 星 俊子， 高梨以美， 山口昂 ー：ヨ ー ド造影剤における遅延型副作用につ
いて． 日本医学放射線学会北日本地方会82th, 1990.06 
13) 叶内 哲，應婁 慎弘， 間中友季子， 駒谷昭夫： Membranous lipodystrophy (N asu病）
の脳SPECTおよび骨シンチグラム像について．日本核医学会北日本地方会26th,1990 .10
(6)研究会
1) 細矢貴亮， 安達真人， 山口昂ー：脳血管の digital angiohraphy. ウイリスサ ー クルの会
1st, 1990 . 09
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2) 菅井幸雄 渡邊順久， 山口昂ー ：肝腫瘍の各種治療法とその成績ー放射線科， 内科， 外
科， それぞれの立場から 一 ． 山形県消化器病懇談会，1990.01
3) 内村文昭， 佐藤奈美，久保田恒：気胸壁CTによる胸壁浸潤診断の試み． 山形肺癌懇話
会13th, 1990.06
3 . 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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産科婦人科学講座
産科婦人科学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) Kawagoe, S., Hiroi, M. : Involvement of prolactin in the cotrol of follicular
maturation. Gynecologic and Obstetric Investigation, 29 : 51,......,,55 
2) Chimura, T., Nakahara, M. : Antibacterial activity of cervical mucus in pregnant
and non-pregnant women. Int. J. Feto-Mater. Med., 3 (1) : 1,......,,5 
3) Kaneko, N., Kawagoe, S., Hiroi, M. : Turner's syndrome-review of the literature
with reference to a successful pregnancy outcome. Gyncologic and Obstetric Investiga­
tion, 29 : 81,......,,87 
4) 広井正彦， 佐藤文彦：受精卵凍結保存の基礎と実際． 産科と婦人科，57(1) : 33,......,,38 
5) 清水哲也， 広井正彦，玉田太朗，浜田 宏：反復流産の疫学的調査． 産科管理における
環境因子に関する研究 研究報告書，49,......,,54
6) 広井正彦，斉藤憲康： Steroid receptorから見た子宮内膜症治療に対する各種治療剤の
効果． 産科と婦人科，57(4) : 948,......,,954 
7) 斉藤英和， 佐藤文彦，沼崎政良，小池数与，椎名有二，斉藤隆和， 広井正彦：重症乏精
子症，精子無力症症例に対する顕微受精応用の可能性． 日本受精着床学会雑誌，7(1)
130,......,,133 
8) 佐藤文彦，斉藤英和，沼崎政良，小池数与，椎名有二，斉藤隆和， 広井正彦：ヒトの受
精卵凍結保存の成績と妊娠例の検討．日本受精着床学会雑誌. 7 (1) : 29,......,,32 
9) 阿部吉弘，佐藤 司，田村真明，久津由紀子，石川 誠，久津 裕，豊野 充，塚本 長，
金子尚仁，藤森克彦，広井正彦，工藤千恵，阿部 寛，八鍬 直，酒井安子，仙道富士郎：
癌性体腔液貯留患者におけるOK-432局所投与による好中球の活性化．診療と新薬，27(4) :
521,......,,525 
10) 広井正彦：中高年婦人の性(Sex). ホルモンと臨床，38増刊号： 159,......,,165 
11) 金子尚仁，千村哲朗： CDDPの腎障害に対するUlinastatin(Miraclid) の予防効果．
Progress in Medicine 基礎・治療，10(7) : 1535,......,, 1541 
12) 金子尚仁，木村和彦，藤森克彦，山田恭子，大野 勉，千村哲朗，広井正彦：婦人科悪
性腫瘍患者に発生した全身性カンジダ症に対するAmphetericin B経口大量療法について．
産科と婦人科，57(8) : 1804,......,, 1808 
13) 広井正彦，川越慎之助，斉藤英和，大沼知子：尿中微量LHおよびhCG半定量試薬の
臨床への応用． 臨床婦人科産科，44(8) : 713,......,,717 
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14) 佐藤和雄， 広井正彦， 川越慎之助， 他：磁気分離法を用いるEIA法（セロザイムシステ
ム）の基礎的検討． 産科と婦人科，57(6) : 1446"-'1455
15) 木村和彦， 斉藤憲康，川越慎之助，広井正彦：ヒト培養顆粒膜細胞のSteroidogesesisに
対するDanazol の影響 ー Superfusion法による検討 ー ． エ ンドメトリオ ー ジス研究会会誌，
11 : 69"-'73
16) 渡辺明子，高橋一広，長谷川剛志， 小田隆晴：原発性無月経を呈した末分化胚細胞腫の
例． 山形県病医誌，24(1) : 85"-'89
17) 高橋一広，木原香織，杉内明子，長谷川剛志，小田隆晴：卵巣腫瘍における腫瘍マ ー カ ー
combination assayへの CAMPAS OV-1の応用． 山形県病医誌24(2) : 36"-'40
18) 小田隆晴， 杉内明子， 木原香織，高橋一広，酒井伸嘉，長谷川剛志：新しい切迫流早産
スコアに関する臨床的研究 ． 山形県病医誌，24(2) : 44"-'47
19) 千村哲朗， 森崎伸之， 斎藤憲康：産婦人科領域の術後感染予防に対するFlomoxef
(FMOX)の投与効果． 化学療法の領域，6(2) : 131 "-'136
20) 千村哲朗， 斉藤英和：Asymptomatic bacteriospermia の臨床的検討. J ap. J. Antibi­
otics, 43 (1) : 139"" 146
21) 森崎純子，森崎伸之，千村哲朗，広井正彦：切迫早産患者における子宮内感染マ ー カ ー
としてのAcute Phase R eactants (APR)について． 産婦人科の実際，39(1) : 123"-'126
22) 森崎純子，森崎伸之，千村哲朗：妊娠ウサギにおけるC efmetazoleの血中及び子宮内各
組織移行についての検討. J ap. J. Antibiotics, 43 (3) : 318"-'320
23) 千村哲朗， 森崎伸之， 斉藤憲康：子宮頸部と子宮体部における細菌叢の比較検討. Jap.
J. Antibiotics, 43 (3) : 321 "-'325
24)千村哲朗：新生仔肺気腫の成因に対する Elastaseの影響． 日本新生児学会誌，25(4) :
850"-'853
25)千村哲朗， 森崎伸之， 舟山 達， 小田隆晴， 金杉 浩， 小川哲司：産婦人科領域の術後
感染予防とシアル酸変動に関する検討.. Prog. Med., 10 : 821 "-'825
26)千村哲朗，森崎伸之， 小田隆晴， 宮田祗輔， 金杉 浩， 斉藤憲康，鈴木利明， 陵田道夫，
木原香織：産婦人科領域における Subactam/C efoperazone 投与の臨床検討. Prog. Med., 
10 : 883"-'886 
27)千村哲朗，森崎伸之， 舟山 達，松尾正城：Aztreonamの周産期感染症に対する投与効
果の検討. J ap. J. Antibiotics, 43 (4) : 696"-'699
28)千村哲朗， 森崎伸之， 斉藤憲康， 金杉 浩， 佐藤 聡， 舟山 達：急性単純性膀脱炎に
対するAztreonemの One-Shot療法の臨床的検討． 新薬と臨床，33(6) : 1207"-'1212 
29)千村哲朗，森崎伸之，舟山 達，斉藤憲康：産婦人科領域の術後感染予防に対するAspox­
icillin (ASPC)の投与効果の検討． 化学療法の領域，6(8): 157"-'161 
30)千村哲朗， 山崎邦夫， 小関 憲， 国井兵太郎， 立花義史， 金杉 浩， 佐藤 聡：更年期
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障害に対するカルナクリンの投与効果． 基礎と臨床， 24(9) : 377.........,382 
31)千村哲朗， 斉藤憲康， 森崎伸之， 舟山 達：子宮全摘術時の術後感染予防の腟内細菌叢
に及ぽす影響. J ap. J. Antibiotics, 4 (7) : 1225........., 1229 
32) 千村哲朗， 森崎伸之：切迫早産 (PROM) に対する持効性 Nifedipine の臨床効果． 産
婦人科の世界， 42(9) : 843.........,846 
33) 森崎伸之， 森崎純子， 千村哲朗：絨毛羊膜炎による早産陣痛の予防． ペリネイタル・ケ
ア， 99(7) : 583.........,589 
34)千村哲朗， 菅 繁三， 安部雄策， 小関憲他：急性単純性膀脱炎に対する Ofloxacin と猪
苓湯合四物湯の単用効果. Prog. Med., 10 (9) : 2294........,2297 
35)岡田弘二，千村哲朗，森崎伸之，小田隆晴，他：産婦人科領域における Cefpirome (CPR)
の基礎的・臨床的検討． 産婦人科の世界， 42(11) : 1043........., 1060 
36) 千村哲朗， 森崎伸之：産婦人科領域の感染症に対する Cefetametpivoxil の投与効果．
Chemotherapy, 38 (S-1) : 436"-'438
37)岡田弘二，山元貴雄，千村哲朗，他：産婦人科領域感染症に対する Cefdinir (CFDN. FK-
480)の臨床的検討． 産婦人科の実際， 39(7) : 1129"-'1139
38)千村哲朗， 森崎伸之， 舟山 達，富田膿輔：産婦人科領域の感染症および感染予防に対
する Enoxacin の投与効果． 新薬と臨床， 39(12) : 2611........,2614 
39)千村哲朗， 中原健次， 宮田礼輔， 小田隆晴， 金杉 浩， 小関 憲， 三井盾夫， 立花義史，
小川哲司，阪西通夫：更年期障害の不定愁訴に対する加味帰牌湯の臨床効果．診療と新薬，
27 (11) : 2022........,2028 
40) 広井正彦，佐藤文彦：ヒト受精卵凍結保存による妊娠．産婦人科治療，61(6) : 1200"-'1202
41)水野正彦， 青野敏博，飯塚理八， 玉田太朗，富永敏朗， 友田 豊， 広井正彦， 水口弘司，
森 崇英， 武谷雄二， 中村幸雄， 森 宏之：産褥性乳汁分泌抑制に対するパーロデル徐放
性 (PLO-MR) の臨床第二相試験成績． 産科と婦人科， 57(11) : 2333........,2340 
42)水野正彦， 青野敏博，飯塚理八， 玉田太朗，富永敏朗， 友田 豊， 広井正彦， 水口弘司，
森 崇英， 武谷雄二， 中村幸雄， 森 宏之：高プロラクチン血症に対するパーロデル徐放
性カプセル (PLO-MR) に二重盲検試験成績. Clin. Eval., 18 : 357"-'380 
43) 広井正彦：産後の後腟円蓋部の腟壁裂傷で大出血し大量輸血で救命しえた症例． 周産期
学医学， 20(11) : 1631........., 1633 
(2)総 説
1) 広井正彦， 沼崎政良：性器脱垂， 月経異常， 性交障害等について． カレントテラピー，
8 (1) : 68.........,71 
2) 広井正彦，金子尚仁：性分化，発達の異常. Annual Review, 内分泌・代謝1990, 226"-'234
3) 広井正彦：体外受精， 胚移植の適応と合併症． 医学のあゆみ， 152(3): 171
4) 川越慎之助，広井正彦：思春期の月経困難症とその対策．産婦人科治療，60(2) : 159"-'162
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5) 広井正彦， 井上正人， 小田原靖，斉藤英和：顕微受精法 (microfertilization)に関する
臨床的研究の現況． 臨床婦人科産科， 44(3) : 189,...,_, 194
6) 広井正彦：生殖医学の現状と将来． 家族計画便覧， 165,...,_,174
7) 広井正彦：生命の誕生． 教育と医学， 38(4)
8) 広井正彦， 沼崎政良：産後の性生活． 産婦人科治療， 60(5) : 524,...,_,527
9) 広井正彦，斉藤英和，佐藤文彦：男性不妊をめぐる話題． 産科と婦人科，57(6) : 1320,...,_,
1324
10) 広井正彦， 大野 勉：肥満． 産婦人科の世界， 42(6) : 529,-.,_,534
11) 広井正彦：性教育のための生殖医学の知識． 学校保健年報， 25 : g7,-.,_,94
12) 川越慎之助， 広井正彦：小児思春期少女の帯下について． 思春期学， 8(2) : 194,...,_,
13) 広井正彦：更年期障害． 最新家庭の医学百科， 827,...,_,828
14) 広井正彦：更年期以後の婦人に対するホルモン補充療法の意義と問題． 産婦人科治療，
61 (2) : 199,...,_,208
15) 広井正彦， 藤森克彦：Sex Counselling. 産婦人科の実際， 39(5): 747,-.,_,752
16) 千村哲朗：妊娠中の性交と早産について． 産婦人科治療， 60(2) : 202,...,_,206
17) 千村哲朗：ジノプロストン． 医科学大事典， 補7: 238
18) 千村哲朗：塩酸リトドリン． 薬の副作用事典， 1300,...,_,1301
19) 千村哲朗：前期破水． 今日の治療指針(1990), 671
20) 寺島芳輝，千村哲朗，陳 瑞東，中村隆一，久保田武美：老人性腟炎． 漢方医学，14:
257,...,_,266 
21) 千村哲朗：切迫早産． 産婦人科の世界'90増刊号 新・産婦人科の漢方， 126,...,_,135
22) 千村哲朗：早産． 産婦人科治療， 61増刊：264
23) 千村哲朗：会陰切開：その歴史と概観． 助産婦誌，44: 738,...,_,746
24) 千村哲朗：西バークシャ ーにおける会陰切開に関する検討. Sleep. JI (訳）助産婦誌，
44 : 769,...,_,773
25) 千村哲朗：産婦人科領域悪性腫瘍と内臓真菌症. Pharma Medica., 8(10) : 165,...,_,170
26) 千村哲朗：子宮収縮剤の過量投与． 産婦人科の実際， 39(8) : 1187,...,_, 1190
27) 千村哲朗：妊娠とGBS. 産科と婦人科，57(Suppl) : 179,...,_, 181
28) 千村哲朗：IUGRの薬物療法． 産婦人科治療， 61(6): 1146,...,_, 1150
29) 千村哲朗：実験的Wilson Mikity症候群. NICU, 4 : 112,...,_, 115
30) 千村哲朗：子宮収縮抑制用漢方薬． 臨床婦人科産科， 44(12) : 1094
31) 千村哲朗：早産． 産婦人科の実際， 39(10): 1443,-.,_,1447
32) 千村哲朗：特殊病態における化学療法 4, 妊婦． 日本内科学誌， 79(12) : 1657,...,_, 1662
33) 広井正彦， 川越慎之助：思春期の月経不順． 思春期学， 8(1) : 96,...,_,97
34) 川越慎之助：高プロラクチン血症および乳漏症． 産科と婦人科，57(supple) : 412,...,_,414
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35) 川越慎之助：不妊診療における基礎体温の意義. Wave on OB-GY, 26: 26,...___,27
36) 川越慎之助：エストロゲン補充療法と癌発生の危険性．日本医事新報，3473 : 135,...___, 136
37) 川越慎之助：経口避妊薬 ー ピル（三相性）一． 臨床婦人科産科，44(12) : 1126;..___, 1162 
38) 川越慎之助：マタニティブル ー ズと産後うつ症． 周産期医学，Vol 20 (臨時増刊号）：
3g,...___,41 
(3)著 書
なし
2. 学会報告
(1) 特別講演
1) 広井正彦：肥満とやせ． 平成元年度埼玉県医師会家族計画・優生保護法伝達講習会並び
に日母研修会，2. 2. 3
2) 広井正彦：やせと肥満． 日母香川県支部・日産婦香川地方部会合同学術講演会並びに研
修会，2. 3.10
3) 広井正彦：体外受精の現状と今後の展望． 平成2年度第 2 回看護研修会，2. 7. 7
4) 広井正彦：不妊症の治療 一体外受精をめぐる最近の話題 ー． 第31回東北臨床衛生検査学
会，2.10. 6
5) 千村哲朗：産婦人科領域における漢方の使用経験． 札幌市産婦人科医会，2. 6. 8
6) 千村哲朗：産婦人科領域における漢方使用経験．富山県産婦人科医会漢方研修会，2. 9.13
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
1) 川越慎之助：＜教育シンポジウム〉無排卵症～病態生理～． 平成2年度東北不妊学会，
2.10.27
2) 斉藤英和：くシンポジウム〉「Microfertilization (顕微受精法）」一囲卵腟内精子注入法．
第35回日本不妊学会，2.11.17
3) 千村哲朗：＜ワ ー クショップ〉周産期感染症（母子感染を中心に）早産と感染． 第37回日
本化学療法学会東日本支部総会，2.11.16
4) 斉藤英和，佐藤文彦，斉藤隆和，西川結香，広井正彦：＜ワ ー クショップ〉簡易なPartial
Zona Dissection法． 第 8 回日本受精着床学会，2. 9.13
(3) 国際学会
1) T. Chimura, N. Morizaki : Clinical evaluation of monobactam in obstetrics and
gynecology. 7th Mediterranean Congress of Chemotherapy. 2. 5. 20
2) H. Saito, F. Sato, M. Numazaki, K. Koike, Y. Shiina, T. Saito, Y. Nishikawa, M.
Hiroi: A New Partial Zona Dissection Method. 46th Annual Meeting of The American
Fertility Society, 2 .10 .15
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3) T.T. Yip, C.M. Li, C. Yip, Y. Kamiya, K. Ito, T.W. Hutchens : Estrogen receptor
interaction with immobillized Cu (11) ions : variations in affinity with stationery 
phase design. The Endocrine Society 72nd Annual Meeting in USA, 2. 7. 21 
4) T.W. Hutchens, C.M. Li, C. Yip, K. Ito, Y. Komiya : Covalent modification of Zn
(11) binding siter on the estrogen receptor differentially affect steroid and DNA­
binding domain. The Endocrine Society 72nd Annual Meeting in USA, 2. 7. 21 
(4) 国内総会
1) 斉藤英和， 佐藤文彦， 小池数与， 椎名有二， 斉藤隆和， 広井正彦：体外受精・胚移植の
通常の媒精法にて受精しえない重症精子減少症・無力症症例に対する顕微受精による妊芋
性． 第42回日本産科婦人科学会， 2. 4.16
2) 本郷誠治， 広井正彦：初期胚におけるリボゾー ム蛋白のtranslation抑制機構． 第42回日
本産科婦人科学会， 2. 4.16
3) 斉藤隆和， 広井正彦， 加藤尚彦：卵の受精・分裂に伴う Glucose 取り込み機構の発達：
単一卵細胞の定量的分析． 第42回日本産科婦人科学会， 2. 4.16
4) 椎名有二， 広井正彦， 土居勝彦： 1 細胞期単一受精卵のpHとCaの同時測定． 第42回日
本産科婦人科学会， 2. 4.16
5) 中原健次， 小宮雄一， 沼崎政良， 大野 勉， 広井正彦：ステロイド及びゴナドトロピン
の卵胞への刺激作用に対するヒト卵胞成熟抑制因子の影響． 第42回日本産科婦人科学会，
2. 4.16
6) 佐藤 聡， 広井正彦：神経刺激に対するラット子宮・頸管・膀脱の invivo における収縮
反応とその妊娠中・分娩後の変化について． 第42回日本産科婦人科学会， 2. 4.16
7) 鈴木利明，広井正彦：精製エストロゲンレセプタ ーとDNAとの結合反応について．第42
回日本産科婦人科学会， 2. 4.16 
8) 長谷川剛志， 杉内明子， 高橋一広， 酒井伸嘉， 小田隆晴：原因不明男性不妊症に対する
精液細菌培養検査， 精液粘度検査， 血中プロラクチン測定の必要性に関する検討． 第42回
日本産科婦人科学会， 2. 4.16
9) 佐藤文彦， 斉藤英和， 椎名有二， 小池数与， 斉藤隆和， 広井正彦：ヒト受精卵凍結保存
による妊娠例および凍結保存法の検討． 第42回日本産科婦人科学会， 2. 4.17
10) 小池数与， 椎名有二， 斉藤隆和， 佐藤文彦， 斉藤英和， 広井正彦：卵胞発育刺激時の子
宮内膜の厚さと体外受精， 胚移植の予後． 第42回日本産科婦人科学会， 2. 4.17 
11) 斉藤英和， 川越慎之助， 広井正彦：h MG製剤中のシアル酸含有量の違いによるホルモ
ン変動の相違． 第63回日本内分泌学会， 2. 5.18
12) 沼崎政良， 大野 勉， 斉藤英和， 川越慎之助， 広井正彦：ラット卵胞の蛋白合成に対す
るヒト卵胞液中の Aromatase Inhibitor 及び Stimulator の影響． 第63回日本内分泌学会，
2. 5.18
-170-
13) 斉藤英和， 佐藤文彦， 小池数与，椎名有二， 斉藤隆和， 西川結香， 広井正彦：26ゲ ー ジ
の注射針を使用した Partial Zona Dissection 法． 第2回 Microfertilization Seminar, 2.
5.26
14) 須貝きの，川越慎之助， 広井正彦：思春期外来患者よりみた疾患の実態と予後． 第9回
日本思春期学会，2. 8.25
15) 川越慎之助， 広井正彦，須貝きの：思春期続発無月経患者の臨床的，内分泌学的検討．
第9回日本思春期学会，2. 8.25
16) 広井正彦，川越慎之助：経口避妊薬に関する意識調査成績． 第31回日本母性衛生学会，
2.10. 6 
17) 川越慎之助， 広井正彦：遅発月経と産科的予後． 第31回日本母性衛生学会，2.10. 6
18)佐藤文彦， 斉藤英和， 杉内明子， 広井正彦：体外受精，胚移植患者のこれまでの治療経
過について． 第31回日本母性衛生学会，2.10. 6 
19)杉内明子， 佐藤文彦， 斉藤英和， 広井正彦：体外受精を施行した患者のアンケ ー トによ
る意識調査． 第31回日本母性衛生学会，2.10. 6 
20) 長谷川剛志，木原香織，高橋一 広， 小田隆晴：Leukocytospermia における Acrosin
proteolytic activity の検討． 第35回日本不妊学会，2.11.16
21) 田中栄一， 広井正彦：子宮内膜症患者におけるNK細胞機能． 第35回日本不妊学会，
2.11.16 
22) 杉内明子，佐藤文彦，広井正彦：マウス体外受精時の polyploidy の成因についての検討．
第35回日本不妊学会，2.11.17
23) 斉藤英和，佐藤文彦，小池数与，斉藤隆和，西川結香，広井正彦：Partial zona dissection
2 法の比較． 第35回日本不妊学会，2.11.17
24) 槙真理子，斉藤英和，佐藤文彦，斉藤隆和，広井正彦： 2細胞期胚に対する Partial zona
dissection が胚の発育に及ぼす影響． 第35回日本不妊学会，2.11.17
25) 千村哲朗：切迫早産と当帰芍薬散． 第10回日本産婦人科漢方研究会，2. 4.17
26) 千村哲朗， 斉藤憲康，森崎伸之：産婦人科領域の感染症および術後感染務防に対する
Aztreonam の臨床的検討． 第38回日本化学療法学会，2. 5.15 
27) 千村哲朗：産婦人科領域における HR810の臨床的検討． 第38回日本化学療法学会，2.
5.18 
28) 森崎伸之，斉藤憲康，舟山 達，千村哲朗：産婦人科領域の術後感染予防に対する Aspox­
cillin (ASPC) の投与効果． 第8回日本産婦人科感染症研究会，2. 6. 3
29)田中栄一， 広井正彦，仙道富士郎：ラット移植腫瘍に対する移植免疫成立における好中
球の意義． 第20回日本免疫学会，2.11.27
30) 田中栄一， 広井正彦，仙道富士郎：好中球による抗原特異的抗腫瘍エフェクタ ー機構修
飾の機序について． 第49回日本癌学会，2. 7. 3 
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31)杉内明子，佐藤文彦，斉藤英和，小池数与，椎名有二，斉藤隆和，広井正彦：チョコレー
卜嚢腫の採卵体外受精への影響の検討． 第 8 回日本受精着床学会，2. 9. 13
32) 槙真理子，高橋俊文，杉内明子， 佐藤文彦， 斉藤英和， 広井正彦：体外受精・胚移植を
数回施行し妊娠に至った4症例の検討． 第 8 回日本受精着床学会，2. 9. 13
(5) 国内地方会
1) 千村哲朗，中原正城：婦人科手術症例における子宮頸部，体部，腹腔の細菌叢の比較検
討． 第37回日本化学療法学会東日本支部総会，2.11.17
2) 松田静治，千村哲朗，森崎伸之，舟山 達，他：産婦人科領域周産期における6315-S
(FMOX) の基礎的 ・臨床的検討． 第37回日本化学療法学会東日本支部総会，2.11.16
3) 千村哲朗：前期破水，切迫流産，切迫早産の管理． 東北周産期セミナ ー，2. 7.21 
4) 千村哲朗，森崎伸之：産婦人科領域へのCefminox 投与の臨床的検討． 第38回日本化学
療法学会西日本支部総会，2.12. 6
5) 千村哲朗，森崎伸之， 小田隆晴，金杉 浩：CS-976の産婦人科領域の感染症への投与効
果． 第38回日本化学療法学会西日本支部総会，2.12. 6
6) 千村哲朗，森崎伸之，舟山 達，金杉 浩：産婦人科領域感染症に対するsparfloxacin
の投与効果． 第38回日本化学療法学会西日本支部総会，2.12. 6
7) 田中栄一， 広井正彦，仙道富士郎：抗原特異的抗腫癌効果に対する好中球の修飾機構．
第38回日本産科婦人科学会北日本連合地方部会，2. 9.29 
8) 森崎純子，森崎伸之，千村哲朗， 広井正彦，星 光，政金生人，高橋俊二，波多野寛
治：Rh (D)感作妊娠に対する二重濾過血漿交換法(DEPP )について． 第38回日本産科婦
人科学会北日本連合地方部会，2. 9.29
9) 佐藤 聡， 広井正彦，金杉 浩，千葉裕二，山田武男，中江信義：妊娠19週で自然破水
した品胎の管理成功例． 第38回日本産科婦人科学会北日本連合地方部会，2. 9.29
10) 手塚尚広， 佐藤 聡， 広井正彦，金杉 浩：妊娠初期における胎芽·胎児心拍数の経日
的変化について． 第38回日本産科婦人科学会北日本連合地方部会，2. 9 .. 29
11)木原香織，高橋一 広，長谷川剛志，小田隆晴，千村哲朗：Chorioamniontisの早期診断
としての各種炎症マー カ ーの有用性． 第38回日本産科婦人科学会北日本連合地方部会，2.
9.29
12)杉内明子，佐藤文彦，広井正彦：マウス体外受精時のPolyploidyの成因． 第38回日本産
科婦人科学会北日本連合地方部会，2. 9.30
13) 佐藤文彦， 斉藤英和， 小池数与， 椎名有二，杉内明子， 広井正彦：採卵時に認められた
チョコレー ト嚢腫の体外受精への影響． 第38回日本産科婦人科学会北日本連合地方部会，
2. 9.29
14) 佐藤文彦，高橋俊文，槙真理子，杉内明子，佐藤文彦，斉藤英和，広井正彦：体外受精・
胚移植による妊娠110例分娩50例よりみた治療法の分析．第38回日本産科婦人科学会北日本
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連合地方部会， 2. 9.29 
15) 堤 誠司， 川越慎之助， 斉藤英和， 広井正彦：尿中微量LHおよびhCG半定量試薬の
臨床への応用． 第38回日本産科婦人科学会北日本連合地方部会， 2. 9.29
16)中原健次， 沼崎政良， 大野 勉， 斉藤英和， 川越慎之助， 広井正彦：ヒト卵胞液中に存
在する Aromatase stimuiator 及び inhibitor のラット卵胞の蛋白 ·DNA 合成に及ぽす影
響． 第38回日本産科婦人科学会北日本連合地方部会， 2. 9.29
17) 関 和彦， 藤森克彦， 川越慎之助， 広井正彦：卵細胞胎生期ラベル化の試み． 第38回日
本産科婦人科学会北日本連合地方部会， 2. 9.29
18)高橋一広， 杉内明子， 長谷川剛志， 小田隆晴：各腫瘍マ ーカ ーのうち， CA72- 4のみ高
値を示した卵巣ムチン性嚢胞腺癌の 1 例． 第89回日本産科婦人科学会東北連合地方部会，
2. 5.26
19) 鈴木利明， 山田和徳， 畠山義徳， 湯田文朗， 笹野伸昭： Leiomyomatosis peritonealis
disseminata の一例． 第89回日本産科婦人科学会東北連合地方部会， 2. 5.26
20)中原健次， 沼崎政良， 金子尚仁， 川越慎之助， 広井正彦： 25歳にみられた子宮頸癌進行
例． 第89回日本産科婦人科学会東北連合地方部会， 2. 5.26
21) 佐藤亀代司，藤森克彦，広井正彦：子宮頸部腺癌末期患者への塩酸モルヒネ大量投与に
より除痛に成功した症例． 第89回日本産科婦人科学会東北連合地方部会， 2. 5.26
22) 斉藤英和：体外受精と男性不妊症（クリニカルシンポジウム）． 第89回日本産科婦人科
学会東北連合地方部会， 2. 5.26
23) 藤森克彦，広井正彦：レ ー ザーによる子宮頸管広基性腫瘤の切除．第89回日本産科婦人
科学会東北連合地方部会， 2. 5.27 
24)沼崎政良， 佐藤亀代司， 中原健次， 大野 勉， 千村哲朗， 広井正彦：わが国では比較的
珍しい Kashin-Beck 病を合併した妊娠．第89回日本産科婦人科学会東北連合地方部会， 2.
5.26
25)椎名有二， 斉藤英和， 佐藤文彦， 川越慎之助， 広井正彦：性腺刺激ホルモンによる不妊
治療と卵巣過剰刺激症候群． 第89回日本産科婦人科学会東北連合地方部会， 2. 5.27
26)小池数与，斉藤英和， 佐藤文彦， 椎名有二，斉藤隆和，広井正彦： 10回以上の体外受精・
胚移植施行による妊娠成功例 4例の検討． 第89回日本産科婦人科学会東北連合地方部会，
2. 5.27
27) 金子尚仁， 川越慎之助， 広井正彦： 5 a-reductase 欠損症による男性仮半陰陽の 1 例．
第89回日本産科婦人科学会東北連合地方部会， 2. 5.27
28)杉内明子， 木原香織， 高橋一広， 長谷川剛志，ー小田隆晴：結婚後17年間性交不能であっ
た処女膜強靱症， 腟入口部狭窄症の一例． 第89回日本産科婦人科学会東北連合地方部会，
2. 5.27
29)佐藤文彦，杉内明子，椎名有二，槙真理子，斉藤英和，広井正彦：体外受精時の Polyploidy
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について．平成2年度日本不妊学会東北支部学術講演会，2.10.27
30)槙真理子，斉藤英和，佐藤文彦，広井正彦：10回以上の体外受精・胚移植施行による妊
娠成功例．平成2年度日本不妊学会東北支部学術講演会，2.10.27
31)木原香織，高橋一 広， 杉内明子，長谷川剛志，小田隆晴：第 1児が経腟，第 2児が帝切
になった双胎分娩の1例． 第27回山形県産婦人科集談会，2. 5.13 
32) 関 和彦，藤森克彦：27歳未婚婦人にみられた子宮頸癌（腺癌）進行例． 第28回山形県
産婦人科集談会，2. 7.22
33)中原健次，沼崎政良：メソトレキセ ー トに抵抗を示し，エトポシドにて奏効した25歳の
臨床的侵入奇胎． 第28回山形県産婦人科集談会，2. 7.22 
34)佐藤 聡， 手塚尚広，塚本 長，亀山仁 ー，薄場 修，佐藤 清：卵巣腫瘍と疑診した
直腸に発生した carcinoidの一例． 第28回山形県産婦人科集談会，2. 7.22 
35)藤森克彦，関 和彦：術前診断が困難であった外陰部無色素性malignant melanomaの
一例． 第28回山形県産婦人科集談会，2. 7.22
36)堤 誠司，手塚尚広，佐藤 聡：10歳代にみた卵巣腫瘍．第28回山形県産婦人科集談会，
2. 7.22
37)堤 誠司，中原健次 金子尚仁：卵巣Brenner腫瘍の3例．第29回山形県産婦人科集談
会，2. 9. 2
38)佐藤文彦，手塚尚広，杉内明子：妊娠35週で帝王切開時に核出し得た子宮下部巨大筋腫．
第29回山形県産婦人科集談会，2. 9. 2
39) 手塚尚広，佐藤 聡，金 杉 浩：妊娠初期の胎芽心拍数について． 第29回山形県産婦人
科集談会，2. 9. 2
40)千村哲朗，金子尚仁，小田隆晴，斉藤憲康，小川哲司：卵巣腫瘍に伴う腹水に対するエ
フォ ー ワイの投与効果． 第29回山形県産婦人科集談会，2. 9. 2
41)佐藤 聡， 手塚尚広，山際岩雄，小幡和也，小田隆晴，長谷川剛志，木原香織，高橋一
広：出生前に診断しえた 胎児巨大卵巣嚢腫の一例．第30回山形県産婦人科集談会，2.11.11
42)森崎伸之，千村哲朗：切迫流早産に対する当帰芍薬散の投与効果． 第 5 回山形県漢方研
究会，2. 2.24
43)森崎伸之，千村哲朗：産婦人科領域におけるスルペラゾンの臨床効果． 第 9 回山形県感
染症研究会，2. 3. 7
44)森崎伸之，森崎純子，千村哲朗，広井正彦：ミオブロックを 胎児に 投与して 胎動を停止
させ，MRIで確定診断をした二分脊椎(spina bifida)症例について． 第 7 回山形県新生児
医療研究会，2. 3. 1 
45)小幡和也，山際岩雄，畠中康晴，鷲尾正彦，森崎伸之，森崎純子：出生前診断された食
道閉鎖症の1例． 第 7 回山形県新生児医療研究会，2. 3. 1
46)高橋一広，渡辺明子，長谷川剛志，小田隆晴：最近経験した謄帯脱出の 症例． 第 7 回山
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形県新生児医療研究会，2. 3. 1
47)斉藤英和：GnRHアナログ十hMG+hCGによる体外受精時の排卵誘発法． 第3回山形
GnRH研究会，2. 6.30
48)川越慎之助：PCOとGnRH. 第3回山形GnRH研究会，2. 6.30 
49)藤森克彦：産婦人科領域における炭酸ガスレ ーザーの使用経験．第 2回山形産婦人科レー
ザー ・超音波研究会，2. 7.20
50)斉藤英和：不妊症と超音波診断． 第 2回山形産婦人科レ ー ザー ・超音波研究会，2. 7.20
51)小川比呂志，山田和徳，畠山義徳，知念功雄，島貫政昭：分娩後4ヶ月たって発症した
Krukenberg tumor. 第1回山形県産婦人科悪性腫瘍研究会，2. 9. 1
5 2)金子尚仁，中原健次，堤 誠司：当科における卵巣腫瘍統計． 第1回山形県産婦人科悪
性腫瘍研究会，2. 9. 1
53) 関 和彦，藤森克彦，川越慎之助：外陰部に発生した進行性無色素性Malignant
melanomaの治療経験． 第1回山形県産婦人科悪性腫瘍研究会，2. 9. 1
(6)研究会
なし
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1) 第27回山形県産婦人科集談会（平成2年5月13日）
2) 第28回山形県産婦人科集談会（平成2年7月 2 2日）
3) 第29回山形県産婦人科集談会（平成2年9月 2 日）
4) 第30回山形県産婦人科集談会（平成2年11月11日）
5) 第13回山形母性衛生学会（平成2年10月）
6) 第3回山形GnRH研究会（平成2年6月30日）
7) 第 2回山形産婦人科レ ー ザー ・超音波研究会（平成2年7月 20日）
8) 第1 回山形県産婦人科悪性腫瘍研究会（平成2年9月 1 日）
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1 麻酔学講座 I
1 麻酔学講座 I
1 . 論 文
(1)原 著
1) 高岡誠司， 鏡 勲， 布宮 伸， 加藤 滉：麻酔導入後に頻脈・呼吸アシド ーシス ・ ミ
オグロビン尿症を認めた 1例． 麻酔と蘇生別冊悪性高熱研究の進歩， 26: 83-87, 1990
2) Horikawa, H., Higuchi, T., Sakai, M., Kato, Y., Karube, T. and Ichiyanagi, K. :
Halothane does not suppress the recovery of depleted ATP induced by ischemic
hypoxia in the canine liver. Acta Med. Biol., 38 : 85-8 9, 1990
3) 加藤佳子，加藤 滉， 山口勝也， 堀川秀男， 一柳邦男， 西海枝哲：癌性疼痛除去手段と
してのモルヒネの持続静脈内注入法． ペ インクリニック， 11: 166-169, 1990
4) Horikawa, H., Tada, T., Sakai, M., Karube, T. and Ichiyanagi, K. : Effects of
midazolam on the threshold of lidocaine-induced seizures in the dog -comparison with 
diazepam-. J. Anesth., 4: 265-269, 1990 
5) 星 光， 政金生人， 樋口卓也， 加藤 滉， 一柳邦男， 奥山芳夫：血液吸着， 血液透析
併用療法により救命しえたメトトレキサー ト大量療法後急性腎不全の 1例.ICU と CCU, 14:
1081-1087, 1990
(2) 総 説
なし
(3)著 書
なし
2. 学会報告
(1) 特別講演
なし
(2) シンポジウム
1) Ichiyanagi, K. : The Japan Society of Anesthesiology. 8th Asian-Australasian
Congress of Anaesthesiology 9-1990 Seoul 
(3) 国際学会
1) Ichiyanagi, K., Ishidera, T., Sakai, M. and Horikawa, H. : On the nature of
catecholamine-induced acidosis. 8th Asian-Australasian Congress of Anaesthesiology 
9-1990 Seoul
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(4) 国内総会
1) 高橋達朗，加藤 滉，酒井道子，一柳邦男：呼吸性アルカロ ーシス時の血漿カリウム変
動に与えるf3遮断薬の影響． 第37回日本麻酔学会総会，1990年5月 長野
2) 堀川秀男，軽部忠良，酒井道子，一柳邦男，布宮 伸，高岡誠司：イヌの肝血流量に及
ぼす持続陽圧呼吸の影響一 胆汁吸入による障害肺との比較 ー ． 第37回日本麻酔学会総会，
1990年5月 長野
3) 天笠澄夫，卿1'1秀男，一柳邦男：交感神経副腎枝の放電活動に及ぼす麻薬性鎮痛薬の影
響ー モルヒネ5 mg/kg静注での検討 ー ． 第37回日本麻酔学会総会，1990年5月 長野
4) 高岡誠司，布宮 伸，鏡 勲，佐藤 徹，天笠澄夫，堀川秀男，一柳邦男：両側性巨
大嚢胞に対し嚢胞ドレナ ー ジ施行後行った腹部手術の麻酔経験．第37回日本麻酔学会総会，
1990年5月 長野
5) 星 光，政金生人，樋口卓也，加藤 滉，一柳邦男，千葉純哉，安井昭二：メトトレ
キサ ート大量療法後急性腎不全を合併し血液透析血液吸着同時併用療法にて救命しえた1
例． 第17回日本集中治療医学会，1990年6月 大阪
6) 加藤佳子，加藤 滉，一柳邦男：当院におけるモルヒネ持続静注法に対する評価． 第2 4
回日本ペインクリニック学会総会，1990年7 月 前橋
7 )  多田敏彦，酒井道子，軽部忠良，一柳邦男：脱血性ショック時の脳組織エネルギー代謝
ー動脈血炭酸ガス分圧からの検討 ー ． 第9回日本蘇生学会総会，1990年10月 山形
8) 安藤香子，一柳邦男：妊娠36週の頚椎損傷患者の緊急手術． 第9回日本蘇生学会総会，
1990年10月 山形
(5) 国内地方会
1) 三浦美英，山川美樹子，加藤 滉，天笠澄夫，堀川秀男：三尖弁閉鎖症術後患者に対す
る側彎症手術の麻酔管理． 第47回日本麻酔学会東北地方会，1990年9月 秋田
(6)研究会
1) 加藤佳子，一柳邦男：他科入院患者に対する麻酔科の病棟廻診への院内評価． 第15回東
北ペインクリニック集談会，1990年9月 秋田
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1) 第9回日本蘇生学会総会
会長：一柳邦男 会期： 1990年10月19日，20 日
会場：山形市民会館，山形県勤労者福祉センタ ー
特別講演 2 題 シンポジウム 一般演題9 3題
県民公開講座「突然死と蘇生」
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臨床検査医学講座
I 臨床検査医学講座 I
1 . 論 文
(1)原 著
1) Shinobu Sato, Shuichi Kato, Hihumi Takahashi, Keiji Takahashi and Shoji Yasui :
Pulmonary vascular response to acetylcholine in isolated rat lungs treated with intra
tracheal Bleomycin. Tohoku J. Exp. Med., 161: 73-83, 1990. 
2) Shinobu Sato, Shuichi Kato, Hihumi Takahashi, Yasui Arisaka and Keiji Takahashi
: Dose Dependency of intra tracheal elastase-induced changes in pressure volume curve 
and worphometry in rat lungs. Tohoku J. Exp. Med., 161 : 101- 110, 1990. 
3) 渡辺俊夫， 山ロ 一郎， 加賀谷茂， 宮沢光瑞：運動負荷テストにおける心電図， 動脈圧波
形自動解析 システムの開発 一 方法論を中心として 一． 心電図， 10(2) : 219-225, 1990. 
4) Sekikawa, A., Tominaga, M., Takahashi, K., Watanabe, H., Miyazawa, K. and
Sasaki, H. : Is examination of fructosamine levels valuable as a diagnostic test for
diabetes mellitus ? Diabetes Res & Clin Practice, 8 : 187-192, 1990.
5)大津信博， 山ロ 一郎， 小松栄一， 宮沢光瑞：酵素抗体法による免疫電顕的解析： CKの心
筋内局在性に関する検討． 臨床病理， 38: 773-781, 1990. 
6) 久保田功， 太田郁郎， 池田こずえ， 立木 楷， 安井昭二， 白田 亨， 橋本美智子， 大沼
沖雄， 山ロ 一郎， 宮沢光瑞：高脂血症患者におけるProbucol(シンレタ ール）のアポ蛋白，
血小板凝集能に及ぼす影響． 新薬と臨床， 39: 1600-1603, 1990. 
7) 福山はる， 白田 亨， 三浦秀人， 宮沢光瑞：血中リパーゼ測定の基礎的検討と臨床的意
義． 臨床検査機器・試薬， 13: 755-760, 1990.
8) 花島寛治， 久保田功， 池田こずえ， 八巻通安， 加藤直美， 細谷幸雄， 小沢竹俊， 柴田健
彦， 小熊正樹， 殿岡一郎， 立木 楷， 山ロ 一郎， 安井昭二， 宮沢光瑞：本態性高血圧症に
対するエナラプリル（レニベース） の臨床効果ならびに血小板凝集能に及ぽす影響． 医学
と薬学， 24: 1551-1557, 1990. 
9)新沢陽英， 富樫 整， 若林博人， 山田伸夫， 黄 勇， 高橋恒男， 石川 誠， 三浦秀人，
宮沢光瑞，飯野四郎，季 成明，森次保雄：山形県の精神薄弱者施設に流行したA型肝炎 一
流行の実態，lgM型抗HAV抗体の消長，lgA型抗HAV抗体検出の臨床的意義および免
疫グロブリンによる予防について 一． 肝臓， 31: 1371-1379, 1990.
10)関川 暁， 富永真琴， 佐々木英夫， 宮沢光瑞：糖尿病検診におけるフルクトサミンの検
討． フルクトサミン研究会記録集， 149-151, 1990.
11)山ロ 一郎， 小松栄一， 見沢達夫， 宮沢光瑞：運動負荷時の血液濃縮 一血中物質測定への
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影響． 心臓，22(s.1) : 72-73, 1990. 
12)小松栄一 ， 山ロ 一郎， 福山はる， 見沢達夫， 上西徹二， 宮沢光瑞：虚血再灌流後局所心
筋機能障害とカテコ ー ルアミン動態との関係． 心臓，22(特3): 14-18, 1990.
13)池田英樹， 小松幹雄， 清野秀 一 ， 高橋敬治， 安井昭二， 鞠子美代子：気管支喘息におけ
る1231-IMPの肺集積ー 初期取り込みと排泄遅延 ー ．核医学，27 : 719-724, 1990.
14)長内和弘， 高橋敬治，佐藤 忍，岩淵勝好，佐田 誠，大竹和久，安井昭二：ハムスター
を用いたブレオマイシン肺線維症における肺サ ーファクタント異常の検討． 日本界面医学
会雑誌21 : 134-141, 1990.
15)池田英樹， 小松幹雄， 高橋敬治，安井昭二， 鞠子美代子：1231-IMP肺内動態の解析およ
び肺疾患診断への応用．臨放，35 : 243-247, 1990.
16)松本慶蔵， 永武 毅， 力富直人， 吉田俊昭， 高橋 淳， 大石和徳， 吉川昌之介， 高橋敬
治， 長内和弘， 西野武志， 大槻雅子， 佐々木孝夫， 杉本勇二， 宇塚良夫， 馬場俊吉， 山田
穂積：ブランハメラ・カタラーリスの病原性発現と宿主防御因子の研究． 長崎大学熱帯医
学研究所共同研究報告書，78-82, 1990.
17)太田亮ー ， 高橋敬治， 池田英樹， 佐藤 忍， 安井昭二：横隔膜収縮力に及ぼす肺気量位
の変化とトラピジ ー ル投与の影響． 呼と循，38 : 237-242, 1990.
18)工藤幸晴， 高田一男， 清野秀 一 ， 岩淵勝好， 佐田 誠， 大竹和久， 加藤修一 ， 高橋一 二
三，池田英樹，高橋敬治：慢性肺気腫患者の肺血行動態に及ぽすトラピジ ー ルの急性効果一
酸素， アミノフィリン投与との比較検討ー ． 厚生省特定疾患呼吸不全調査研究班平成元年
度研究報告書，146-147, 1990.
19)長内和弘，高橋敬治：ハムスター における実験肺線維症の発症に及ぼす小柴胡湯の影響．
漢方と免疫・アレルギ ー ，4 : 43-52, 1990.
20)高橋敬治， 佐藤 忍， 長内和弘， 高田一男， 八鍬 直， 加藤修一 ， 池田英棚， 高橋ーニ
三：肺の線維化におよぼす喫煙の影響ーBALF細胞と肺実質細胞の構成変化ー．厚生省特
定疾患びまん性肺疾患調査研究班平成元年度研究報告書，70-72, 1990.
21)加藤修一 ， 工藤幸晴， 高橋ーニ三， 長内和弘， 八鍬 直， 中村秀範， 佐藤 忍， 高橋敬
治：ハムスター のブレオマイシン実験肺線維症に及ぼすビタミンE欠乏の影響．呼と循，
38 : 445-450, 1990.
(2)総 説
1) 宮沢光瑞：中年からの心疾患への対応．綜合臨床，39(6): 1739-1740, 1990.
2) 宮沢光瑞，伊藤明ー ，丸山幸夫，三浦幸雄：〔座談会〕循環器疾患の診断と検査の進め方．
循環科学，10(9) :966-976, 1990.
3) 宮沢光瑞， 荒井 一貴：〔私のカルテから〕老年期に診断された先天性左心室瘤．老化と疾
患，3(9) : 78-81, 1990.
4) 宮沢光瑞， 大津信博：セルロプラスミン(Cp). 臨床検査，34(11) ; 1555-1558, 1990.
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5) 宮沢光瑞，八巻通安：運動負荷試験による無症候性心筋虚血の診断． 医学のあゆみ，
155(5) : 300-303, 1990.
6) 布施恒和， 宮沢光瑞：正常組織像 Zoom up 女性生殖器 (1) 乳腺. Medical Technol,
18: A73-A74, 1990.
7) 高橋敬治， 長内和弘：喫煙と肺機能． 呼と循，38: 17-25, 1990.
8) 岩淵勝好， 高橋敬治，安井昭二：間質性肺疾患：肺胞蛋白症． 日本臨床，48: 625-628,
1990.
9) 高橋敬治，小松幹雄，池田英樹，長内和弘，佐藤 忍：肺胞低換気．現代医療，22: 717-721,
1990.
10) 加藤修一， 高橋敬治：BOOP (bronchiolitis obliferaus with organizing pneumonia).
臨床医，16: 2014-2016, 1990.
11)長内和弘， 高橋敬治：気管支ファイバースコピ ーにおけるトロンビン局所注入療法． 呼
吸，9: 1372-1376, 1990.
(3)著 書
1)高橋敬治，中村秀範：肺生理． 吉田清一，相原 薫，秋野豊明， 小川雄之亮， 高橋敬治，
吉川 清編． 肺表面活性物質の現在． 東京：真興交易医書出版部，1990: 157-181.
2) 高橋敬治水， 長内和弘：「サーファクタントの動物実験」II. ブレオマイシンとサーファ
クタント． 安田寛基，相原 薫，上田慎太郎，野崎正彦編． バイオサーファクタント． 東
京：サイエンスフォ ー ラム，1990: 202-207.
2. 学会報告
(1) 特別講演
1) Keiji Takahashi: Mechanical properties of alveolar wall. Meakins-Christie Labora­
tories, McGill University, Canada, 1990.8.30.
2) 宮沢光瑞：心筋障害と心ポンプ機能障害．第132回日本内科学会東北地方会，1990.9.15.
3) 山ロ 一 郎：検査業務の自動化について． 第 8 回東北地区労災病院臨床検査技師会，
1990.10.5.
4)宮沢光瑞：心ポンプ機能失調と心交感神経活性． 第37回日本臨床病理学会，1990.10.14.
(2) シンポジウム， ワ ー クショップ
1) 小松栄一：Stunned Myocardium の病態と診断ー虚血再灌流後局所心筋機能障害と心筋
カテコ ー ルアミン動態との関係． 第54回日本循環器学会総会，1990.3.27.
2) 高橋敬治：喫煙習慣を如何に判断するか？喫煙のpathophysiology ・肺実質系． 第30回日
本胸部疾患学会，1990.4.9.
3) 高橋敬治，八鍬 直，中村秀範，諏訪部章，大竹和久， 長内和弘：肺線維症 一 炎症性工
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デイエ ー タ ー とその制御よりみた難治性のメカニズム． 第11回日本炎症学会， 1990.7. 21.
(3) 国際学会
1) Onuma, 0., Yamaguchi, I. and Miyazawa, K. : Significance of corrected platelet
-crit. The 8th Japanese-Korean Joint Conference of Clinical Pathology, 1990. 6.
2) Fuse, T., Wada, Y., Yamamura, M., Miura, H., Yamaguchi, I., Miyazawa, K.,
Matsuda, M. and Arai, S. : Real time microscopic image transmission system for 
prompt histopathological diagnosis. The 8th Japanese-Korean Joint Conference of 
Clinical Pathology, 1990. 6. 
3) Komatsu, E., Fukuyama, H., Misawa, T., Kaminishi, T., Yamaguchi, I. and Miyazawa, 
K. : Post-ischemic myocardial dysfunction and its relation with pre-synaptic alpha-2
receptor mediated negative feedback mechanism. The 11th World Heart Congress, 
1990. 2. 
4) Yamaguchi, I., Kaminishi, T., Komatsu, E., Misawa, T. and Miyazawa, K. : Car­
diovascular regulation during exercise in normal subjects : analysis by a ventriculo­
arterial coupling model. The 11th World Heart Congress, 1990 . 2 . 
5) Ikeda, H., Seino, S., Mariko, M. and Takahashi, K.: Prolonged I-123 IMP retention
and radiographic finding in pulmonary fibrosis. 1990 Annual Meeting American
Thoracic Society, 1990. 5.
6) Seino, S., Ikeda, H., Mariko, M., Yakuwa, N., Sato, S. and Takahashi, K.: Prolonged
I-123 IMP retention, radiographic finding, and s-ACE level in pulmonary sarcoidosis.
1990 Annual Meeting American Thoracic Society, 1990. 5. 
7) Mariko, M., Ikeda, H., Yakuwa, N., Komatsu, M., Takahashi, K. and Yasui, S.: I-
123 IMP adsorption to alveolar cells and leukocytes. 1990 Annual Meeting American
Thoracic Society, 1990. 5.
8 )  Ikeda, H., Mariko, M., Seino, S., Takahashi, K. and Yasui, S. : Recruitment of 
accessory respiratory muscle (Abdominal muscle ) during exercise in chronic pulmo­
nary emphysema. 1990 Annual Meeting American Thoracic Society, 1990. 5. 
9) Kato, N., Ikeda, H., Takada, K., Seino, S., Kato, S., Takahashi, K. and Yasui, S. :
P-wave and intrathoracic pressure in patients with chronic pulmonary emphysema.
1990 Annual Meeting American Thoracic Society, 1990. 5. 
10) Takada, K., Kudo, Y., Kato, S., Takahashi, H., Ikeda, H. and Takahashi, K. : The 
increase in body mass index enhances pulmonary hypertension in patients with chronic 
obstructive pulmonary disease. 1990 Annual Meeting American Thoracic Society, 
1990.5. 
11) Osanai, K., Sata, M., Ohtake, K., Iwabuchi, K. and Takahashi, K.: Quantitative and
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functional deterioration of lung surfactant in lung parencymal injury produced by 
bleomycin in hamsters. 1990 Annual Meeting American Thoracic Society, 1990. 5. 
12) Takahashi, H., Iwabuchi, K., Takahashi, K. and Yasui S. : Simultaneous measure­
ment of cardiac output and pulmonary diffusing capacity for CO during exercise by a 
rebreathing method. 1990 Annual Meeting American Thoracic Society, 1990. 5. 
13) Sato, S., Kato, S., Takahashi, H. and Takahashi, K. : Dose-dependency of pulmonary
emphysema induced by intratracheal elastase in rats. 1990 Annual Meeting American 
Thoracic Society, 1990. 5. 
14) Kudoh, Y., Takada, K., Seino, S., Iwabuchi, K., Ohtake, K. and Takahashi, K. :
Effect of trapidil on the hemodynamics and oxygen transport of patients with chronic 
obstructive pulmonary disease (COPD). 1990 Annual Meeting American Thoracic 
Society, 1990. 5. 
15) Iwabuchi, K., Takada, K., Yakuwa, N., Ohtake, K., Yasui, S., Tanno, N. and
Takahashi, K. : Identification of lung tumor cell and nontumor cell by LASER 
irradiation and hematoporphyrine derivative. 1990 Annual Meeting American Thor­
acic Society, 1990. 5. 
16) Ikeda, H., Seino, S., Mariko, M., Komatsu, M., Takahashi, K. and Yasui, S. :
Prolonged retention of I- 123 IMP in the diseased lung. Fifth World Congress of 
Nuclear Medicine and Biology, 1990. 8 .  
17) Komatsu, E., Yamaguchi, I., Fukuyama, H., Misawa. T., Kaminishi, T. and
Miyazawa, K. : Decreased norepinephrine (NE) release in post-ischemic myocarium 
was modulated by pre-synaptic alpha- 2 receptor. The 12th European Heart Congress, 
1990. 9. 
(4) 国内総会
1)上西徹二，山ロ 一郎， 小松栄一， 見沢達夫，宮沢光瑞，黒田 衛：単離心筋細胞のCa代
謝に及ぼす次亜塩素酸の影響． 第54回日本循環器学会総会， 1990.3.
2) 大津信博，山ロ 一郎， 小松栄一，宮沢光瑞：虚血心筋の細胞内酵素動態に関する免疫電
顕的研究：第 3報 虚血心筋細胞からのクレアチンキナ ー ゼM (CK-M ) の逸脱機構． 第
54回日本循環器学会総会， 1990.3.
3)黒田 衛， 立木 楷， 安井昭二，上西徹二，宮沢光瑞：単離心筋細胞内Ca濃縮に及ぼす
Oxidantの影響． 第54回日本循環器学会総会， 1990.3.
4)山ロ 一郎，宮沢光瑞：V-slope法における呼吸の不均一性の影響． 第31回循環器負荷研究
会， 1990. 8 . 4.
5) 岩淵勝好， 高田一男， 八鍬 直， 高橋敬治， 丹野直弘， 清水 巌：肺癌培養細胞に取り
込まれたヘマトポルフィリン誘導体のレー ザー誘起蛍光のスペクトラム分析． 第31回日本
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肺癌学会総会，1990.10.31.
6)高橋敬治，佐藤 忍，池田英樹，高田一男，長内和弘，八鍬 直，清野秀一，安井昭二：
慢性気管支炎 一 気道上皮細胞小器官の電顕学的検討． 第87回日本内科学会総会講演会，
1990.4.5. 
7) 五十嵐浩一，長内和弘， 高橋敬治：サルコイド ーシス患者から得られた気管支肺胞洗浄
液中サーファクタントの量・活性について． 第13回日本気管支学会総会，1990.6.1.
8) 佐田 誠， 高田一男， 池田英樹，佐藤 忍，高橋敬治， 安井昭二：肺胞壁の粘弾性特性
と加齢に伴う変化． 第30回日本胸部疾患学会総会，1990.4.9.
9) 佐藤 忍， 加藤修一， 高橋一二三，高橋敬治， 安井昭二：ブレオマイシン肺傷害ラット
の無麻酔下肺血行動態 一 低酸素性肺血管収縮の強さ ー． 第30回日本胸部疾患学会総会，
1990.4.9.
10)長内和弘，佐田 誠，大竹和久，岩淵勝好， 高橋敬治， 安井昭二：実験肺線維症におけ
る肺サーファクタントの量的・機能的変化． 第30回日本胸部疾患学会総会，1990.4.9.
11)工藤幸晴， 高田一男， 清野秀一，高橋ーニ三，加藤修一，岩淵勝好，佐田 誠，大竹和
久， 高橋敬治， 安井昭二：慢性肺気腫患者の肺循環動態におよぽすトラピジ ー ルの急性効
果 一 酸素， アシノフィリン投与による急性効果との比較検討． 第30回日本胸部疾患学会総
会，1990.4.9.
12)鞠子美代子，池田英樹，小松幹雄，清野秀一，八鍬 直，高橋敬治，安井昭二：P23 -IMP
の肺集積の検討． 第30回日本胸部疾患学会総会，1990.4.9.
13)加藤修一，佐藤 忍， 高橋一二三，高橋敬治：エラスター ゼ経気管的投与実験肺気腫モ
デルにおける容量依存性の検討． 第30回日本胸部疾患学会総会，1990.4.9.
14)池田英樹，清野秀一，高田一男，高橋敬治，安井昭二：慢性閉塞性肺疾患の心電図 P 波
と胸腔内圧の呼吸性変動． 第30回日本胸部疾患学会総会，1990.4.9.
15)清野秀一， 池田英樹，鞠子美代子，高橋敬治， 安井昭二：慢性肺気腫患者における運動
負荷終了直後にみられる呼吸様式の変化． 第30回日本胸部疾患学会総会，1990.4.9.
16)高橋敬治， 高橋一二三，岩淵勝好，佐田 誠，佐藤 忍：肺線維症患者の軽度運動負荷
時肺拡散能力と心拍出量の変動． 厚生省特定疾患びまん性肺疾患調査研究班平成2年度第
2 回班会議，1990.12.7.
17)三浦秀人， 布山あや子，奥山洋子，福山はる，小松栄一，山ロ 一郎，高橋敬治，宮沢光
瑞：尿中赤血球形態像と尿中成分との関連性．第37回日本臨床病理学会総会，1990.10.14.
18)布施恒和，和田由美，山村美佳子，三浦秀人，小松栄一，山ロ 一郎，高橋敬治，宮沢光
瑞，荒井 茂，松田幹夫，今井 大，中里 適，国領俊雄：Hi-vision方式による顕微鏡画
像遠隔電送システムの開発． 第37回日本臨床病理学会総会，1990.10.14.
19)福山はる， 布山あや子，三浦秀人，小松栄一，山ロ 一郎， 高橋敬治，宮沢光瑞：血清フ
ルクトサミンの蛋白補正に関する検討． 第37回日本臨床病理学会総会，1990.10.14.
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20)奥山洋子， 白田 亨，福山はる，小松栄一，山ロ 一郎，高橋敬治， 宮沢光瑞：肝障害に
おける血漿遊離アミノ酸と血中ケト ン体 との関係． 第37回日本臨床病理学会総会，
1990.10.14.
21) 高橋敬治，池田英樹，小松幹雄，鞠子美代子，清野秀一，佐藤 忍：間質性肺疾患に
おけるI123IMPの肺内集積． 厚生省特定疾患びまん性肺疾患調査研究班平成 2 年度第 2 回
班会議，1990.12.7.
22)高田一男，工藤幸晴，清野秀一，高橋ーニ三，加藤修一，岩淵勝好，佐田 誠，大竹和
久，池田英樹，高橋敬治：慢性閉塞性肺疾患の肺循環動態に及ぼす呼吸の影響 一肺性心の
成立機序と関連して 一． 厚生省特定疾患呼吸不全調査研究班平成 2 年度第 2 回総会
23)岩淵勝好，高田一男，八鍬 直，高橋敬治，丹野直弘，清水 巌：肺癌細胞に取り込ま
れたヘマトポルフィリン誘導体の細胞内レ ー ザー誘起蛍光分布とそのスペクトラム分析．
第11回日本レ ー ザー 医学会大会，1990.11.8.
24)長内和弘，五十嵐浩一，清野秀一，高橋敬治：特発性間質性肺炎における肺サ ー ファク
タントの機能的異常． 第26回日本界面医学会総会，1990.10.6.
(5) 国内地方会
1)渡辺俊夫，加賀谷茂，見沢達夫，小松栄一，上西徹二，山ロ 一郎，高橋敬治，宮沢光瑞：
エルゴメー タによる循環機能の研究（第22報）負荷中の心電図 P 波と酸素摂取量との関係．
第100回日本循環器学会東北地方会，1990.2.23.
2) 見沢達夫，小松栄一，上西徹二，山ロ 一郎， 宮沢光瑞：心室中隔局所心筋動態と左 一右
心室拡張期圧較差との関係． 第100回日本循環器学会東北地方会，1990.2.23.
3) 黒田 衛，上西徹二，宮沢光瑞，立木 楷：Oxidantによる心筋細胞障害に関する研究
（第 3 報）細胞内遊離Ca濃度への影響． 第100回日本循環器学会東北地方会，1990.2.23.
4) 山ロ 一郎，渡辺俊夫，加賀谷茂，小松栄一，宮沢光瑞：エルゴメー タによる循環機能の
研究（第23報）Ramp負荷及び連続呼気分析を用いたAT検出における問題点． 第101回日
本循環器学会東北地方会，1990.6.8.
5) 黒田 衛，上西徹二，宮沢光瑞，立木 楷：Oxidantによる心筋細胞障害に関する研究
（第 4 報）一細胞内Ca濃度に及ぽす細胞外Na濃度の影響 ー．第101回日本循環器学会東北
地方会，1990.6.8.
6) 見沢達夫，山ロ 一郎，小松栄一，上西徹二， 宮沢光瑞：心室中隔筋収縮様式の検討：急
性右室負荷の影響． 第101回日本循環器学会東北地方会，1990.6.8.
7)見沢達夫，福山はる，小松栄一，上西徹二，山ロ 一郎，高橋敬治，宮沢光瑞：エルゴメー
タによる循環機能の研究（第24報）労作性狭心症における負荷時ST変化と交感神経活性と
の関係． 第102回日本循環器学会東北地方会，1990.9.15.
8) 佐田 誠，高田一男，加藤修一，高橋由美子，高橋敬治：微小肺組織の粘弾性特性に及
ぽす組織ディメンジョンと生食浸漬後時間経過の影響． 第50回日本胸部疾患学会東北地方
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会， 1990.7.6.
9) 岩淵勝好， 高田一男， 八鍬 直， 高橋敬治， 丹野直弘：ヒト肺癌細胞におけるヘマトポ
ルフィリン誘導体の細胞内局在と局所蛍光スペクトラム． 第50回日本胸部疾患学会東北地
方会， 1990.7.6.
10)鞠子美代子， 池田英樹， 小松幹雄， 高橋敬治： 123J-IMP の肺集積と臨床応用． 第50回日
本胸部疾患学会東北地方会， 1990.7.6.
11) 清野秀一， 池田英樹，鞠子美代子，小松幹雄，高橋敬治：下肢運動時の腹腔内圧と横隔
膜仕事量． 第50回日本胸部疾患学会東北地方会， 1990.7.6.
12)有坂 泰， 加藤修一，佐藤 忍， 高橋ーニ三， 高橋敬治：ラットエラスタ ー ゼ 肺気腫モ
デルにおける心房性利尿ペプチド投与後の無麻酔下肺血行動態． 第50回日本胸部疾患学会
東北地方会， 1990.7.6.
13)大竹和久， 佐田 誠， 岩淵勝好，鞠子美代子， 八鍬 直，清野秀一，高田一男， 加藤修
ー，長内和弘， 池田英樹，佐藤 忍，高橋敬治，安井昭二：肺癌合併肺線維症の背景因子．
内科学会東北地方会， 1990.2.9.
14)佐藤 忍， 有坂 泰， 加藤修一， 高橋ーニ三， 高橋敬治：エリスロマイシンはブタ膵工
ラスターゼによる肺気腫発生を修飾するか．第51回日本胸部疾患学会東北地方会，1990.9.15.
15)佐田 誠， 高橋敬治：微小肺組織の粘弾性特性に及ぼす生食浸漬後時間経過の影響． 第
51回日本胸部疾患学会東北地方会， 1990.9.15.
16)清野秀一， 池田英樹， 鞠子美代子， 小松幹雄， 高橋敬治：下肢運動時の腹腔内圧と横隔
膜仕事量． 第51回日本胸部疾患学会東北地方会， 1990.9.15.
17)小松幹雄， 池田英樹，鞠子美代子， 高橋敬治：気管支喘息患者における i23I-IMP の肺集
積． 第51回日本胸部疾患学会東北地方会， 1990.9.15.
18)高橋ーニ三， 岩淵勝好，佐田 誠， 高橋敬治：慢性呼吸器疾患患者と健常成人における
安静時と軽労作時の拡散能， 心拍出量の評価． 第51回日本胸部疾患学会東北地方会，
1990.9.15. 
(6)研究会
1) 宮沢光瑞：心筋障害と酵素のか かわり． 郡山，須賀川，田村医師会学術講演会（郡山市），
1990.5.16.
2) 宮沢光瑞：心筋虚血の酵素診断． 第 4 回鶴岡地区医師会循環器病懇話会（鶴岡市），
1990.5.17.
3) 宮沢光瑞：長寿と健康． 厚生年金寿大学（山形市）， 1990.6.4.
4) 宮沢光瑞：心疾患患者とスポー ツ． 山形大学公開講座（山形市）， 1990.9.29.
5) 宮沢光瑞：長寿社会と健康増進． 第31回東北臨床衛生検査学会（山形市）， 1990.10.7.
6) 宮沢光瑞：高血圧心への対応． 山形市医師会臨床集談会（山形市）， 1990.10.16.
7) 宮沢光瑞：心不全治療の考え方． 第 5 回鶴岡地区医師会循環器病懇話会（鶴岡市），
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1990.12.12. 
8) 上西徹二：活性酵素による単離心筋細胞内Ca濃度の上昇：その増加起源と寄与分担比の
推定． 第13回心筋代謝研究会（札幌市），1990.9.13.
9) 高橋敬治：肺組織障害の病態生理． 長崎大学熱研内科，1990.2.23.
10)高橋敬治：肺組織障害の病態生理． 浜松医科大学呼吸器研究会，1990.3.5.
11)高橋敬治：呼吸器教室． 寒河江保健所，1990.3.16.
12)高橋敬治：肺の線維化，気腫化と喫煙習慣． 山形県国保連合社会保険連合会合同講演会，
1990.7.17. 
13)高橋敬治：拘束性換気障害． 第30回臨床肺機能講習会，1990.8.20.
14)高橋敬治：呼吸器教室． 寒河江保健所，1990.9.21.
15)高橋敬治：在宅酸素療法の注意点． 山形白鳥会講演会，1990.9.28.
16)高橋敬治：呼吸器感染症治療の進歩． 南陽市東置賜医師会講演会，1990.10.17.
17)高橋敬治：スポー ツと呼吸循環機能．平成2年度山形県医師会健康スポー ツ医学講習会，
1990 . 10 . 6 . (米沢市），10.7. (山形市），11.20. (新庄市），11.21.(鶴岡市）
18)高橋敬治：結核感染症の基礎と最近の動向．酒田地区医師会呼吸器病懇話会，1990.12.3.
19)高橋敬治：喘息吸入療法の現状と今後の展望． グラクソシンポジウム90, 1990.1.23.
20)佐藤 忍， 加藤修一， 高橋一二三， 有坂 泰， 高橋敬治， 安井昭二：エラスタ ー ゼ肺障
害ラットの無麻酔下肺血行動態一 低酸素‘性肺血管収縮の強さ ー ． 第40回閉塞性肺疾患研究
会，1990.1.28.
21)佐藤 忍， 加藤修一 ， 高橋一二三， 高橋敬治， 安井昭二：エラスタ ー ゼ注入ラットにお
ける肺圧量曲線， morphometryの用量依存性． 第40回閉塞性肺疾患研究会，1990. L28.
22)加藤修一 ， 佐藤 忍， 有坂 泰， 高橋ーニ三， 高橋敬治：エラスタ ー ゼ実験気腫におけ
る心房性ナトリウム利尿ホルモン(ANP)投与後の低酸素性肺血管収縮の増強について．
第41回閉塞性肺疾患研究会，1990.7.15.
23)工藤幸晴， 高田一男， 清野秀一 ， 高橋ーニ三， 加藤修一 ， 岩淵勝好， 佐田 誠， 大竹和
久， 池田英樹， 高橋敬治：慢性肺気腫患者の肺循環動態におよぼすトラピジ ールの急性効
果． 第41回閉塞即肺疾患研究会，1990.7.15.
24)高田一男， 工藤幸晴， 清野秀一 ， 高橋一二三， 加藤修一 ， 岩淵勝好， 佐田 誠， 大竹和
久， 池田英樹， 高橋敬治：呼吸性変動が肺循環動態に及ぽす影響． 第41回閉塞性肺疾患研
究会，1990.7.15.
25)池田英樹， 佐藤 忍， 高橋敬治：山形県における呼吸不全対策の現況． 第 4 回呼吸不全
講演会，1990.3.17.
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3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
1) 高橋敬治：第1回山形吸入療法研究会（山形県），1990.7.28.
2) 高橋敬治：第1回山形肺癌治療懇話会（山形県），1990.2.6.
3) 高橋敬治：第1回蔵王呼吸シンポジウム（全国），1990 .11.10,.....__, 11. 
4) 高橋敬治：第2回山形肺癌治療懇話会（山形県），1990.10.4.
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歯科日腔外科学講座
歯科口腔外科学講座
1 . 論 文
(1)原 著
1) 安/II和夫：分層植皮を行う全下顎歯槽堤形成術に関する臨床的研究． 日本口腔科学会雑
誌39: 7 44~764, 1990.
2) 安川和夫， 吉澤信夫， 江良謙次， 柴田 肇， 須永芳弘， 柴田考典， 吉田憲治：顎骨嚢胞
におけるFlomoxef Sodium (FMOX)の薬動力学的解析． 歯科薬物療法， 9: 151 ~156, 
1990. 
3) 須永芳弘， 吉澤信夫， 伊藤 正：石灰化歯原性憚胞摘出後に生じた下顎癌の1例． 形歯
会報，(339): 24~25, 1990. 
(2)総 説
1) 柴田考典：滑膜関節としての顎関節． 日本歯科医師会雑誌， 43: 824~827, 1990.
2) 柴田考典：顎関節症における関節円板病態． 日本歯科医師会雑誌，43: 836~838, 1990.
3) 吉澤信夫：下顎埋伏智歯摘出手術(1~7). 形歯会報，(340~346号）：1990.
4) 安川和夫：抗茜薬の使い方(1~4). 形歯会報，(347~351号）：1990.
(3)著 書
1) 上村修三郎， 杉崎正志， 柴田考典 編著：顎関節小事典． 日本歯科評論別冊， 1990.
2 . 学会報告
(1) 特別講演
1) 柴田考典：顎関節症における鑑別診断の重要性． 第 1 回日本国際歯科大会， 千葉， 1990
年6月．
2) 柴田考典：顎関節の画像診断に何を期待するか．第31回日本歯科放射線学会，徳島，1990
年10月．
(2) シンポジウム
なし
(3) 国際学会
なし
(4) 国内総会
1) 浅野 智，江良謙次，安川和夫，柴田 肇，須永芳弘，柴田考典，伊藤 正，吉澤信夫：
根管治療による術後性上顎嚢胞の縮小効果． 第44回日本口腔科学会総会， 松江， 1990年4
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月．
2) 須永芳弘，小林千晃，浅野 智， 安川和夫，柴田 肇，伊藤 正， 吉澤信夫：石灰化歯
原性嚢胞摘出部に発生した下顎癌の 1例．第44回日本口腔科学会総会，松江，1990年4月．
3) 柴田考典，高橋友二，大坪慶子，小林伸之，柴田 肇，須永芳弘， 吉澤信夫：両側下顎
骨筋突起肥大により開口障害を呈した 2例． 第44回日本口腔科学会総会， 松江，1990年4
月．
4 )  須永芳弘，森 寿広，伊藤充也，高橋友二，小林千晃，奥山慶子，小林伸之，浅野 智，
江良謙次， 安川和夫，柴田 肇，柴田考典， 吉澤信夫：顎骨嚢胞に対する開窓療法の効果
に関する検討． 第3回日本口腔診断学会総会， 東京，1990年5月．
5 )  柴田考典，江良謙次，柴田 肇，須永芳弘， 吉澤信夫：開口障害の診断について(II).
第3回日本口腔診断学会総会， 東京，1990年5月．
6 )  江良謙次， 安川和夫，須永芳弘，柴田考典， 吉澤信夫：興味ある病態差を示した白板症
の3例． 第3回日本口腔診断学会総会， 東京，1990年5月．
7 )  安川和夫， 江良謙次，柴田 肇，須永芳弘，柴田考典，吉澤信夫：口腔領域における
Flomoxef Sodiumの体内動態について．第 9回日本歯科薬物療法学会，東京，1990年6月．
8) 柴田考典，奥山慶子，江良謙次，安川和夫，柴田 肇，吉澤信夫：精神心理的異常を伴っ
た顎関節強直症の 2 例． 第 3 回日本顎関節学会総会， 東京，1990年 7月．
9) 柴田考典，柴田 肇，平戸亮司，未石研二，吉田康彦，仁木俊雄，今井香樹，高嶺朝彦，
中尾 誠， 吉野成史，永田賢司，根津 浩，永野 均：歯科矯正患者の顎関節症状に関す
る実態調査 ー 横断的調査 ー． 第 3 回日本顎関節学会総会， 東京，1990年 7月．
10)柴田考典，柴田 肇，戸塚靖則，山口泰彦，木野孔司，木村欣章，米津博文，木住野義
信，杉崎正志，伊介昭広，和嶋浩 一，近藤寿郎，小林 馨，栗田賢一，成田幸憲，峰野泰
久，山内隆之，村上賢一郎，瀬上夏樹，覚道健治， 安達 聡，本田武司，下田恒久， 甲斐
貞子，甲斐裕之：顎関節症プロトコ ー ルに関する実態調査．第3回顎関節学会総会，東京，
1990年7月．
11)柴田考典，柴田 肇，戸塚靖則，中村武之，木野孔司，泉 裕幸，米津博文，木住野義
信，杉崎正志，伊介昭広，和嶋浩一，栗田賢一，成田幸憲，峰野泰久，山内隆之，覚道健
治，安達 聡，本田武司，下田恒久：顎関節症プロトコ ー ルの提案． 第3回日本顎関節学
会総会， 東京，1990年7月．
12)下村哲也，米津博文，高野直久，斉藤 力，重松知寛，高橋庄二郎，柴田考典：復位を
伴わない関節円盤前方転位例における顎運動に関する研究（第 3 報）． 第 3 回日本顎関節学
会総会， 東京，1990年7月．
13)米津博文，宇野沢英樹，木野住義信，高野直久，重松知寛，大塚寿樹，山口雅康，柴田
考典：顎関節内障におけるMRIと造影所見との比較． 第3回日本顎関節学会総会，東京，
1990年7月．
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14)和田昌久，茂木悦子，瀬端正之， 柴田考典，米津博文：顎関節症の矯正治療 一叢生， レ
シプロカルクリックを有する1症例について一 ． 第 3回日本顎関節学会総会， 東京，1990
年7月．
15 )木住野義信，宇野沢秀樹，林 尚徳，米津博文，高野直久，高橋庄二郎， 柴田考典：関
節円板切除術後の治癒経過に関する実験的研究． 第 3回日本顎関節学会総会， 東京，1990
年7月．
16 )宇野沢秀樹， 木住野義信，北村信隆，米津博文，高野直久，重松知寛， 高橋庄二郎， 柴
田考典：ラット顎関節の形成不全に関する実験的研究．第 3回日本顎関節学会総会，東京，
1990年7月．
17)小林千晃，江良謙次， 柴田考典， 吉澤信夫，仙道富士郎：新鮮同種骨移植の免疫学的検
討． 第22回日本結合組織学会総会， 東京，1990年7月．
18 )柴田 肇，高橋友二， 吉澤信夫：ジアゼパム静脈内鎮静法併用局所麻酔下口腔内手術時
におけるCVR-R等の変化について． 第43回日本自律神経学会総会，旭川，1990年10月．
19)柴田考典， 吉澤信夫：Digital Fluorographyの顎関節造影検査への応用． 第3 1回日本歯
科放射線学会総会，徳島，1990年10月．
20 )小林千晃， 伊藤充也，江良謙次， 柴田考典， 吉澤信夫：各種同種骨移植の免疫学的検討
I. 第35回日本口腔外科学会総会， 岡山，1990年10月．
2 1) 安川和夫，森 寿広，高橋友二， 伊藤充也，奥山慶子，浅野 智，江良謙次， 柴田肇，
須永芳弘，柴田考典，吉澤信夫：FMOX投与後における口腔細菌叢の変化について．第35
回日本口腔外科学会総会， 岡山，1990年10月．
22)柴田考典，高橋友二，小林千晃，江良謙次，安川和夫，柴田 肇，須永芳弘，吉澤信夫，
渡辺千秋：顎変形症手術における肋骨・肋軟骨移植の経験． 第35回日本口腔外科学会総会，
岡山，1990年10月．
23)伊藤博司，渡辺裕子，菊地英子，渡辺千秋，園部英俊， 柴田考典：国立水戸病院歯科口
腔外科における顎顔面外傷の臨床統計的観察． 第35回日本口腔外科学会総会，岡山，1990
年10月．
(5) 国内地方会
1) 江良謙次， 伊藤 正， 柴田考典，吉澤信夫，古田憲治：頬部に発生した線維性組織球腫
の1例． 第 16回日本口腔外科学会北日本地方会，弘前，1990年2月．
2) 安川和夫， 小林伸之，浅野 智， 柴田考典， 吉澤信夫：口腔に出現した節外性悪性リン
パ腫の2例． 第28回日本口腔科学会北日本地方会，弘前，1990年2月．
3) 柴田考典，大坪慶子，浅野 智， 柴田 肇，須永芳弘， 吉澤信夫：上下顎骨骨性癒合に
よる完全開口不能の1例． 第 16回日本口腔外科学会北日本地方会，弘前，1990年2月．
4) 伊藤充也，安川和夫，森 寿広，高橋友二，奥山慶子，浅野 智，小林伸之，江良謙次，
柴田 肇，須永芳弘，柴田考典，吉澤信夫：上顎正中過剰歯の臨床統計的観察．第239回東
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京歯科大学学会例会，千葉，1990年3月．
5) 森 寿広，須永芳弘， 柴田考典，吉澤信夫：智歯抜去により改善したオトガイ神経知覚
鈍麻の1例． 第239回東京歯科大学学会例会，千葉，1990年3月．
6) 高橋友二，柴田 肇，伊藤充也，森 寿広，奥山慶子，浅野 智，小林伸之，江良謙次，
安川和夫，須永芳弘，伊藤 正， 柴田考典，吉澤信夫：口腔に発生した乳頭腫の22例につ
いて． 第239回東京歯科大学学会例会，千葉，1990年3月．
7) 小林伸之，浅野 智，江良謙次，安川和夫，須永芳弘， 柴田考典，吉澤信夫：長井市立
総合病院歯科の過去7年間における入院患者の臨床統計的観察． 第22回みちのく歯学会，
弘前，1990年9月．
8) 大 江美智子，小林伸之，奥山慶子，浅野 智，須永芳弘，吉澤信夫：保存的治療が奏効
した下顎骨骨髄炎の1例． 第22回みちのく歯学会，弘前，1990年9月．
(6)研究会
1) 安川和夫，伊藤充也，森 寿広，高橋友二，奥山慶子，小林伸之，浅野 智，江良謙次，
柴田 肇，須永芳弘， 柴田考典，吉澤信夫：歯科口腔外科領域におけるフルマリンの体内
動態． 第 9 回山形感染症研究会，山形，1990年3月．
2) 柴田考典， 柴田 肇，吉澤信夫：高齢・無歯顎下顎前突症の治療． 第 9 回顎変形症研究
会，東京，1990年3月．
3) 須永芳弘，小林千晃，浅野 智，安川和夫，柴田 肇，伊藤 正，吉澤信夫，伊藤裕信，
今井 大：顎骨嚢胞摘出後に生じた下顎癌の1例． 第21回東北地区頭頸部腫瘍研究会，弘
前，1990年6月．
4) 小林千晃，江良謙次，柴田考典，吉澤信夫，仙道富士郎：リンパ球混合培養反応(MLR)
を指標とした新鮮同種骨移植の免疫学的検討． 第 9 回骨•関節・軟部組織移植研究会，岡
山，1990年10月．
(7)その他
1) N. Yoshizawa : Oral cancer and Preprosthetic surgery. 逝江医科大学口腔顔面外科，
杭州市，1990年1月．
2) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床． 日本歯科医師会歯学研修セミナ ー，京都，1990年1
月．
3) 柴田考典：顎関節症の診断． 山形市歯科医師会，山形，1990年2月．
4) 吉澤信夫：紹介患者の転帰． 山形市歯科医師会，山形，1990年3月．
5) 吉澤信夫：紹介患者の転帰． 南陽市東置賜郡歯科医師会，南陽，1990年3月．
6) 柴田考典：顎関節症の診断と治療(1). 庄内地区歯科医師会，鶴岡，1990年3月．
7) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(1). 新潟大学歯学部歯科矯正学講座，新潟，1990年
3月．
8) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(1). 東京都板橋区歯科医師会，板橋，1990年4月．
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9) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(2). 新潟大学歯学部歯科矯正学講座， 新潟，1990年
4 月．
10) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(2). 東京都板橋区歯科医師会，板橋，1990年 4 月．
11) 柴田考典：顎関節症の診断と治療(2). 庄内地区歯科医師会， 鶴岡，1990年 5 月．
12) 吉澤信夫：口腔侵襲と病態生理． 東京歯科大学， 千葉，1990年6月．
13) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(3). 新潟大学歯学部歯科矯正学講座， 新潟，1990年
6月．
14) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(3). 東京都板橋区歯科医師会， 板橋，1990年6月．
15) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床． 日本歯科医師会歯学研修セミナ ー ，郡山，1990年6
月．
16) 柴田考典：顎関節症の診断と治療(3). 庄内地区歯科医師会， 酒田，1990年7月．
17) 柴田考典：関節開放手術． 顎関節鏡セミナ ー (1), 東京，1990年7月．
18) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(1). 鳥取東部歯科医師会， 鳥取，1990年7月．
19) 吉澤信夫：下顎埋伏智歯の診断と手術計画． 山形県歯科医師会，山形，1990年 8 月．
20) 柴田考典：顎関節症の診断と治療．東京歯科大学同窓会富山県支部，富山，1990年 9 月．
21) 柴田考典：顎関節症の診断と治療(4). 庄内地区歯科医師会， 鶴岡，1990年 9 月．
22) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(1). 南陽歯科医師会， 赤湯，1990年 9 月．
23) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床． 愛知学院大学歯学部同窓会， 名古屋，1990年10月．
24) 柴田考典：関節開放手術． 顎関節鏡セミナ ー (2), 東京，1990年10月．
25) 須永芳弘：障害児・者の歯の管理． 山形県臨床技術研修会， 上山，1990年10月．
26) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床．日本歯科医師会歯学研修セミナ ー ，高松，1990年11
月．
27) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(2). 南陽歯科医師会， 赤湯，1990年11月．
28) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床．金沢大学医学部歯科矯正学講座，金沢，1990年 1 月．
29) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床．昭和大学歯学部歯科矯正学講座，東京，1990年11月．
30) 柴田考典：顎関節症の診断と治療(5). 庄内地区歯科医師会， 酒田，1990年11月．
31) 吉澤信夫：口腔内手術時の局所的偶発症． 米沢志和会， 米沢，1990年12月．
32) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(2). 鳥取東部歯科医師会， 鳥取，1990年12月．
33) 柴田考典：顎関節症の基礎と臨床(3). 南陽歯科医師会， 赤湯，1990年12月．
3. 学会， 講演会， シンポジウム， ワ ー クショップなどの開催
なし
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